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「ダンジョニアン男爵の迷宮競技」version.20250419

この作品は著作権により保護されています。

? 2025 Tadamichi Hariya. All rights reserved.

ただし、個人の非営利利用に限り、以下の条件での利用を許可します：

この作品は CC BY-NC-ND 4.0 ライセンスのもとで提供されています。

商用利用は禁止されており、改変や派生作品の作成も認められていません。

ただし、著作者のクレジットを表示した上で、個人の非営利目的での利用は可能です。

詳細は クリエイティブ・コモンズ公式サイト をご覧ください。

　


 ダンジョニアン男爵の迷宮競技

　　　　　　　　　　　　　針屋　忠道


 オレの名前はスカイ。今日は、どんな話をしようか。そうだな、このコモンに携帯電話が普及し始めた頃の話でもしようか。フラクター選帝国の魔法使い達がコモンにテレビや携帯電話を売り出して世の中が科学という新しい魔術で一色になった時代があったんだよ。貴族もオレ達平民もみんな科学って奴にイチコロになって大フィーバーが起きたんだ。俺も携帯電話を買ったんだぜ。あの頃はクーポン前払い制だったんだが。今じゃ考えられないくらいに面倒だったな。スマート・フォンが出る前で性能が悪くて直ぐに圏外になるんだ。

 この話は、オレの相棒のマグギャランと組んでいたときから始まる。コイツは騎士の出なんだが女癖が悪くて女運が悪くて何時も酷い女ばかりに手を出すような変な奴だ。

そしてコロンが、何をトチ狂ったかいきなり、冒険屋稼業に入ろうとしたんだ。おれは、その頃マグギャランとコンビを組んでいた冒険屋だった。この商売はガラの悪いことは間違いない。オレはコロンを思いとどまらせようとした。だってコロンはド近眼で頭でっかちで、子供の頃から何時も、どっかを向いて、何を言っても上の空の、ただの変わり者の町娘だったんだ。それも最初はムチャ低レベルな魔法使いだった。オレがコロンを思い、とどまらせるために、子供の遊びの迷宮競技への参加を思いつく事は、おかしくないだろう？簡単な話だ。冒険屋稼業の気分を味合わせて、お引き取り願う。単純な話じゃないか。そういう大人から子供まで参加できる迷路ゲームがブルーリーフ町には、あったんだよ。

そしてオレはコロンを連れて、子供の頃、迷路ゲームに参加したヒマージ王国のブルーリーフ町に行ったんだ。だが、そこは昔のブルーリーフ町ではなかった。ダンジョニアン男爵の迷宮競技で有名なダンジョニアン男爵のトラップシティって名前に変わっていた。だが、オレは、そんなに変わっているとは思えなかったんだ。そこの領主のブルーリーフ男爵は、いい人だったからだ。最近のメディアに、ありがちな誇大広告や悪い噂だと思っていた。だが、ブルーリーフ町はマジで陰謀と膨大な賭の収益で潤う一大ギャンブル街と化していた。そして子供の頃ダンジョン競技に一緒に参加したトンガリ耳の女の子メルプルと俺は再び出会ったんだ……

                   （聞き手ノベラーＹ）


 冒険屋組合の待合室でスカイとマグギャランは椅子に、もたれかかって仕事が来るのを待っていた。この組合の良いところは、仕事の稼ぎの１０％を組合への加入料として取られる反面仕事が回って来やすいことであった。スカイ達の様なモンスター退治その他を請け負う冒険屋には、ある程度の安定性は魅力的であった。

待合室の長椅子に腰を掛けているのは、仕事を持ってきた依頼人を、その場で口説き落として仕事を指名して貰うためであった。

このミドルン王国のニーコ街の冒険屋組合では他にも同じ事を考えている冒険屋のグループ達が居る。刃物恐怖症の戦士にラリ公の魔法使いに新興宗教の僧侶のグループだ。こんな奴等と仕事を取り合うような商売だった。

 相棒のマグギャランは「夜遊びナイト倶楽部」というエロ雑誌を真剣な顔で読んでいた。写真機という物が最近は普及してエロ雑誌にもカラー写真が使われて刷られている時代だ。マグギャランは体面を重んじる割には女癖が悪いのだ。スカイとマグギャランが横並びで借りている集合住宅のマグギャランの部屋の前には部屋から溢れ出たエロ本が積み上げられていた。

 スカイは黒い半袖のシャツと黒いズボンを履いてマガジンラックの「冒険生活」を見ていた。愛用のロングソードは腰に差したままだ。腰には戦士に転職する前のスカウト時代から使っているナイフが、くくりつけてある。　「冒険生活」は怪物退治の依頼や護衛などの仕事の求人情報誌で、たまに大金をせしめた冒険屋が成功体験談を載せたりする。ここ十数年で一番大金をせしめたのは有名な冒険家シュド・マーチャーセンだ。冒険屋も一山当てると名前が冒険家と呼ばれてセレブの仲間入りが出来るのだ。それまでは、ただの与太者扱いだ。

 スカイは「冒険生活」を、めくって見ていた。大した仕事は無かったし、適当な仕事は、みんなイシサ聖王国やハーベス王国と言った外国だった。最近はモンスター退治にもモンスターの人権擁護やモンスター愛護が叫ばれて大っぴらに殺して回れない時代だ。

多くの亜人類（人間に近い姿と知能を持った種族）や、コモンで抑圧されていた少数民族達は自分達の人権を求めて人間界と袂を判ってフラクター選帝国を魔法使い達の主導で設立したのだ。大分、昔の話だ。百年ぐらい前の話だ。そして人間の住むコモンとフラクター選帝国は睨み合いながら暮らしているのだ。まあ沿海岸州連合王国にある内陸海を隔てた向こうにも人が住んでいるらしいがスカイは行ったことは無かった。

交易路ツルッペリン街道の中継地点に位置するミドルン王国のニーコ街は、冒険屋稼業をするには、ちょうど良い環境だった。ミドルン王国の大都市の一つであるニーコ街は総人口が多い分もめ事や、トラブルの種が尽きないからだ。それでスカイとマグギャランは飯を食っているのだ。

 マグギャランはエロ本を読みながら興奮して鼻息が荒くなっていた。こんな奴だがマグギャランは一応貴族の出でも在るらしい。色々な事情が在るらしいがスカイには関係がなかったしマグギャランも話さなかった。

 奴は赤と黒の薄いレザーのコートを羽織っているが内側は白いスカーフを首に巻いてシャツを着てベストを着ている。そして乗馬ズボンを履いて膝まであるロングブーツを履いていた。そして姉の形見だという女物の剣を持っていた。どこぞの刀匠が作った業物の剣らしい。

 だが剣なんて使えば、いずれは折れる消耗品だし、スカイには剣の銘とかには興味は無かった。

 その時、冒険屋組合のドアのベルが鳴った。

スカイはパッと身を起こした。

鉄の棍棒を磨いていた刃物恐怖症の戦士も身を起こした。

そしてドアが開いた。

スカイはマグギャランのエロ本を奪ってテーブルに置いた。

 マグギャランが怒った声で言った。

「何するんだスカイ？」

 スカイが言った。

「お前は顔と育ちは良いから交渉は得意だろう。お前がやれ。俺だと客に信用されない」

 スカイは目つきが悪いのだ。それで何時も割りの悪い目に遭っている。

 マグギャランは顔の出来が良かった。

マグギャランが言った。

「まあ、それもそうだな」

そしてドアの方をスカイは見た。

 はあ？

スカイは内心絶句した。

白い縁なし帽に赤い縁の付いた青いコートを着て、最近流行遅れの魔術の杖を持った１７の娘が居た。背は小さい。それに左脇には馬鹿でかい皮表紙の本を抱えていた。

スカイは身長が百六十四センチしか無いが。更に輪を掛けて低い。百五十センチぐらいしかない。当然といえば当然だが。

そして眼鏡を掛けて黒髪を背中に一本の三つ編みにして結んでいる。

 コロン姉ちゃん？

スカイは怪訝な顔でコロンを見ていた。

 コロンは子供の頃にスカイと別れて親類に引き取られた姉だ。

コロンは子供の頃から砂地に文字や図形を木の端で書いて難しい本ばかり読んでいる変わり者だった。スカイは心配だった。それでコロンが引き取られたニーコ街で冒険屋稼業を七、八歳頃から営んでいたのだ。

たまに様子を見ていた。

 コロンは魔術の勉強をしているらしい。

 いきなりコロンは立ち止まっていた。

スカイは見ていた。

マグギャランの声が聞こえた。

「何だ冴えない娘だな。金を持っていないようだし依頼人じゃないだろう」

 コロンは受付の近くまで行くと急に頭を抱えて身体をクネクネと動かし始めた。

 急にハッと気が付いて顔を赤くして慌てて扉まで駆け足で出ていこうとして突然立ち止まった。

スカイはコロンに言った。

 「おい、コロン何で、こんな所に居るんだよ」

コロンは言った。

 「わちゃしはですね…」

コロンは弟のスカイと気が付かないのか余所を向いて顔を真っ赤にして喋りだした。

 コロンは内気だったのだ。

　


ロザは言った。

 「あんたね。コロンみたいな頭の足りない子が狡っ辛い冒険屋稼業を出来ると思うの。ボーっと、している間にモンスターに噛みつかれて死ぬのがオチよ」

ロザが携帯電話の向こうのフラクター選帝国で怒っていた。

 ロザはスカイの生き別れた両親が、預けた先の親戚の従姉だ。現在、二十五歳だ。だが携帯電話の普及がスカイ達の距離を近い物にしていた。

スカイは冒険屋組合でコロンから聞き出した内容を確かめながら言った。

「それが、どうも変な話なんだよ。コロン姉ちゃんの魔術の教師であるフレイア・プロミネンスが、卒業課題として白紙の魔術書を渡して全部自分で作ったオリジナル魔術で埋めて来いって話らしい。フレイア・プロミネンスの話では創造性を喚起してオリジナル魔術を編み出すためには冒険屋が良いらしいんだ」

ロザがスカイに言った。

「以前は私の給料からも、その怪しい先生の授業料が出ていたのよ。フラクター帝国銀行の信用手形を使って支払いをしていたの。でも魔法都市エターナルの分校のように資格が付いて無いんでしょ。コロンの物好きにも困った話ね。私みたいにフラクター選帝国の国家公務員になれる学校を出ればいいのに。そんな才覚も無いのね。頭は悪くは無いのに。要領が悪いのね」

スカイはコロンが使える魔術を見て絶句した事を思い出しながら言った。

 「それでは俺は、コロン姉ちゃんを、説得してみる。何か、大昔のようにダンジョンに潜ってモンスターを倒すと言い張って居るんだ。簡単なダンジョン、ゲームにでも参加すれば、コロン姉ちゃんも自分が冒険屋に向いていないことが判るだろう。組合の女職員が聞き出したところによると、魔術がライターの魔術と懐中電灯の魔術ぐらいしか使えないんだ」

つまりコロンは低レベルも低レベルな魔法使いだった。

 ロザが言った。

「まあ、説得を頼むわね。私は、これから一ヶ月の間、橋梁工事の現場監督として出張の仕事に、でるから忙しくて連絡は取れないからね。それから、この電話は盗聴されているから、あまり紛らわしい事言わないでよ。あたしが怪しまれるから。フラクター選帝国は一級市民になるとコモンより住み易いけれど、こういうことは、うるさいのよ。馴れると楽だけど」

スカイは言った。

 「それじゃ、国際電話は高いから切るよ。クーポンが直ぐに無くなっちまう。ロザ姉ちゃんも病気や怪我に気を付けてくれよ」

 ロザは言った。

「あんたも早く真っ当な仕事に就きなさいよ、だからコロンが冒険屋を始めるなんて言い始めるのよ、じゃあね」

ロザは電話を切った。

マグギャランは言った。

「ほう、姉と電話とは、お前はシスコンだな」

マグギャランがエロ雑誌「ドギマギ」を読みながら廊下に出てきた。

スカイは言った。

「うるせぇな。部屋に入って携帯掛けると圏外になるんだよ。これからヒマージ王国のブルーリーフ町に行くが、お前も付いてくるか？」

マグギャランは溜息を付きながら言った。  「夜逃げでもするのか。やっぱり借金の金額が多すぎるしな。期限も近づいてきている」

そして、部屋の外に積み上げたエロ本を見ると更に溜息を付いた。

 確かに借金は多額だった。だが踏み倒すのは少し気がひけた。訳有りなのだ。それに早いところ返さなくては意味はないという期限まで付いていた。期限を守らないと、領主と対立しているトマス神父の土地改良事業が失敗してしまうことになる。

 スカイはマグギャランに説明して言った。

「違うんだよ。ダンジョンゲームに参加するんだ。子供の遊びだよ。大人も参加できるが大したモノじゃないんだよ」

　


マグギャランが両手をコートのポケットに突っ込んだまま言った。

 「ここがヒマージ王国のブルーリーフ町だと？お前の話とは全然違うではないか。まず町の名前が違う」

 スカイは言った。

「おかしいな、俺が子供の頃は、こんな派手な繁華街みたいな町じゃなかったんだがな」  スカイは怪訝に思いながら町の入り口を見た。

町の入り口の門の上には右腕を揚げている裸の男性の巨像が建っており、その台座には巨大な文字のネオンがきらめき「ダンジョニアン男爵のトラップシティ」と書いてあった。

確かにマグギャランの言うとおりだ。

そしてスカイが見たことのあるブルーリーフ男爵がステロイドでも使ったのかマッチョの筋肉男になって腕を振り上げた巨大な裸像と化していた。

股間の部分はネオンで隠されていた。

 コロンは歩き疲れていて魔術の杖につかまってへばっていた。

 スカイ達が現在居る「ダンジョニアン男爵のトラップシティ」はカジノで有名な場所で在ることはスカイも噂やテレビや雑誌で知っていたが、まさかブルーリーフ町の事であったとは意外だった。スカイが子供の頃に来たブルーリーフ町はツルッペリン街道から外れた寂れた町だった。

マグギャランが回りを見回しながら言った。

 「まあ、とりあえず中に入ろう。それにしても馬車が次々と通って行くな、かなりの金持ちか大貴族が乗っている馬車だぞ。俺でも知っている紋章を付けている」

 冷蔵庫を電池に繋いだ冷凍馬車が早足で掛けていった。そしてフラクター選帝国製の空中に浮かぶエア・バスが通り過ぎていった。最近の科学技術の進歩は凄いものだった。スカイ達は乗合馬車とエア・バスを使って、ミドルン王国からヒマージ王国のブルーリーフ町に来たのだ。

スカイは言った。

 「馬車だけでは無いだろう」

スカイは顎をしゃくった。

 確かに街道沿いには乗り合い馬車や旅人が数多くいた。

みんな目つきが悪い。新聞を持って赤鉛筆をみんな持っている。まるで競馬場の前のようだ。

スカイは言った。

 「コロン迷子になるなよ」

コロンは杖に寄りかかったまま頷いた。

 

 スカイ達は手頃な値段の宿屋を捜して宿屋に入った。

宿屋の「バカラバカラ」は宿泊客で一杯だった。

スカイはマグギャランに言った。

 「取りあえず、ダンジョン競技に参加しよう。何処に行けば良いのか聞いて来いよマグギャラン。俺じゃ信用されねぇ。俺が前に来たときと町の形まで変わっていやがる。こりゃ大都会の繁華街だけで出来ているような、酷い町だ」

このブルーリーフ町はコモンの交易路ツルッペリン街道から外れた寂れた田舎町だった。それなのに、今は、そこら中にカジノがあるし酒場、料理屋、クラブなどが沢山あった。町には景気の、いい軍隊の行進曲や音楽が流れて町の喧噪と一体となっていた。

マグギャランは行った。

 「任せろスカイ」

マグギャランが宿屋の受付の女性に声を掛けた。途端に受付の女性の顔が、うっとりとした。

女だけじゃなくて男も顔だよな。

スカイは、しみったれた事を考えた。

宿屋の受付の女性が大声で叫んで言った。

 「え！ダンジョン競技に出るんですか！」

途端に宿屋の中に居る客達が拍手を開始した。

「勇気在るな」

 「でも、お前みたいな優男には賭けないぞ」

「いやあ明日のオッズに、どう影響するかな。最近は参加パーティが集まらないんだよ」

 口々に言い始めた。

スカイは怪訝に思った。

 マグギャランがスカイとコロンの所へ戻ってきた。

 マグギャランが言った。

 「場所は判ったが、どうも、変だぞコレは賭けをやっているらしい。お前の言う金ダライと着グルミのモンスターとは大分違うじゃないか。優勝商品は小麦粉一ヶ月分だとか言っていなかったか」

 スカイは冗談半分で言った。

「まあ、取りあえず受付に行こうか。借金している身だが。賭を、やっているなら金をオレ達の優勝にでも掛けようぜ」

 だが、スカイが知っている迷宮競技では金を賭けたりはしなかった。

 おかしいな？何が、どう変わってしまったんだ？

スカイは、そう思った。

 だが、冒険屋稼業に足を突っ込もうとしているコロンを、思いとどまらせる為には丁度良いことは間違いがなかった。大した迷宮競技じゃないのだ。木の枠で作られた迷路に入ってヌイグルミのモンスターの相手をして出口を捜して出る簡単なゲームだ。雑誌に載っていた殺人ゲームという話は今の時代にありがちな出任せだろう。

　


 マグギャランが後を振り向いてスカイに言った。

 「なんつう人混みだ」

大通りは酷い雑踏だった。

前に進むたびに人と肩がぶつかるような凄い雑踏だ。スカイは雑踏の人の塊を両腕で押しのけながら前へと進んでいった。

コロンは背が小さいが魔術の杖が１メートル八十センチぐらい在るので良く見えた。

 スカイは歩いていった。そして後ろを向いている男に肩がぶつかった。

男が若い声で言った。

 「うおっ」

スカイはダンジョン競技の参加者の受付場所を探していた。マグギャランの聞き込みによれば、この道を真っ直ぐ行けば受付場所に着くはずだ。実際スタジアムのような建物が見えている。スカイは人混みを、かき分けながら前に進んでいった。

男が言った。

「おい待てよ。ぶつかったら謝れよ。最後の一つの、たこ焼きを落とし掛かったじゃないか」

振り向くとスカイと同じぐらいの年齢のトンガリ頭の少年だ。百九十センチ以上在る。マグギャランよりも背が高い。

スカイは言った。

「何だ、お前は」

 トンガリ頭の少年が言った。

「何だは無いだろう。ぶつかって来たのは、お前の方だろう。お前は行儀が悪いな」

この近辺では珍しい顔立ちだった。異邦人の様だった。スカイが前に会ったことのあるフラクター選帝国のヤマト領の人間のような顔立ちだ。

スカイは言った。

 「うるせえな。何ケチ付けてきて居るんだよ」

トンガリ頭の少年が言った。

 「ガラの悪い奴だな。もう少し言葉使いに気を付けろよ」

 スカイは言った。

「俺は俺だ、お前に指図される覚えは、これっぽっちもねぇよ」

 スカイとトンガリ頭の少年の回りは、もめ事の気配で大きく囲むように人が退いていた。

トンガリ頭の少年が笑いながら言った。

「決めた。お前を殴って俺が教育をしてやる。そうすれば、もっと、まともな人間になるだろう」

そして紙の箱から一つだけ残っている、たこ焼きを取り出して食べた。

たこ焼きの箱を持っていた手を離して落とした、だがいつの間にか振り上げられている脚の爪先に、たこ焼きの箱がバランスを取って立っていた。

そして脚で箱を蹴り上げた。口から爪楊枝を吹き出すと箱に突き刺さった。トンガリ頭の顔の高さまで箱が上がると脚を振り回した。

たこ焼きの箱に脚が当たり。たこ焼きの箱が飛んでいった。

そして屋台の隣のゴミ箱に入った。

 取り巻いている群衆から、どよめきと拍手が上がった。

 何だ、コイツは格闘家なのか。

 おかしな技を使いやがって。

スカイは目を細めた。

 トンガリ頭の少年が言った。

「掛かって来いよ。お前は剣を使っても構わない。俺は素手で十分強い」

腕を開いて、こっちに来いと言うかのようにあおいだ。

 畜生ナメていやがる。

 どうやら、相当自分の腕っ節に自信が在るようだった。

 マグギャランがキョロキョロしながら言った。

「おい止めろよスカイ、町中でケンカは不味いぞ。留置場に入るのは、もう沢山だ」

コロンは腕で×を作って首を横に振っている。

 スカイは言った。

 「うるせぇなマグギャラン。しっかり見張って居ろよ」

スカイは両腕を挙げて構えた。トンガリ頭の少年がニヤっと満面に笑みを浮かべた。

 スカイは啖呵を切って言った。

 「格闘家なんか大したことねぇ。こちとらモンスター相手に命張っている冒険屋だ」

トンガリ頭の少年が言った。

「なんだよ、冒険屋なんかザコだ。武術家が一番強いに決まっている。お前は頭が悪いな」

 そして両手を腰に当てた。

スカイは拳を構えながら言った。

「かかって来いよ」

 トンガリ頭の少年が言った。

「お前に言われるまでもない。殴って教育してやるって言っただろう。行くぞ！」

脚が飛んできた。

スカイは大きく後ろに飛んでかわした。

 トンガリ頭の少年が言った。

 「何だよビビって居るのか？」

トンガリ頭の少年が、しなる蹴りを連続して繰り出した。

 スカイは言った。

 「うるせぇ、こっちには、こっちの、やり方が在るんだよ」

スカイは横に飛んで地面を回転して避けた。

 トンガリ頭の少年は言った。

「俺の流派、武覇山流は、近間も遠間も得意な究極の拳術なんだ。お前なんかザコだよ。ホラどうした。お前なんか手を使うまでもない。右脚一本で十分だ」

トンガリ頭の少年の脚がムチのようにしなってスカイを追い込んでいく。確かに右足ばかりを使って連続して攻撃をしてきている。

スカイは言った。

 「ナメるなよ！」

スカイは拳をフック気味に振るうのを止めて短くジャブでフェイントをかけながら連続して放った。

トンガリ頭の少年は言った。

「甘い」

トンガリ頭の少年は、いつの間にかスカイの右横に脚を交差させて背中を向けながら移動していた。

スカイは本命のストレートを出して完全に腕が伸びきっていた。

 トンガリ頭の少年は、そのまま回転して上段の後ろ回し蹴りを放ってきた。

 スカイは右の肩からぶつかっていきながら肩と上腕でブロックした。

だが蹴りの凄い威力で吹き飛ばされた。

スカイは見ている野次馬達にぶつかりながら尻餅を付いた。野次馬達が文句を言いながら退いていった。

 トンガリ頭の少年は言った。

 「オイどうした。口ほどにも無いな。俺の後ろ回し蹴りをクリーンヒットさせなかった事は誉めてやる。だが完成された格闘技の動きの前では、お前の動きは雑なんだよ。手に取るように次の動きが判る」

トンガリ頭の少年が首を左右に傾けてコキコキと鳴らしていた。

スカイは言った。

「うるせぇぞ！最後に勝ちゃいいんだよ！俺は、お前に負けねぇよ！」

スカイは顔を真っ赤にして立ち上がった。

 トンガリ頭の少年は言った。

 「イキがるなよ。今までは技を使わなかったが。今度は手も使った連三拳で道ばたにオネンネさせてやるよ。目が覚めたら反省しろよ」

トンガリ頭の少年は白い歯を見せながら大きく満面の笑みを浮かべた。

トンガリ頭の少年は言った。

 「連一打！飛燕跳捶！」

トンガリ頭の少年の輪郭が、ぼやけて消えた。一瞬でスカイの目の前に移動していた。

速ぇ！

トンガリ頭の少年がスカイの顔の前でニヤッと白い歯を見せて笑った。

スカイは、いきなり鼻の中央に鼻ピンを食らった。

だが、ただの鼻ピンにしては威力が異常に強かった。

 スカイの頭は仰のいた。

 意識が吹っ飛ばされそうだった。

スカイは言った。

 「この野郎！」

スカイは腕を横殴りに振るったがトンガリ頭の少年は姿勢を物凄く低くして避けた。

 トンガリ頭の少年は言った。

「連二打！大盤衝捶！」

 スカイの鳩尾に凄い威力のボディブローが炸裂した。

 イテェ……

 何つぅ威力だ。

スカイは胃の内容物を吐きそうになった。

トンガリ頭の少年は言った。

「とどめだ！寝て居ろよ！連三打！通天炮！」

前屈みになったスカイの頭が、トンガリ頭の少年の手でロックされて膝が顔面に飛んできた。

スカイは閃いた。

前に出るしかねぇ。

スカイは言った。

 「うおりゃ！」

スカイはトンガリ頭の少年の膝が伸びきる前に膝頭目がけて頭突きを食らわした。

トンガリ頭の少年の動きが止まった。

スカイの首と頭も痛くなった。

 だが手応えはあった。

どうだ、この野郎。

トンガリ頭の少年が言った。

「おい……お前、どういう頭をして居るんだ。石頭にしても程が在るぞ」

スカイは鼻血と割れた額から血を垂らしながらバンダナで包まれた額を指で差した。

 スカイは鼻血を、すすり上げながら言った。

「ここには鉢金が入っている。まあ本当は遺跡で見つけた古代の細工物なんだがな」

 トンガリ頭の少年が右足を前に出して爪先立ちにして構えながら言った。

 「運の良いヤツだな。膝を怪我しても。動きが落ちるなんて思うなよ。ハンデだ。次で道ばたに大の字に寝かせてやる。もう手加減はせん全力で叩きのめす」

 突然声がした。

 「そこまでだ！」

突然老人が出てきた。

 白い髯を蓄えて白い髪をしている。ここら辺ではちょっと見たことのない変わった服を着ている。

トンガリ頭の少年が言った。

「じっちゃん」

 老人が言った。

「行くぞ。激武（ジーウー）。お前の拳術は武覇山の名誉を背負っておる。こんな所で使って良い物ではない。来なさい」

 ジーウーと呼ばれたトンガリ頭の少年が言った。

「判ったよ、じっちゃん」

 ジーウーは素直に老人の後に付いていった。右足を引きずっている。

スカイはジーウーに言った。

 「何だよ逃げんのかよ」

ジーウーは急に振り返って言った。

 「オイ！ゴロツキ（ローグ）！俺の名前は武覇山のシュイ・ジーウー（水・激武）だ！覚えておけ！この金髪三白眼野郎！」

 トンガリ頭の少年はスカイに怒鳴った。

 スカイはジーウーと名乗った少年に叫んで言った。

「テメェ！ウニ頭の格闘バカのコンチクショウ！俺の名前はスカイ・ザ・ワイドハートだ！覚えておけ！」

 スカイは頭に膝蹴りを受けたショックでフラフラしていた。

　


 ジーウーの祖父であるシュイ・ルアンウー（水・乱武）」は言った。

 「ジーウー。気が付かなかったのか」

どうやらジーウーは気が付いていなかったようだ。

未熟者め。まだまだワシの指導が必要な青二才ではないか。

ジーウーは言った。

「なんだよ、じっちゃん」

シュイ・ルアンウーは言った。

「あの若者じゃ。お前と戦っていた」

ジーウーは言った。

「何だよ、じっちゃん。アイツは町のゴロツキ（ローグ）だよ。モンスター殺しの冒険屋なんてチンピラと同じだ。国家の使命を持った黒鷹達とは違う」

 シュイ・ルアンウーは言った。

「わからんのかジーウー。お前は人を見る目がないな。そんなことでは敵の力量を把握することなど到底出来ないぞ」

 あの相は人相学では獅子の相と呼ばれる相であった。

　


 まだ七歳のスカイは、ヒマージ王国の首都タイダーへ荷物を届ける仕事を終えたばかりだった。そしてヒマージ王国の王都タイダーからミドルン王国のニーコ街に帰る途中だった。だが、ついでにタイダーの冒険屋組合でもミドルン王国への届け物の仕事を貰っていた。でも期日までは時間があった。

スカイは、ブルー・リーフ町で一日オフを入れるつもりだった。少し散歩してから仕事に戻るつもりだった。交易路の噂ではブルーリーフ町では珍しい森人（エルフ）の薬草料理が食べられるらしかった。

食えば森人（エルフ）みたいに長生き出来るかもしれないな。

スカイは興味を持ってやって来た。

 だが、肝心の森人（エルフ）の薬草料理は金持ち向けのレストランで金の無いスカイは入ることが出来なかった。

 それで、スカイはヒマだから高台を散歩してみる事にした。

 高台は木がまばらに生えた丘になっていた。

 そして木が、まばらな並木道のような緩やかな勾配を昇っていった。ブルーリーフ町が一目で見渡せるような高台だ。

泣き声がした。

何か泣いている声がしたのだ。

 スカイは歩いて行った。

すると木の陰にベンチが在った。

縁の大きい帽子を被ったスカイと同じぐらいの白っぽい服を着た十歳ぐらいの女の子が居た。大した服を着ていない。スカイと同じ一般人の女の子だ。

スカイは言った。

「何、泣いているんだよ」

 女の子は顔を上げた。

　


 変わっちまったな。

この町も。

スカイは夕方の風に当たりながら歩いていた。

 世の中、フラクター選帝国から普及した科学技術とやらのせいで日進月歩の変化を遂げていた。スカイもマグギャランも。クーポン前払い制の携帯電話を持っていた。これは町の中では概ね使えるが。町の外に出ると直ぐに圏外となる代物であった。スカイは赤と黒の虎模様で、マグギャランは木の質感をプリントした携帯だった。

 だが、ここの高台は、昔と変わっていないようだ。

 ここで泣いている女の子がいたんだ。

確かあの木の陰のベンチに座っていた。

スカイは木を見た。　

木の陰のベンチに人が座っていた。

背中まである黒色の髪をしている。

 尖った耳の褐色の肌の少女が言った。。

 「あなたはスカイでしょ」

細身のズボンのスーツは灰色の地に細いピンストライプが入っていた。黒いタートルネックのセーターを着てゴッツイ銀色のネックレスをしていた。

 子供の頃、泣いていた女の子を思いだした。確か、スカイが七歳の頃だ。黒色の髪の毛は昔と同じように長かった。

 メルプルだ。

 メルプルが言った。

 「目つきが悪いからすぐ判った」

スカイは言った。

 「そっちだって耳が尖っているから直ぐに判ったぜ」

 メルプルが耳を撫でながら目を伏せながら言った。

「一応気にしているのよ。森人（エルフ）の血が入っているって直ぐに判るから」

 スカイは言った。

 「それにしてもブルーリーフ町も変わっちまったな。この高台から見下ろすと夕闇に浮かぶのはネオン・サインばかりじゃねぇか」

 スカイは公園から下の町並みを見回した。

 メルプルは顔を上げて言った。

「そうよ。この町は変わってしまったの」

 その時、スカイはメルプルが綺麗になっていることに気が付いた。子供の時は気が付かなかったが。

 スカイは言った。

 「メルプルは、ずっとブルーリーフ町に居たのだろう」

 メルプルは髪をかき上げ目を伏せながら言った。

「居た方が良かったかもしれない。でも私は……引っ越していたから」

 その仕草にスカイは少しドキドキした。

でも、確かに、こんな風にブルーリーフ町が変わったのなら引っ越した方が良かったのだろう。今のブルーリーフ町は酷い繁華街だった。

遠くで若い女の声がした。

 「メルプル！どこに居るのよ！」　

どうやらメルプルを呼んでいるようだ。

 メルプルは笑顔で言った。

「友達が来たから、私は行くね。スカイ元気でね」

メルプルは、手を振って小走りで駆けて行った。

向こうの方で黒い帽子に黒い丈の短いマントを着た金髪の巻き毛の眼鏡をかけた、メルプルと同じぐらいの年格好の少女がいた。

 メルプルの友達だろうか？メルプルはペコペコ頭を下げている。

眼鏡を掛けた少女は腕を組んで怒っている。

メルプルより偉いようだった。

友達なんだろうな。

メルプルは子供の頃は森人（エルフ）族の血が入っているから友達が居なかったらしいが、今は友達が出来たみたいだ。よかったな。とスカイは思った。

　


 七歳のスカイは腕を組んで泣きじゃくっている女の子に言った。

 「何、泣いているんだよ」

 女の子が言った。

 「友達が居ないから」

 スカイは腕を組んだまま言った。

「友達なんて居たって、うっとうしいだけだろう」

そうだ。この世は世知辛いからな。そもそもスカイの仕事は大人相手だ。七歳とはいえ世間の仕組みは、それなりに判っていた。同い年の友達など出来るはずはなかった。スカイは七歳だが大人相手に交渉して金を稼がなければならないのだ。何故かスカイは子供の頃から文字を覚えるのは得意だったし、金の計算も、いつの間にか覚えていた。

女の子が泣きながら言った。

 「でも友達が今すぐ欲しいの」

 スカイは言った。

「何でだよ」

 女の子は言った。

 「友達と一緒にダンジョン・ゲームに出なくちゃならないの。じゃないとパパが悲しむの」

 よく判らないが。

この女に、とってはダンジョン・ゲームに出ることが重要なのだな。

スカイは何となく事情が判った。

 スカイは満面に笑みを浮かべて言った。

 「よし、それならオレがダンジョン・ゲームに一緒に出てやる」

 まあ、いいや、今日はヒマだ。

女の子はスカイを見ながら言った。

 「他の子みたいに逃げ出さない？」

スカイは言った。

 「何で逃げ出すんだよ」

 女の子は言った。

「だって私は森人（エルフ）の血を引いているの」

 女の子は帽子を取った。

すると黒色のストレート・ヘアーから尖った耳が突き出ていた。

 森人（エルフ）族？　

本当に居たのか？

スカイは森人（エルフ）族の血を引く人間を、今、始めて見たし。森人（エルフ）を見た事は一度もなかった。

スカイは言った。

「森人（エルフ）って言えば長生きするんだろ。お前も百歳ぐらいなのか」

 確かにそのぐらいでもおかしくなかった。

 女の子は言った。

 「ううん。まだ、十歳よ」

スカイは言った。

 「オレより三コ年上かよ。オレは七歳だ」

 女の子は言った。

「ねえ、気持ち悪くないの。みんな、わたしの事が嫌いなの。パパとママしか優しくないの」

スカイは言った。

「別に、結構かわいいぜ、お前。気にするなよ、おれだって目つきが悪いが世の中渡って居るんだ」

 女の子がビックリした顔をした。

そして吹き出した。

スカイは言った。

 「そういや、まだ名前を聞いてなかったな。オレの名前はスカイ。スカイ・ザ・ワイドハートだ」

女の子は言った。

 「わたしの名前は、メルプル。メルプル……シルフィード」

スカイは言った。

 「だが、条件がある、カネを出せ、俺はカネで動く冒険屋なんだ」

 女の子は言った。

「お金？今、これだけしか持っていないけれど」

女の子は財布を取りだした。中には銅貨が数枚入って居るだけだった。

スカイは言った。

「少ねぇな。まあ良いか。これで手を打ってやるよ」

スカイは銅貨を一枚取り上げた。

 今日はヒマだからダンジョンゲームに参加するのも悪くは無かった。

　


「第７パーティ「ザ・ワイドハート」さん入場行進の時間です出て下さい」

呼び出しが掛かった。

 スカイ達三人はバラバラに配置された磨りガラスの窓の控え室から出された、薄暗い廊下を歩いていった。

突然声がした。

「あ、お前」

スカイは突然後ろから声を掛けられた。

忘れようの無い声だった。

トンガリ頭の格闘家シュイ・ジーウーだ。

スカイは言った。

「何で、お前が居るんだよ」

スカイはシュイ・ジーウーを睨んだ。

シュイ・ジーウーは言った。

 「何だ、お前も参加するのか？」

 シュイ・ジーウーも露骨に嫌そうな顔をした。

 マグギャランはスカイの背中を押しながら言った。

 「はやく進めスカイ。案内をしているバニーガールの、お姉ちゃんが困っているではないか」

そして赤色の水着を着たバニーガールに愛想笑いを浮かべていた。だが頭にアンテナが生えたバニーガールはツンとしていた。

　


 七歳のスカイはメルプルと共に、ダンジョンゲームの受付に来た。他にも何組もの、子供や大人達が参加するようだった。

スカイは周りを見ながら言った。

 「何か、在るのか。子供のゲームじゃないのかよ、大人まで参加しているだろ」

 メルプルは言った。

 「一位になると小麦粉が、百キロ贈呈されるの」

 スカイは言った。

 「オレは遠くて持って帰れないから、一位になったら、お前が持って行け。たらふくパンが食えるぞ」

 メルプルは言った。

 「大人も参加しているのよ。子供の私達では一位に、なんかなれっこないわ」

十八ぐらいのニキビだらけの少年が言った。

「おい、小僧。この町の男だったら、こんな森人（エルフ）の血の入った女なんかシカトするんだよ。コイツのせいでブルーリーフ町は他の領地よりも賦役が多いんだ」

弟なのか子供を連れている。

 スカイは言った。

 「うるせえな。オレは余所者なんだよ。関係ねぇんだよ」

 ニキビだらけの少年は言った。

 「余所者だと」

 スカイは言った。

「そうだ余所者だ。ミドルンから来たんだ」

 弟の方が言った。

 「何でミドルン人が、こんな所に居るんだ」

スカイは言った。

「オレは冒険屋だ」

　


 スカイ達、迷宮競技の参加者達はスタジアムのステージの上で各パーティ毎に整列していた。空には号砲が撃ち鳴らされていた。

 ロールの沢山付いたピンク色の巻き毛の中年の男が現れて言った。

 「レディース・アンド・ジェントルメーン！コレより大賭博レース。ダンジョニアン男爵の迷宮競技を開催いたします。わたくしは司会と進行を行いますミスター・シキールです。以後お見知り置きを！常連さんは知っていますよね？」

ピンク色の燕尾服を来ているが、ズボンの替わりに白地にピンク色のハートマーク柄のタイツを履いており、股間には何故か緑色のカエルの顔がアクセサリー？として付いていた。そして踵が十センチぐらいある赤いハイヒールを履いている。そして黄色いレンズに赤いフレームのサングラスを付けていた。

酷い服だ。

スカイは思った。

 スカイは背後の八つある扉の上にデンと立っている。巨大なテレビを見た。四十メートル四方ぐらいはありそうな巨大なテレビだ。メーカーは、やっぱりというかフラクター選帝国製だ。銀色のエンブレムが輝いて入っている。

 派手な格好をした司会者、ミスター・シキールがステージの上に並んだ八つのパーティーを示しながら言った。

 「これが、本日のメインの賭博イベント。ダンジョニアン男爵の迷宮競技の出場者達です。全８パーティーの猛者達が参加をしています」

スタジアムの観客席から口笛やクラッカーの音が鳴り響いた。歓声が上がって、うねりと化していた。

司会者のタイツ男シキールが足を跳ね上げて身をよじりながら言った。

 「第１パーティーは、これは三番人気の美少女のみのパーティー「ルルと仲間達」です。一人美少女と呼ぶには年齢が、やや上の方が居ますが。ああっ、そんな目で睨まないでください。むしろ、わたくしめを踏んで縛って蹴って下さい」

 笑いが起きていた。

 ２０代後半ぐらいの金髪の女が腕を組んだまま、冷たい視線でシキールを見ていた。

 第１パーティはスカイと同じぐらいの年代の女ばかりだった。まあ、こんな女ばかりが参加するようなゲームならば魔法使い見習いのコロン姉ちゃんには丁度良いだろう。昔と同じような迷路ゲームだ。何か今風にテレビとか、色物の司会者を使うようになっただけだ。

 スカイは隣の第８パーティーに居るジーウーを見ながら言った。

 「おい、お前。何で、ダンジョン競技に出るんだよ」

 ジーウーは言った。

 「俺の仕事じゃない。俺にとって、これは修行の一環なんだ。他にも理由はあるが、お前の様なバカには言っても判らんから言わん」　ジーウーが、そっぽを向いた。

スカイは言った。

 「テメェの都合なんか知るか。ぜってー負けないからな一位はオレ達だ」  

スカイとマグギャランは有り金全部を自分達の優勝に賭けていた。一位にならねばならなかった。だが、それでも借金を全額返すには足りなかったが。

マグギャランは何故かコートの襟を立ててスカーフを口に巻いている。テレビカメラが向けられると手を前に出して撮さないでとリアクションをやっていた。

 第８パーティの全身を覆う金属製の鎧を着た騎士がマグギャランを見て声を掛けて言った。

「私はスロプ王国の騎士、黒鷹だ。君は何処かで会ったことがないか。どうしても思い出せないんだが。確かに会ったことが在ったはずだ。だが、どうしても思い出せないんだ。君は覚えていないか？私は確かに君を重要な場所で見た覚えは在るんだが。どうしても出て来ない。君は誰だ？」

フルフェイスの兜を被った騎士だった。

フルフェイスの兜のままではマグギャランの記憶力が良くても判らないだろう。お前が誰だとツッコミを入れたかった。それにしてもマグギャランの存在感とは、その程度のものなのかもしれないとスカイは思った。

マグギャランは言った。

「人違いです」

マグギャランはスカーフで、くぐもった声を出した。そしてコートの襟を立てて肩を上げて首をすぼめた。マグギャランはカメラに写るのが嫌いなのだ。

女の、よく通る声がした。

 「え、あたしですか？ハーベス王国で最年少で騎士試験に受かったルル・ガーテンでぇーす。みんな応援してね！」

 青い服を着た少女騎士ルルが元気良くマイクに向かってカメラ目線で顎の下で手を組んで身体を左右に振りながら笑顔を振りまいて話していた。スカイ達出場者の背後に、そびえ立つ四十メートル四方ぐらいありそうな巨大スクリーンにカメラ目線のルルが映っている。とにかく目立つ女だ。オレンジ色の長い髪の毛のせいだけではないとスカイは思った。頭の後ろには馬鹿でかい赤と黄色のリボンが付いている。そしてルルは賭けに集まったスタジアムの観衆達に手を振って投げキッスをしている。

 ひゅーひゅーと、はやす声がスタジアムから上がり始めた。

ルルは調子に乗ってジャンプし始め手を振り始めた。

 「ルル！ルル！ルル！」

ルルコールがスタジアムの観客から起こり始めた。

 顔を赤くした背後の猫耳人の娘とヤマト人の娘に引っ張られて後ろに連れて行かれてシッペを手首にルルは食らっていた。

 ルルは言った。

「うおっ痛い」

ルルは肘まである革の手袋で覆われた手首を押さえて振っていた。

司会のシキールが言った。

 「いやあ、あなたの自己紹介ではないんですよ。でもウケているから司会の権限で許可します。この超デンジェラスな迷宮競技に参加した理由は何ですか」

 ルルは言った。

 「メル…」

ルルの背後からピンク色の髪の毛の猫耳人の娘が飛びかかって、しがみついてルルの口を塞いだ。

後ろに引っ張って行かれて再びシッペを食らっていた。今度は年長の女も加わっている。そして年長の女の後ろに居た少女も出てきてシッペをした。

あれ？

メルプルじゃないか。

スカイは目を疑った。

 そう言えば昨日と同じ服を着ている。

何で、こんな所にメルプルが居るんだ。

 メルプルはブルーリーフ町の町娘だった。

何でコモン共通国家資格の騎士と一緒に居るんだ？

マグギャランは、どっかの国の騎士団を追い出されたらしいが。メルプルにも何か在ったのだろうか。よく見ると昨日の巻き毛で眼鏡を掛けた友達の娘も偉そうに腕を組んで一緒にいる。

友達なのだろうか。

スカイは思った。

 シキールは言った。

 「あのう参加理由は何でしょうか」

 黒と白の服を着て、腰に赤い鞘の刀を差しているヤマト人の娘に司会のシキールのマイクとカメラが向けられた。

一瞬、ハッとした顔をしてうつむいた。人差し指の先同士を合わせて動かしていた。

ヤマト人の娘は顔を真っ赤にしてボソリと言った。

 「秘密です」

司会のシキールが言った。

「参加理由は秘密だそうです。白けます。引っ張ってくれません。それでは次に行きましょう。一番人気の第２パーティー「モンスターズ・レイジ」です。竜人や亜人類が沢山入っています。これは見ため的には無茶苦茶強そうです」

青いドラゴンの頭が付いた三メートル以上在りそうな背丈の鎧を着た大男が腕を組んで居た。巨大な両手持ちの剣を床に突き刺して手を組んでいる。

竜頭人（ドラゴンニュート）だ。

竜頭人は言った。

「見た目だけではない。我等は最強だ。この間違ったダンジョン競技を終わらせる為にエントリーした」

 スカイとジーウーは小突きあっていた。

 スカイがジーウーの脚を蹴っ飛ばしながら言った。

「イテェだろバカヤロウ」

 ジーウーは言った。

「テメェが痛いんだよ」

ジーウーがスカイを蹴飛ばした。

ジーウーの第８パーティーの女の治療士が言った。

 「ジーウー君知り合いなの？」

赤い毛に黒い瞳で有り体に言って可愛い顔だ。

ジーウーが顔を赤らめながら言った。

「キュピンさん。こんな奴は知り合いでも何でもありません。昨日教育しそこねた町のゴロツキ（ローグ）でロクでもないバカ野郎です。バカっていう名前の生き物です」

スカイは意地の悪い笑いを浮かべてジーウーの脚を蹴飛ばしながら言った。

 「何、女の前で赤くなって居るんだよ。ダサェよ、お前」

 ジーウーは言った。

 「黙れ、お前。キュピンさんの前で失礼だろう」

ジーウーは１９０センチ以上ある上背からスカイの脳天に拳骨を落とした。

 スカイは言った。

 「イテェな。バカヤロウ」

ジーウーの脚を蹴飛ばした。

 ジーウーは言った。

「俺の全身は凶器で武器で芸術品なんだよ。お前如きが蹴っぽって良い訳はないだろ。そんな事も判らないのか」

 ジーウーはスカイの脳天に更に拳骨を落とした。

スカイは言った。

「イテェな」

スカイはジーウーの脇腹を肘で小突き返した。

 シキールは言った。

 「第３パーティーは「戦斧隊」です。このダンジョン競技の常連さんです。何時も全滅していますが。今日はどんな抱負で参加しますか？やっぱり、いつもと同じですか？リーダーのテホーさんどうぞ」

 シキールが頭のてっぺんを残して刈り込んで、残った部分を後ろに纏めて垂らしている腰布一枚の人間の男にマイクを向けた。ボディビルダーの様な筋肉をしている。並のボディビルダーではない。筋肉が膨れ上がって丸くなっているのだ。いや、後ろにいる、巨人（ジャイアント）族、小人（ドワーフ）族、鬼（オーガ）族、牛頭人（ミノタウロス）族、岩巨人（トロール）族も全員白い腰布一枚で、丸くビルド・アップされた入れ墨だらけの異常な筋肉を持っている。そして手には全員が、それぞれの体格に合わせた巨大な戦斧を持っている。

人間の男が筋肉を波うたせて戦斧を振り上げて言った。

 「我々は、暗黒王国タビヲン王国によってもたらされた偽りの平和と戦い続ける！混沌の大地の亜人類達は現在も暗黒王国によって抑圧を受けている！」

 シキールはアッサリとスルーして言った。

 「はい、重い話は、そこまで。ササッと置いておいて次のパーティーに行きましょう。第４パーティーは「ワイズメン」です。戦斧隊とは対照的に魔法使いだけのパーティーです。抱負をどうぞ。リーダーのゴトル・メドラ教授さん」

シキールは中年の女にマイクを向けた。

ゴトル・メドラ教授は言った。

 「私は、魔法都市エターナルの教授ゴトル・メドラ。魔術は万能です。あらゆる問題を解決します。今回、この馬鹿らしい迷宮競技に参加する理由は、ただ一つ。この迷宮競技のダンジョンを魔術の力で、ねじ伏せる事です。私達は一位通過する事を約束しましょう」

眼鏡を掛けた中年の女性ゴトル・メドラが自信に満ちた口調で言った。

おおっ、という、どよめきが上がった。 

 シキールは言った。

 「そう言って何組ものパーティが全滅していきました。これがダンジョン競技の厳しい現実です。次は、第５パーティー「悪人同盟」です。皆さん。言わなくても判りますよね。でも言っちゃおうか。でも言わない。じゃあ早口で言おうか。レルキ・ヨツにゴブ・ハベ、ギカセ・セン、サシシ・ラーキ、バーリー・ゾーダー、キキロ・ハーゾ。みーんな死刑囚です。ですが、このダンジョン・ゲームでゴールに到達できると彼等には自由が与えられます」

 観客席からブーイングが起きていた。

 スカイは「悪人同盟」のメンバー達を見て驚いた。全員、この半年の間に新聞の三面記事とタブロイド紙の一面を騒がせたメンツだ。テレビでもやっていた。

レリキ・ヨツは若い女性ばかり襲う連続猟奇殺人鬼だった。手口は何時も同じで、刃の付いた殺人ピアノ線でバラバラ切り刻むのだ。ゴブ・ハベは毒殺魔で毒を混ぜたパンを売る殺人パン屋でパンに毒を混ぜるだけでは飽きたらず、猛毒のバタリで、通り魔殺人をやっている所を捕まった。ギカセ・センはヒマージ王国の偽造貨幣を大量に作って偽金フィーバーでインフレが起きてヒマージ通貨のグーの貨幣価値を下げたヒマージ王国の官僚だった。唯一の女、サシシ・ラーキは殺人宗教「殺しの秘文字」教の邪神官だ。何故か顔には黒い覆面が付けられている。だが怪しい磁力のようなオーラを感じた。バーリ・ゾーダーはヒマージ王国の一部を支配した山賊グループ「闇の腕」のリーダーだ。キキロ・ハーゾはヒマージのギャング団シャブメロ一家でドラッグの大量製造を行っていた。奴等は全員、両手首と両足に枷と鎖が付いて繋がれている。

こんな奴等を遊びの迷路ゲームに参加させるんじゃねぇよ。

スカイは思った。

だが、コロンやメルプルみたいな町娘が、こんな奴等と一緒にダンジョンゲームに参加して大丈夫なのだろうか？

 大体、最後まで完走できて、こんな重犯罪者の死刑囚達が自由になれるゲームとは一体何なんだ？

スカイは段々と不安に見舞われてきた。

どうも不味い所に居るような事に気が付いてきた。

シキールは言った。

 「はい、ドンドン、サクサクと進めましょう。次は第６パーティ「借金隊」です。彼等はダンジョニアン金融から借金をして返せなくなった。哀れな元ギャンブラー達です。観客の皆さん達のような勝ち組ギャンブラーとは違う負け組ギャンブラーです。運にもツキにも法律にも見放された彼等はダンジョン競技を、くぐり抜けて借金の帳消しが出来るのでしょうか？はい、抱負をどうぞ。リーダーのクブ・ザーハさん」

 シキールがマイクを先頭の男に向けて言った。

「タ、ス、ケ、テ！迷宮競技に出たら殺される。殺されてしまう！タ、ス、ケ、テ！」

 先頭の男が叫んだ。

この借金隊も手と足に手枷と足枷が付いている。

観客達はゲラゲラと笑いだした。

 スカイは自分とマグギャランの明日の姿のように思えてならなかった。多額の借金を負っていたからだ。

シキールが言った。

 「あなた達には、強い力をダンジョニアン男爵様が与えています。その力で迷宮のトラップを乗りきって下さい。今日は一位通過できるかもしれませんよ」

ブーイングが起こり始めた。

シキールは言った。

 「はい、第７パーティーの「ザ・ワイドハート」です。人気は最下位です。当然でしょう五人から六人向けの、この迷宮競技にたった三人でエントリーしたのですから。ハッキリ言いましょうバカです。そして彼等が進むルートは…」

司会のシキールが笑いながら伸ばして言い。右手の小指と薬指を伸ばして手を挙げた。

観客席からスタンディングオベーションが沸き起こった。

「アンラッキー・セブン！」

観客席から一斉に返事が上がった。

そしてアンラッキー・セブンと連呼が開始された。

アンラッキー・セブンとは、いったい何だよ。普通はラッキー・セブンだろう。スカイは思った。

 だか、観客達はスカイ達をバカにした顔でシキールの手の形を真似して叫び続けていた。

シキールは言った。

「そうだ。あなた達はアンラッキー・セブンに居るのです。判っていますか？自分達の置かれている差し迫った状況を？あなた達は明日の太陽を見ることは叶わないでしょう」

シキールが先頭に居るスカイにマイクを向けた。

スカイはシキールに言った。

 「うるせぇよ。何だよ、そのアンラッキー・セブンってのは」

観客席から笑いが吹き出した。

 シキールは言った。

「どうやら彼等は事情を知らないようだ。これは不味い、不味すぎるぞ「ザ・ワイドハート」。さあ何分持つかな？さあ、抱負をどうぞ。リーダーのスカイ・ザ・ワイドハートさん」

 司会のシキールがマイクをスカイに向けた。

シキールは言った。

 「ぶっちぎりで一位通過」

スカイは人差し指を突きだして宣言した。

 そうだ当然だ。有り金を全部、自分達の一位通過に賭けているのだ。だが、それでも借金の全額返済には程遠いが。

だが、観客達は笑い出した。

マグギャランはコートの襟を立ててスカーフで口元を隠して、向けられているカメラに写さないでとリアクションをやっていた。コロンは顔を真っ赤にして、うつむいてフラフラしていた。

メルプルと目があった。メルプルは、慌てて目をそらした。

なんだよ。

スカイは思った。

 司会のシキールがスカイの前でハイヒールで爪先立ちになってバレェを踊り出した。チークダンスに変わり、腰を振ると股間のカエルの口から舌が真っ直ぐに伸びた。

観客席からドッと笑い声が上がった。

スカイはシキールに言った。

 「おい、バカにしているのかよ、この野郎」

だがシキールはスカイ達に腰を振ってカエルの舌を出していた。腰を振るごとに歓声がどっと上がった。

シキールが言った。

 「はい、それでは第８パーティの「黒鷹」です。リーダーの黒鷹さん抱負をどうぞ」

 黒鷹は言った。

「このようなダンジョン競技は良くない」

シキールが言った。

「みんな喜んでいますよ？大衆は我々ダンジョン競技運営委員会を自由意志で支持しているのです。当たり前ですよ、当たり前。これが今の当たり前なのですよ。そういうオヤジ臭い事言っていると女の子にモテませんよ」

黒鷹は言った。

「私は愛する妻の居るオヤジだ」

シキールは腰を振りながら股間のカエルの顔から舌を出しながら言った。

 シキールは言った。

 「それってオヤジギャグ？でもウケないからダメ」

観衆が口笛を吹いたりホーンを鳴らしたりしている。スタジアムの椅子の上に立ってシキールに合わせて腰を振っている奴まで居る。

　


 ダンジョニアン男爵の居城トラップ城には

白いテーブル・クロスで覆われた長いテーブルの端にダンジョニアン男爵が座っていた。そしてダンジョニアン男爵はアイスとソフトクリームとフルーツが沢山乗っかった青いガラスの器に盛りつけられたフルーツ・パフェを食べていた。

 そして、その隣にはダンジョニアン男爵夫人で、美女の半森人（ハーフ・エルフ）のラビリーナがいた。

ダンジョニアン男爵の目の前にはフラクター製の十メートル四方の大画面のモニターがあり、出場者達の紹介の中継が行われていた。

 ラビリーナは言った。

「ダンジョニアン男爵様。今日も大入り満員御礼です。コモン中のギャンブラー達が財布の中身を空っぽにするために集まってきています。鴨がネギ背負って鍋の煮えくり返った湯の中に脚を入れているとも気が付かずにです。胴元の、あなた様の預金通帳の残高は増える一方という案配です」

 ラビリーナがレポートを、めくっていた。

ラビリーナは、白色の裾を引きずるドレスを着ていた。白い部分には赤い稲妻模様が走っていた。そして肘まである紫色の手袋をしていた。髪は複雑な形に結い上げられて色とりどりの珍しい宝石で飾られていた。

 ダンジョニアン男爵がアイスクリームを食べながら言った。

 「ふむ、参加パーティーは、どうかね。私の迷宮芸術を満足させる顔ぶれと言えるかね」

ラビリーナがダンジョニアン男爵の観戦室を見ながら言った。

「それは、もう。あなた様の命を狙っているフラクター選帝国のモンスター達に、国庫金に手を出しているギャンブル狂いの国王を諫めるために、あなた様の命を狙っている家臣など、濃いドラマを背負っている面々を用意しております。どれも、最近稀に見る、ダンジョンゲームを盛り上げてくれる逸材揃いと私は自負しております。週に一回のダンジョンゲームですがコモン全域に設置した闇の場外券売場でケーブルテレビの中継を見せながらのトトカルチョを開催している人気競技です」

ラビリーナがダンジョニアン男爵に笑いながら言った。

「今回は、あなた様の実の娘も参加していますよダンジョニアン男爵の娘です。そして私が産みの親の実の娘です」

 ダンジョニアン男爵は言った。

 「私の娘？私の実の娘か。フハハハハハハハハハ！面白い！実に面白い！盛り上がる！盛り上がるね！コレは一番濃いドラマかもしれんよラビリーナ君！」

 ダンジョニアン男爵は笑い始めた。

ラビリーナは言った。

 「それでは第１パーティから説明します。

第１パーティーは、五人が十七歳の少女達に一人が二十八歳です。戦闘能力は高いようには見えません。リーダーの人間の騎士ルル・ガーテンは最年少タイでコモン共通騎士国家試験に通った秀才のようです。それに加えて、人間でサムライの朱鳳院楚宇那。森人（エルフ）の血を引くクォーターの錬金術士のメルプル・シルフィード。人間で銃使いのウロン・ケサン。猫耳人で格闘家のニャコ。人間でスカウトのサファ・ナリックです。人気は三番人気です」

ダンジョニアン男爵は言った。 

 「ふむ、戦闘能力は大したことは無いようでは在るな。だが、観客の人気は付きそうではないか券売所に顔写真を張っておく、システムのせいかな」

 ラビリーナは笑いながら言った。

「もちろんですとも。馬鹿な痴情に駆られた男達が賭ける事は間違い在りません。彼女達はビジュアル的には強いですから」

ダンジョニアン男爵はフルーツパフェの銀製のスプーンを取り出して、舌を出してぺろぺろ舐めながら言った。

「それでは、しばらくの間、生かしておいて、掛け率が上がってから殺した方が良いかな。どんな風に殺そうかね。腕の振るいがいが在るよ」

ラビリーナは言った。

 「それはもう、あなた様の、ご自由になさって下さい。あなた様がダンジョン競技のルールそのものです」

 ダンジョニアン男爵は言った。

 「司会のシキール君への直通の電話は何時でも掛けられる。全ては私の思うとおりにゲームが進んでいく。私がルールであり、このトラップシティの支配者であり、ダンジョンゲームの神だ」

ダンジョニアン男爵はフルーツパフェにデコレートされたウェハースを摘んでアイスの付いた端をぺろぺろと舐めていた。

ラビリーナは言った。

 「それでは第２パーティーの説明をします。リーダーの騎士で竜人（ドラゴンニュート）族ガオーンが指揮するモンスターばかりのパーティーです。今回一番人気です。他のメンバーはスカウトで狼男のメレール・パレ。森人（エルフ）で精霊使いのシフー・レサ。岩巨人（トロール）で戦士のオルル・モーア。翼人（ウインガー）族で精霊使いのスーロ・ウイングス。人間で忍者の羅刹。最後の忍者は人間ではないと思うので全員モンスターで男です」

ダンジョニアン男爵は舐めたウェハースをソフトクリームに、ゆっくりと丁寧に差し込みながら言った。

 「一番人気か。彼等は、私が人身売買で買ったモンスターと人間を使って迷宮芸術を行っていることに抗議をしているフラクター選帝国からの回し者だね。私を殺そうとしているようだな。私は表彰式の時には３位までの入賞者達に直に優勝賞金とメダルと、トロフィーを渡すからね。実に単純な連中だよ」

ラビリーナが笑いながら言った。

 「そうです。ただの冗談ゲームなのに。今日日、直ぐに傷ついて裁判を起こしたりする、被害者意識の強い、あの手の輩です。困ったものです」

 ダンジョニアン男爵は言った。

 「わたしの命を狙って来るんだ、それ相応の、おもてなしをしないと失礼だろうね。私は自分が痛い目に遭ったり、死ぬのは嫌だから、早めに殺そうかな。レベルの高そうな彼等には凶悪トラップのコンボで全滅させて、この世から、お引き取りを願うとしよう。場合によっては、ダンジョン・ストーカーズの彼等を使う」

ダンジョニアン男爵は口の中にサクランボウを二つ丸ごと入れながら言った。そして口をもぐもぐさせ始めた。

 ラビリーナは美しい顔に残酷な笑いを浮かべた。

ラビリーナは言った。

「それでは第３パーティを説明します。第３パーティは戦斧隊です。暗黒王国と呼ばれるタビヲン王国と戦う為に結成された戦斧隊ですが。戦争はタビヲン王国が混沌の大地を併合するという形で終結したので、行き場を失った彼等はダンジョン競技に参加して自分達の存在をアピールしようとしています。頭の悪い戦士達です。精神的なトラウマを負った従軍した軍人達ですが、今日日、美形でないのでウケも同情も取れません。全員白い腰布一枚に盛り上がった筋肉と、戦斧を持って、入れ墨で仲間意識を高めている以外は何の取り柄もありません。何時も全滅する常連ですから判っていますよね。リーダーの人間、テホーが今回の戦斧隊のリーダーで戦斧戦士。後は、巨人（ジャイアント）族で戦斧戦士のギガテラ。小人（ドワーフ）族で戦斧戦士のギドール。牛頭人（ミノタウロス）族で戦斧戦士のドラン。鬼人（オーガ）族で戦斧戦士のガル。岩巨人（トロール）族で戦斧戦士のウゴル。人気は最下位一歩手前の７番人気です。戦士の筋肉だけでは迷宮のトラップは突破出来ませんからね」

ダンジョニアン男爵は言った。

「まあ、何時もと同じ殺し方で良いかな。

第四チェックポイント前まで引っ張っておいて皆殺しで全滅だ。だが邪戦斧隊との遺恨試合もマンネリ化しているから。今日はアドリブで変えるかな。常に新しい切り口を大衆達は求めているのだよ。迷宮芸術家の私は期待に応えなくてはならない」

 ダンジョニアン男爵は口からサクランボウを取り出した。二つのサクランボウが蝶々結びになって結びついている。それをソフトクリームの先端に載っけた。ソフトクリームがへっこんで載っかる。

 ラビリーナが笑みを浮かべながら言った。

 「第４パーティーは、沿海岸州連合王国の沖にある魔法都市エターナルから、わざわざやって来た魔法使い達です「ワイズメン」とは、また随分と傲慢な名前です。リーダーは魔法使いの中年女の教授、ゴトル・メドラ。魔法使いの准教授の女リハ・ヤテラ。ロイド眼鏡にヒゲの初老の教授シバン・ゴンレー。准教授の男の魔法使いリビ・ホレー。助手の女魔法使いリビーナ・アッツ。助手の男の魔法使いグド・ボーバー。人気は彼等の意気込みとは裏腹にシビアな六番人気です。肩書きと学歴に弱い連中達が賭けているのでしょう」

 ダンジョニアン男爵は言った。

「どうやら、彼等の参加は私が雑誌で挑発したことが原因かな」

ダンジョニアン男爵はニヤニヤと後を引く笑いを浮かべた。

カットされたメロンの切れ目を舌でぺろぺろと舐めながら言った。

ラビリーナは笑いながら言った。

 「それは、もう当然ですとも。「エターナルの魔法使いの頭脳では、私のダンジョンはクリアー出来ない」とか「ダンジョンの過酷な環境では今のエターナルの魔法使いは生存できない」とか「昔の伝説の魔法使い達は絶滅した」とか格式在る政治雑誌「ガバメント・ガバナーズ国際版」で言っちゃいましたから」

ダンジョニアン男爵は言った。

 「エターナルの魔法使いは、魔法使いの間では主流派だが、世の中色々なモノが在る。闇の淀みに潜む者達がいることを知らぬようでは、この迷宮競技では直ぐ死ぬことになる」

ダンジョニアン男爵は舌の先でメロンの果肉をすくって食べた。

 ラビリーナが笑いながら言った。

 「第５パーティは迷宮競技を後援しているヒマージ王国から迷宮競技のプレイヤーとして渡された犯罪者達です。彼等は全員が死刑囚です。ダンジョン競技で生還すると自由を手に入れられるという触れ込みで口説き落としています。リーダーはダンジョニアン男爵様の、ご命令どおり、百八人の女性を殺した連続猟奇殺人鬼レリキ・ヨツです。レリキ・ヨツも含めて、全員が盗賊として登録しています。他は、百三人を毒殺した毒殺魔のゴブ・ハベ。偽造貨幣を大量に製造した経済テロリストのギカセ・セン。紅一点の美女で殺人を功徳とする宗教を上流階級の間にまん延させた「殺しの秘文字」教の邪神官サシシ・ラーキ。ヒマージ王国の一部を占領した山賊団「闇の腕」のリーダー、バーリ・ゾーダー。麻薬製造工場のボス、キキロ・ハーゾと言ったところです。彼等の顔と名前を見れば誰だか判ります。人気は４番人気に付けています。最近は悪党に人気が集まりますね。酷い世の中です」

 ダンジョニアン男爵は言った。

 「可愛い悪党達じゃないか。だが真の悪党とは安全な場所で指示を出して手を汚さない人間だよ。私のようにね。だが本当の悪党は合法的に金銭的、名声的、地位的に成功して尊敬を受けている、社会の上にいる善人顔の偉い人と呼ばれる人間達かな。私は汚いビジネスでカネを得ている分、それ程悪党では無いのかもしれないな。きっと善人だよ」

ダンジョニアン男爵は蝶々結びのサクランボウを食べた。そして種ごと飲み込んだ。

ラビリーナが笑いながら腰を曲げて挨拶しながら言った。

「それはもう、よく承知しております。こんな楽しいダンジョン・ゲームをコモン中のオーディエンス達に提供できる人間は善人に決まっています」

 ダンジョニアン男爵は言った。

「腕が鳴るね。今日も腕が鳴るよ。私がダンジョンゲームをコントロールして大衆達を熱狂させて、興奮させて、財布の中身をスッカラカンにしてあげないとね！」

ダンジョニアン男爵が腕を振り回すとコキコキと関節が鳴り出した。

ラビリーナは言った。

 「第６パーティーは「借金隊」。これは我々が何時も用意する、ダンジョニアン金融への借金で身動きが出来なくなった首を吊るか迷宮競技に参加するかの、どちらかしかない奴等です。見せしめの為に出していますが破産する馬鹿者が後を絶ちません。最近マンネリ気味ですが。コイツラにはダンジョニアン男爵様の、ご命令どおり、ミュータント・シードを身体に植え込んでいます。大概は見せしめの為、アンラッキー・セブン行きで時短スピードクジで処刑するのですが、本日は、もっとダメなパーティが参加しているので今日は別扱いです。ダンジョニアン男爵様が操っていることは常連達は知っていますから人気は穴狙いの五番人気です。たまに一位通過させることも在りますからね。リーダーがクブ・ザーハ。他は、シダミ・オーベ、オコ・メーオン、チョバ・ハータン、コーサ・ウネー。オーバン・バスタです。借金まみれなだけの一般人です」

 ダンジョニアン男爵は肩をすくめて言った。

 「一位で通過して借金が帳消しになっても彼等はミュータントから元には戻れないのだがね」

ラビリーナは笑いながら言った。

「ゴキブリのミュータントになって家に帰って家族に刺し殺されたという話もあります。確か血の色は緑色だったそうです」

ダンジョニアン男爵は言った。

 「まあ、家族も愛想を尽かしたという所だろう。借金は良くないと言う極めて教育的な話だ。貸す以上は利子を付けて取り返さないとダンジョニアン金融の経営が、成り立たんのだからね。借りる人間が長期的には損することによってダンジョニアン金融のような高利貸しは成り立つのだよ。こんな簡単な事も判らないから、大衆と愚民はイコールの関係に在るのだ。つまりはバカだ」

 ラビリーナが言った。

 「第７パーティーは「ザ・ワイドハート」です。どうやら何も知らずに参加したバカ者達の様です。６人でも生還の難しい、このダンジョン競技に、たった三人で参加したバカ達です。ダンジョニアン男爵様の、ご命令通り、アンラッキー・セブンに押し込んでおきました。アンラッキー・セブンで何分保つかの時短スピードクジを仕掛けて置きました。リーダーは戦士のスカイ・ザ・ワイドハート。今回の最年少の十四歳の小僧です。他のメンバーは騎士のマグギャラン。魔法使いのコロナ・プロミネンス。人気は当然のごとく最下位の八番人気です」

ダンジョニアン男爵は言った。

「やはり彼等はザコだよ。でも彼等に参加する意味が、あるとしたら、時短スピードクジで瞬殺する事だろう。大体、今は魔術の杖を持たない事が魔法使いのモードなのに、時代遅れの馬鹿でかい杖を持っている眼鏡の女魔法使いは何かね？ビジュアル的にも弱いよ彼等は。今の大衆は洗練されているから、もっとビジュアル的に強いモノを求めているのだよ。大衆だよ大衆。大衆のニーズに我々は応えるのだよ」

ラビリーナは言った。

「それが間違っていても？」

ダンジョニアン男爵は言った。

「もちろんだとも、そのニーズが間違っていてもカネになれば応えてあげなくてはならない。それが清濁を併せのむオトナの態度だよ」

 ダンジョニアン男爵は笑った。

ラビリーナは言った。

 「第８パーティーは「黒鷹」。黒鷹と呼ばれるスロプ王国の騎士が率いるパーティーです。黒鷹は人間です。人気はメンバーのバランスが良いためか二番人気です。どうやら、黒鷹の目的はダンジョニアン男爵様の暗殺のようです。お得意さまのスロプ王国の賭博王スラーレル三世の遊び友達で側近のウカーレ伯爵からリークされた情報によりますと「黒鷹」は賭博王の目を覚ますために、家臣として身体を張って迷宮競技に参加してダンジョニアン男爵様の暗殺を狙っているようです。浪花節で泣ける話です。どうもスロプ王国のスラーレル三世は国庫の年間予算にも手を着けてダンジョニアン男爵様のトラップ・シティの迷宮競技へと金をつぎ込んでいるようです。道理でダンジョニアン様の預金口座の残高が増える一方というわけです。スロプ王国は豊かな国ではないのに酷い話です。実に悪い王様です。他のメンバーは、森人（エルフ）族の男性の魔法使い、フラー・ソイラス。人間の女の治療術師、キュピン・パーキス。人間の男のスカウト、クア・フルト。人間の男の戦士のトトン・マーレ。人間の格闘家のシュイ・ジーウーです。以上の八パーティがダンジョニアン男爵の迷宮競技に参加します」

 ダンジョニアン男爵は言った。

 「まあ、彼等、八つのパーティーには彼等なりの都合や参加する動機という理由があるのだろう。だが、そんなモノは、全て、この私が飲み込んで遊びの種とするのさ。この迷宮競技は最高の遊びだよ」

 ダンジョニアン男爵はフルーツ・パフェを大口を開けて一気に飲み干した。

 そしてゲップをした。

「フフフフフ…ハハハハハハハハハハハハハハハ！」

ダンジョニアン男爵は高笑いを始めた。

　


 シキールの声がした。

 「それでは、このプロ・スポーツのルールを説明します」

司会のシキールの声がラッパ型のスピーカーから聞こえてきた。

シキールは言った。

 「まず、この競技の試合場は五つの迷宮ゾーンに分かれており、各迷宮ゾーンは十五分間のインターバルを行うチェック・ポイントで連絡しています。この各、チェック・ポイントを通過するまでの制限時間があります。各迷宮ゾーンは突破するまでに３時間の制限時間を設けております。もし３時間以内にクリアーできないと自動的にゲーム・オーバーとなり死亡することになりますので注意して下さい。各、パーティーのリーダーにはフラクター製の腕時計を渡しますので常に時間の把握を行って下さい。

 まず、ゲームの流れを、トラップの解除と、モンスターとの戦闘、パーティ同士の遭遇の三つに分類して許可事項と禁止事項を説明していきます。

 まず許可事項から説明していきます。

トラップは、このダンジョン競技では無数に設置されています。チェックポイントを通過するためには幾つかの短いイベントと呼ばれるトラップを解除する為のミニ・ゲームをクリアーする必要さえあります。トラップは無数に在りますが。解除方法は情報交換で教える事は許可されます。

モンスターとの戦闘は。このダンジョン競技で、もっともエキサイティングなゲームの一つです。各迷宮ゾーンにはダンジョン競技運営委員会が設置したモンスター達が各パーティーの行く手を阻んで待っています。戦闘に際してモンスターからアイテムとダンジョン競技内でのみ通用する通貨ダンジョニアン銀行券を奪うことを許可します。通常のモンスターだけでなく、エリート・モンスターであるダンジョン・ストーカーズが各パーティーの行く手を遮る事も、ありますが、彼等もモンスターと同じ扱いで進んで構いません。ただしダンジョン・ストーカーズはトラップを解除する鍵などを持っている事も在りますので各パーティーはダンジョン・ストーカーズの動向には十分注意して下さい。

パーティ同士の遭遇による戦闘は禁止します。情報交換は行っても構いません。ウソの情報を与えることもルール上はＯＫです。

 イベント・アイテムを奪うことは出来ません。

モンスターから奪うことは自由です。

各パーティーが装備する武器や防具、アイテムの持ち込みは、自由であります。

 禁止事項を列挙します。

各パーティーの協力行為は、情報交換の会話と、通常のアイテムの交換のみを許可します。禁止事項はトラップを解除するためのアイテムの貸与の禁止。他のパーティーへのトラップ解除の禁止。モンスターとの戦いに際し他パーティーへの支援攻撃の禁止。トラップを解除するイベント・アイテムの貸与も当然のごとく禁止事項です。

ダンジョン内にある宝箱を管理するバニーガールへの攻撃も禁止となります…」

 シキールの説明が終わった。

　


 スカイ達は巨大なテレビの下にあるドアの中のパドック・ルームに放り込まれてシキールのルールの説明を聞いていた。

銅鑼の音と共にダンジョン競技は始まった。ラッパの形をしたスピーカーから放送が始まった。

 女性の声がした。

「それではドアの施錠を解除しダンジョン競技を開始します」

ドアの方で施錠が解除される音がした。

スカイは言った。

「よっしゃ。行くぞ」

マグギャランは言った。

「何だ。スカイ。お前の話していた内容と大分違うではないか」

 マグギャランが、ぼやいた。

スカイはマグギャランとコロンを見ながら言った。

「気にするなよ。とにかく、何か知らないが、この賭けゲームに優勝すれば優勝賞金が手に入る。絶対一位をとるぞ。いいな、お前達」

マグギャランは言った。

「やけに気張っているではないかスカイ」

 ブルーリーフ男爵は、人が変わったのかもしれないな。スカイは思った。こんな大金の掛かった賭けゲームを、するようになると人が変わっても、おかしくはなかった。

マグギャランが首の後ろを、かきながら言った。

「何となく嫌な予感がするんだよな。これは酷く嫌な予感だ」

 スカイは言った。

「コロンも行くぞ」

 スカイは後ろを振り返った。

コロンは杖と魔術の本を持って、もじもじしていた

スカイは言った。

「おらよっと」

スカイは鍵の開いたドアを蹴飛ばした。

ドアは音を立てて開いた。

そして扉の向こうには薄暗いダンジョンが広がっていた。

 マグギャランは言った。

「ふむ、どうやら真っ直ぐ続いているようだな」

スカイは言った。

「当然だろうな。各パーティごとに、ゲームの進め方が違う方が、賭は盛り上がるだろう」

マグギャランが真面目な顔で腕を組んで言った。

 「だが、賭として面白くするためには何処かでボコり合いもあるのだろうな。第一パーティの妙齢の金髪美女にならボコられても嬉しいかもしれん。モロ、インコース中間の、ど真ん中のストライク・ゾーンだ。第四パーティのインテリ女二人も、それぞれ良い持ち味がある。第八パーティの赤毛の女治療術士も良い感じだ」

 スカイは言った。

「何だよ。一応、明かりは付いているな、まあ進んでいくか」

 スカイが先頭に出て歩き始めた。

コロンが立ち止まっていた。

 スカイは言った。

「そんな大したモノじゃねぇよ。こんな迷宮ゲームなんて遊びだよ遊び。心配するなよコロン」

だが、コロンは壁の下の方を指さしていた。

スカイは言った。

「何だよ」

スカイは壁を見た。

手の後が付いている。

まさか血の跡か？

スカイの経験上では血糊が乾いた跡に、よく似ていた。

 何で死ぬんだ。

これは、ただの遊びだろう。

スカイ達三人は、真っ直ぐ進んでいった。

 だが、真っ直ぐの一本道を右に曲がると通路の幅一杯にある巨大なギロチンが道を塞いでいた。

 前に進んでいくためには、このギロチンの下を通って進んでいかなければならない。

 マグギャランは言った。

「これが遊びなのか。殺人級のトラップではないのかスカイ」

マグギャランが腕を組んで、スカイが薄々感じている疑念を口に出した。

 確かに殺人級の即死するようなトラップに見えた。

スカイは笑いながら言った。

「俺が子供の頃来たときは、人が入った着ぐるみのモンスターに、粉や金タライのトラップぐらいだったが。まさか、このギロチンが本物ということはないだろう」

 それにダンジョンは木の板で青空の下に作られていたが、これは、どう見ても天井まで石で覆われている本格的なダンジョンだ。

 まさかな、そう言えば、ダンジョニアン男爵の迷宮競技に、ついての悪い噂を聞いていた。ダンジョニアン男爵の迷宮競技では死人が出るという悪い噂だ。もしかしたら、本当かもしれない。不味い。

スカイはジワジワと不安感に浸されていった。

マグギャランは言った。

「だが、このギロチンの刃の質感といい重そうな刃といい。どう見ても本物の刃物にしか見えんな」

スカイ言った。

「まあ、元スカウトの俺に任せろよ。こんな、チャチなトラップなんか全然問題ねぇ」

スカイは笑いながらギロチンに近づいた。

スカイは言った。

 「オマエ等、どいていろよ。駆け足と根性で飛んでやる。鳥人になった俺を見ろよ」

スカイは助走を付けて走って行った。

スカイは言った。

「おりゃっ！そりゃ！ジャンプ！」

スカイを三段飛びをギロチンに対して行った。脚と腕を前に伸ばして飛んでいった。

滞空している僅かな時間の間、スカイの頭上から音がした。ギロチンの刃が落ちてきた。

 何！

スカイは急に腰を引っ張られた。ダンジョンの床で着地に失敗して尻餅を付いた。そして頭から後ろに倒れた。頭と背中を固い物体に打ちつけた。

スカイは言った。

「イテェな。チクショウめ」

スカイは毒づいた。

何だ？何がどうしたんだ。

背中を見たらギロチンの刃に寄りかかっていることに気が付いた。

 ギロチンが落ちたのだ。

マグギャランは言った。

「おいスカイ生きているか」

マグギャランの声が聞こえた。

鋼鉄製のギロチンの刃が、ゆっくりと上がっていく。向こうで心配そうな顔をしている

マグギャランとコロンが居た。

スカイは言った。

 「お、おう。生きている。何じゃこりゃ。仕掛けのスイッチが何処にも無かったぞ。普通この手のトラップには作動させるためのスイッチが床に付いて居るんだよ。俺が飛んでジャンプした途端にギロチンの刃が落ちてきた…あっ！」

スカイは自分の腰のロング・ソードを見た。剣が鞘ごとギロチンで真っ二つになっている。大体剣の中程で真っ二つになっていた。

 スカイの剣は刃の分厚い丈夫な剣で、両手でも片手でも使える剣だった。これはモンスターを倒す為に使ってきた愛用の剣だった。

 スカイは叫んで言った。

「俺の剣が！」

マグギャランがギロチンの向こうから言った。

「まあ、身体の方が真っ二つにならずに済んで良かったではないか」

 スカイは折れた剣を見ながら言った。

「それは、そうだが…まさかモンスターも本物じゃ無いだろうな。俺は剣がねぇ。ナイフ一丁でモンスターと戦うのか？」

 そしてスカイは腰の刃渡り四十センチあるナイフを見た。

大分前から使っている愛用のナイフだ。

マグギャランは言った。

「それより、トラップの仕掛けを調べろよ。元、盗賊なんだろ」

コロンは、きょとんとしているが。昔から何を考えているか判らない姉貴だ。だとしたら過去がバレる事は不味い。コロンには黙っていたが、七歳の時、生き別れた後、冒険屋でモンスター退治を生業として生活していたなんて気が付かれたら不味いだろう。

 スカイはトラップを見ながら言った。

「いや、盗賊じゃなくてスカウトだ。とりあえず。トラップを調べるぞ」

マグギャランは腕を組んで言った。

「どっちも同じだろう」

 スカイは言った。

 「盗賊は犯罪者だが、スカウトは犯罪者じゃないんだよ」

 これは重要な事だった。

コロン姉ちゃんが勘違いしたらどうするんだよ。スカイはマグギャランの言葉に怒りを覚えた。

ギロチンのトラップを調べると、どうやら、よく見ると赤い線が一本腰の高さぐらいの所を通っている。

これは何だ？

スカイは赤い線に折れた剣を鞘から抜いて当ててみた。

轟音共にギロチンの刃が落ちた。

スカイの前髪をギロチンの風圧が押した。

マグギャランが閉じたギロチンの向こうから言った。

「大丈夫かスカイ」

 ギロチンが、ゆっくりと上がっていった。

スカイは更に短くなった剣を開きかかったギロチンの赤い線が出ていた穴に当てた。だが、ギロチンは作動しなかった。

そして元の位置までギロチンの刃が上がりきるとギロチンから赤い線が再び出始めた。

スカイは言った。

 「仕組みは判った。ギロチンを作動させて、降りた刃が上に巻き上げられる時が通過できるタイミングだ」

赤い線が何だか判らなかったが、取りあえず仕組みは判っていた。

マグギャランは言った。

「成る程な。それじゃ俺は次に行くぞ。スカイ、ギロチンを作動させろよ」

スカイはギロチンの刃を作動させた。

 マグギャランは刃が巻き上げられている間に頭を、かがめて通過した。

　


 フラクター製の巨大ディスプレイにはギロチンのトラップに近づく青いコートの魔法使いが映し出されていた。まだ娘と呼ぶべき年齢だ。

司会のシキールがスイッチを取り出した。

シキールは言った。

「さあ、アンラッキー・セブンが何故、アンラッキーと呼ばれるか、あの地味でダサイ女魔法使いを相手に見せて上げよう。観客の諸君。初めての人も常連さんも、みんなも見たいよね？本当に、みっともない小娘だね。背が小さいし。三つ編みで冴えない眼鏡を付けているし。生きてる価値無いよね？さあ、だから殺してあげよう。第７パーティ「ザ・ワイドハート」の魔法使いコロナ・プロミネンスは、あのギロチンの刃の下で胴体を分断されて横たわる事になる。このスイッチを押すと、あのギロチンが作動するんだ。みんな、よく見て居るんだよ。私の手の動きを。ササッと素早く残像を残して押しに行くからね。でも、やっぱり画面を見ていた方が良いかな。みんなが楽しみのスプラッター・ショーの始まりだ」

司会のシキールがポケットから赤いボタンのスイッチを取り出した。

観客席から歓声と口笛とホーンが鳴り響いた。

シュイ老師は言った。

 「まさか。公衆の面前で殺すのか」

観客席に居る、シュイ老師は、余りの残忍さに口から言葉が出た。

 だが、巨大なテレビに映し出された、まだ少女の魔法使いがギロチンの刃に近づくと歓声が沸き上がっている。

このスタジアムに集まった観衆の下劣さにシュイ老師は呆れていた。

 隣から声を掛けられた。

 シュイ老師の左隣に座っている緑色のサングラスを掛けて帽子を被った青いポロシャツの坊主頭の四十台の男が言った。

「ふふふふ。アンタどうやら一見さんのようだね。これがダンジョニアン男爵の迷宮競技だよ。参加者が皆殺しになることも珍しくないのさ。全パーティの全滅予想クジも販売している。全滅とは皆殺しのことさ。一見さんには、ちょっとばかりキツすぎるかな。ふふふふふ」

シュイ老師は隣の男に言った。

 「お前は一体何者だ」

 隣の男は言った。

「ふふふふ。俺かい、俺の名前はギャンブラーＹとでも覚えて置いておくれ。トラップシティ界隈に出没する、さすらいのギャンブラーさ」

 ギャンブラーＹは馴れ馴れしく手を出してきた。

握手が、したいらしい。

どうしょうもないゴロツキのようだった。

シュイ老師は手を弾いた。

ギャンブラーＹは言った。

 「えっ、つれないな。君も賭けの為に来たんだろう」

シュイ老師は言った。

 「違う」

ギャンブラーＹは言った。

「それじゃ、なぜスタジアムに居るのさ。本当は賭けているんだろう？正直じゃないな」

 シキールは言った。

「さあ、みんなカウントダウンを開始するよ？

３、

２、

１」

 シキールはカウントダウンを開始した。スタジアムの観衆達が一斉に唱和を開始した。

シュイ老師は言った。

 「正気なのか。義を重んじる武覇山の拳術家として見過ごせぬ」

シュイ老師は武闘着のポケットから銅貨を取り出した。

コロナ・プロミネンスがギロチンの下を潜ったとき。

 「死刑！」

司会のシキールは大仰な仕草で叫びながらスイッチ目がけて手を振り下ろした。

 シュイ老師は親指で銅貨を弾き飛ばした。指弾という技だった。

 シキールの手の中からスイッチが銅貨に弾かれて飛んでいった。

シキールは言った。

 「あれ？」

シキールは首を傾げた。

観客席からドッと笑いが起きあがった。

 ギロチンは動かなかった。

 シュイ老師はホッとした。

ギャンブラーＹは言った。

「あんた、今、何やったんだい。あんた。賭けに介入したらダメだよ。これはルールなんだよ。時短スピード・クジをやっているんだから。彼等、第７パーティはね、アンラッキー・セブンから出発したんだからフリー・バトル・エリアに入る前に全滅しなければならない。時短スピードクジは何分間で皆殺しになって全滅するかを楽しむクジなんだよ。その為にアンラッキー・セブンのルートにはトラップが沢山仕掛けられているんだ。どんなトラップで哀れなアンラッキー・セブンのパーティが全滅していくかを見ながら賭けを楽しむんだよ。これはダンジョニアン男爵と観客達の相互の信頼の上で成り立っているクジなんだ」

ギャンブラーＹは怒りだした。

だが、シュイ老師を、そっぽを向いていた。

 すると、ギャンブラーＹとは反対のシュイ老師の右隣に座っていた娘が拍手をしていた。

シュイ老師の右隣に座った娘が言った。

「なかなかの腕前ですね御老体。どうやって、あんなに遠い距離まで銅貨を飛ばすのです。指で弾いただけなのに」

　


スカイは歩きながらトラップを捜して言った。

 「こりゃ慎重になった方が良いな。制限時間以内の三時間以内にクリアー出来るかは難しいぞ。あのギロチンのトラップ以外にもトラップが在るかもしれない」

ガタンと後ろの方で音がした。

 スカイは音のした方を見ようとした。

するとスカイの横を杖と呪文書を手にしたコロンがダッシュして走って行った。

続いてマグギャランが真剣な顔でスカイの横を走ってきた。

 マグギャランが叫んで言った。

「スカイ、トラップだ！走れ！」

 スカイは後ろを見た。今まで歩いてきた床が次々と抜け落ちていった。そして床の底の穴には鋼鉄の槍が無数に生えている。実に大掛かりな作りのトラップだった。

やべぇ！

 スカイの足下の床がぐらっと来た。

落ちるぞ！

スカイは全力で走り出した。

 床がスカイが走り抜けた所から落ちていった、いや、今立っているところも、ぐらっと来た。

コロンが言った。

 「ヒィィィィィィィン！」

前の方からコロンの悲鳴が上がった。馬の嘶きのような声だ。前の方では次々に壁から回転する丸鋸が突き出されている。丁度脛の高さの所を丸鋸が回転して通っていく。

コロンは見かけによらず器用に両足でジャンプして避けていた。マグギャランも足をバタバタして避けていた。

 スカイも床が抜ける前に刃物ゾーンに突進していった。

スカイは足下に迫ってくる丸鋸をジャンプして避けながら先へと進んでいった。

 何なんだよ、この迷宮競技は！

　


ルルが前の曲がり角を指で指しながら言った。

 「迷宮競技だって言うけれど、やっぱり一本道だよ。だって全然分かれ道が無いもん」

ニャコが頭の後ろに両手を組んで頭の耳と尻尾を揺らしながら言った。

 「ムニィ。クネクネと曲がっている一本道を進むだけムニィ。トラップなんか何処にも無いムニィ」

ウロンが腕を組んだまま右手で眼鏡を上げながら言った。

「甘いわねルル。ニャコ。フラクター元老

院直属の特殊任務班が動いているのよ。そんな簡単な物じゃないわ」

 暫くの間、無言で歩いていた。

 ルルが言った。

 「あ、扉だ」

楚宇那が言った。

 「何か書いてある」

サファお姉さんが読み上げて言った。

「これはルールみたいね。これから先にある迷宮は「三本の鍵の迷宮」と呼ばれる迷宮ゾーンよ。つまりここから先は迷路になる。そして第一チェックポイントに入るための扉を開けるには赤、緑、青の鍵を集めなければならない」

 ルルは言った。

 「へぇー、どうなっているのかな」

 ルルが扉を開けた。

サファお姉さんがキツイ声で言った。

「ルル！かってにドアに触ってはダメよ。私が調べてからにしなさい」

ルルはドアの向こうを見て言った。

「え？だって普通のドアだよ。あ、バニーガールだ。宝箱が在るよ」

　


スカイは幅が三十センチぐらいしかない一本橋を歩いていた。その下にはぐつぐつと煮えたぎる油の池が在った。そして巨大な手の平の形をした鋼鉄製の振り子が十個も連なって揺れていた。

マグギャランが後ろから言った。

 「おいスカイ、油が飛び跳ねて橋が、ぬめっているかもしれん、ハンカチ渡すから橋を拭いてくれ」

スカイは巨大な手の平を避けながら言った。

 「バカ、避けながら拭けるかよ」

 そして一気に前に進んだ。

だが６番目の巨大な手の平がリズムを変えて動いているため、スカイは止まった。

スカイは後の２人に言った。

「６番目の巨大手の平の前では止まれよ」

突然、声が聞こえてきた。

シキールは言った。

「いやぁ、ボクだよ司会のシキールだ。君達はアンラッキー・セブンで頑張っているようだけど、プレッシャーを掛けるため、これから、この油の温度が発火する温度に極めて近い三百度であると言うことが、どういうことだか教えてあげるね」

 スカイは手の平の振り子を避けながら前に進んでから辺りを見回すと天井の一部が開いてラッパ型のスピーカーが出ていた。

スカイは叫んで言った。

「うるせぇぞ！三百度の油が、どうした！この野郎！」

 シキールは言った。

「そんなこと言っていいのかな？もっとプレッシャー掛けちゃうよ」

天井が開いて、スカイの横を皮をむいて内蔵を抜いて首が切り落とされた子牛が尻尾をロープに吊されて降りてきた。

スカイは言った。

 「あぶねぇ！」

スカイの右横に、首が切り落とされた子牛が油を撥ねながら落ちると、音を立てて揚げられ始めた。辺りに香ばしい匂いが直ぐに漂い始めた。

 シキールが言った。

「三百度の油は子牛の肉をアッという間に揚げてフライド・カーフにする力を持って居るんだ。いい音で揚がっているね。直ぐに骨の随まで火が通るよ。君達も落ちると竜田揚げになるからね。おっと竜田揚げにするには衣を付けないとダメかな」

マグギャランは言った。

「スカイ、俺、渡れない。ダメだ、すまん。ああっダメだ、さっきまでは渡れるつもりでいたが、子牛が揚がっている音を聞いて香ばしい匂いを嗅ぐと、俺、ダメだ。油で揚げられてフライになって死ぬのだけは嫌だ。先祖に顔向けができん」

急にマグギャランが怖じ気づいて青い顔をして軽くジャンプをしていた。

スカイが叫んで言った。

 「何、ビビって居るんだよ！」

マグギャランが情けない声で言った。

 「くそ度胸だけで生きている、お前と一緒にするなよスカイ。三十センチぐらいしか幅のない橋でだな、しかも煮えたぎっている油の中に突き落とすための振り子が動いて居る橋なんぞ。こんな物渡れるか」

 コロンもマグギャランの隣りで顔を青くし

て首を横に振っている。

 スカイは言った。

 「根性だよ！根性！お前等、根性見せろよ！よし、見ていろ！うぉりゃ！」

 スカイは子牛を吊した紐を両手で引っ張って持ち上げた。

スカイは言った。

「こんな物食っちゃる！」

スカイはナイフを抜いて子牛の肉を切った。

 そしてスカイは子牛の肉を食べた。まだ生の部分が在った。

 あちっ！あちっ！

シキールは言った。

「それ実は人肉なんだよ。あーあ食べちゃった」

スカイは言った。

「ぶっ！」

スカイは人肉と聞いた瞬間に吐き出した。

 シキールが含み笑いをしながら言った。

「ウソだよウソ。君はリアクションが、分かり易くて面白いね。好きだよ、単純で」

 スカイは叫んで言った。

 「うるせぇぞ！シキール！てめぇ！コンチクショウ！こんな橋、走って渡ってやる！」

 スカイはナイフを鞘にしまうと、振り子を避けて橋を駆けだした。そして橋の向こうに辿り着いた。

スカイは言った。

「早く来いよ！オマエ達！」

 スカイはマグギャランとコロンに両手で煽って叫んだ。

マグギャランは頭を押さえて言った。

 「ダメだスカイ。俺は渡れない」

コロンは青ざめた顔で首を横に振っていた。

スカイは言った。

 「来いったら来いよ！」

 シキールは言った。

 「ふーん。なかなか、決心が付かないよね。油で揚げられるのは誰でも嫌だからね」

マグギャランは言った。

「ああ、当然だ」

 シキールは言った。

 「でも、君達が、そうやって、ビビリで渡れないで居るとね、困ったことが起こるんだな」

マグギャランは叫んで言った。

「もう、十分、困っているぞシキール！」

 シキールは言った。

「このダンジョン競技に初めて参加する君達は知らないようだけど。このダンジョン競技は三時間の制限時間以内に各迷宮ゾーンをクリアーしないと。ダンジョンの中に毒ガスが充満する仕組みになって居るんだ。そして君達はゲームオーバーで死亡することになるんだよ」

 マグギャランは叫んで言った。

 「何だと！」

スカイは叫んで言った。

 「ふざけんじゃねぇぞ！」

シキールは言った。

 「それじゃ、プレッシャーを掛けたところで、更に意地悪するけど、振り子のリズムを変えてみるから」

 手の平の形をした振り子のリズムが変わり始めた。

スカイが渡ったときより、更に難易度が上がったようだった。

マグギャランは叫んで言った。

「不味いぞスカイ！何か前よりも、もっと渡りづらくなって居るぞ！」

 確かに十個の在る振り子の内、六個目でリズムが変わっていたのが、二個目でリズムが変わって、七個目と八個目は一気にスピードを付けて渡らないと駄目なようになっていた。

 コロンが前に出てきた。

スカイは叫んで言った。

 「コロン！」

 コロンは呪文書を左脇に抱えて、右手で杖を持った格好のまま一本橋を歩き始めた。

スカイは叫んで言った。

 「二個目の振り子に気を付けろ！二個目は一個目を渡った後ダッシュしないと！直ぐに飛んで来るぞ！」

 一個目の振り子をコロン何とか、かわした。

だが二個目が物凄い速さでコロンを煮えたぎる油の中に突き落とそうと飛んできた。

コロンは右横を見て慌てて、走り出した。

間一髪。平手の形をした１メートル近くある振り子をコロンは、かわした。だが、コロンが右手に持っていた杖が振り子に弾かれた。

コロンは大きくバランスを崩した。

スカイは叫んで言った。

 「コロン！」

コロンは両手で、バランスを回復しようとしている。

 だが、コロンは呪文書と杖の両方を持っている。そんな格好ではバランスを取れるものではない。

 だが、コロンは腰を曲げて両手を伸ばして何とかバランスを取った。

そして、橋を渡りきった。

マグギャランは言った。

 「ああっ！スカイ！俺は渡れぬ！渡れぬぞ！」

 マグギャランが上を向いたまま小刻みにジャンプして弱音を吐いていた。

 スカイは言った。

「早く渡れよ！」

 マグギャランは言った。

 「駄目だスカイ！俺は油で揚げられて死ぬことだけは先祖に顔向け出来ん！」

マグギャランは上を向いて小刻みにジャンプしていた。

スカイは言った。

「ここで渡れなかったら毒ガスで死ぬんだぞ！」

マグギャランは言った。

「油で揚げられて死ぬより、毒ガスで死んだ方が良いかもしれん。スカイ。後のことは任せた。俺は、ここに居るから先に進んでくれ」

 マグギャランは、腰を下ろして座って、スカイとコロンに手を振った。

スカイは言った。

「死ぬことなんか考えるんじゃねぇ！何か、良いことを考えろ！」

マグギャランは言った。

「良いことだと？こんな状況では何も浮かばぬぞ！」

スカイは言った。

「この橋を渡ったら何か良いことが起きるって考えるんだよ！」

マグギャランは言った。

 「良いことだと？そうだな。やっぱり美女だな。美女と出会える事は良いことだ」

スカイは言った。

「そうだ！女のことでも何でもいいから、ここを渡るんだよ！その先に…」

マグギャランは立ち上がって一気に叫んで言った。

「その先には美女が待っている！よし、何となく、それなりに気分が出てきたぞスカイ！俺は、この橋を渡れるような気がしてきたのだ！美女達が俺を待っている！ここは一つ、やってやるか！」

シキールは言った。

「いやあ、何か、勝手に盛り上がっているけれど、司会的には、ここで一人、脱落して欲しいから、振り子のリズムを変えてみるね」

振れていた振り子が止まった。

 そして、振り子が一列に並ぼうとしていた。

不味い。一列に並ばれては、避けることが出来なくなる。

スカイは焦った。

スカイは叫んで言った。

「マグギャラン！橋を走って渡れ！渡れなくなるぞ！」

 マグギャランも気が付いたようだった。

振り子は一つに纏まって、振り出そうとしていた。

マグギャランは言った。

「うおりゃあああああああああ！」

マグギャランは叫び声を上げて橋を全力ダッシュして駆けてスカイの方へ走ってきた。

一つになった振り子がマグギャランを突き飛ばそうとして殺到したが、何とか突き飛ばされる寸前でマグギャランは橋を渡りきった。

マグギャランは肩で息をしながら言った。

 「スカイ。感謝する」

スカイは言った。

「おうよ」

　


 ジーウーはダンジョンの迷路の中を歩いていた。何の変哲もない一本道の少し薄暗い通路だ。ただ、分岐が何回か在って、道を選び直すことが何回か在った。

先頭でトラップを捜していたクア・フルトが突き当たりの扉の前で言った。

 「扉に何か書いてある。これはルールのようだ」

 黒鷹が言った。

 「ルールか。どんなルールだ」

 クア・フルトが言った。

「この先にある「３本の鍵の迷宮」で赤、緑、青の３本の鍵を捜さなければならない」

　


シキールはスタジアムのステージで言った。

 「さあ、アンラッキー・セブンの数々のトラップをくぐり抜けてきた第７パーティ「ザ・ワイドハート」だ。だが、彼等は、この先のフリーバトルエリアには入ることが出来ない。何故なら。最強の番人が居るからだ。そのモンスターの名は「百眼魔（ビボルダー）」だ！」

 シキールは声高々に叫んだ。

 スタジアムに、どよめきが広がった。

 スカイは言った。

 「何じゃコレは！まさか、あの伝説の魔法生物、百眼魔（ビボルダー）が何でこんな所にいるのだ」

スカイは丸い空中に浮いている魔物を見ていた。

 それは紛れもなく、百眼魔（ビボルダー）であった。

巨大な目が付いた球状の胴体に、小さい目の生えた触手が幾つも付いている。スカイの記憶に間違いが無ければ、その数十本も生えた触手の目の一つ一つから攻撃魔法を打ち出すことが出来る強敵のモンスターであった。

スカイは言った。

 「コロンは懐中電灯の魔法とライターの魔法が使えるだけの低レベル魔法使いだ。魔法の撃ち合いなんか、できっこない」

 スカイはコロンが使えるという魔法を見て絶句した事を思い出した。コロンは実用的な戦闘向きの魔法はダメなのだ。後、錬金術が出来るらしかったが。アテにはならなかった。

 百眼魔（ビボルダー）が眼球の付いた無数の触手の先端に炎の火球と氷の槍と雷の塊を幾つも発していた。

マグギャランが、うわずった声で言った。

「ここで死ぬのか」

 スカイは叫んで言った。

 「取りあえず逃げ回れ！マグギャラン！剣で殺せ！俺もナイフで急所を狙う！あの馬鹿でかい巨大な目が弱点だ！」

スカイは出任せを口にした。

マグギャランは言った。

「判った！」

マグギャランは剣を抜いて右側から回り込んで走っていった。

スカイはナイフを抜いて左側から走っていった。

百眼魔（ビボルダー）が触手に付いた目から氷の槍を飛ばしてきた。

スカイは言った。

 「うおっと！」

スカイは跳ね飛んで避けた。

スカイの足下に突き刺さって氷が広がった。

 だがスカイの予想していた範囲より広がった。

 スカイの右足のブーツが凍った。

慌てて氷から右足を引き離す。

そのまま放って置いたら足ごと凍る威力だ。

 これが氷の攻撃魔法だ。

不味いな。

 スカイが七年間の冒険屋生活で見てきた魔法使いやモンスター達の魔法と比べても、百眼魔（ビボルダー）の使う魔法は、かなり強力な部類に入るようだった。

 スカイが足を退けた場所に閃光と共に太い稲光が走った。

雷光の魔法だ。

感電したら即死は間違いない威力に違いない。

 右側のマグギャランをチラッと見た。

火の玉を屈んでかわしている。

 マグギャランの頭の上を火の玉が飛んで行った。

だが。

空中で爆発した。

普通の火球じゃなかった。爆裂火球だった。

マグギャランは言った。

 「うわぁあああああああああ！」

そしてマグギャランは背中を爆風で押されて６メートルぐらいの距離を空中で手足をバタバタさせて吹き飛ばされた。

 不味いぞ。

これじゃ近づけねぇ！

近づく前に、あのバケモノに殺される！

 スカイは飛んできた氷の槍を避けながら焦っていた。

 何故、魔法しか使えない百眼魔（ビボルダー）が高レベルなモンスターと言われるのか、よく判った。魔法の手数が圧倒的に多いのだ。

 これでは近づく前に殺されるのがオチだ。

火の玉の一つがコロンの方へ飛んでいった。

 不味い！

だがスカイは振り向く前に自分の方へ飛んできた火球が腹に直撃しそうになった事に気が付いた。

慌てて横に跳んで転がって避けた。だが爆発が起きスカイは床を回転したまま５メートルぐらい吹き飛ばされた。

コロン姉ちゃん！

スカイは空中で後ろを見た。

コロンはまだ、ボケーッとした姿勢で突っ立っている。

良かったコロン姉ちゃん、まだ生きていた。

 ああ見えて、意外に、すばしっこいからな。

火の玉を上手く避けたに違いない。だが、さっき突っ立っていた場所から動いていなかった。何故だ？どうやって避けたんだ？

 マグギャランがスカイに叫んで言った。

「スカイ！死ぬぞ！これは！」

マグギャランは、再び、火の玉で、今度は７メートルぐらい吹き飛ばされていた。

だが百眼魔（ビボルダー）の様子がおかしかった。

突然逃げ出したのだ。

目を全部つむって突然地面に降りて、眼の付いた触手で這って逃げ出していった。

 そして床の一部がせり上がってきて、その穴の中に百眼魔（ビボルダー）は入っていった。

そして、せり上がってきた床は元の位置に納まった。

 マグギャランが叫びながら言った。

 「な、何が起きた！スカイ！」

スカイはマグギャランに答えながら言った。

 「いや、俺の方が聞きたいぐらいだ」

だが、取りあえず危機は通り過ぎていったようであった。　

　


ダンジョニアン男爵は第七パーティがいる位置を確認するために、眼球にテレビモニターを仕込んだタキシード姿のダンジョン采配人達が黙々とパーティを示す駒を動かす、ダンジョンマップを見ながら言った。

 「何？何故百眼魔（ビボルダー）が逃げたのだ」

ラビリーナは真面目な顔で言った。

 「私にも判りません。ですがカメラの映像では百眼魔（ビボルダー）が逃げたことは事実です」

 ダンジョニアン男爵はダンジョン・マップを見ながら言った。

 「まさか第七パーティー「ザ・ワイドハート」がアンラッキー・セブンを突破するとは、私の予想外の出来事だよ。いかんね。気にくわないね。許せないね。ムカツクね。マジギレするね。私は自分の思い通りにいかないことが一番嫌いなのだよ。何故なら私はダンジョンゲームの神なのだ」

そして巨大なソフトクリームに貪るように横から噛みつき、口の回りにソフトクリームを付けながら猛然と食べ始めた。

 

マグギャランは言った。

 「死ぬかと思ったが、まだ生きているぞスカイ。どうした扉にトラップは在るか？」

マグギャランがハンカチで顔を拭いていた。爆発で顔が煤けていた。

スカイは扉に彫ってあるルールを見ながら言った。

 「いや、扉にはルールが書かれている。これから先にある迷宮は「３本の鍵の迷宮」と呼ばれる迷宮ゾーンだ。イベントアイテムと呼ばれる赤、緑、青の３本の鍵を集めなくてはならない」

マグギャランは真面目な顔で言った。

「ふむ、ここから先は、他のパーティとの遭遇も在るのだな」

だが、ポケットから鏡を出した。

仕方がねぇ奴だな。

 スカイは判っているが言った。

「ああ、そうだよ」

マグギャランは言った。

「この、ダンジョン競技には妙齢の女性の参加者達がいる。金髪、赤毛、インテリ、その中に運命の出会いが在るかもしれん。騎士道的には身だしなみが重要だ。いかんな百眼魔（ビボルダー）の爆風のせいで髪型が乱れている、しっかりとキメて置かなければなるまい」

マグギャランは鏡で髪型をチェックし始めて銀製のコームをコートから取りだして髪を撫でつけ始めた。

　


現在一位は第一チェックポイントの迷宮の鍵を二つ手に入れた第８パーティの「黒鷹」であった。シキールはスタジアムのステージの上で、ニヤリと笑った。

シキールは言った。

 「さあ、現在一位は第８パーティの「黒鷹」です。第一チェックポイント通過の為に必要な三つの迷宮の鍵の内二つを既に手に入れています。だが、ただでは終わらないのがダンジョニアン男爵の迷宮競技だ。「黒鷹」に賭けていない人達が、一杯居るよね？そうだ、多数決だ。みんなの期待に答えよう。少しゲームを面白くしよう」

観客席から歓声と拍手と口笛が上がった。

ブーイングも混じっている。

 司会のシキールは言った。

「彼を呼びます。ダンジョンストーカーズの中でも人気ベスト８に入るダンジョンストーカー・キリング・ランキング十六位の「沈黙の暗殺者ポイズン・ガン」を！」

どよめきがスタジアムに起こった。

 「おおおおおおおっ！」

 シキールは言った。

「ポイズン・ガンは皆さんも知っての通り、彼しか解毒できない特殊な合成毒薬ポイズン・カクテルを使います。ポイズン・カクテルを塗った毒針を発射する３連空気銃ニードル・ガンを両手に持っています。そして、これからポイズン・ガンを呼びます。見ていてください」

司会のシキールがピンク色の燕尾服のポケットから金色の携帯電話を取り出した。そしてステージの上でボタンを押して操作した。

 巨大なテレビにはマッサージ・チェアに座っている、全身を身体にぴったりとしたゴムの様な服で覆った痩せた男が黒い携帯電話を耳に当てている姿が映し出された。マッサージ・チェアに付いている八本のロボット・アームが動いて肩や腕を揉んでいる。

シーキルは言った。

 「はい。ポイズン・ガン？あーそうそう君の出番だよ。今、控え室でマッサージ・チェアーに座っているって？ここからも見えるよ。今、君はスタジアムのモニターに映って居るんだからね。これから、今一位のパーティ「黒鷹」から一人脱落させて欲しいんだ。だれだって？そうだな。今、大画面モニターに写っている女が良いな。赤い髪の胸のデカイ女キュピン・パーキスだ。それじゃ頼むよ」

 シキールが携帯を掛けながらマイクに喋りかけて言った。

 スタジアムの観客席から歓声と連呼する声が上がった。

 「ポイズン・ガン！ポイズン・ガン！ポイズン・ガン！」　

 シュイ老師は言った。

「何て事だ。これは反則ではないのか？」

 シュイ老師は思わず口から言葉が出た。

 隣の男ギャンブラーＹは言った。

 「甘いね。これがダンジョンゲームなのだよ。一番のパーティーといえども油断は出来ない仕組みになっている。そうさ。一番のパーティーといえども、いつ司会のシキールがゲームに介入するか判らない。いやが上にも賭のスリルは増すのさ」

なんて卑劣なのだ。シュイ老師は怒りで拳を握っていた。

　


 ジーウーはワンダリング・モンスターの霜巨人（イエティ）に旋風脚で延髄蹴りを食らわせた。３メートル近くある身長の霜巨人（イエティ）が床に崩れ落ちた。

 黒鷹が左手のシールドで霜巨人（イエティ）の棍棒を受け流した。そして右手のロングソードで霜巨人（イエティ）を切り倒した。

五体の雪巨人（イエティ）を全て倒した。

黒鷹は言った。

 「片づいたな」

突然、キュピンさんが悲鳴を上げた。

 「きゃっ！」

 キュピンさんの肌が見る見るうちに灰色になっていった。

スカウトのクア・フルトが言った。

 「天井に何か居るぞ」

天井には逆さまに張り付いた両腕に機械の様な武器を構えた怪人が居た。

ジーウーは怪人が自分に殺気も感じさせずに近づいた事に怒りを覚えた。ジーウーは天井に軽身功で壁を蹴り飛ばして三角飛びに跳ね、天井の怪人を蹴飛ばそうとした。だが、怪人は四つん這いになると高速で天井を移動していった。

 ジーウーの蹴りはスカった。

 逃げた？

ジーウーは自分が殺気を感知出来なかった事が悔やまれた。

　


シキールはスタジアムのステージで言った。

 「さあ、ここらで第８パーティーに連絡を入れましょう」

シキールが金色の携帯電話を取り出した。

 観客席から口笛が鳴った。

シキールは言った。

「はい。こちら司会のシキール。第８パーティーに繋いでくれないかな」

 シキールは笑いと共に携帯電話に話かけ始めた。

　


突然ダンジョンの中から声が聞こえてきた。

シキールの声が言った。

 「はーい。第８パーティーだね。ボクは司会のシキールだよ。君達は頑張って居るみたいだけどアクシデントが起きたね。不幸は突然襲うモノだからね。回復系のメンバーが毒にやられたそうじゃないか」

 ジーウーは辺りを見回した。天井の一角が開いてラッパ型のスピーカーが出ている。

黒鷹は言った。

「お前達の差し金だと言うことは判る。何のつもりで連絡を入れてきた」

 シキールは言った。

「良いことを教えてあげようと思うんだ。聞かないと、後で絶対に後悔するよ。いまキュピン・パーキスに打ち込まれた毒はポイズン・カクテルという特殊な毒で二十四時間かっきり苦しんでから絶命する致死性の猛毒なんだ」

黒鷹は押し殺した声で言った。

「何だと」

シキールは言った。

「解毒するためにはダンジョン・ストーカーズのポイズン・ガンが持っている解毒剤を使わなくてはならない。その辺の治療魔術や錬金術の薬なんかが通用しない特殊な毒なんだ」

黒鷹は言った。

 「何の、つもりで教えるのだ。いや、何のつもりで、こんな真似をするのだ」

シキールは言った。

「コレから君達「黒鷹」がポイズン・ガンを、どの迷宮ゾーンで捕まえられるかの賭けを行うからだ。これから賭の券を販売する。さあ、用意ドンだ。スタートだよ」

黒鷹は言った。

「卑劣な。人の命を使って、賭けを盛り上げさせるとは」

シキールは言った。

 「今更、何を言っているの。野暮だよ野暮。やっぱりオヤジだねキミ。こいつぅーって感じかな？指で、いきなり突っつくとキレるでしょ？」

 戦士のトトン・マーレが言った。

「早くポイズン・ガンを捕まえた方が良い。キュピンの顔が灰色になっている」

　


 スカイは言った。

 「まあ、取りあえず飯でも食うか」

スカイはダンジョンの中の十字路で腰を下ろした。

 マグギャランが回りをキョロキョロ見回しながら小声で言った。

「どういうつもりだスカイ。一番ゲットで借金の全額返済を、するのではなかったのか。オレ達は夜逃げをしなければならん。何処の国へ逃げるか最近、密かに調べているんだ。出来るだけ美女の多い国がいい」

そして腰を下ろした。

スカイはダンジョンの床に腰を下ろし腰裏のバッグからドライフルーツの沢山入ったパウンド・ケーキを取り出した。

そしてナイフで切った。

スカイはケーキを頬張りながら言った。

 「考えても見ろ。トラップは他のパーティーに解除させた方が安全だろう。それにモンスターも他のパーティーに倒させた後の方が戦闘をしなくて済む」

そしてマグギャランにもケーキを切って渡した。

マグギャランは言った。

「成る程な。それは、なかなかセコいが、我々の乏しい戦力と、剣を失った、お前では、その作戦が丁度良いのかもしれんな。それじゃ茶でも飲むか」

マグギャランは喋りながら噛んでいたケーキを飲み込むとコートの内側に、ぶら下げた魔法瓶を取り出した。

 スカイは言った。

 「そうそう。オレ達がメシ食って、茶を飲んでいる間に他のパーティーの連中がダンジョン掃除をしてくれるって寸法だよ。時間を有効に使うって訳だろう。オレ達は後でスパートを掛ける余力を残しておく。そして他の連中がトラップとモンスターで、へばっている、ところを余裕扱いて走って追い抜いていく。大逆転一位という寸法だ。コロンも、しっかり休んでおけよ。ケーキを食べるか？」

コロンは正座をしたまま、両手と首を横に振って断った。

 その時、天井を四つん這いで走っていく。怪人が現れた。

全身を黒いラバーのような服を着て。両手に真鍮色の変な凶器を持っている。顔はフルフェイスのヘルメットで覆われていた。

 スカイはナイフに手を掛けて目を細めながら言った。

「おい、なにやってんだよ、お前。逆さまに歩いて」

 マグギャランは腰の剣の柄を握りながら言った。

 「一緒にケーキでも食べるか。ハーベス茶葉の紅茶もある」

 怪人は首を振って天井を逆さまに張り付いて四つん這いで走っていった。

スカイは言った。

 「何だアイツは」

マグギャランが言った。

「モンスターと言うよりは人間ではないかね」

 スカイは言った。

「天井を逆さまに歩く奴が人間か？」

 ドタドタと音がしてきた。

角から、フルフェイスの兜を被った騎士を先頭にイケメンの森人（エルフ）に戦士、スカウトがいた。あとトンガリ頭のジーウーだ。

 フルフェイスの兜を被った黒鷹が言った。

 「いま、こっちに全身にゴム製の、おかしな服を着て両手に空気銃を持った男が通らなかったか」

 マグギャランは言った。

「それがどうしたんだ…」

マグギャランが答えようとした。だがスカイは腕で制止した。

スカイは黒鷹を見ながら言った。

「これはゲームなんだぜ。素直に情報を渡すだけがゲームの進め方じゃねぇ」

ジーウーがスカイに怒鳴って言った。

「どこまで根性が腐って居るんだ、このバカ者が！」

スカイは、とぼけた顔をした。

黒鷹は言った。

「まて、ジーウー。私が話す」

 ジーウーは歯がゆそうな顔をして黙った。

 黒鷹は言った。

「人の命が掛かって居るんだ。私が背負っている姪のキュピンが猛毒のポイズン・カクテルを受けて死にかかっている。この毒は一日の間、苦しんでから死ぬ、特殊な毒だ。そして、この毒の解毒剤は、あのゴム服の怪人ポイズン・ガンしか持っていない」

スカイは黒鷹が背負っている治療士キュピンを見た。確かに灰色の肌の色をしていて荒い息をしていた。

スカイは言った。

 「命が掛かっているなら仕方がないな。だが、条件を付けるぞ。オレ達に入賞の順番を譲れ」

思いつきにしては良いアイデアだった。

黒鷹達は、イベント・アイテムらしい鍵を２つ持っていた。奴等は、このダンジョン・ゲームを上手くクリアーしているようだった。ならば、上位に入賞出来そうな黒鷹達と取引をするのならば入賞の順番を取引の対象とした方が良いことは間違いなかった。

黒鷹は言った。

「我々は三位までに入賞出来ればいい。お前達が三位までに入賞することが条件だ。そうすれば順位を譲ろう。我々は賞金目当てではない」

スカイは言った。

 「よし、それで手を打とう。交渉成立だ」

マグギャランがキュピン・パーキスを見ながら言った。

「おい、スカイ。女性が怪我をしているのだ。ここは一つ素直に教えないかね。騎士道的にはアリだ」

 スカイは言った。

 「仕方ないな。お前の騎士道精神の発露に付き合ってやるよ。条件は呑まなくて良い。あっちに行ったよ」

スカイはポイズン・ガンが行った方向を指さした。

 黒鷹は言った。

「助かる。妻の姪なんだ。命に何かあると私が妻と妻の一族に殺される」

黒鷹が頭を下げた。

 その頭の下げ方に人生の重みを感じた。

そして黒鷹達の第八パーティーがドタドタと音を立てて走り去った。

　


ルルは言った。

「ねーウロンちゃん。緑の鍵は見つかったけれど。他の鍵は見つからないよ」

 ウロンは言った。

 「そう簡単に見つかるハズ無いでしょ」

メルプルは方眼紙に素早くマッピングをしながら言った。

「大体、このダンジョンの形は判ってきた」

 結局、ダンジョンは複雑な作りであることには間違いはなかったが。長方形の形をしているようだった。それさえ、判れば、比較的簡単に進むことが出来た。

　


 スカイはルール・ブックを見て気が付いて言った。

 「おい、マグギャラン、賭のカネの金額が六桁違うぞ。ここ見ると小さくゼロが六個書いてある」

 マグギャランは紅茶を飲みながら言った。

「何？お前、勘違いしていたのか。そう言えば、何か所々で変な気はしたのだが。このダンジョン・ゲームで一位になれば、優勝賞金と自分達の優勝に掛けた賭の配当の合計で、俺達の借金は全額、耳を揃えて返せるんだ。カネに汚い、お前が計算ミスしたのか不思議に思っていたんだ。お前がカネに欲をかいたせいでこんな酷いダンジョン・ゲームに参加しているのかと、オレは密かに怒りを貯めていたのだぞ」

 コロンが頭を抱えて首を振っていた。

 スカイは言った。

 「それじゃ、俺達は一位通過しなくちゃいけないな」

マグギャランは言った。

「そういう事になるな」

スカイは真面目な声で言った。

 「一丁やるか」

マグギャランも真面目な声で言った。

「当然だぞスカイ」

 スカイとマグギャランは拳と拳を打ちあわせた。

 よし一丁やるか。

　


 宝箱の横には赤い水着のバニーガールが居た。

 頭のアンテナを揺らしてバニーガールが言った。

 「はい、第７パーティですね。「これが３本の鍵の迷宮」の青の鍵です」

スカイは言った。

「おう、これか。それにしても馬鹿でかい鍵だな」

 スカイはバニーガールから三十センチぐらい在る馬鹿でかい鍵を受け取った。鍵には７と刻印されている。

マグギャランは言った。

 「お前は剣が無いから、それを武器にしたら良いんじゃないのか」

 スカイは鍵に付いた穴に手を突っ込んで振り回しながら言った。

「こんな物で、どうやって戦うんだよ」

アルミ製で結構軽かった。

　


 スカイ達は立ち止まった。

 「何だ、落とし穴か？」

マグギャランは底を見た。

 落とし穴の底には無数の鉄製の槍が剣山のように突き出ている。

 落とし穴の向こうには広い空間が広がっている。

だが落とし穴の向こうへは十メートルぐらいの幅がある。スカイが走り幅跳びをしても届くことは難しかった。ロープを投げて引っ掛けるような突起もなかった。

スカイは言った。

「別の道を探るか」

マグギャランは言った。

 「仕方が無いな。だが、ここから見える、あの広間は百眼魔（ビボルダー）が居た場所と、よく似て居るぞ。もしかしたらチェック・ポイントが在るかもしれん」

 突然後ろから若い男の声が言った。

 「どきたまえ。庶民の君達。私は魔法都市エターナルの助手グド・ボーバーだ」

 眼鏡を掛けた二十台中頃の黒髪の男がスカイ達に向かって、手で、しっしっとやっていた。

 スカイは後ろを見て言った。

 「何だよ、お前、何、仕切っているんだよ。オレ達が先に居るんだよ」

助手のグド・ボーバーの後ろからゾロゾロと黒いケープの下にスーツを着た魔法使い達が五人もやって来た。第四パーティー「ワイズメン」だ。

眼鏡を掛けた三十前後の女がメンソール煙草を吸いながら髪を、かき上げて言った。

 「ふん、どうせ、あなた達は、この落とし穴を渡れないでしょう。だけど私達は渡れるのよ。私達エターナルの魔法使いにはパラボラ・ジャンプ（弾道ミサイル跳び）の呪文があるから。これが魔法使いの実力よ。馬鹿なトラップなんか魔法で解除して先へ進めば良いのよ。マッピングした結果、あの広間が、第一チェックポイントに近いという事まで判っているのよ。判る？頭よ頭。頭の善し悪しが全てなのよ。私達は第一チェックポイントの扉の鍵を、もう二つ手に入れているの」

メンソールの灰はダンジョンの床に落としている。

 性格が無茶苦茶キツそうだ。

だが、それにしても良い情報を聞いた。

スカイは言った。

「おい、何色の鍵だよ。オレ達は鍵を一本手に入れた。青の鍵だ」

中年の女ゴトル・メドラ教授が言った。

「私達が手に入れた鍵も青の鍵です。もう一つは緑の鍵です。緑の鍵の配布場所は第一ルートのフリー・バトル・ゾーンの扉の前に在ります。ですが我々は赤の鍵を捜す必要は在りません。マッピングの結果、この落とし穴を飛べば３本の鍵の迷宮の扉の向こうに繋がっている事が明らかになったからです。そうすれば時間を短縮して第一チェックポイントに到達する事が出来ます」

第一チェックポイントへの道が、スカイの頭の中の地図で判った。

マグギャランは言った。

 「あのう、お姉さん、お名前は…」

マグギャランがナンパを開始した。

 三十前後の女はマグギャランの顔にメンソールの煙を吹き付けると言った。

 「わたしは腰に剣を、ぶら下げているようなバカは嫌いなの。お呼びじゃないわけ。安っぽく見ないでよ」

マグギャランは言った。

 「ああああっ！そっけ無さ過ぎる！」

掛けられた煙と共にマグギャランは、しおれるように、へたり込んで落ち込んだ。

 スカイは膝を付いて頭を抱えて落ち込んでいるマグギャランの背中を叩きながら言った。

「メンソール臭い女なんか気にするなよマグギャラン」

グド・ボーバーが眼鏡を掛けた中年女性、ゴトル・メドラ教授に言った。

 「それではラジアンが判明しました。パラボラ・ジャンプの呪文で向こうへと渡りますメドラ教授」

ゴトル・メドラ教授が頷いて言った。

 「それではエターナルの栄光を打ち上げて来なさい。これが魔法都市エターナルの実力です。大型スクリーンで見ている愚民共と、コモン各地の場外券売場の中継を見ている愚民共にエターナルの実力を見せるのです。あなたのジャンプは歴史を動かすのです」

身体を競泳の飛び込みの様な前傾姿勢で傾けて分度器を見ながらグド・ポーパーは言った。

「仰角固定、発射」

身体がゆっくりと浮かび上がり向こうの広間へと跳んでいった。確かにパラボラの様な弾道を描いて飛んでいく。

 　スカイは言った。

「えらくダセェ、カッコで飛んでいくな」

 プカプカと前傾した姿勢で、ゆっくり飛んで行くが後ろから見ると情けない格好だ。

眼鏡を掛けた二十台中頃の女が言った。

 「飛べない戦士風情が何を言う。魔法都市エターナルの魔術は伝統と格式のある魔法なのだ。お前達、愚民どもが伺い知ることの出来ない高度な知識を先人達が築き上げ、積み上げた深遠な内容を持っている。パラボラ・ジャンプの魔法は腰を曲げる角度によって飛べる距離の調整が出来る使い勝手のいい呪文なのだ」

 スカイはグド・ボーバーのケツを指さしながら言った。

 「コレがか？」

腰を曲げたままプカプカと飛んでいくのだ、それは、あまり見栄えが良い眺めではなかった。

 二十台中頃の女が眼鏡の端を上げながら言った。

 「今言った内容が判ってないだろう」

 スカイは言った。

「さっぱり判らねぇよ。オマエの説明の仕方が悪いんじゃねぇのか。腰の角度を曲げれば飛べる距離が変わることは判ったがよ」

 自慢話まで聞く必要は無かった。

 マグギャランは立ち直って鏡を出して髪型のチェックをしていた。

 コロンはボケーッとして杖を突いて見ていた。

 何となく間延びした時間が過ぎていった。

 グド・ボーバーの身体が向こうの広間へと到達し掛かった。

その時、いきなりスカイ達の目の前で落とし穴の底の槍の剣山が機械音と共に迫り上がってきた。

スカイは言った。

「オイ！アブねぇぞ！下を見ろ！」

スカイはグド・ボーバーに叫んだ。

 グド・ボーバーは下を見た。

 恐怖で顔が引きつった。

 グド・ボーバーは空中で浮かびながら暴れ始めた。

だがグド・ボーバーが広間に到達する直前に槍が身体を捕らえた。　

グド・ボーバーの悲鳴が上がった。

「うわああああああああああ！」

鋼鉄の槍は、そのまま迫り上がっていき、グド・ボーバーの全身を串刺しにした。　

そして落とし穴の天井まで槍は伸びていった。

皆呆然として見ていた。

　


スタジアムのステージの上でシキールは言った。

 「何て事でしょう。第四パーティ「ワイズメン」のグド・ボーバーは、哀れ、串刺しになりました。これがコモン中の優れた頭脳が集まるという魔法都市エターナルの実力なのでしょうか。残念ですねぇ」

 葬送行進曲がスタジアムに流れる中、シキールはマイクに向かって俯きながら言った。ハンカチで涙を拭う仕草をしながら口元は笑っていた。

大画面のディスプレイにはグド・ボーバーの串刺しになった映像が映し出されている。

観客達が笑い声を上げている。

シキールは言った。

「やっぱりムカツキますよね？高学歴のインテリは。彼等「ワイズメン」にはスプラッター系のリアクションで笑いをとって貰いましょう。インテリにも、そうでない人間にも等しく死は訪れるという悲しい現実があるのです。いくら猛勉強して学歴で身を飾っても永遠の命は買えません。それでは何のために勉強なんかするんだ！どうせ死ぬなら遊びたい放題、遊ぼうじゃありませんか？ね？だから賭けて下さい！思いっきって全財産を賭けてしまいましょう！賭こそ人生を豊かにする豊穣なる生命の泉です！」

シキールは腰を振っていた。股間のカエルの顔から舌が飛び出している。

 観客達の笑いが更に高まった。

シュイ老師の隣に座っているギャンブラーＹが笑いながら言った。

 「彼等は研究していないよ。やはり過去のデータ取りが賭には肝心だよ。前に、あの罠で同じ様な死に方をしたパーティーが、居るんだ。あの時は荒れたな」

このゴロツキは何を考えているのだ。いや、このスタジアムに集まっているギャンブラー達は皆同じ様な事を考えているのか？ 

 このスタジアムには狂気と底なしの邪念が渦巻いていた。

　


ルルは言った。

 「私達が第一チェックポイントに到着した順番はイ・チ・バ・ン。るん、るん、るん」

ルルは身体を振って。モニターを見ていた。通過ポイントでの順番は一番であった。

 メルプルも驚いていた。

楚宇那がルルの横でモニターを見て言った。

「すごい。私達が一番なのね」

でもメルプルは気が重くなっていた。

こんな、殺人ゲームなんか間違っているに決まっている。

連続して戦闘をして人身売買で買われたモンスターと戦わずに逃げて、トラップに引っかかり掛かって、何度も死にそうになった。

 間違いなく、これは人が死ぬ殺人ゲームだ。そして、そんな残酷な殺人競技をテレビで観客に見せて賭けをやっている。こんな事は人間が考えつくような事じゃなかった。

 メガネを掛けた巻き毛のウロンが腕を組んで言った。

「ふん。暫定一位取ったぐらいで気を抜いたら甘いわよルル。ゴールまであと三つもチェックポイントがあるんだからね。私のレーザー・ブラスターは撃てる数が限られて居るんだから。十五発撃てる内の３発を既に使っているのよ。私は余り戦闘は出来ないの。そして奥へ進めば進むほど陰険なトラップが増えているし、モンスターも強くなっている」

黒く短いマントの内側には銀色に輝く大型のレーザー・ブラスターが、ぶら下がっている。フラクター魔法使い領の特製品だ。

 猫耳人のニャコが言った。

 「お金を賭ければ良かったムニィ」

両手に着けたナックル・ガードから鉤爪が飛び出す。鉤爪の先端を合わせてカチカチと音を出す。ニャコは猫耳人で耳の代わりに猫耳と尻尾が生えている以外は人間と同じだった。メルプルがニャコから聞いた猫耳人の伝承では踊る女神キャスが人間から猫になりたい者達を集めて猫耳人にしたらしい。だが筋肉の質が違うのか人間離れした反射神経を持っていた。今もヒマに任せてムーン・サルトをやっている。メルプルはイガ玉植物や栄養ドリンクを前線で戦うルルや楚宇那やニャコ、サファお姉さんに使っていただけだ。

 それにしても酷くバランスの悪いパーティだ、学校の友達とＯＧのサファお姉さんだけで参加したから、こうなったのだ。一人か二人本格的な魔法使いが必要なことは間違いなかった。メルプルの森人（エルフ）魔術では魔法使いの代わりは務まらなかった。メルプルは精霊魔術と組み合わされた森人（エルフ）魔術は精霊使いの資質が無いため完全に使うことが最初から出来ないのだ。

サファお姉さんが言った。

 「あなた達は未成年者でしょ。校則からも法律からも賭は禁止なのよ」

ルルは言った。

「あっ、こんな所に飲み物と食べ物の入った冷蔵庫がある」

ルルが部屋の片隅にある冷蔵庫を開けた。

 サファお姉さんが言った。

 「ルル、トラップがあったらどうするの。勝手に開けちゃダメよ」

 だがルルは聞いていなかった。

ルルは好物のケーキを前にして言った。

 「ショ、ショコラケーキだ。美味しそう。マロン・グラッセもあるよ。ストロベリーケーキに、骨に肉が付いているアノ肉にサイダーにコーラもある。食べて良いんでしょコレ。楚宇那ちゃんも食べる？」

ルルは、そそくさとショコラケーキを取り出した。一個一個お皿に載っておりフォークがついている。

ニャコは言った。

 「こんな凶悪ダンジョンの付属品が、まともな訳在るかムニィ！食うな馬鹿ルル！」

ニャコが床に手を突いてしゃがんだ姿勢からルルに飛びかかった。

 さっと素早くルルは避けた。

みんながルルの回りを囲んだ。

 メルプルもルルの回りに行って咳払いをした。これで、好物のケーキを前にして抜けているルルも判るはずだった。

ルルは言った。

「な、何よ私のケーキよ。まだ他に在るから、そっちを食べてよニャコちゃん、みんなもね」

サファお姉さんが説得するように言った。

 「ルル。この悪意に満ちたダンジョンに在るケーキがどれだけ不自然な物か冷静になって考えてみて」

楚宇那が言った。

 「わたしも変だと思う。食べない方が…」

 ルルは言った。

「がぶり」

いきなりフォークで真上からケーキを突き刺して口に頬張るルルだった。

余りにも素早い動きで誰も反応できなかった。ルルは残像を残して超高速で動いたのだ。

 ルルは言った。

「美味しい！とっても美味しいよコレ。中にはパリパリしたチョコレートにイチゴにミカンに…色々入っている！美味しい！きっと疲れた参加者を労う為に主催者が用意してくれたんだよ！マラソンの水分補給みたいな物だよ！みんなも食べなよ！」

 満面の笑みを浮かべて次のストロベリーケーキを頬ばってルルは食べた。

 みんな黙って見ていた。

もう何も言えなかった。

 ニコニコしているルルに反して、みんな沈んでいた。

 あーあ食べちゃった。

絶対毒だよあれ。

メルプルは思った。　

ウロンが腕を組んで四角い眼鏡の位置を直しながら言った。

「しーらない」

　


 スタジアムのステージの上ではシキールが腰を振って股間のカエルの顔から舌を出していた。

シキールは言った。

「あー、哀れ。若い身空で食い気に任せて。超強力下剤入りのケーキを食べています。１つでも十分なのに、もう二つ目です。第一パーティー「ルルと仲間達」のリーダー、ルル・ガーテン。顔は可愛いのにコレから酷い腹痛に苦しむことになります。どんな顔でリアクションをするか皆さん期待しましょう。さあ、皆さんコレより第一チェックポイントから第二チェックポイントの間の順位を予想する賭券を販売いたします。そして、もう一つ、賭券の販売をします。ルル・ガーテンが何分後に粗相をするか。皆さんには予想して貰い、賭けを開始します。名付けて「ルル・ガーテンの失禁クジ」を販売いたします」

 シキールが足を交差させて腰を曲げて挨拶をしながら言った。巨大なテレビには口の回りに付いたクリームを手袋を外した指で舐めて食べているルル・ガーテンの幸せそうな顔が大きく映し出されていた。観客達が券売場へと殺到していった。

浅ましい顔をしているようにシュイ老師には思えた。

ギャンブラーＹも券売場へ走って行っていた。

　


ルルは言った。

 「次はアノ肉を食べようかな。大きいからみんなで食べようよ」

ルルはニコニコしながら冷蔵庫の中を覗いて巨大な骨の付いた肉の塊を皿ごと取りだした。

楚宇那が聞いた。

「ルル。本当に大丈夫なの」

ルルは言った。

「え、全然平気だよ楚宇那ちゃん。楚宇那ちゃんも食べなよ」

楚宇那が青い顔で両手を振って言った。

「私は要らない。毒かもしれないから」

　ウロンが言った。

「あのケーキは絶対細工がしてあるわよ」

ルルは言った。

「え、そんなの全然無いよ」

サファお姉さんが言った。

 「ルル、今すぐ吐き出しなさい」

 ルルは嫌そうな顔をして言った。

「何で？」

サファお姉さんが言った。　

「毒が入っている可能性が高いからよ」

 ルルは言った。

 「え、全然平気だよ。う、ううううううう…」

突然ルルが奇妙な声を上げて、お腹を押さえて倒れた。

楚宇那が叫んで言った。

「ルル！」

メルプルは言った。

「ああっ、やっぱり毒だったんだ」

メルプルは慌てた。

 そしてカバンの中を探った。

 突然、司会のシキールの声が聞こえてきた。

 「…ゃあ携帯電話で連絡を取ります。いやあ、第一チェックポイントの一位通過おめでとう「ルルと仲間達」の君達。君達は頑張っているようだね、でもアクシデントが起きたようじゃないか」

第一チェックポイントの部屋にラッパ型のスピーカーが付いていた。そこからシキールの声が聞こえてきたようだった。

サファお姉さんが言った。

 「毒を盛ったのねシキール」

 シキールが笑いを押し殺した声で言った。

「嫌だなぁ、毒なんか盛らないよ。ルル・ガーテンが食べたケーキには毒ではなくて超強力下剤が入っているんだ」

ルルが弱々しい声で言った。

「トイレは何処なの……」

シキールは言った。

「そんな物、在るわけ無いじゃないかルル・ガーテン君。スポーツの試合中にトイレに行けるはずが無いだろう。ダンジョン・ゲームは健全なプロ・スポーツなんだよ」

ルルは青い顔で言った。

 「そ、そんな…」

　


 スカイ達は鋼鉄の扉の前で立ち往生していた。

シキールの声が聞こえてきた。

 「あーあ。残念だね。君達は、三時間の制限時間以内に第一迷宮ゾーンをクリアー出来なかったようだね。毒ガスで死亡することになるよ。やっぱり、アンラッキー・セブンからスタートしたから、トラップの解除で時間が掛かりすぎたんだろうね。やはりペース配分が肝心なんだよ。まあ、やっぱりアンラッキー・セブンは、アンラッキー・セブンだったと言うことで、スタジアムの、みんなも納得してくれるかな」

スカイは扉の鍵を調べながら言った。

 「面倒だな。時間の遅れを取り戻すには、この鋼鉄の扉を開ける三つの鍵を捜す、お使いイベントには、もう付き合っていられないな。少しゆっくり、し過ぎたか。これではスパートが出来ん！」

 鍵をスカイ達は二つ持っていた。

 だが三時間のタイム・オーバーの時間が近づいてきていた。

マグギャランが後ろを向いて言った。

 「コロンが何かやっているぞ」

 スカイも後ろを見た。

コロンが脂汗を額に浮かべて杖を頭上に掲げていた。杖の先端を越えた頭上には炎の玉が浮かんでいる。ライターの魔法の小さい炎が次々と上に上がっていって炎の玉に集まっている。

マグギャランがコロンを見ながら言った。

「ファイアーボールの呪文のつもりなのか。だが、モンスター相手に使えるような直ぐに出る代物じゃないな」

コロンが、出来上がった青白い色の火球を頭の上に作ったまま鋼鉄の扉に向かって近づいていき。

火の玉を鋼鉄の扉に押し当てた。

鋼鉄の扉が真っ赤になって青白い火花を出してドンドンと溶けていって人が通れるほどの穴が空いた。

マグギャランが言った。

「おー、コロンもやれば出来るではないか」

 コロンは杖に、しがみついて肩で荒い息をしていた。そして急に倒れた。

スカイは言った。

 「おい、大丈夫か」

マグギャランは溶けた鉄の扉の縁に手を近づけながら言った。

 「あんな、変な方法で火の玉を作ったんだ。倒れるのは当然だな。それにしても凄い威力だな十センチぐらい在る厚さの鋼鉄の扉が溶けて居るぞ」

縁は赤く光っている。

マグギャランは言った。

 「アチっ！」

マグギャランは反射的に手を離した。

スカイは言った。

 「それじゃ、俺が、おんぶしていくか。実の姉貴だし。仕方がねぇな」

 マグギャランが言った。

「コロンは、お前の姉だったのか」

スカイはコロンを起こしながら言った。

「そうだ。悪いかよ」

 マグギャランは言った。

 「なんだ。お前の変な行動の訳が漸く判ったよ。お前のストライク・ゾーンにしては全然違うし。何で、こんな妙チキリンな小娘を構っているのか不思議に思っていたんだ。おまえも大変だな。どう見ても変わり者の姉を持って。それにしても凄い威力の炎の呪文だ。時間を掛けて作っただけの事は在る。これは攻撃魔法を跳ね返す為の分厚さを持った扉だ。どうなっているんだ？コロンは低レベル魔法使いだろう？」

 スカイは倒れたコロンをマグギャランに手伝って貰って背負いながら言った。

「コロンの杖と呪文書を持ってくれ」

 マグギャランは言った。

「判った」

コロンの杖と呪文書をマグギャランは持った。

 スカイとマグギャランは扉に出来た大穴を潜った。

スカイは言った。

 「どうやら。さっき落とし穴で渡ることが出来なかった場所に出たな。底を見たら魔法都市エターナルの魔法使いが串刺しになって死んでいるだろう」

マグギャランは串刺しになった第四パーティー「ワイズメン」の魔法使いグド・ボーバーが死んでいる方を見て肩をすくめた。

 スカイ達はチェックポイントに到達した。

 扉を開けて中に入ると誰も居なかった。

 マグギャランは言った。

 「なんだコレは。「劇薬注意。食べたら死ぬ怒」だと？口紅で書いて在るな。口紅、まさか、あの第一パーティーの美女か？何と風流な。これはラブ・サインか？俺を誘っているのか？」

周囲をキョロキョロと見て、壁に張り付いて爪先立ちになって、口紅の文字に唇を付けようとするマグギャランだった。だがギリギリの所で口紅の文字に唇が届かなかった。

 スカイはコロンを椅子に座らせた。

 そしてモニターを見た。タッチ・パネルをパチパチやって情報の収集を行った。

スカイはモニターを見ながらマグギャランに言った。

「どうやらオレ達は最下位だな。現在８位だ。だがメンバーは欠落していないし上々かな。各パーティーはチェックポイントで十五分間の賭け券購入インターバルを行うらしいな」

 マグギャランは言った。

 「冷蔵庫の中には何かが入っているぞスカイ。ケーキにマンモ肉にサイダーにコーラか。この矢印の意味は、これを食ったら死ぬと言うことなのか。俺へのラブ・サインでは無いのか。いや、そんなことはないよな、だが何か愛のドラマが始まらなければ嘘だろこれ。ん、ちゅっぱ」

マグギャランは冷蔵庫を探った後、口紅の文字から、口紅をハンカチで拭って唇に当てていた。

 スカイが振り返るとコロンが目を覚ましていた。

 スカイは言った。

 「この中に滋養強壮サプリメントの瓶が在るから、飲んでおけ。冷蔵庫の中身は食うな。どう考えてもトラップだ」

 スカイは腰の小物入れを外してコロンに放った。コロンの座っている椅子の前のテーブルに落ちた。

 スカイは言った。

 「何、オカマバーのオカマみたいな化粧して居るんだよマグギャラン。はみだしてんぞ」

マグギャランは一心不乱にハンカチで口紅の文字を拭っては口に当てている。

 マグギャランが荒い鼻息で言った。

 「何がオカマだ。これは男のロマンなんだ」

 コロンは言った。

「ふぃやあっふ」

コロンが変な声を上げた。

スカイは言った。

 「何だ」

スカイは後ろを向いた。

 コロンは顔を真っ赤にしていた。

コロンは言った。

「うぃっ、ひっく。もっと無いのコレ」

コロンが突然饒舌になった。

 そしてスカイの非常用の気付け薬である酒の入ったジェラルミン製のフラスコを持って振っていた。

 スカイはコロンの飲んだ酒を見ながら言った。

「酒だぞそれは。小人（ドワーフ）の肝臓殺しと呼ばれるアルコール度数が九十八パーセントもある酷い酒だ。滋養強壮サプリメントはもっと小さい鉄缶の奴だ。飲み物がサプリメントの筈無いだろう」

アレは酒の強い小人（ドワーフ）族でも度胸試しに飲む酷い酒だ。薬草のエキスとアルコールだけが入った蒸留酒だ。安くてアルコール度数が高いから薄めて気付け薬や消毒薬に使っていたのだ。

マグギャランもコロンを見て言った。

 「まさか小人の肝臓殺しを小瓶とはいえフラスコ一杯も飲んだのか？俺は小人（ドワーフ）族に飲み負けた事がある。アレはワンショット・グラスより小さい奴で飲み比べる奴だ。しかも後で凄い二日酔いが襲ってくる」

コロンは言った。

「いきなりファイアー！」

コロンが口を開けて火を噴き出した。

マグギャランの顔が火に包まれた。

マグギャランは言った。

「うおっ焦げた」

マグギャランが顔の回りの火を払った。

 火を吐いた？

何で火を吐くんだ？

 コロンは言った。

「あちゃしは言っているのだ。もっとコレは無いのか？判っているのかスカイ！弟のくせに呼び捨てにしやがって！そうだ、あちゃしは怒っている！こんな殺人ゲームに、あちゃしを放り込みやがって！お前にも、いきなりファイアー！」

コロンは口を開いて火炎を吐いた。

スカイは横にジャンプして火炎を避けた。

スカイは言った。

「あ、アブねぇ」

スカイは床を転がって身構えた。

コロンは言った。

「おい、あちゃしがリーダーだ。オマエ等ついて来いよ。ねぇ。コレないの？もっと無いの？」

コロンはフラスコを振っていた。

マグギャランは言った。

 「か、絡み酒か？いかん、髪型が」

 マグギャランは手鏡をポケットから出して髪型をチェックした。

コロンは言った。

 「ひっく。冷蔵庫には何が入っているのだ」

コロンは、しゃっくりを始めて冷蔵庫に近づいていった。

 スカイは言った。

 「それ絶対毒だよ。食うなよコロン」

コロンは言った。

 「あちゃしが、そんな間抜けに見えるか」

 スカイは言った。

 「確かに、こんな見え透いたトラップに掛かる奴は居ないよな」

コロンは言った。

「間抜けが居たから、口紅で警告を描いているに決まっているだろう。オマエ等もっと頭を使え。ひぃっく」

マグギャランはマンモ肉の皿を冷蔵庫に戻しながら言った。

「なるほどな。だが、なぜ冷蔵庫の中を調べるんだ」

 コロンは言った。

 「お前達は困っている人間を助けようとは思わないのか。ひぃっく」

コロンは、しゃっくりをしながら冷蔵庫の中からケーキを取りだした。

スカイは言った。

 「いやあ、こんな、見え透いたトラップに掛かる奴は相当の間抜けだ。助けようも無いと思う」

 だがコロンはスカイを見た。

 コロンは、しゃっくりをしながら言った。

 「スカイ。ロザ姉ちゃんの教えを忘れたのか。困った人は助けろと言っていただろう。ひっく。お前はロザ姉ちゃんの教えを無視して冒険屋になったのだな。ひっく。今まで、どれだけ悪さをしてきたんだ。この野郎は。ひっく」

スカイは言った。 

「そ、そんな事ねぇよ。ロザ姉ちゃんは冒険屋に、なっちゃいけねぇなんて言っていねぇよ」

 スカイは狼狽えた。

マグギャランがスカイの肩に手を置いて首を振りながら言った。

 「スカイ。やっぱり家族で冒険屋をする物ではないな」

コロンは小さいリュックサックからカードをリングで束ねた物と革製の赤い筆箱と赤い革表紙の手帳を取りだした。

そしてケーキに手をかざして取りだした万年筆で手帳に何かよく判らない化学式の記号を書き始めた。

 そしてカードをバーッと、めくって止めた。

コロンはカードを、めくって確認しながら言った。

「このケーキには商品名、ゴロピーという超強力下剤が、ひっく、入って居るのだ。正式にはルレタピロリ酸という薬品だ、ひっく」

マグギャランは言った。

 「結構変わった魔術は使えるようだなコロン。下剤を発見する魔術を使えるとは。もっと実用的な攻撃魔術の一つでも覚えておけ」

 スカイは言った。

「それにしても、あのシキールの奴はナメまくっているな。煮えたぎる油の上に通した一本橋を渡らせたり、下剤入りのケーキを用意したり、参加者を何だと思って居るんだ。そう言えば、次の迷宮エリアは、どうなっているんだ」

スカイは。ルール・ブックを取り外した。

 コロンがスカイから、ルール・ブックを、ひったくって読んで言った。

 「ひっく、次の迷宮エリアは、お使いゲームだ」

 アナウンスがラッパ型のスピーカーから聞こえてきて言った。

 「十五分間のインターバルが終了です。第７パーティは扉を開けて第二迷宮ゾーンへ進んでいって下さい」

コロンは言った。

 「いくぞ、お前等。この野郎共」

コロンはスカイとマグギャランを顎で促した。

マグギャランは言った。

「どうするんだスカイ。コロンが、おかしくなったままだぞ」

 スカイは言った。

「まあ酒だからな。じきにアルコールが抜けるだろう」

 マグギャランは言った。

「だが、少なく見積もっても迷宮競技の間中は、このままだぞ」

コロンが胸を張って言った。

「ひっく、おい、お前等。この野郎共。扉を開けろ」

スカイ達は扉を開けた。

扉を開けると目の前には頭にアンテナの生えたバニーガールが居た。そして、その脇には二メートルぐらいの大きさのルーレットが在った。ルーレットには、熱帯魚、タンス、一トンのバーベル……などがトレーダー語で書いてあった。

 そして、辺りには２メートルぐらい在る巨大な本マグロや菓子パンが大量に入った一抱えあるバスケット、金魚鉢に入った熱帯魚などが置いてあった。

そして、バニーガールの背後には鋼鉄の扉があった。

バニーガールが無感情な声で言った。

「第７パーティですね」

スカイは言った。

 「おう、そうだよ」

 バニーガールは言った。

「では、このルーレットを今から回します。ダンジョンの中に点在する貸し出し所から。ルーレットに書かれたアイテムを、持ってきて下さい。合計三回の貸し出しを行います。三回の借り物競技を全部クリアーすると、この扉が開いて第二チェックポイントに行けます。各パーティのスコアは後の電子掲示板に表示されています」

 バニーガールが背後の鉄の扉を示した。

マグギャランは言った。

「おい、スカイ見るのだ」





マグギャランがスカイの肩を押して後を向いて指を差した。スカイ達が出てきた第一チェック・ポイントの扉の上にスコアが電子掲示板に記されていた。

１から８までのパーティの番号の下に１、２と表示されていた。

第一パーティ「ルルと仲間達」のスコアは１。

第二パーティ「モンスターレイジ」のスコアは２。

第三パーティ「戦斧隊」のスコアは１。

第四パーティ「ワイズメン」のスコアは１。

第五パーティ「悪人同盟」のスコアは１。

第六パーティ「借金隊」のスコアは０。

第七パーティ「ザ・ワイドハート」のスコアは０。

第八パーティ「黒鷹」のスコアは２。

 「まだ。この第二迷宮ゾーンをクリアーしたパーティは居ないようだな」

マグギャランが言った。

「ああ、そうだ。まだ、俺達にも一位になるチャンスは在るって事だ」

スカイは言った。

 「そう言うことだぞスカイ」

マグギャランは言った。

「ひぃっく。おい、このヤロウ共。さっさとルーレットを回しやがれ。ここに。ルーレット回転ボタンと停止ボタンが付いているぞ」

コロンはルーレットの下に付いている赤と青のボタンを指で示した。

「コロンが、やれば良いのではないのか」

 マグギャランは言った。

「あちゃしは、こういうのは苦手なのだ。グルグル回る物は、見ていると目が回るから。吐きそうになるんだ。ひぃぃっく」

コロンが言った。

 コロンは昔から回転する物が苦手だった。

「まあ、仕方がねぇな。それじゃ、俺がルーレットを回すよ」

スカイは言った。

「確かに、この手の物は、お前は得意だからなスカイ」

マグギャランは言った。

「よし。行くぞ」

スカイは回転の青ボタンを押した。

ルーレットがグルグルと回転を開始した。

「スカイ。熱帯魚を狙え。軽い方が良いに決まっている。本マグロは駄目だ」

マグギャランが言った。

「ひっく。酒だ。酒樽を狙え。あちゃしが全部飲むから軽くなるぞ」

コロンが言った。

「だが、一回目じゃ、このルーレットの癖が判らないから。正確に当てられないぞ」

スカイは言った。

「スカイ。絶対、一トンのバーベルやタンス、ダンジョニアン男爵のブロンズ像などの重量級は避けるのだ」

マグギャランが言った。

「ええい。押すぞ！おりゃ！」

スカイは停止の赤いボタンを押した。

ぐるぐると、回っていた。ルーレットが、ゆっくりと止まり始めた。一トンのバーベルをゆっくりと通り過ぎて、軽そうな菓子パンを通り過ぎて、重そうな柱時計で止まりかかって、次の安眠枕で止まった。これ以上ルーレットは動かなかった。

 「でかしたぞスカイ！」

マグギャランがスカイの肩を、ひっぱたいた。

「ひっく。さすが、あちゃしの弟だな。ひっく」

コロンも大きく頷いた。

「第七パーティの一回目の借り物アイテムは安眠枕に決定です」

バニーガールが言った。

 「ひっく。よし、行くぞ。お前達、コノヤロウ共！」

コロンが駆けだした。

 「ひぃっく。早く来い！」

そして曲がり角の所で足を動かしながらスカイ達を待った。

「行くぞ。スカイ。ここはダッシュで時間を短縮するのだ」

マグギャランは駆け出しながら言った。

「おうよ」

スカイも駆けだした。

　


 「ダンジョニアン様、第七パーティ「ザ・ワイドハート」も第二迷宮ゾーンに入りました」

ラビリーナが言った。

「ふむ。第七パーティには安眠枕を当てさせたが。これで、賭の行方は判らなくなるのだろうね。私も、どのパーティを優勝させるか、まだ決めていないのだよ。迷宮競技は芸術家の私のインスピレーションとイマジネーションが織りなす一大アートだからね。ゲームは常に混沌とした方が良いのだよ。だから私は時にはゲームに介入することも辞さないのだ。予定調和は、面白くないからね。何しろ私はダンジョン競技の神なのだから」　

ダンジョニアン男爵は手元のダイヤルを見ながら言った。そこにはルーレットと同じ、借り物のアイテムの名前が記されていた。そして矢印は安眠枕を示していた。

　


 「ジーウー。さすがに一トンのバーベルは重いな」

 戦士のトトン・マーレーが言った。

 「仕方が無いですよ」

 ジーウーは言った。

一番非力なスカウトのクア・フルトがキュピンさんを背負っていて、黒鷹、トトン、フラー、ジーウーの合計四人で一トンのバーベルを転がして運んでいた。

　


 「ううっ。トイレはどこなのウロンちゃん」

 ルルは腹を押さえながら、よたりながら言った。

 「在るわけないでしょ。ダンジョンを出るまで我慢するの」

先頭に居るウロンがレーザー・ブラスターを構えながら言った。

 「ダンジョンに落ちている物、拾って食べれば、お腹を壊すのは当然ムニィ。バカだルルは」

ニャコが頭の後ろに両手組んで歩きながら言った。

 「落ちて何かいないよ。ちゃんと冷蔵庫に入っていたもん。それにバカじゃないよ」

ルルは青い顔で言った。

 「何でメルプルは役に立たないのよ。何時も色々な薬や植物や魔術の道具を作っているでしょ」

 楚宇那が壁に手を、ついているルルを支えて言った。

 「あれは趣味だし。確かに腹痛止めは持っているけど、余り効かなかったじゃない。腹痛止めばかり何種類も持っているわけないでしょ」

 メルプルは自作の革のポシェットの中を見ながら言った。

 このポシェットは中が１メートル四方の空間湾曲魔術で出来ている。物置カバンなのだ色々な物が入っている。そして重さはゼロなのだ。メルプルの母親が教えてくれた森人（エルフ）族の魔術で作ったポシェットなのだ。

 「ルル。このダンジョンの中にあるカメラに私達は監視されているのよね」

楚宇那が思い詰めた声で言った。

 「そうだろうね…」

ルルは苦しそうな声を出した。

「わたしだったら恥ずかしくて生きていられないから。もし限界に達したら言って。首を刀で刎ねて上げる。私は腕が良いから苦しまない筈よ」

 魔亜那が腰の赤い鞘の刀の鯉口を切って真剣な顔でルルに言った。

「ええっ？楚宇那ちゃん首刎ねないでよ。まだ死にたくないよ。殺さないでよ」

 ルルは青い顔でヨロヨロと壁を伝って逃げながら言った。

だが、楚宇那は、首を刎ねる事は本当にやりそうだった。

楚宇那は、そういう性格なのだ。

 「私達が次に見つけるのは、百科事典全巻だから、でも幸いだったわね。メルプルの物置カバンに入れれば重さはゼロになるから」

 ウロンが言った。

「でも、百科事典は大きい本だから、このポシェットの入り口じゃ入らないと思う」

メルプルは言った。

「どのぐらいの冊数なのかが問題ね。私達だけじゃ運べない可能性が在るから。百科事典って沢山在るんでしょ？」

楚宇那が言った。

 メルプルは気が滅入った。メルプルの腕の力では大量の本を運ぶことなど不可能だった。

　


 「２回目は柱時計か」

スカイは止まった、ルーレットを見ていった。安眠枕は簡単に見つかった。スカイ達が、角を曲がったら次の十字路の左側が安眠枕の配布場所だった。実際軽かったし。スカイ達は走って戻ってきた。

「確かに重たい物の部類には入るが。決して運べぬ重さでもない。さあ気合いを入れて柱時計を捜しに行くぞ」

マグギャランは言った。

 「ひぃっく、オマエ等、運べ、運べ」

 コロンがニヤニヤ笑いながら言った。

「仕方が無いな。捜しに行くぞ」

スカイは言った。

「そうだ。何となく、俺達が一位取っているビジョンが浮かんできたぞスカイ」

 マグギャランは言った。

　


 「何だ、この水だらけの部屋は」

スカイは迷宮に不自然に出来た水たまりを見ていた。スカイ達の行く手を遮って二十メートル四方ぐらいの水浸しの空間が在った。

「何かが居るぞ。スカイ」

マグギャランが言った。

 確かにピンク色の水の中に５、６メートルぐらいの何かが動いていた。

「ああっ」

スカイは言った。

「あれはワニだ」

マグギャランは言った。

 確かに向こうの方で、首輪に鎖の付いたワニが浮かび上がってきた。

 突然、スカイ達の足下からワニが飛び出してきた。

「うわっ、あぶねぇ！」

スカイは足を引っ込めた。

 スカイの足があった場所をワニの巨大な牙の生えた口が薙ぎ払っていた。

だが、首に繋がれている鎖のせいで、スカイを追う事は出来なかった。

マグギャランが剣の抜き打ちで切りつけた。ワニが逃げていった。

「浅かったか」

マグギャランが言った。

「ひぃく。ワニか。いきなりファイアー！」

 コロンが口から火を吐いた。

５メートルぐらい炎が伸びていき浮かんでいる首輪と鎖の付いたワニに直撃した。ワニはピンク色の水の中に消えていった。

 「どうするかスカイ。柱時計は、この水たまりの向こうに在るぞ」

マグギャランが言った。

 確かにマグギャランの言うとおり、柱時計は、このプールの様な部屋の向こうに鉄格子で囲まれたブースに管理するバニーガールが居て沢山置いてあった。

「ふざけやがって、どうやって、取りに行けって言うんだよ」

スカイは言った。

 「ひぃっく。ちょっと待てよ杖で深さを測ってみるぞ」

コロンが前に出てきて杖をピンク色の水の中に入れた。百八十㎝近くある杖の三分の一ぐらいが沈んだ。あまり深くはないようだった。

 「確かに深くは無い。だが、このピンク色の水でワニの居場所が全く分からない」

マグギャランは言った。

「迂闊に水の中に入っていく訳には行かないぜ」

 スカイは言った。

「ああ、そうだぞ、スカイ」

 マグギャランは言った。

  「あら、また、会ったわね」

後から声がした。

メンソール女だった。それとワイズメンのメンバー達が言った。

 「早くどきなさい」

二十代中頃の女が手でスカイ達を押しのけた。

 「ひぃっく。何するか。あちゃし達が先に居るんだぞ」

コロンは前に出てきて二十代中頃の女に体当たりしながら言った。

「ぷわっ！酒臭い。この子酒飲んでいる」

 二十代中頃の女が、ぶつかってきたコロンを押しのけた。

 コロンが更にジャンプして、ぶつかっていった。

「おい、オマエ等、ここにはワニが居るんだよ」

スカイは言った。

「ワニだろうと何だろうと、魔術の力で私達は先へ進んでいくの。問題なんか無いわけ、判る、頭よ、頭。頭の善し悪しが全てなのよ」

 メンソール女が。メンソールの灰をダンジョンの床に落としながら言った。

「何、言っているんだよ。グド・ボーバーって奴は死んだだろ」

スカイは言った。

「あれは計算ミスよ」

 メンソール女が言った。

「それでは、我々は、この部屋の水を凍らせて渡ります」

ゴトル・メドラが言った。

ゴトル・メドラ達、五人が手の平を上に向けた。挙げられた手の平に氷の塊が姿を現し始めた。

 「ひぃっく。猪口才な氷の魔法なんぞ作りおってからに。魔法と言えば炎の魔法に決まっているだろう。ひぃっく」

コロンは言った。

「あなた。いい加減に邪魔しないで」

 コロンが、まだ体当たりしている、二十代中頃の女も氷の塊を手の平に作りだしていた。

「フリーズ・ドライ・ボールか」

マグギャランが言った。

スカイも前にエターナルの考古学者達に雇われたときに、同じ氷の魔術を見たことが在った。

 ゴトル・メドラ達はフリーズ・ドライ・ボールをピンク色のプール目がけて投げつけた。

氷の塊は、ピンク色の水に触れると広がり、プールが凍り始めた。

そしてプールは氷で覆われた。

「おお、何か、今度は、上手く行っているじゃねぇか」

スカイは言った。

「当然よ。これがエターナルの魔法使いの実力なのよ」

メンソール女が髪を、かき上げて言った。

 「それでは、柱時計を取りに行きましょう」

 ゴトル・メドラが言った。

ワイズメンの五人は氷で覆われたプールの上を歩いていった。

「どうするかスカイ。この状況的には、俺達が、この氷の上を歩いて柱時計を取りに行くと、ダンジョン競技のルールに、依るところの他のパーティの罠解除に該当するのではないか」

 マグギャランは言った。

「気にするな偶然の事故だ。俺達は、この氷の上を歩いて柱時計を取りに行く」

スカイは言った。

「そうか。そうだよな。それじゃ取りに行くぞスカイ」

マグギャランは言った。

「おうよ」

スカイは氷の上に足を踏み出した。

 「ひぃっく。お前等しっかり働けよ。あちゃしは、ここで。ひぃっく。監督しておいてやる。ひぃっく」

 コロンは入り口の所で、しゃっくりしながら突っ立っていた。

 「あんな、コロン見たの初めてだ」

スカイは言った。

「スカイ。酔っ払いの、たわごとだ。真に受けるな」

マグギャランは首を振りながら言った。

歩いていくと氷は厚いようでスカイの体重を十分支えていた。

「やあ、「ワイズメン」の、みんな。僕だよシキールだ。君達は、上手いこと氷を張ってワニ達の攻撃をかわしたつもりだろうけれど。そうそう、「ザ・ワイドハート」の、みんなも棚ぼた作戦でセコイ事しているみたいだね。でも、こんな簡単に話が運んだら面白く無いじゃないかな。それで、君達にプレゼントをあげるね。ワニの詰め合わせセット５匹だよ」

シキールが言い終わる前に、天井が開いてワニが降ってきた。

 マグギャランの真上に一匹が落ちてきた。

 「上だ！」

スカイがマグギャランの腕を引っ張った。

マグギャランも気が付いて左に飛んで避けた。

「すまんぞスカイ！」

マグギャランは体勢を立て直しながら腰の剣を抜いた。

スカイもナイフを抜いた。

六、七メートルもある巨大なワニが、スカイ達に向かって、口を大きく開いて威嚇をした。

 「よく見ろスカイ。ワニが落ちた場所の氷が割れて居るぞ」

マグギャランの言うとおりだった。

氷にヒビが入っていた。

 「あちゃしに任せろ！ひぃっく！がおおおおおおおお！」

コロンが、おかしな叫び声と共に口からワニ目がけて炎を吐いた。

スカイ達の近くに落ちたワニが逃げ出した。

「おい、マグギャラン。速攻で柱時計を回収して帰るぞ」

スカイは駆けだした。

 「確かに、それが一番良いのだが…」

マグギャランも付いてきた。

だが、スカイ達の前方で４匹のワニがエターナルの魔法使い達と戦っていた。

それは、なかなか凄まじい激闘だった。

ワイズメンの魔法使い達は、雷光や火炎などの魔術を駆使してワニ達と戦っていた。

 メンソール女が、電光系の網のような魔術を使おうとしている途中でワニが飛びかかって行った。メンソール女は避けた。電光系の魔術は完成する途中で失敗し、部屋中に電光の破片のような物が飛び散った。

 スカイは避けたつもりだったが、ビリッとする電光の破片が飛んできて右腕に当たった。

「イテェな」

スカイは腕をさすった。

 「あれはファンブルだな。ワイズメンにも、ワニにも相当なダメージが行っている筈だ」

 マグギャランは足を押さえて言った。

 「よし、マグギャラン。一気に駆けて行くぞ」

「うむ、判ったぞスカイ。でも迂回するぞ。正面突破は無謀だ」

「もちろんだ。右から行く」

スカイ達は駆けだした。

ワイズメン達と戦っている４匹のワニとコロンが口から火を吹いて追い立てている一匹のワニ以外に障害は無かった。ワニが、こっちの方に向かってくるかとも思ったが、そういう事は無かった。

スカイ達は迂回して、バニーガールが居る、柱時計の配布場所に辿り着いた。

「第７パーティ。柱時計を受け取りに来た」

 スカイはカウンターの前で言った。

「７番の柱時計を持っていって下さい」

頭にアンテナが生えたバニーガールが言った。

 「持って行くぞスカイ、俺が前を持つ」

「おうよ。よっこらせっと」

スカイと、マグギャランは７と書かれた柱時計を肩の上に持ち上げた。

 「よし、戻るぞ」

スカイ達は、２人で柱時計を抱えて再び、氷の上に出た。

今度は同じルートを左から迂回していった。　そのとき、信じられない光景が目の前で起きた。ワイズメン達の真ん中の部分の氷が割れた。そして氷が跳ね上がった。氷が張った水面の下から首輪の付いたワニが飛び出してきたのだ。　

 そのワニの目の前にはゴトル・メドラが居た。ゴトル・メドラは近くに居たロイド眼鏡を掛けた魔法使いを引っ張ってワニの方へ押しやった。

ロイド眼鏡を掛けた魔法使いはワニに噛みつかれた。そしてワニは血しぶきを撒き散らしてグルグルと回転を開始した。

「何やって居るんだよアイツ等！」

スカイは横を見ながら言った。

「見てはいかん、前を向いて進むのだスカイ。後ろを見てはいかんのだ」

マグギャランは言った。

 スカイ達は柱時計を担いで氷の上からダンジョンの床に辿り着いた。

「ひぃっく。上出来だぞ。このヤロウ共」

 口から火を吐くのを止めたコロンは言った。

　


 「ああ、哀れ。魔法都市エターナルの教授とも在ろう御方、シバン・ゴンレー氏が、死亡してしまいました。彼の人生とは何だったのでしょう。彼は、勉強して、勉強して、勉強しまくって、魔法都市エターナルの教授になったのです。それが、その膨大な努力によって得た最後が、彼のゴールとは、なんと同僚の女教授ゴトル・メドラに突き飛ばされてワニに食べられる事だったのです！皮肉です。アイロニーです。ワニに、がぶりと食べられる何という笑える死に方でしょう。インテリでも、そうでない人にも等しく万人に死は訪れるのです。何と無慈悲な現実なのでは無いのでしょうか。だから、皆さん、しんみりと凹まないでドンドン、ジャラジャラと賭けてしまいましょう。賭こそは残酷な現実から目を背けて幸福な時間を過ごせる唯一無二の時間を与えてくれるのです。どうせ死ぬなら遊びたい放題遊んじゃいましょう！」

 シキールは言った。

 シュイ老師は、余りの、酷い言葉に耳を塞ぎたい衝動に駆られた。だがスタジアムの中は歓声や口笛やホーンなどがならされ、エターナルの魔法使いの死を喜んでいた。

隣の、ギャンブラーＹはポテト・チップスを食べて拍手していた。

　


 「ウロンちゃん、トイレは、どこに在るの」

 ルルが言った。

 「あのねルル、今、重い本、持って居るんだから。余計な事は言わないの」

ウロンが言った。

 メルプルも百科事典を５冊持っていた。とても重たかった。

 楚宇那は１０冊抱えて、ウロンも９冊抱えて、ニャコは１５冊抱えていた。サファお姉さんは１１冊抱えていた。

「取りあえず、私達は、早く、この重い本を持ってルーレットの前に戻らなくては駄目よ」

 楚宇那が言った。

　


 「ああっ！そこの美女！あなたの、お名前は！」

マグギャランは落とし穴の向こうの道を歩いている第五パーティー「悪人同盟」を見て叫んだ。

 スカイは五人いるパーティーの真ん中にいる女だと一発で判った。他に女はいなかったが。その女は長い黒髪に白い足下まであるゆったりとした、変わった服を着ていた。

確かに小顔で、すごい美人だ。

 腰まである黒いストレートヘアーをしている。顔は白く目は大きい。

だが、どことなく獣のような感じがする。

 「ひっく、すごい美人だな、ひっく」

コロンは、しゃっくりを、しながら言った。

スカイは新聞で見た顔を思い出した。そしてシキールの言った名前を思いだした。

 「バカ、あの女は、殺人宗教「殺しの秘文字教」の邪神官だ。新聞に載っていただろう。

殺しまくれとか、殺す事が愛だとか言って、赤ん坊を殺したり、人間が、みんな死ぬと争いが無くなり永遠の平和が訪れるとか、信者同士で殺し合いをさせたりする、アブネー、カルト宗教のサイコ女だぞ。確か名前はサシシ・ラーキだ」

 スカイはマグギャランの腕をひっぱたいた。

 「何？あのサシシ・ラーキか？生の方が美人だ。新聞の似顔絵と全然違うじゃないか。新聞ではもっと不細工だったぞ。美しい。サシシさーん。俺も信者にして！」

 マグギャランは投げキッスをして手を振って叫んだ。

 黒髪の美女、サシシ・ラーキは笑みを浮かべて立ち去った。回りにはゴッツイ顔のヒゲ親父に、禿頭にヒゲの生えた大男が菓子パンの入ったパンの籠を持って、顔に傷のある男などゴッツイ奴ばかりだ。線の細い男もいる。皆、マグギャランにガンを飛ばしていた。

「サシシさん大丈夫かな。あんな犯罪者丸出しの悪党面の連中と一緒にいて。あんなに清楚なのに。あー、きっと、あの悪党面の男達に襲われて、あんな事や、あんなイケナイ事をダンジョンの暗がりで、されてしまうに違いない！いやだ！いや、もうされているかもしれない！それが、あの憂いを秘めたミステリアスな微笑みの理由なのかも！ああっ！胸が痛い！俺がエスコートしなければ！だって俺って騎士だし！」

 マグギャランは頭の髪の毛をクシャクシャとかき乱していた。

だが、スカイが見る限り、サシシ・ラーキは男達を従えている様に見えた。何故なら、サシシ・ラーキを囲むように男達が居るからだ。そして顔は幸せそうだった。何故なんだろうか？

「取りあえず、本マグロを捜すぞ」

 スカイはサシシ・ラーキに手を振っている

マグギャランに言った。

　


 「うううっ。あちゃしの頭が。ひいっく。頭が痛い。ひぃぃっく！」

コロンが頭を押さえて、うずくまった。

 本マグロを担いでいたスカイとマグギャランは立ち止まった。

「二日酔いだな。小人の肝臓殺しは二日酔いが、すごいのだ。オレも掛かった事がある。この世の物とは思えぬ頭痛が頭に走るのだ」

マグギャランが言った。

 「ひっく。あちゃしは魔法使いだぞ。自前で何とかする！ひぃっく」

コロンは、背中のリュックサックを開けて、中から小瓶を沢山取りだした。

「何だそれは」

マグギャランは言った。

「ひいっく。マイクロ・アルケミー・キットだ」

コロンは時々、しゃっくりをしながら、何かを調合し始めた。

 スカイ達は黙って見ていた。

「ひいっく。出来たぞ。このヤロウ共。これが、コロン特製の酔い止めだ」

コロンが小瓶に入れた。オレンジ色の物体をスカイ達に見せた。

「大丈夫なのかよ。酔っぱらって調合した薬だぞ」

スカイは言った。

「ひっく。あちゃしが、そんな失敗をすると思うのか。ひっく。それじゃ飲むぞ」

コロンは、小瓶の中身を一気に飲み干した。

「うぅぅぅぅぅぅ不味い。何だ、この味は、ううっ。不味い。不味すぎる」

コロンは顔をしかめて舌を出していた。

 「何だよ、自分で飲んだ事ないのかよ」

スカイが言った。

「うぅぅぅぅぅ…」

コロンの様子が変わった。

「どうした」

マグギャランが言った。

「…」

 コロンは黙ったままだった。

 そして顔を赤くしてキョロキョロと回りを見ていた。

「元に、もどったんじゃないのか」

スカイは言った。

「ふむ、そうか。それじゃ、先へ進むぞ」

マグギャランが言った。

　


 「第三エリアは、動く床と背信の迷宮だ。常にダンジョンが形を変え続ける。このエリアではパーティ同士の戦闘が司会のシキールの権限で許可されるらしいな」

 スカイは第二チェックポイントの扉に掛けられた第七パーティ用のルールブックを読んでいた。

 「あのシキールが関わる以上、真っ当なモノとは思えないな」

 マグギャランは言った。

 「まあ、いいさ、俺達は順調に順位を上げてきている。第一チェックポイントでは八位だったが。現在は六位だ。メンバーの欠落は無いし、順調かな」

スカイは言った。

「そうだな、アイツ等は既に三人が死亡したようだ」

マグギャランがスカイに首を振って、ソファーに座っている三人を見ながら言った。

 第二チェックポイントには第四パーティ「

ワイズメン」が先に居た。さっき見たときよりもメンバーの数が減っていた。ロイド眼鏡を掛けた顎髭の中年の男と二十台の女が居なくなっていた。メンバーの数は３人にまで減っていた。そして、スカイ達が到着してから、ずっと内輪もめをしていた。

「あなたが、いけないんですよメドラ教授！ゴンレー教授を、あなたが突き飛ばしたから、ゴンレー教授は暴れ人食いワニに食べられてしまったんです！」

 男の魔法使いがキレた顔で言った。

 「黙りなさいホレー。我々は、一位通過をしてエターナルの栄光を示す必要が在るのです」

 メドラは言った。

 「そうよ、黙りなさい。私たちは犠牲が出てもエターナルの栄光を示せれば、それで良いのよ」

メンソールを吸いながら眼鏡の女が腕と足を組んでいた。

「あれは内部崩壊だな」

マグギャランは笑いながらスカイに囁いた。

「まあ、そうだろうな」

スカイも笑いながらマグギャランに囁いた。

「これで、アイツ等より順位を上げるのは楽勝だなスカイ。魔術は使える回数が限られているから人数が減れば、それだけ魔術を使える回数が減る。アイツ等は首位争いのレースから脱落という訳だ」

 マグギャランは親指を立てて囁いた。

「見て下さいよ、このザコ達を！こんなザコな、パーティが誰一人犠牲者を出していないのに。クリーンで理知的でスマートな筈の魔法使いの我々がですよ。三人も犠牲者を出しているのは大問題ですよ！ザコなのに！」

ホレーがスカイ達を見ながら言った。

「ザコ、ザコって、うるせぇよ」

スカイは振り向いて言った。

「そうだ。ザコとは酷い言い方だな。もっと言葉を選べ、そこの魔法使い」

マグギャランも言った。

 「どう見たって、オマエ達はザコだ！」

ホレーが、どっか行った顔で指さして叫んだ。

「てめぇ！この野郎！何、指さして居るんだよ！」

スカイは叫び返した。

「ザコなのは間違いないでしょ。三白眼の子供に、二枚目崩れに、頭の悪そうな魔法使いじゃ最初から話にならないわよ」

メンソール女がメンソールの灰を落としながら言った。

 「うるせぇよメンソール女。俺達は、俺達の、やり方で一位を取るんだよ」

スカイは言った。

 「ああ、そうだ。俺達は一位を取る。だが、オマエ達はメンバーが減った現在の状況では一位を取れないようだな」

 マグギャランが言った。

「へへっ、そう言うことだ」

 スカイは言った。

 緊張が走った。

暫く、無言のギスギスした時間が過ぎていった。

 「第四パーティ「ワイズメン」の皆さんは、十五分間のインターバルが終了です。次の迷宮エリアに進んで下さい」

 女の声がラッパ型のスピーカーから聞こえてきた。

 第四パーティの三人は立ち上がって扉を潜っていった。

　


 「何でトイレが在るの？」

 メルプルは思わず口走った。

ダンジョンに突然、白い腰掛け型の水洗便器が置いてあった。

 「ああっ、トイレだ。トイレがある…」

 フラフラと青い顔をしてルルは近寄っていく。

 だが、ルルが近寄るとトイレが逃げていった。

 「えっ？トイレが逃げていく。待ってよ」

 ルルはフラフラしながらトイレを追いかけていった。 

 「ルル！罠よ！絶対罠よ！」

ウロンが叫んだ。

　


 「ヒマージ王国の王都タイダーで起きた連続猟奇殺人事件では、身分に関わらずに若い女が手当たり次第に殺された。その殺人鬼の名前はレリキ・ヨツ。凶器は刃の付いた殺人ピアノ線と、その先端に付いた鋭利な刃物だ。コイツは多分レリキの殺人ピアノ線だな」

スカイは扉に張ってあるピアノ線を見ながら言った。

 スカイは髪の毛を一本抜いて、殺人ピアノ線に近づけた。髪の毛が真っ二つに切れた。

凄い切れ味だ。

 「ふむ、どうやら、この扉の殺人ピアノ線を解除しなければ先へ進めないようではないかね。出来るかスカイ」

マグギャランは言った。

 「難しいな。下手すると指が落ちるぐらいに危険な殺人ピアノ線だ。どうやってレリキの奴は操っているんだ」

 スカイは、殺人ピアノ線を見ながら言った。

 うっかり解除しようとすると、巻いてある殺人ピアノ線が巻いたゼンマイのように弾けて切りつけるように仕掛けを作っている、実に陰険で手先の器用な奴だ。

　


 ダンジョニアン男爵は無数の小粒のダイヤモンドで覆われたゴージャス携帯電話をラビリーナが耳と口元に当てて支えさせて掛けていた。その手にはリモコンが握られていた。そして素早く動かしていた。

「あー、サシシ・ラーキ君だね。君達も自由になりたかったら、私に素直に協力してくれ。何？君の宗教を布教させるために土地を貸せだって？ダメだよダメ。カルトはダメなんだから。悪い評判が立つと地価が下がるだろ。わたしは、このトラップシティの市長でも在るんだよ。判ってくれよ。君はダンジョン・ゲームを君のフェロモンで盛り上げてくれれば良いんだよ。君のサイコ系の電波美人

のキャラが良いんだよ。所属している、おかしな宗教団体は、お呼びじゃないんだ。コモンでは、何処ででも全面的に禁止だよ」

ダンジョニアン男爵は言った。

　


 「さあ、うら若き美少女達と凶悪な犯罪者達が今、遭遇しようとしています。第一パーティ「ルルと仲間達」と第五パーティ「悪人同盟」の遭遇です。どんなドラマが生まれるのでしょう。レリキ・ヨツは若い女性ばかりを狙う連続殺人鬼です。危険です。恐いですねぇ」

 シキールは笑いながら言った。

おおっ、と同情する声がスタジアムに溢れた。

 「フフフフ。さあ、バトルクジだ。バトルクジが始まるぞ」

シュイ老師の隣で、ギャンブラーＹが腕を組んで笑い始めた。

　


 「ああっ、トイレが逃げていく。待ってよ」

 ルルは白い水洗便器の方へと、フラフラした足取りで、寄っていった。

 「こんなトイレ、絶対仕掛けがあるムニィー」

ニャコが口を尖らせてトイレに近づいていった。ニャコがトイレを蹴飛ばそうとすると。トイレの移動速度が上がってニャコの蹴りはスカった。

「ムニィ！」

ニャコは怒って追いかけていった。トイレは角を曲がった。

その時何かが光った。

 メルプルの隣を風が通りすぎた。

目の前でサファお姉さんがニャコの前にいた。いつの間にか移動して立っていた。

「誰、出てきなさい」

サファお姉さんが言った。

 「ひゃひゃひゃひゃ！俺様のナイフストリングを素手で受けるとは何者だい」

 ダンジョンの曲がり角の影から水洗便器に乗っかった線の細い男が出てきた。

「俺様はレリキ・ヨツ。こんにちは、お嬢ちゃん達」

 線の細い男が顔中をクシャクシャにしてニマッと笑った。メルプルは背筋に悪寒が走った。今までに感じたことのない異質な恐怖を感じた。

線の細い男は黒い鎖で出来た手袋で覆われた長い指を動かした。

サファお姉さんが手を離した。

 銀色のワイヤーが線の細い男に、たぐり寄せられた。先端には変な形の刃物が付いている。

 「この子達には手を出させないわよレリキ・ヨツ」

 サファお姉さんが怖いぐらいの厳しい声で言った。こんなサファお姉さんを見たことは無かった。

 「監獄から出されてみれば、選り取り、みどりじゃ無いか。何が命を懸けたダンジョン競技だ。お楽しみだ。おっと！」

 レリキは身をかわした。

かわした所を一条の光が走っていった。

 メルプルは首を後ろに向けた。

 ウロンが、レーザー・ブラスターを抜いて撃っていた。

 「残念だったね、眼鏡の、お嬢ちゃん。アンタの攻撃しようという意識はピリピリと、俺の敏感お肌に感じるのだよ。どこを狙っているのかまで判る。そして発射しようと言う考えまでピリピリと敏感お肌がキャッチするのさ。そこのヤマト人の、お嬢ちゃんも、俺の首を刎ねようと狙っているだろう？猫耳人の、お嬢ちゃんは俺の顔を右拳で狙っている。気配を消して居るつもりだろうが、俺の敏感お肌には手に取るように判るんだよ。ひゃひゃひゃひゃひゃ！」

 腰の剣に手を掛けていた楚宇那は驚いた顔をしていた。滅多に動揺した顔を見せない楚宇那にしては珍しかった。ウロンもレーザー・ブラスターを構えたまま硬直している。ウロンのレーザー・ブラスターは撃てる回数が限られているのだから使いどころを迷っているのだろうか。

 メルプルは母親から譲り受けた森人（エルフ）の魔術の本で作った錬金術の道具が、このダンジョンでは全然役に立たないことに自信を失っていた。

 その時、角の影から白い生地にヒラヒラとドレープと銀色の刺繍がされた服を着て、赤い宝石と銀色のネックレスを胸に付けた女性が現れた。黒髪で繊細な顔立ちをしている美しい女性だ。メルプルは思わずドキッとしてハッとした。

なんて綺麗な人なんだろう。

 殺人宗教の邪神官サシシ・ラーキだ。

 背後にはゴッツイ髯男と禿頭の大男がいる。

あとは、スーツを着て葉巻をくわえた顔に傷が沢山ある男だ。

「ダンジョニアン男爵は提案を出しています。私達、五人のパーティ「悪人同盟」と、あなた達六人のパーティ「ルルと仲間達」を団体戦形式の戦いで戦わせて勝った方に、第三エリアと第四エリアを楽に通過させる権利を与えるとの事です。この先には武闘場が用意されています」

 サシシ・ラーキは曲がり角の先を白く細く長い指でゆっくり綺麗な動きで動かして指し示した。そして目を細めていた。

 え、わたしも？

メルプルは動揺した。

 そして目の前が真っ暗になりかけた。

メルプルは、運動神経が鈍かったのだ。森人（エルフ）は弓が得意な筈なのに四分の一の血を引いているはずのメルプルは下手だったし。身のこなしは剣の達人であるルルや楚宇那とは比べるべくもなかった。空中で三回転出来るニャコは別世界の住人だった。

 その時シキールの声が響いた。　

 「いやあ、第一パーティ「ルルと仲間達」と、第五パーティー「悪人同盟」の諸君。君達には、コレから「バトル・クジ」の選手として参加して貰うよ」

 司会のシキールの声が響いてきた。

「断る」

サファお姉さんが言った。

「君達の意志は関係ないのだよ。ダンジョン競技運営委員会の委員長であるダンジョニアン男爵様の、ご命令なのだ。ほうらね」

シキールが言うと、今までメルプル達が歩いてきた通路に壁が降りてきた。

そして前に真っ直ぐ伸びた通路にも壁が降りてきた。

 道は塞がれて、レリキ・ヨツやサシシ・ラーキが出てきた通路のみが残った。

「私達に選択肢は無いと言うことか」

サファお姉さんが言った。

「選択肢は在るよ。君達が、ダンジョンに毒ガスが充満するゲームオーバーの三時間のタイムリミットまで、ごねているか。バトル・クジに参加するかの、どちらかだ。ダンジョン競技運営委員会は極めて公平なのだよ」

 シキールが言った。

 「勝ち抜き戦でしょ」

サファお姉さんが言った。

「残念、五人が一人ずつ出て、個人戦を行う形式の団体戦だ。強い人間が一人で勝ち抜いたらゲームが面白くないだろう？勝ち点が多い方が第三エリアの第三チェックポイントで足止めになる時間が十五分であり、負けた方は足止めになる時間が四十五分のペナルティを受ける、この三十分の時間を賭けた格闘ゲームなわけだ。これは上位入賞を狙うパーティには重要な三十分間だよ」

シキールが言った。

 「従うしか無いというのか」

サファお姉さんが言った。

「人聞きが悪いね。自由意志だよ。個人の自由意志を尊重しているのだよ」

シキールが言った。

大ウソだ。個人の自由意志を尊重していたらメルプルは、すぐさま逃げ出していた。

でも逃げることは出来なかった。

逃げられない理由が在ったのだ。

 「バトル・クジの闘技場の用意は出来ています」

赤い水着のバニーガールが出てきた。頭から何故かアンテナが生えている。

 第五パーティ「悪人同盟」の先頭にバニーガールが先導して歩いていった。

「たしか、宝箱を管理するバニーガールは殺してはいけなかったのだろ」

レリキが言った。

 「はい、そうです」

 赤い水着のバニーガールの右腕が返事と共に落ちた。

 え？

「えっ？これわたしの腕？」

バニーガールが落ちた右腕を見ながら言った。

 「ウソ」

そしてバニーガールの首が落ちた。

「ひゃひゃひゃひゃひゃひゃ。バカ受け。最高！」

死んだの？

メルプルは今、何が起きたかハッキリと判らなかった。

レリキはバニーガールを殺した。ようやく、そう理解できた。バニーガールの身体が石造りの床に倒れて血が噴き出して辺り一面が血の海となった。

 メルプルは恐怖の余り、身体が動かなくなった。

 「バニーガールを殺してはいけないはずよ」

 サファお姉さんが言った。

「宝箱を管理しているバニーガールは殺してはいけないと言うことは他のバニーガールは殺しても良いという事だろう」

 レリキ・ヨツは笑みを浮かべて笑った。

シキールの声がした。

「いや、禁止だよレリキ君。これ以上、スタッフを殺されたらゲームが成立しなくなるじゃないか。それにレリキ君もウロン君も、攻撃をしたけれど、パーティ同士の戦いは武闘台の上以外では禁止だよ。今回は司会の権限でペナルティを与えないけれど以後注意するように。それに、レリキ君。無抵抗のバニーガールよりも、もう少し生きの、いい獲物と戦えるのだからね」

 「それは、そうだな」

レリキ・ヨツは顔をクシャクシャにしてメルプル達を見ながら笑った。

メルプルの背筋に悪寒が走った。

　


「参加者は自由に武器やアイテムを使って結構です。参加者はバトルの舞台となる、武闘台から落ちると敗北となります。勝敗はギブ・アップを宣言するか死亡で決着が付きます」

 シキールは言った。

 「メルプルは弱いから、わたしが出るよ」

 ルルは青い顔でフラフラしながら言った。

 同感だった。

メルプルは錬金術で魔術のアイテムを作る事は出来ても戦う能力は極めて低いのだ。

 でもルルは酷い腹痛の筈だ。

 「今のルルじゃ駄目じゃない」

ウロンが眼鏡を上げながら言った。

 「メルプルが出るムニィ」

ニャコが言った。

 「メルプル、あなたが戦うときは、直ぐに降参して。武闘台から降りて構わないから。私達だけで三たてで勝つから」

 楚宇那が言った。

 「だめよ、みんなも聞きなさい。このバトルゲームは全員降参した方が利口よ」

サファお姉さんが言った。

 確かにそうだった。

　


 メルプルは死にそうだった。

クジの結果はこうなったのだ。

 一回戦、ウロン・ケサンＶＳキキロ・ハーゾ。

二回戦、楚宇那ＶＳレリキ・ヨツ。

 三回戦、ニャコＶＳゴフ・ハベ。　　

 四回戦、サファ・ナリックＶＳサシシ・ラーキ。

５回戦、メルプル・シルフィードＶＳバーリー・ゾーダ。

 メルプルは目を合わせないように下を向いたまま上目遣いで対戦相手を見ていた。

メルプルが戦う相手のバーリー・ゾーダはヒマージ王国の一部を奪った山賊団「闇の腕」のボスだった。筋肉隆々の髯男だった。腕に力が無くて、運動神経の低いメルプルが敵うはずはなかった。バーリ・ゾーダは筋肉を剥き出しにしたヘソが出ている革の黒いベストを着て鋲を沢山打った革のピッチリした黒いスボンを履いて背中には野球のバットを大きくしたような巨大な銀色に輝いている鉄の金棒を背負っていた。

メルプルが、あんな金棒を振り回す人間相手に勝てるはずは無かった。どう考えてもあの鉄の棒は三十キロ以上は在りそうだった。

 「ウロン大丈夫か。ウロンは銃と爆弾を使う以外は大して強くないムニィ」

 ニャコがウロンの前で左手を口に当てながら踵を上げたり下げたりしながら言った。

 「ふん、銃の一発でカタを付けてくるわよ。銃を抜いて心臓を撃つ。それだけよ」

 ウロンが丈の短いマントを跳ね上げて左腰にぶら下げた銀色のレーザブラスターを叩いた。

 キキロ・ハーゾは黒い革のコートとスーツと帽子を着ている。

「ウロン、人殺しは止めなさい」

サファお姉さんが言った。

 「どうせ、人を何人も殺していたり泣かしているような様な悪党でしょ。私が処刑してやるまでよ」

ウロンは言った。

 シキールのアナウンスが始まった。

 「さあ、ダンジョン競技恒例のバトル・クジの一回戦スタートです。第一パーティ「ルルと仲間達」からはフラクター製の光線銃を使う少女ウロン・ケサンが出場します。眼鏡を取ると結構な美少女のようです。第五パーティ「悪人同盟」からはヒマージ王国の犯罪組織シャブメロ一家の麻薬製造工場の番頭キキロ・ハーゾの登場です」

 キキロ・ハーゾは頭の帽子を押さえながら

武闘台に上った。顔には無数の傷がある。典型的な悪党の顔をしている。

 こんな悪党と戦うウロンも可哀想だが、ウロンのレーザー・ブラスターは強力な武器だ。

一発で勝負が付くに違いない。ウロンは冷酷だから心臓を一撃で撃ち抜くに違いなかった。

この勝負はウロンの勝ちで動かないはずだ。

 「こんな小娘を、このシャブメロ一家のキキロ・ハーゾ様がタイマンの相手にするとは情けない話だな。お前みたいな小娘はエロ本屋か売春小屋にでも売り飛ばすぐらいしか使い道がねぇんだよ。それとも俺に這いつくばってイロにでもなるか？ガハハハハハハハ！」

キキロ・ハーゾはゴツゴツした顔に下卑た笑いを浮かべていた。ポケットから葉巻を取り出して両端を噛んで切って吐き出して、左手に持ったオイルライターで火を付けた。そして右手をポケットに入れた。

 「コモンはダメね。ろくな男が居ないようじゃない。ゲスはレーザー・ブラスターで撃って殺す」

ウロンは腕を組んだまま右の手を上げて眼鏡を直しながら言った。

 「さあ、双方が舌戦を戦わせました。それではバトル・クジ第一回戦のスタートです。掛け率はウロン・ケサン３にキキロ・ハーゾ５です。それでは、わたくし司会のシキールがレフリーとアナウンサーを兼業して実況をします。それではバトル１！ファイト！」

 ゴングの音が武闘場に響いた。

ウロンはレーザー・ブラスターをホルスターから抜いた。

その時、先にウロン目がけて火炎が走った。

 ウロンはハッとした顔で横に走って避けた。

 「ご大層な武器を持っているようだが。所詮はガキだ。飛び道具を持っているのが自分だけだと思うなよ」

キキロ・ハーゾは火が吹き出たライターの蓋をカチッと音を立てて弄りながら言った。あのライターは火が吹き出るようであった。

火炎放射器なのだ。

 ウロンはレーザー・ブラスターを構えようとした。

 だが先にキキロ・ハーゾの火炎が再びウロンを襲った。

ウロンは右横に逃げながらレーザー・ブラスターを構えようとした。

その時ウロンのレーザー・ブラスターが右手から落ちた。

ウロンは自分の右手を見た。ウロンの右手首には細い銀色のナイフが突き刺さっていた。

 え？

メルプルは目を疑った。

 「どんなに良い武器を持っていても使う奴がショボくちゃ話にならんな」

 キキロ・ハーゾはナイフを投げた姿勢のままで笑いながら言った。

 「ゲスめ！」

ウロンはしゃがんで左手で落ちたレーザー・ブラスターを握ろうとした。

だが、キキロ・ハーゾは走ってきてウロンが持ち上げようとしたレーザー・ブラスターを蹴飛ばした。だがレーザー・ブラスターは

コードがウロンの腰に付いていた。それが引っ張られた。

 「何だ、このコードは？」

 キキロ・ハーゾはコードを見た。

 ウロンの腰に付いているレーザー・ブラスターと電池であるバッテリーを繋ぐエネルギーコードだった。

 ウロンは後ろに飛び退こうとした。

そしてコードを持ってレーザー・ブラスターを引っ張ろうとした。だがキキロ・ハーゾはウロンの足の甲を踏んだ。ウロンは転んだ。

そしてウロンは白いショート・ブーツで覆われた足首を押さえた。

 捻ったか捻挫でもしたに違いない。

「ハハハハハだらしねぇな。ケンカの場数が違うんだよ。シャブメロ一家のケンカは負けねぇんだよ。何してでも勝つんだ。良い格好で転んでいるじゃねぇか。どうした俺のイロになる決心は付いたか？」

キキロ・ハーゾはウロンのレーザー・ブラスターを用心深く踏んだまま言った。

 ウロンは腰から銀色の爆弾を取りだした。

 アレは高性能爆弾らしいが、どれ程の破壊力が在るのかメルプルは知らなかった。まだウロンが使った所を見たことが無いのだ。

 「降参しないと、爆弾を爆発させる」

 ウロンは横になったまま言った。

 「脅しのつもりか？」

キキロ・ハーゾはコートから刃が波うって居る刃渡り三十センチもあるような巨大なナイフを取りだした。

「脅しってのは、こうやってするんだ」

キキロ・ハーゾはウロンの喉元にナイフを突きつけた。

 「脅しじゃない。お前もろとも自爆するぞ゜」

 ウロンは言った。

「覚悟が出来ているならやれよ。俺のナイフが喉をカッ切る前に」

キキロ・ハーゾはウロンの喉元にナイフを近づけながら言った。

 「ギブアップ」

 そしてウロンはギブアップを宣言した。

「第１バトル！キキロ・ハーゾＷＯＮ！」

 シキールの絶叫が入ってきた。

 ウロンは右足を引きずったまま武闘台を降りた。

 「ごめんなさい、負けた」

ウロンはボソリと言った。

 「わたしの番ね」

楚宇那が白い上着の上からタスキを両肩に巻きながら言った。

 ウロンは床にへたり込んで座っていた。負けた事がショックだったようだ。ウロンは自信家なのだ。メルプルには声の掛けようが無かった。ウロンは自分で右手首に刺さった細い刃のナイフを引き抜いて捨てた。

 見ていて無茶苦茶痛そうだった。

メルプルは血の気が引きそうだった。

 血を見るのは嫌いだった。

レリキ・ヨツに殺されたバニーガールも酷かったが。友達のウロンにナイフが刺さるなんて考えたくもなかった。

 それも自分のせいで。

 「ごめんなさい、私のせいで怪我させた」

 メルプルは血止めを取りだしてウロンに渡した。

 「別に。私は私の考えでやっているのよ。メルプルが気にすることは無いのよ。これは私の責任」

ウロンはナイフの刺さっていた手首に血止めを塗った。フラクターの紋章が入ったハンカチで応急処置のように巻き付けた。

 「レリキはかなりの強敵よ。直ぐにギブ・アップしなさい。この馬鹿げたバトルは全員がギブ・アップした方が利口よ。時間の遅れは後の迷宮ゾーンで補いなさい」

サファお姉さんが楚宇那に言った。

「いいえ、わたしは戦います」

 楚宇那が言った。

「やめた方がいいよ、楚宇那ちゃん」

ルルはフラフラしながら言った。

 「ルルは腹痛を我慢しながら待っていて」

 楚宇那は腰の赤い鞘の刀に手を掛けた。

そして武闘台に上っていった。

 「ヤマト人か。ヤマト人の娘を切ることは初めてだ」

 レリキ・ヨツが束ねたナイフ・ストリングを伸ばしながら言った。

 「楚宇那。この勝負に命を掛けます」

 楚宇那は腰の赤い鞘の刀に手を掛けて腰を低く落とした。

 「判るぞ、判る、俺の敏感お肌がビリビリと殺気を感じる。お前は俺の左肩から斜めに斬ろうとしているだろう。敏感お肌が察知するには、お前は一瞬で間合いを詰める動きが出来るんだな」

 レリキ・ヨツは言った。

「そうよ」

 楚宇那は、しっかりした声で言った。

 さっきみたいに動揺していなかった。

 楚宇那は強いのだ。だが、レリキ・ヨツはウロンのレーザー・ブラスターを避けられる反射神経を持っている怪物だった。

大丈夫かな。

楚宇那の性格では降参なんて絶対にしないはずだ。

メルプルは心配になった。

 「バラバラにナイフストリングで切り刻んでやる。どこがいい。右腕からか、それとも左足からか」

 「どこも切られるずに勝つわ」

楚宇那が間合いを、ゆっくりと詰めていった。

 「その細くて肉付きの良い、格好の良い脚から切り飛ばすかヒャヒャヒャヒャヒャヒャ！切った脚と添い寝してやる！」

レリキはナイフストリングを持った手を開いた。ナイフストリングが、ばらけて弾かれたように広がっていった。銀色のナイフストリングの線が武闘台の上に広がった。

「どうだ、このナイフストリングは？城の回りの堀のように、俺を囲んで守っている」

 レリキは笑いながら言った。

だが、楚宇那は何も答えなかった。　

「レリキ・ヨツさんは自分の世界に入ってしまったようなので、強引に試合を開始します。それでは、それではバトル・クジ第二回戦のスタートです。掛け率は東方人の美少女、楚宇那１に切り裂き魔のレリキ・ヨツ９です。それではバトル２！ファイト！」

シキールの掛け声と共にゴングが鳴らされた。

 「約束どおり、お前の脚を切り裂く」

レリキは手を銀色の線に沿わせるように動かした。ナイフストリングの銀色の線が生き物のように波を打って一斉に楚宇那の脚へ殺到した。

「はいっ！」

楚宇那は後ろへ飛び退きながら掛け声と共に居合い抜きで剣を抜いた。

ブチンと金属が切れる音がした。

レリキのナイフストリングを楚宇那の剣が切ったようだ。

だが、楚宇那の膝下まである赤いスカートも少し切れていた。

 「ヒャヒャヒャヒャ。切れたスカートから見える脚もなかなか良い眺めじゃねぇか」

 レリキは手元に持ったナイフの刃を舌で舐めながら言った。

 楚宇那は黙って剣を得意の八相に構えた。

　


 「さてと観客の目は、美少女君達の演じる武闘会に目が向いている。今のうちに第二パーティ「モンスター・レイジ」を殺す算段を立てるとしよう」

 ダンジョニアン男爵はダンジョン采配人が動かす迷宮図を見ながら言った。

 「彼等は強いですからね。手当たり次第にモンスターを殺してトラップを解除して順位を上げて進んでいます。現在一位です」

 ラビリーナが言った。

 「やれやれ、彼等は、モンスターの人権とやらを保護する事が目的ではなかったのかね？本末転倒だね」

「今日日よくいる金と名声目当ての偽善者達の主義主張ですよ。売名行為というヤツです」

 「やはり、そうだろうね。いけないね偽善者達は、やはり私の迷宮芸術は人間の本質に迫る哲学の世界だからね。彼等の偽善を剥ぎ取って本質を暴かないといけないね。これは社会正義でもあるのだよ」

ダンジョニアン男爵は言った。

「やはり、彼等の本質はザコという事でしょうか」

 「君は物事を簡単に考えすぎる傾向があるよラビリーナ君。イケナイよ。本質は我々の身の安全に在るのだ。精神的にも肉体的にも、優位に立つのさ。

フフフフフフフ。

第二パーティ「モンスターレイジ」には第八パーティ「黒鷹」を当てる。二強の潰し合いは観客も望むだろうからね。そして、その後で第八パーティ「黒鷹」が上手く「モンスターレイジ」のメンバーを殺せなかったらドーちゃん達を使う。彼等は危険だよ。危険だから万全の対策で臨むのさ」

ダンジョニアン男爵は銀色のスプーンをぺろぺろと舐めていた。

 「ほう、ドーちゃん達を使うとは、瞬殺で決める、おつもりの、ご様子」

「ガチだよガチ。私は自分の身の安全の為にガチになっている。第二パーティ「モンスターレイジ」の実力は、侮れないからね。我々の身の安全と保身の為にはドーちゃん達が必要となるのさ。私は自分の命が無茶苦茶可愛くて惜しいからね。あと最低でも一万年は生きていたいね」

「第７パーティ「ザ・ワイドハート」はどういたしましょうか。我々も手を焼く問題児達の集まりです。ザコの筈なのに順位を上げてきています」

「そうだな。第三パーティ「戦斧隊」を使うとしよう。私の予想では彼等戦斧戦士の筋肉と戦斧の雨嵐で即死かな。でも戦斧隊は優勝させないからね。彼等はエントリーして敗北し続ける、負け組キャラに価値が在るんだよ。丁度、今、第７パーティと遭遇しようとしている」

 「またまた、ご謙遜を、わざとでしょ」

 ラビリーナが言った。

「何、少しばかりダンジョンの形を私の望むように動かしただけだよ。彼等は自分の意志で進んでいる」

 「自分の意志と思って、ですか」

 「飛んで火にいる夏の虫の心境は火を焚く者は考える必要はないのだよ。火を焚く目的に沿っていればいいのだ。第３パーティ「戦斧隊」と第７パーティ「ザ・ワイドハート」は遭遇する。この動かし難い事実のみがあれば良いのだよ。この第三迷宮ゾーンは、私が自在に迷宮の形を変えることが出来るのさ」

 ダンジョニアン男爵は移動されている、ダンジョンマップの駒を見ながら笑った。

 「その事実が夏の虫が飛んで火に入ることでもですか？」

 ラビリーナは笑みを浮かべて慇懃に言った。

 「当然だとも」

 ダンジョニアン男爵は笑った。

 「おや？レリキ君が死にましたよ」

ラビリーナが言った。

　


 「楚宇那様は死んだ方がよかったです」

 シュイ老師の隣に座っていた。若い女が言った。頭の後ろで黒髪を結んで馬の尻尾のような髪型をしている。エプロンの付いた長いスカートを履いている。

 「む、何なのだ、お前は。同じ東方人なのか。国は十八カ国に分裂した夏周夏国の、どの国の者だ」

 「いえ、私は、ただの旅のフラクター選帝国ヤマト領の薬売りです。コンソメ味のポテトチップスが好きです」

 フラクターの娘はポテトチップスを食べていた。

「ああっ美味しい。でも楚宇那様が死んだら、もっと美味しくポテトチップスが食べられたのに」

フラクターの娘は頬に手を当てて言った。

 涙が目に滲んでいる。

 「フラクター選帝国のヤマト人なのだな。何故に同じ国の娘が死んだ方が良いなどと言うのだ。人の生き死にを軽々と口にするでない。そもそもこんなダンジョンゲームは間違っているのだ」

シュイ老師は説教を開始した。

 「口が滑っただけです。ただのフラクターの薬売りの独り言です。でも、ああっ、死んだ方が良かったのに。レリキ・ヨツという殺人鬼にバラバラにされたら、どんなに良かった事でしょうか」

 フラクターの娘はポテトチップスを食べながら更に物騒な事を言った。

 「シグレさま、スズメとツバメっス。ソーセージ九本とフライドポテトのウルトラサイズを３箱買って来たッス。試合は最後の所だけ見ていたッスよ。楚宇那様、対戦相手がワイヤーの凶器で自滅してＫＯ勝ちッスね」

 「ツバメは、焼き鳥三十本と、焼きそばを六個、買ってきました。このダンジョン競技は楽しいですね」

フラクターの娘の隣に二人の少女がやってきた。そして買ってきた食べ物をシグレと呼んだフラクターの娘に渡した。

「悲しいから、私ヤケ食いします」

シグレと呼ばれた娘は焼きそばを食べ始めた。

 そして涙を流して焼きそばと共に、すすって食べていた。

「ああっ美味しい」

シグレと呼ばれた娘は言った。

　


 「貸してあげる」

ウロンが丈の短いマントを外して楚宇那に渡した。レリキに楚宇那の服はそこら中が切られたからだ。だが服は切られても、身体の方は何処も切られなかったようだ。血は流れていなかった。

 メルプルは何て声を掛けたら良いかの判らなかった。

 「ありがとう」

楚宇那がボソリと言った。

 そしてウロンの丈の短いマントを肩から羽織った。

「楚宇那。人を殺すことは、人殺しの罪を背負うことなのよ。レリキは自滅したけれど。あなたは殺そうとしたでしょう」

サファお姉さんが言った。

 楚宇那は答えなかった。

バニーガール達がレリキ・ヨツの死体とナイフ・ストリングを片づけていた。

 「楚宇那に続いて勝つムニィ」

 ニャコは両足でジャンプして武闘台に上がった。

 そして両腕のナックル・ガードに仕込まれた鉤爪を伸ばした。

禿頭の大男、ゴフ・ハベは腕を組んで既に武闘台に上っていた。

 「君は、何故戦う」

「メルプルの為ムニィ」

 「僕はサシシ・ラーキ様に出会って、僕がやっていた毒殺が実は正しいことであったと確信を持つに至ったのだ。これからも多くの人間を毒殺して善行を積んで行かねばならない。その為に僕は自由になるんだ。僕は今まで毒殺する事に迷いがあって、背筋がゾクゾクするイケナイ事を、やっている背徳感が大好きだったのだが。今は有り難い「殺しの秘文字教」の信者として堂々と胸を張って毒殺をしていきたいんだ」

 ゴフ・ハベはサシシ・ラーキに向かって頭を下げた。サシシ・ラーキは神秘的な微笑みを浮かべていた。

「ふん、バカ、ムニィ。毒なんか人に盛ってはいけないに決まっているムニィ。そんな簡単な事も判らないか？毒なんか食べるとルルになるムニィ」

ニャコは左手を腰に当てて右手を振りながら言った。

 「酷いよニャコちゃん」

メルプルの横でルルが青い顔をしてフラフラしていた。

 「君も死ねば判るさ」

 ゴフ・ハベは上着の中から銃の様な形をした物を取りだした。

「ムニィ！銃ムニィ！」

 ニャコはバック転をしながら空中で両拳をぶつけるようにして鉤爪をしまった。そして連続してバック転をして距離を取って構えた。

 「僕は、サシシ・ラーキ様と出会うことによって、毒殺を通して少しの間苦しませる事で自由の極致である死を与える事が最高の慈善だと確信するにいたったのだ。これが有り難い「殺しの秘文字」教の教えなのだよ」

 ゴフ・ハベは上着から更に緑色の液体が入った試験管のような物体を取りだした。

 「お前の頭が死んでるムニィ！ニャコには関係ないムニィ！ニャコはキャス様を信じているムニィ！おかしな宗教は要らないムニィ！」

 そしてゴフ・ハベは試験管のようなガラスの器具を銃のような形をした機械に接続した。

「殺してあげよう「殺しの秘文字」教の愛の世界へ飛び込んでおいで」

ゴフ・ハベは憑かれたような顔をしていた。銃に付いているポンプの様な物をシュッシュッとしごいていた。

 「それではトークバトルを戦わせた後に、バトル・クジ第三回戦のスタートです。掛け率はニャコ５にゴフ・ハベ４です。それではバトル３！ファイト！」

シキールがゴングを鳴らした。

ゴフ・ハベは、まだ銃に付いたポンプをシュッシュッとやっていた。

 「チャンス、ムニィ！」

ニャコは目を輝かせて片手を付いて前方に回転しながらゴフ・ハベの懐へ飛び込んだ。

それは確かにチャンスだった。ゴフ・ハベは憑かれた顔でポンプをシュッシュッと、やっていたのだから。

 姿勢を低くして回転しながら足払いを掛けてた。ゴフ・ハベの身体が傾いた。

そしてニャコは更に低い姿勢からジャンプしながら胴回し回転蹴りをゴフ・ハベの顔面に放った。ニャコの踵がゴフ・ハベの顔面に突き刺さるように決まった。猫耳人は人間を越えた反射神経と筋肉を持っているのだ。

メルプルはニャコの勝ちを確信した。

 ゴフ・ハベは巨体を震わせて倒れたからだ。

 「勝ったムニィ！」

ニャコは両手を上げてジャンプしながら叫んだ。

ゴフ・ハベの上着から何故かパンが幾つも落ちていた。ニャコは怪訝な顔をしてパンを一つ拾った。そして匂いを嗅いでいた。

 「ムニィ？何故パンが落ちているムニィ？

キャス様は拾い食いを猫耳人の二十一条修正条項百五で禁じているムニィ。でも美味しそうなパンだ…ムニィ」

 ニャコはパンを捨てて両足でジャンプして後ろを向いた。

 「まだ、ゴフ・ハベは生きているわよ！注意してニャコ！」

楚宇那が武闘台の端を叩いて言った。

 「君は自分では気が付いていないけれど、生きている事が辛いから、他人に暴力を振るって言葉で傷つけているのだね。可哀想に、だったら僕が殺してあげよう。そうすれば君は誰も傷つけずに、君は幸せな、いい人になれる」

ゴフ・ハベが横たわったまま言った。

「ムニィ！ニャコは、いじめっ子じゃ無いムニィ！」

 ニャコは振り向いた。

「ムニィ！実にタフな奴ムニィ！ニャコの胴回し回転蹴りの直撃を受けて、まだ喋れるのか…」

 だが、ゴフ・ハベは横たわったまま銃のような物を構えていた。

 「ニャコ避けなさい！」

サファお姉さんが叫んだ。

「美味しいジュースだよ、お飲み。楽になれる万病を癒す神秘の薬だよ。死ねば、どんな病気でも治るんだ」

ゴフ・ハベは引き金を引いた。

銃のような形の物体から緑色の水が発射された。

 「ムニィ！」

 ニャコは飛んで避けた。

だが水はニャコを追いかけて捕らえた。

そう、水だった。

あれは水鉄砲だったのだ。

 しかも普通の水鉄砲より飛ぶ距離が長かった。十メートル近くも飛んでいった。

きっと、あのポンプのような物で空気の圧力を上げて飛距離を伸ばしたに違いない。

 「ムニィ！ムニィ！これは何ムニィ！ニャコの服がビショ！ビショ！ムニィ！」

 ニャコは濡れたベストと半ズボンの服を見て叫んだ。

 ゴフ・ハベは、ゆっくりと立ち上がり水鉄砲をニャコに向けた。

 「それはね、猛毒のバタリなんだよ。僕はね、通り魔方式の毒殺で百三人を、この水鉄砲で殺したんだ。君は百四人目になる」

ゴフ・ハベはニャコに毒入り水鉄砲を向けた。

 「ムニィ！卑怯ムニィ！ＫＯされたフリして不意打ちなんて許さない…ムニィ？」

ニャコがフラフラし始めた。

 「バタリはね。口から飲むと五秒で神経がやられて息が止まって死ぬ程の猛毒なんだ。でも肌からは吸収はしない。でもね、このバタリは直ぐに液体から状態変化を起こして気化するんだよ。その時、吸い込むと神経系がやられて身体がフラついたりするのさ。実は僕はパン職人なんだ。消化器系のガンが発生する発ガン潰瘍酵母をガン細胞から分離する事に成功して発明したんだ。そしてヒマージ王国の首都タイダーに、ある大規模チェーン店「パンナミーラ」という店でパンを作って売っていたんだね。でもね幾ら発ガン潰瘍酵母でパンを作って客をガンで殺しても手応えが感じられないんだよ。確かにウザイ客はガンで死んでいなくなる。でも、僕の焼くパンは美味しいからリピーターと口コミでやって来る新規のバカな客達には事欠かない。でも、手応えが無いんだよ。何かが足りなかったんだ。だからバタリを使った水鉄砲で闇討ちをして殺していたのさ。そして僕は満たされていた。これは今朝ボクが焼いたパンだけどね、普通のイースト菌しか使っていない自分達用の安全なパンさ」

ゴフ・ハベは上着からパンを取りだして食べながら言った。

「そんな話聞くとパンが食べられないムニィ。ク、クリームパンが怖いムニィ」 

 ニャコはフラフラしていた。

ニャコはクリームパンが大好きなのだ。

家庭科の実習でウロンが作った所えらく気に入ったらしい。

 メルプルが作った森人（エルフ）の薬草パンは評判は悪かった。健康に良い食材は沢山入っていたのに。でもメルプルの舌には美味しく感じるのだが。ウロンのクリームパンは余りにも甘すぎるように思えた。

「良いことを教えてあげよう。腕の良いパン職人は実は、みんな格闘家なんだよ」

 ゴフ・ハベは言った。

上着を脱ぐと筋肉が盛り上がった逆三角形の身体をしていた。そしてパンの入った裂けた紙袋が床に落ちた。

 「お前、聞いていると無茶苦茶恵まれているムニィ。腕の良いパン職人で、お客さんが沢山いて何が不満で毒殺するかムニィ」

 「僕がボウヤだからさ」

 「意味不明ムニィ。でも楚宇那の勝ち点を加えればニャコが勝てば次のサファお姉さんの勝ちで三たて出来るムニィ」

ニャコはフラつきながら言った。

「僕は実は投げ系格闘技ウオリャ殺投術の使い手なんだ。君の流派なんだい？」

ゴフ・ハベは筋肉を波うたせながら言った。

 「ニャコは猫耳人の伝統的民族格闘技「猫拳」の使い手ムニィ。おかしな他流派には負けられないムニィ。お兄ちゃん、お姉ちゃん、弟に妹たちも、みんな猫拳の使い手ムニィ」

 「投げ殺しがいいか、関節技で靱帯を破壊されたいか選ばせて上げよう。そして動けなくなったところにボクの特製、バタリジュースを飲ませて上げよう。五秒で死ねるよ」

 ゴフ・ハベはポージングを取り始めた。筋肉が波うった。

 「ふん、体重差だけで勝てると思ったらバカ、ムニィ。猫耳人を、なめると痛い目に遭うムニィ。小さくても瞬発力と筋肉の質が違う…ムニィ…目、目の焦点が合わないムニィ」

「どうやら、気化バタリの吸入第二段階の症状、視野狭さくが出たようだね。僕は用心深いんだ。百二十パーセント勝てる算段が付いてから格闘家として戦うのさ。では正々堂々と正面から行くよ！」

 ゴフ・ハベは突進してきた。

なんて卑劣な男なんだ。

メルプルは思った。だが怒りよりもニャコの方が心配だった。

 ニャコ！

「ムニィ！」

ニャコはジャンプした。ゴフ・ハベの頭の上に手をついて挟み飛びで飛んでいって後ろに回った。

 そして姿勢を低くして片手で身体を支えながらゴフ・ハベの踵目がけて低い蹴りを放った。

 だが、ゴフ・ハベは足を挙げて、かわした。

 「ムニィ！アキレス腱切りをかわしたムニィ！」

 ニャコはフラフラしながら言った。

 「どうやら君は体格の小ささをカバーするために足の急所である脛やアキレス腱を狙って攻めてくるようだね。でもね僕も格闘家なのだよ。一回掛かれば二度目は用心するから食らわないよ」

ゴフ・ハベが言った。

「ふん！これを食らうムニィ！」

ニャコは駆けていってゴフ・ハベの前で後方へ回るように蹴りを出した。サマーソルトキックだ。だが、いつものような技のキレがなかった。動きが鈍くなっていた。きっとバタリを吸ってしまったからだ。

ゴフ・ハベは顎を守るように両腕を組み合わせてニャコのサマーソルトキックを防御した。そしてニャコの右足を空中で掴んだ。

 「ムニィ！」

そして暴れるニャコの左足を掴んだ。

ニャコはゴフ・ハベに両足を掴まれて宙吊りになった。

 「捕まえたよ。さあウォリャ殺投術の殺人三連投げコンボ「血だらみ」のスタートだ。第１段はパワーボムから始まるが、今回は両足を持っているから強引にパワーボムを掛ける。君はボクが片腕の筋トレに使うダンベルよりも軽いじゃないか。ボクはベンチプレスで４０１・２５キロを上げることが出来るんだ」

ニャコの両足を持ったままニャコの身体をゴフ・ハベは自分の頭より高く振り上げた。

そのままパワーボムで頭から石畳で覆われた武闘台にたたきつけるつもりだ。

 ニャコ危ない！

殺される！

メルプルは心の中で叫んだ。

 あんなに振りかぶって石畳の武闘台に頭から叩き付けられたらニャコは死んでしまう。

 「ムニィ！」

 ニャコは身体がゴフ・ハベの頭より高角度で持ち上げられた時に、身体を空中で前に曲げながら足を曲げてナックル・ガードから鉤爪を出してゴフ・ハベの背中に引っかけた。

ゴフ・ハベはニャコの身体を振り下ろした。その時にゴフ・ハベの背中から鮮血が迸った。

「ぎゃあっ！」

ゴフ・ハベから悲鳴が上がった。

血の色は赤かった。

一応、毒殺魔でも人間なんだ。

メルプルは思った。

 ゴフ・ハベはパワーボムの途中で手を離した。ニャコは空中で回転して着地した。

 ニャコはフラついて膝を付いた。

「許さないよ！ボクはボウヤなんだよ！許さないよ！ボクは自分が痛い目に遭うことや血を流すことは大嫌いなんだ！ボクが凶器を使うことは良くても敵が使うことは許さないんだよ！君は、どうして、そんな簡単な事も判らないんだ！」

 ゴフ・ハベは叫びながら言った。

 「目が見えないムニィ…血の気が引いてきたムニィ…息が苦しいムニィ…ギブ・アップ、ムニィ…」

ニャコは急に両膝を付いたまま前に倒れながら言った。

ニャコの白い尻尾が力無く垂れた。

 「どうやらニャコ選手には猛毒バタリが効いてきた様です。ギブ・アップを宣言しました。第三バトル！ゴフ・ハベＷＯＮ！」

シキールが叫んだ。

 「ギブ・アップだと、そんなことを許すと思うのかい？殺るよ、殺って殺る！ボクはボウヤだからさ！」

 ゴフ・ハベは背中から血を垂らしながら落ちている水鉄砲を拾ってニャコに向けた。

 だが、その水鉄砲の銃身が傾いた。

銀色のワイヤーのような物が絡まっている。

サファお姉さんが銀色のワイヤーの端を持っていた。

 「試合は終わったわよゴフ・ハベ」

サファお姉さんが言った。

 「ボクの試合は終わっていないのさ！そこの猫耳娘にボウヤの怖さを教えてやる！」

 ゴフ・ハベは叫んだ。

サシシ・ラーキが、武闘台の上に昇ってきた。そしてゴフ・ハベの前に立った。

途端に叫んで暴れていたゴフ・ハベが大人しくなった。そして水鉄砲を手放して、しずしずと武闘台の階段を降りていった。

 「楚宇那、メルプル。ニャコを武闘台から降ろして安静にして」

サファお姉さんは言った。サファお姉さんが銀色のワイヤーを手元で操るとゴフ・ハベの水鉄砲が反対の方へ飛んでいった。

 「行くわよ」

楚宇那がメルプルに言った。

メルプルはゴフ・ハベがバタリの入った水鉄砲を持っていた武闘台には上りたくなかったが。楚宇那の言葉には有無を言わせない強制力があった。

 メルプルはウロンのマントを肩から羽織った楚宇那と共に武闘台に上ってニャコの肩を両手で支えて持ち上げた。

ニャコは息はしていたが目の下にクマが出来て息が荒かった。

 「メルプル、バタリの解毒剤は持っているの？」

楚宇那が言った。

「バタリの解毒剤なんて持っているはず無い」

メルプルは弁解がましく言った。

バタリの化学式なんか知っているはずはなかった。メルプルの母親が教えてくれた森人（エルフ）の植物魔術の本にも書いてあるとは思えなかった。

 ニャコを楚宇那と二人で運んで武闘台から降ろした。

みんな、メルプルのために、このダンジョン競技に参加したのだ。

なのに、みんなを酷い目に遭わせてしまった。

ニャコは猛毒のバタリを盛られてしまった。

 死ぬかもしれない。

どうしよう。

 私のせいで友達が死んでしまう。

メルプルは気持ちが沈んだ。

 サシシ・ラーキは白い、たっぷりとした服の組み合わされた袖を伸ばし、白く細い手を服のドレープの付いた袖の間に入れた。右手に五十センチぐらいの長さの剣を持っていた。

 「神官のくせに剣を振るうのか？」

 サファ、お姉さんは腰の剣を抜きながら言った。

そして人差し指と中指を二本前に出して腰を低くして構えた。

 だがサシシ・ラーキは答えずに笑いを浮かべた。

 「あなたは何故戦うのです」

 サシシ・ラーキは笑みを浮かべながら言った。歌うような綺麗な声だ。そして剣を手放した。スルスルと袖の中から剣に繋がった幾つもの節に分かれた棒が落ちてきた。

そしてサシシ・ラーキは棒の端を持つと振り回した。

音がしてバラバラに分かれた棒達が一本に組み合わさって大鎌と化した。

 「私が戦う理由は、この子達を守るためだ」

サファお姉さんが言った。

「どの子をですか。貴族の子か平民の子か？オレンジ色の髪の毛のルル・ガーテンは貴族。金髪に近い茶色い髪のウロン・ケサンは平民。プラチナ色の髪のメルプル・シルフィードは貴族。ピンク色の髪のニャコは平民。黒い髪の楚宇那は貴族。そしてサファ・ナリック、あなたは平民。どう、当たっているはずです。そしてあなたは、本当は社会階級という物に対して疑問があるのに自分に嘘を付いているのでしょう」

 サシシ・ラーキは笑みを浮かべながら言った。

 凄い…全部当たっている。メルプルは動揺した。何で判るのだろう。だが、微妙に変な気もした。ルルや楚宇那は、貴族といえば貴族なのだけど、実家が変わった家だったからだ。

 「全部だ。そういう仕事だからだ」

 「なんで、その仕事を受けたのですか。あなたは亡くした夫の事を忘れようとしているのでしょう。過去の思い出に浸りたかったのでしょう、もっと若い頃の華やいだ時代の思い出に」

 サシシ・ラーキは笑みを浮かべて言った。

サファお姉さんが未亡人だったなんて初めて聞いた。だが、サシシ・ラーキの言うことが本当だとは思えなかった。

そう言えばサファお姉さんって何をしているのだろう。理事長は知っているらしいが、メルプル達は誰も知らなかった。

 「全部当てずっぽうだ」

サファお姉さんは言った。

 「「殺しの秘文字」教とは世間では死に神と呼ばれている神を崇めているのですよ。死に神は何でも知っているのです。あなたが自分に付いている嘘と言う鎧を全て取り外した弱く無力な、あなたを知っているのです。人間とは自分が思っているほど強くは無いのです」

サシシ・ラーキは、優しそうな顔で笑った。

 「何が言いたい？」

サファお姉さんが言った。

 「あなたは、本当は死んで亡き夫と一緒になりたいのでしょう。私はその手伝いをしようというのです「殺しの秘文字」教の癒しの慈悲の世界に浸りなさい。そうすれば全ては解放されて楽になるのです。死は苦痛を伴いますが全てを解放するのです。さあ楽になりなさい」

サシシ・ラーキは笑みを浮かべたまま両腕を広げて言った。

 「お前に何が判る」

サファお姉さんが苦渋に満ちた声で言った。

 「辛い思い出は月日と共に朽ちていく物ではありません。月日と共に育って深く根を張って心を蝕んでいくのです。そして巨大な木となり絶望という名の実を結ぶのです。ですが「殺しの秘文字」教の教えに救いを求めれば死と共に救われて楽になれるのです。戦争中で、ろくに満足な葬儀も出来なかったのでしょう。墓標は石を重ねただけ。石に刻んだ言葉は…」

 サシシ・ラーキは笑いながら言った。

 「言うな！」

サファお姉さんが叫んだ。

　


「何故だ？何故、あの金髪の娘は武覇山流白炎剣の構えを取っている。しかも、あれは女用に気の運用を変えた白炎剣だ」

 シュイ老師は思わず口走った。

 白炎剣は武覇山の代表的な剣術だ。中から高の間ぐらいの難易度を持つ剣術であった。

 まさか……

「食うかね。美味いよ」

隣に座っているギャンブラーＹがポテトチップスを差し出しながら言った。

「要らぬわ」

シュイ老師は手で袋を払いのけながら言った。

隣のゴロツキの事など、どうでも良かった。

これは重要な問題であった。

 「えっ？美味しいのに。カレー粉を掛けるともっと美味しいよ」

 ギャンブラーＹはポテトチップスにカレー粉を掛けて食べていた。

何故だ。まさか、あの男がコモンに伝えたのか。可能性は在った。あの武覇山を裏切った男が……行方を辿った末に辿り着いたのがコモンであった。

 だとしたら、あの娘に会わねばならぬ。そうすればジーウーとの旅も終着点に辿り着く。

「ふむ、五連クジは外したが、まだ、各試合の単連クジが残っている。それに本命の何対何で勝つかの勝率クジは、まだ判らないな。俺の予想では二対三で悪人同盟が勝つと踏んでいるが」

 ギャンブラーＹは賭の券を見ながら言った。

 「それでは続いて第３パーティ「戦斧隊」と第７パーティ「ザ・ワイドハート」のバトルクジを販売します。そして、そろそろ「借金隊」は人間を超えた怪物へと変貌を遂げている筈です。怖いですね。借金をして返済が出来なくなると怪物に変えさせられるのです。皆さんはくれぐれも、ご返済を考えて借金をしてくださいね。ダンジョニアン金融からのコマーシャルでした」

 シキールが持って回った口調で言うと、どっと笑いが上がった。

　


 「何だよ、時間待ちとはどういうことだよ」

 スカイは赤い水着のバニーガールに言った。

 「現在、第１パーティと、第５パーティが戦っています。あなた達は、この試合が終わるまで待っていて下さい」

 赤い水着のバニーガールはツンとした顔で機械のように繰り返した。頭から触角というのか携帯のアンテナの様な物が生えている。

「何だ、あの怪物みたいな筋肉の塊の連中と戦うのか」

マグギャランが言った。

 「戦斧隊とか、いうらしいな。何食っていれば、あんな筋肉が付くんだ。普通のプロテインとかじゃないだろう」

 スカイは異常な筋肉の塊を見ながら言った。

「いや、ステロイド打っても、あんなに筋肉は、つかんぞ、きっと俺達の知らない方法で筋肉を付けているに違いない」

マグギャランは言った。

 「戦斧隊って何だか知っているか？」

スカイはマグギャランに聞いた。

「戦斧隊とはコモンの人間でありながら、暗黒王国タビヲンと戦う原住民や亜人類の味方をするために義勇兵として混沌の大地で戦う人間が入る戦士部隊だ。だが、もう混沌の大地はタビヲン王国に併合されてしまったのだ。タビヲンの四剣士によって。奴等は未だにタビヲン王国に抵抗してるみたいだが時代遅れの遺物だな」

 マグギャランは言った。

　


 「それではバトル・クジ第四回戦のスタートです。掛け率はサファ・ナリック５にサシシ・ラーキ４です。それではバトル４！ファイト！」

シキールがゴングを鳴らした。

 「直接、戦うつもりはありませんよ。あなたは強いですからね。私のような市井の宗教家には無縁の怖い世界ですから。ゴング前に、あなたの心を破壊できなかった私の負けです。降参しましょうか」

サシシ・ラーキは笑みを浮かべると後ろに跳んで場外に自ら出た。

 「なんと、サシシ・ラーキは開始早々、場外へ出て試合を放棄してしまいました！これは意外な展開です！第４バトル！サファ・ナリックＷＯＮ！」

 サファお姉さんはサシシ・ラーキが場外に出て去った後、膝を付いて両手で頭を抱えていた。

 確かにサファお姉さんは勝った。でも、様子がおかしかった。

　


 「メルプル、勝たなくて良いから」

楚宇那が不自然な笑顔で言った。

「勝たなくて大丈夫だよ。気負わなくていいから」

 ルルが青い顔で言った。

 「負けた私が言うのもなんだけど、でも、あと一勝だなんて言わないから。気にしないで負けてきて」

ウロンが左手で右手首の傷を押さえながら言った。

 うそだ！

 無茶苦茶プレッシャー掛けているじゃない！

メルプルは動揺した。

勝て。

勝て。

勝て。

と楚宇那とウロンの顔に書いてあるようにメルプルには思えた。

メルプルは何故か右腕が動いてガッツポーズをしてしまった。

 「良かった、やる気が無いかと思っていた。しっかりと場外に逃げるかギブ・アップして降参するのよ。ボーっとしていたら、殺されるわよメルプル」

 楚宇那が言った。

 どうしよう。本来なら、どちらかが三たて

で勝負が付いているのに！

最後のメルプルの番まで戦いが、もつれ込んでしまったのだ。

 メルプルは上目遣いで武闘台の反対側にいる「悪人同盟」を見てみた。

 山賊団「闇の腕」のボス。バーリー・ゾーダーは筋肉質の髯男だ。屈伸をやってアキレス腱を伸ばしている。やる気満々だ。背中の金棒を取り外してブンブンとフルスイングを開始した。

 私じゃ勝てるはずはないでしょう！

メルプルは楚宇那を見た。

何か怖い笑い方をしている。

 メルプルは背筋に悪寒が走った。

楚宇那の顔には凄みがあった。

 「勝たなくて良いから」

 楚宇那は言った。

 嘘だ。絶対嘘だ。

 仕方がない。どこまでバーリー・ゾーダー相手に通用するか判らないが、イガ玉植物や、バカ豆や眠り草を使って戦うしかない。

 メルプルは強力液化、化学肥料の入った噴霧器を物置カバンの中から取りだした。そして試験管の中に入れたバカ豆の種を取りだした。

試合開始の前だが仕方がない。レリキ・ヨツやゴフ・ハベと同じように先に有利な状況を仕込んで作るしか、勝つための道は無かった。

あんな悪党達と同じ事をしている自分が悲しかった。

バカ豆の種を、こっそりと武闘台の床に落とした。一個、二個…さてと六個ぐらい植えれば良いかな。黒いブーツの尖った爪先でバカ豆の種を転がした。そして噴霧器でシュッと一吹きした。そして試験管に入った眠り草の種にも強力液化、化学肥料を噴霧器で一吹きした。

試験管から急速に眠り草が成長を開始する。

 メルプルは育って二メートル近くに育ったバカ豆を数えた。六個全部が上手く育った。本当は、この植物魔術の強力液化，化学肥料「デカナル」を使うと植物が大きくなる代わりに次の世代に奇形化が進むため使ってはいけないんだけど。あと種が巨大化し過ぎる為、発芽能力が無くなってしまう場合も、あるのだ。でも今は戦闘用に使わなくてはならない。コレは森人（エルフ）族秘伝の戦いに使う植物魔術の薬なのだ。

 「あーっとメルプル選手、試合開始前に何か、おかしな植物を育てています。ルール違反です」

 シキールが、押し殺した笑い声で言った。

 「ルール違反じゃないわよ。コレは武器なのよ、武器を用意しているだけじゃない。私の武器は植物なのよ。武器の持ち込みは許可されるのでしょ」

メルプルは言った。

 「メルプル選手は屁理屈を、こねました。

でも、試合を面白く、しそうだからレフリーの権限で許可します」

シキールは笑いながら言った。

これはウソだ。

後はバカ豆を弾けさせて発射するだけだ。

 つまり罠を仕掛けたのだ。

 「おい、そこの尖った耳の娘」

バーリー・ゾーダーは巨大な金棒を突きつけて言った。

「はい、なんでしょうか」

メルプルは、取りあえず卑屈に出た。

 バーリー・ゾーダーは無茶苦茶危険に見える。単純に怖かった。

「サシシ・ラーキー様の、言葉によれば、お前は貴族なんだな。貴族は、この暴走山賊団「闇の腕」の首領。バーリー・ゾーダーが殺す。バーリー・ゾーダーは貴族や偽善的な大人達を金棒で殴り殺す正義の味方！義賊なのだ！頭蓋骨を、この金棒で、かち割って、やる。女だからって容赦はしないぞ！小娘だからと言って見逃しもせん！挽肉になるまで金棒で殴りまくる！」

 バーリー・ゾーダーは金棒でフル・スイングを始めた。

 まずい、殺す気だ！

どうしよう！　

あせって後ろを見た。

楚宇那とウロンが、じーっとメルプルを見ている。

 サファお姉さんは頭を押さえて居る。

 楚宇那とウロンに何か言って！

ルルは情けない顔をして、お腹を押さえてこっちを見ている。

 駄目だ。

誰も助けてくれない。

 「メルプル！何、戦おうとしているの！あなたは降参しなくちゃ駄目よ！弱いんだから！」

 楚宇那が叫び声が耳に入ってきた。

 ウソだ、絶対ウソだ。

 「それではバトル・クジ第五回戦のスタートです。掛け率はメルプル・シルフィード１にバーリー・ゾーダー２０です。それではバトル５！ファイト！」

 シキールが叫んだ。

 「暴走特急金棒雨霰！」

バーリー・ゾーダーが鉄の金棒をブンブンと振り回して突進してきた。

「いけぇ！」

メルプルはバカ豆を発射した。鞘から弾けて八十センチぐらい在るバカ豆が三つバーリー・ゾーダーに向かって飛んでいった。

 １つがバーリー・ゾーダーの顔面に命中した。バカ豆はバーリー・ゾーダーの突進を止めた。

「ええい、猪口才な！」

バーリー・ゾーダーが鼻血を垂らして顔を押さえて叫んだ。なんて頑丈なの！バカ豆の直撃を食らったのに！

「メルプル！何、戦っているの！早く今のうちに場外に逃げなさい！」

 楚宇那が叫んだ。

「早く降参しろ！」

ウロンが叫んだ。

 メルプルは「眠り草」の入った試験管を取りだした。そして「眠りの香り」をバーリー・ゾーダーに向けて吹き付けた。

「何だ、この匂いは、眠くなってきた」

バーリー・ゾーダーの凶暴そうな顔がトロンとしてきた。

 メルプルはイガ玉植物が入った試験管を取りだした。そしてコルク栓を開けてバーリー・ゾーダーに向かって投げつけた。

イガ玉植物は空中で水分を吸ってドンドンと大きくなっていった。そして直径が３メートルぐらいの巨大な塊となった。

よし！直撃させれば場外に吹き飛ばせる！

 メルプルは勝機を感じた。

 「闇の腕！」

トロンとしているバーリー・ゾーダーが叫ぶと左腕から歯が沢山生えた巨大な口が出てきた。

 な、何コレ？

メルプルは硬直した。

バーリー・ゾーダーの左腕から出てきた巨大な口を持った奇怪な生き物がイガ玉植物に噛みついた。直径３メートルのイガ玉植物より更に巨大な口だった。

 「ヒマージの一部を奪った暴走山賊団「闇の腕」の、闇の腕を見くびるなよ」

バーリー・ゾーダーは言った。そしてメルプルのイガ玉植物を巨大な怪物の顎で、かみ砕いた。

 メルプルは硬直したまま身体が動かなかった。

 バーリー・ゾーダーは他にも巨大なミミズの様な生き物を背中から出して自分の身体を噛みつかせている。

 どうしょう！

「小細工を、しやがって。金棒で殴りまくって挽肉にしてやると言っているだろう」

 バーリー・ゾーダーは右腕一本で金棒を振り上げた。

動けない！

メルプルは目の前が真っ暗になった。

「バーリー・ゾーダー！動くと心臓を撃つわよ！」

ウロンの声が聞こえた。

動けないメルプルの肩に後ろから手が掛かった。

「こっちに来なさいメルプル」

楚宇那が言った。そして楚宇那に抱えられて固まったまま引きずられていった。

 「ルール違反だぞ！その貴族女は暴走山賊団「闇の腕」のボスが、金棒で殴って挽肉に変える！」

 バーリー・ゾーダーが叫んだ。

「構わないわよ。どうせ私達の負けだから」

 ウロンが言った。

 「乱入です。乱入をしてます。えげつない反則です。美少女達なのにルール違反をしています。観衆達の夢を壊しています。でも、このシチュエーションは、美味しいので試合を続行します。ルールは今、私が決めます。メルプル・シルフィードが場外に脱出できれば敗北を認めましょうか」

 シキールの笑い声が入ってきた。

 「武闘台から降りるわよメルプル」

楚宇那が固まったままのメルプルを引きずりながら言った。

「逃がすか！纏めて、かみ砕く！」

 そしてバーリー・ゾーダーの指が伸びて五本のムチのようになった。それぞれの指が蛇の様に動いていた。

 人間じゃない！

 そして生き物の様にしなった。

 そして途中から固まって槍のように尖って伸びてきた。

 刺さる！

メルプルの前にサファお姉さんが立っていた。

そして剣を振るった。

五本の槍は止められたみたいだった。

 「早く、メルプルを連れて逃げなさい楚宇那」

頭を押さえたままのサファお姉さんの声が聞こえた。

 メルプルは固まったままだった。

 楚宇那とウロンがメルプルを運んでいった。

そして場外にたどり着いた。

　


 「やったーひゃっほーい！当たったぞ！単連クジは全部外したけれど勝率クジは大当たりだ！適当に三、二でヤマを張って大当たりだ！」

ギャンブラーＹが券を見て券にキスしながら言った。

 「ツバメ当たったッスか？」

「スズメは、どうだったの」

 「スズメは単連クジが勝率八割で、勝率クジは外したッス。女の子ばかりなので楚宇那様の方に賭けたんですけど、外したッス」

 「ツバメは単連クジを全部外して、勝率クジも二枚ともはずれです。つまり全部ダメでした」

 シュイ老師はキンキン声で喋っている娘達の話している内容に怒りを覚えた。

 「未成年は、券を買えないことになっているのではないのかね。こんな殺人ゲームで賭をしてはいかん」

シュイ老師は言った。

 「別に年齢は聞いていませんよ、お爺さん。並んで余裕で買えたッス。スズメより年下の子供達が親御さんと並んで買っていたッス」

 世も末であった。

 「君達は、こんな殺人ゲームを見て心が痛まないのかね」

 「うーん。全然、無いッスね。でも仕事的には全然問題無いッスよ。何しろスズメ達は非情の…」

 「スズメ、ボディ」

 ツバメという娘は貫手でツバメと言う少女の鳩尾をえぐった。手加減はしているようだが、えげつない攻撃だ。経絡と禁穴の知識は若干なのかもしれないが持っているようだ。

「うおっ、ツバメ突っ込みがキツイッス」

 「スズメ、わたしたちは今は旅の薬売りなんだからね」

 その、あっけらかんとした声が酷く痛々しかった。この娘達は密偵なのだ。

　


 「それではバトルクジを引き続いて行います。第３パーティ「戦斧隊」と第７パーティ「ザ・ワイドハート」の試合を開始します。前回の美少女ＶＳ犯罪者に比べるとドラマと魅力に乏しい寂しいメンツのムサイ野郎共ですが三対三の試合を開始します。いやあ、実に寂しい。フォローのしようが無い悲しい消化試合です。こんな試合を提供するダンジョン競技運営委員会を許して。文句言って下さい。怒るべきです。ドンドン怒って下さい。ダンジョニアン様、あんまりですよ。聞いていますか？マッチョの筋肉怪獣五匹と、三白眼の小僧、イケメン崩れ、眼鏡のチビ女と言った悲しい話です。みんな賭けなくても構いません。ウソです。賭けてね？賭けてくれないと、お金が儲からないから。お願いだってば」

シキールは土下座をして頭を何度もステージの床に打ち付けて懇願を開始した。

 おおーっと同情の声が上がった。

「確かに寂しいメンツだよ。賭ける意欲がさっきの美少女達やサシシ・ラーキに比べると格段に落ちるな」

ギャンブラーＹはシュイ老師の隣りで言った。

 「スズメ賭ける？」

「そおッスね。これは、率直に読める試合では在るッスよ。スズメは小遣い稼ぎ目的で賭けに行くッス。でも読めるから配当は少ないッスね。シケた試合ッス」

「確かに、ナイフしか持っていない目つきの悪い戦士は負けて、顔の格好いい、お兄さんは弱そうだから負けて、低レベルそうな変な格好の魔法使いの女の子も負けですね。つまり、全滅ですね。スズメも同じ考えでしょ」

「そおッス。全く同じッスよ。これ程読める試合は無いッスね」

 隣でフラクターの薬売りと称する少女達が話していた。

巨大なテレビの画面では第三パーティと第七パーティのメンバーが交互にクジ箱に手を入れてボールを取りだしていた。

 「では、気を取りなおして対戦カードを発表します。そうです。気を取り直すんです。じゃなければやってられません。だって奴等はフォローが出来ないんですよ？一回戦は第三パーティの巨人族の戦斧戦士ギガテラＶＳ第七パーティの人間の騎士マグギャラン。二回戦は第三パーティの人間の戦斧戦士テホーＶＳ第七パーティの人間の戦士スカイ・ザ・ワイドハート。三回戦は第三パーティの岩巨人族の戦斧戦士ウゴルＶＳ第七パーティの人間の魔法使いコロナ・プロミネンスです。白ける試合です、どう見ても前座試合ですが我慢して見て下さい。賭けるのを忘れないでね。コレから券売タイムが開始されるから。私、すっかり実況する気がありません」

 シキールがステージの上で横になって寝そべりながら左手で頬杖を付いてマイクに喋っていた。

 「スズメ、ツバメ私の券を買って来な。三立てで第７パーティの勝ちに賭ける」

 シュイ老師の隣りの娘が言った。

 「うおっ、シグレ様、冒険家ッス。いえ失礼したッス。我々は非情の、あれッス。了解ッス」

「判りました」

二人の娘達は走って行った。

　


 「どうみるかね、第七パーティの実力を」  ダンジョニアン男爵は言った。

「そうですね最初はザコかと思っていましたが。百眼魔（ビボルダー）が逃げ出しましたからマグレとは言えませんね」

ラビリーナが言った。

「そうだろうね。確かにそうだね。だが、今回の試合で、あの魔法使いコロナ・プロミネンスの実力が判るよ。基本的に魔法使いは攻撃の際に必ず呪文を使うために精神集中や詠唱などの時間が掛かるから、戦士との直接の戦いになる今回の戦いは原則的に圧倒的に不利となる。開始位置は双方、三メートルの距離を取って開始される。これは戦士にとっては格好の間合いだ。特に身長が二メートル八十センチ以上在る岩巨人族のウゴル君には突進して二足未満の距離と、０．１秒以下で戦斧をスイングする、僅かな時間で勝負が付く世界でしかない。戦斧隊は常にダンジョン競技では全滅して負けているが戦士としては悪くはない実力者達の集まりだ。そういう彼等が何時までも負け続けることは観客達の陰湿な喜びを満たす源泉ともなっているのだがね」

 ダンジョニアン男爵は笑いながら言った。         

 マグギャランは武闘台に上った。

そして剣を抜いた。

向こうの方からは三メートル近くもの身長がある巨人族の大男が筋肉を波うたせて上がってきた。

 ヒゲの長い巨人族の男が口を開いた。

 「我等、戦斧隊は今回は必ず優勝する。そして、混沌の大地がタビヲン王国に併合されて残酷無慈悲なタビヲン貴族の直轄地となって、どのような虐待を受けているのかを表彰台で語るのだ。そして新聞にもテレビにも語る。我等には大義がある。大義無き、お前等に負けるわけにはいかない」

巨人族の大男が巨大な戦斧を構えて言った。

七十キロ以上在りそうな戦斧だった。

 「オレ達には多額の借金がある。全額返済するためには、このダンジョン競技で一位にならなければならない。負けるわけにはいかない……不味いな大義の辺りでは負けているかな」

マグギャランは首を傾げながら言った。

「おい、マグギャラン！何、試合前から負けて居るんだよ！勝って来いよ！」

スカイは怒鳴った。

「黙れスカイ。我が剣術ユニコーン流の力を見せようではないか。スピンドル・スラスト（紡錘回転突き）の極意をオレは会得しているのだ」

 マグギャランは剣を抜いて構えた。

 「おい、人間。死にたくなければ試合開始と共に降参しろ。そうすれば命までは奪わん」

 ギガテラが無表情のまま言った。

「断る。オレも闇賭博専門のチャンネルとはいえテレビに映っている以上、体裁というモノがあるのだ。しかも、このゲームには知り合いが二人も参加しているし、体裁的には負けるわけにはいかん」

マグギャランは、うろたえた顔でチラチラと赤い水着のバニーガールが肩に担いでいるテレビカメラの方を見ながら言った。

「ならば、貴様は、ここで死ぬ」

ギガテラは無表情のまま言った。

 「双方がトークバトルを戦わせた後に、バトル・クジ第１回戦のスタートです。掛け率はギガテラ８にマグギャラン３です。それではバトル１！ファイト！」

 シキールの声と共にゴングが鳴らされた。

マグギャランは剣を構えたまま巨人族のギガテラと向かい合っていた。

 「うおぉぉぉぉぉぉぉぉ！戦斧技！乱れサザンカ！」

ギガテラが絶叫しながら戦斧を滅茶苦茶に振り回した。

 いや、よく見ると巨大な戦斧を身体の回りでグルグルと高速回転させているのだ。

コレではマグギャランは戦斧をどっかで受けてしまう。

 どうするマグギャラン。

 コイツは外見以上に素早い攻撃を繰り出して来るぜ。

 しかも３メートル近くの筋肉粒々の巨体から繰り出す巨大な戦斧の攻撃は一発でも当たれば即死は間違いない威力だ。

マグギャランは剣で受けるわけにもいけないし、避けきれる速さでもない。

マグギャランは後ろに跳んだ。

 ギガテラが戦斧を回転させながら前に出た。

 そして、マグギャランは前に飛び込みながら、剣の突きを繰り出した。

 ギガテラの右手から戦斧が飛んでいった。

 そして戦斧は場外に飛んでいって石の壁をえぐって石片を撒き散らして落ちた。

 ギガテラは右手の手首を押さえた。

ギガテラの右手首からは血が噴き出していた。

 マグギャランはギガテラの戦斧の打ち込む攻撃線を先読みしてギガテラの手首に突きを当てたのだ。

「降参するか。命までは奪わないぞ」

マグギャランはギガテラに剣を突きつけて言った。

 「知っているか戦斧隊の戦斧戦士には降参など、あり得ない。突撃突貫し、戦えなくなれば自決在るのみだ。たとえ、四肢が無くなろうとも噛みつく歯が残っていれば敵に食らいつき一矢報いるのが戦斧隊の戦斧戦士の在り方であり生き様だ」

 ギガテラが無表情のまま頭のバンダナを取り外して言った。

「バカじゃないのか。生きていればこそ美人の、お姉ちゃんと出会えるというのにな。根性で何とかなるなら、混沌の大地はタビヲン王国に併合なんかされんだろう。お前等は安っぽい根性だけは筋肉と同じぐらいに沢山持っているみたいだからな」

マグギャランは動揺した顔で言った。

 何、動揺して居るんだよ。

スカイは思った。

 ギガテラはバンダナで自分の右手首を縛った。そして止血をした。

 「素手でも貴様を倒し、戦斧隊の栄光の為に一勝を勝ち取る。この二トンをジャークで揚げる腕力と筋肉で貴様を粉砕してくれる」

ギガテラは両腕の拳を振りかぶった。

「ふん、武器が無くては勝てないな。どんなに筋肉を固めても刃物で切れば切れるんだよ」

マグギャランは剣を構えた。

「うおりゃああああああああ！」

ギガテラが叫んでマグギャランに突進していった。

 「死に急ぐバカが！」

 マグギャランは突きを繰り出した。

ギガテラは右腕でマグギャランの突きを受けた。

 そして、ギガテラは巨大な左拳でマグギャランを殴りつけた。

マグギャランは剣をギガテラの腕から引き抜いて後ろに跳んでしゃがみ込みながら、かわした。

ギガテラは両腕で突進しながら連続して殴りつけた。

だが、マグギャランは後ろに跳び続けて逃げ続けながらカウンターの剣の突きを出した。ギガテラの腕や下半身が傷だらけになった。だが、どれも致命傷にはならなかった。

「おい！マグギャラン！後ろ！後ろだよ！場外に追い込まれて居るぞ！」

スカイはマグギャランに叫んだ。

 マグギャランは、いつの間にか武闘台の端に追い込まれていた。

 「うおおおおおおおおお！」

 ギガテラは腕を広げて前屈みになって突進してきた。

あの体格で、ぶちかましを食らわせてマグギャランを場外に吹き飛ばすつもりだ。

 あの巨体で両腕を広げられたら避けようが無い。

 マグギャランは横に跳びながら剣の突きを連続して打ち込んだ。

「何ぬ！」

 ギガテラが叫びながら身体が前のめりになった。

マグギャランはギガテラの両膝に剣の突きを打ち込んだのだ。

 靱帯を切られてバランスを崩したギガテラの腕を避けてマグギャランはギガテラの後ろに回り込んだ。

そして片腕でギガテラを押した。

だが押すまでもなかった。ギガテラは膝からガクンと前のめりになって武闘台から落ちていった。靱帯を破壊された両膝では、あの三メートルある巨大な体格を支えられなかったのだ。

 「これで良いんだろスカイ。お前は人殺しが嫌いだからな。あいつはモンスターではあるが」

 マグギャランは剣の血糊を、ハンカチで拭きながら武闘台の上を歩いてスカイとコロンの前まで来て言った。

「何だよ、ヒヤヒヤさせるなよ」

 スカイは言った。

「ギガテラ選手は場外に出てしまいました！第一バトル！マグギャランＷＯＮ！」

 シキールの絶叫が響いた。

 「オレは両膝が動かなくて戦えない！オレを殺してくれテホー！」

 ギガテラが叫び声を上げた。

 「判った今、楽にしてやる」

人間の戦斧戦士のテホーが六十九キロぐらいある巨大な戦斧を持って言った。その後を残りの戦斧戦士達が続いて歩いていく。

そしてギガテラの回りに集まった。

「やめろ！テメェ等の仲間だろ！」

スカイは叫んだ。

正気か？コイツ等自分達の仲間を殺すのか？

 「戦斧天国どうぞ」

 戦斧隊の戦斧戦士達が一斉に斧を振り上げて言った。

「戦斧天国ラジャー」

 ギガテラが言った。

「戦斧殺！」

 そして掲げられた戦斧は叫び声と共に一斉に振り下ろされた。

血が飛び散った。

スカイは飛び出して武闘台の中程まで走って行ったが戦斧隊の連中はギガテラの首を戦斧で刎ねて殺してしまった。

 「戦斧～♪戦斧～♪戦斧天国へ強者は旅立つ～♪戦斧天国良いところ～♪」

 そして、戦斧隊の奴等は、おかしな歌を歌い始めた。

 そして血染めの戦斧を振り上げている。

 イカレている。

コイツラまともじゃねぇ。

スカイは武闘台の上で呆然とした。

「これが暗黒王国タビヲンと戦う戦斧隊の戦い方なのだ。残虐非道な暗黒王国タビヲンに捕まれば、死ぬより酷い拷問に掛けられてから殺される。だから戦えなくなった兵士には安楽死を与えるのが戦斧隊の情けだ。このダンジョンの中は戦斧隊の戦う戦場なのだ」

血の付いた戦斧を持って人間の戦斧戦士テホーが武闘台に上がってきて言った。白い腰布には飛び散った鮮血が付いている。

 「そんな情けなんか在る物かよ！」

スカイは叫んだ。

 「おい、スカイ、オレが勝ったんだから、お前も勝てよ。奴等が仲間を殺したことは気にするな、奴等は自分達で勝手に殺し合っているだけだ。キレれば強くなると思っているだけの連中だ」

マグギャランは剣に付いた血を拭って鞘にしまいながらスカイに言った。

 テホーがスカイの前にやって来た。

 「戦斧隊は混沌の大地の亜人類とコモンからの反タビヲン王国を支持する義勇兵から構成される戦士部隊だ。オレも沿海岸州連合王国の港町ボルートの戦斧隊募集所に行って入隊した。元はイシサ聖王国の人間だ」

 よく見るとスカイと同じぐらいの身長のテホーが言った。それにしてもスゴイ筋肉の量だ。スカイは近くで見たテホーの筋肉量に圧倒されていた。背が低いが筋肉は全身に異常に付いていた。筋肉ダルマと言う感じであった。

 「おい、あんちゃん。オレは今までの人生で人間を殺したことはねぇ。だから、あんちゃんも殺したくはねぇんだ。勝負方法は武器を使わずに素手で決着を付けようじゃねぇか？」

 スカイはテホーに言った。

 これはナイフしか持っていないスカイの考え出した苦肉の策でもあった。

 「何だと、また場外で勝とうという気か」

テホーが言った。

 「ああ、そうだよ」

スカイは言った。

 他に勝てる見込みはねぇよな。

スカイは思った。

ナイフで隙を見てテホーの首を切れば勝てるかもしれないが。それはスカイの、やり方ではなかった。

 「無理だな。戦斧隊は既に一敗を喫している。だから、この試合は百二十％勝たなくてはならない。負ける要因を自分から作ることは無い。俺は第１３戦斧小隊の小隊長だ」

テホーが言った。

 「何だよ、素手じゃ勝てる自信が無いのかよ」

スカイは挑発した。

 「挑発には乗らん」

 テホーが言った。

「面白くねぇな」

スカイは言った。

本当に面白くなかった。

テホーは場外負けを警戒し来るのは間違いない。だが、スカイは人殺しをしたくないから場外負けを狙わなくてはならない。

しかも相手はスカイを巨大な戦斧で殴り殺す気で居る。酷いハンデマッチだ。

 まあいいや、バレているならバレているなりの、やり方を考えればいいや。スカイは思った。

 「双方がトークバトルを戦わせた後に、バトル・クジ第２回戦のスタートです。掛け率はテホー５にスカイ１です。それではバトル２！ファイト！」

シキールがゴングを鳴らした。

 「戦斧技！徒然カキツバタ！」

テホーが絶叫した。

そして戦斧をグルグルと振り回して身体を高速回転し始めた。戦斧の重みを利用した回転攻撃だ。砲丸投げやハンマー投げの投擲フォームにも似ている。

目が回るだろう普通。

スカイは横に飛び退きながら思った。

 そして武闘台の端へと走っていった。

 最初から相手が、こちらの狙いを判っている以上小細工は時間の無駄だった。堂々とこっちの狙い通りに動いた方が良いに決まっている。

テホーは戦斧の回転を止めた。

フラフラしている。

 目回っているんじゃねぇよ。

スカイは思った。

 「こっち来いよ！」

スカイは武闘台の端で両手で挑発しながら言った。

 「その手に乗るか！武闘台の端に誘き寄せて場外負けを狙うのであろう！」

テホーが叫んだ。

「バーカ。俺が逃げ回っていると、時間ばかりが経過していく事になる。その無駄な時間は、お前達の第３パーティ「戦斧隊」のタイムロスに繋がるわけだ」

 スカイは武闘台の端で笑いながら挑発した。

 「何だと！だが！タイムロスは！お前達も同じだ！」

 テホーが叫んだ。

 「オレ達はタイムロスをしても構わねぇ。オレ達は間違えてダンジョン競技に参加してしまったんだ。クリアーさえ出来れば問題はねぇよ。だがオマエ達はタイムロスをすると一位にはなれねぇな」

 スカイは腕を組んだまま言った。

 本当はスカイ達も借金の全額返済の為に一位を狙っている以上タイムロスを、したくはなかったが他に方法が無かった。

 「ええい！戦斧技！徒然カキツバタ！」

テホーが戦斧をグルグルと回してスカイに近づいてきた。

あの戦斧は当たれば一撃で死ぬ、危険な戦斧だ。

 スカイはテホーが近づいてくるのを待った。

 一撃で決めるぜ。

スカイは武闘台の端に足を置いたまま覚悟を決めた。テホーは筋肉の量が多い以外、スカイと同じぐらいの背丈だ。リーチは短い。だが、そのリーチの短さを補う為なのか、戦斧の端を持って回転している。戦斧がスカイに接触する距離まで来た。

「うおりゃぁ！」

スカイは足から飛び込んで、テホーの脛にスラディングしてカニばさみを掛けた。

 テホーはスカイのカニばさみでグルグルと回転する軸足を挟まれてバランスを崩した。

 「何だと！」

テホーはグルグルと回転したまま場外へとすっ飛んでいった。

「よっしゃぁ！」

スカイは腕を挙げて叫んだ。

「テホー選手は場外に出てしまいました！第二バトル！スカイ・ザ・ワイドハートＷＯＮ！」

 シキールのアナウンスが入ってきた。

 「よし、スカイ。これで俺達の二勝で勝ち越しは決定だ。コロンが負けても俺達の勝ちで間違いない」

マグギャランは拍手して頷きながら言った。

 「またなのか！何で俺達戦斧隊は勝てないんだ！負け組のままなんだ！何で混沌の大地はタビヲン王国に征服されたんだ！」

 テホーの叫び声が上がった。

 戦斧隊のメンバーは皆、泣き始めた。

 「さあ、残っちゃいました。岩巨人ＶＳ眼鏡のチビ女の戦いです。もう第７パーティの勝ち越しは決定していますが。賭の行方は、まだ、判りません。この寂しいメンツに掛けている奇特な御仁達には感謝します」

 シキールが言った。

 「コロン、大声でギブ・アップと言えるか？」

 スカイは言った。

コロンは顔を赤くして首を横に振った。どうやらテレビカメラに写されて上がっているようだった。

 「不味いな、単純にギブ・アップをすれば。俺達の勝ち越しは間違い無いのだが。コロンには、それが難しいようだな。また酒でも飲ますか？」

マグギャランは言った。

「酒は切れて居るんだよ。とにかく走って場外に出て負けて来いよ」

スカイは言った。

 コロンは、ぎこちない足取りで武闘台の上に昇っていった。

 「大丈夫かコロン姉ちゃん」

だが、コロンは、ぎこちない足取りで武闘台の上を歩いて行った。

 「双方がトークバトルを戦わせた後に、バトル・クジ第３回戦のスタートです。掛け率はウゴル３０にコロン１です。それではバトル３！ファイト！」

 シキールのアナウンスが入った。

 「俯きヒナゲシ！」

ウゴルは戦斧を両腕で大上段に振りかぶった。

 コロンが杖の柄で武闘台を叩いた。

するとウゴルは戦斧を構えた姿勢のまま武闘台の石畳が炎を吹き出して外れてそれに乗って飛んでいった。そして場外に落ちた。

 なんだありゃ？

魔術なのか？

 まあ、いいや。

 「うっしゃ！三たてで勝ったぞ！」

 スカイは腕を振り上げた。

 「コロンは懐中電灯の魔術と、ライターの魔術以外に魔術は使えないはずだ。どうなっているんだ。魔法使いは魔術を一つ覚えるのに長い時間を掛けなくてはならない」

マグギャランが言った。

「ガキの頃から何を考えているのか、イマイチ判らん姉貴だったが。取りあえず勝ったんだから文句ねぇだろうマグギャラン」

スカイは言った。

「まあ、それもそうだな。俺達は、ここで順位を大幅に上げることが出来て、上位４グループに入ることが出来る訳だ。一位を狙って借金の全額返済を考えている以上、文句無しの結果だな」

 マグギャランは言った。

　


 寝そべっていたシキールは立ち上がった。

 「はい、前座試合は終わりました。退屈でしたね。盛り上がりに欠けましたね。ですが、皆さん。今度は楽しめる試合を用意しています。なんと、皆様が賭けている一番人気の「モンスターレイジ」と二番人気の「黒鷹」が激突するのです！ガチンコ頂上決戦の始まりです！これは負けた方は３０分という大きなタイムロスを被ってしまう重要な戦いです！このバトルで順位が決まると言っても過言ではない重要なバトルとなります！皆さんの賭け券がクズになるかプラチナペーパーと化すかの分かれ道なのです！盛り上がって下さい！燃えて下さい！さあ、幸運の女神が微笑むのはどっちだ！」

 シキールは叫びながら司会を開始した。今まで寝そべって司会をやっていたのだ。

観客席から拍手とブーイングが入り混じってスタジアムに鳴り響いている。

 シキールの頭上の巨大テレビではクジを引いている「黒鷹」達とフラクターの怪物達が映し出されている。

 「おー我らのフラクター元老院専属特殊任務班の、ご登場ッスね。今度は余裕で読める試合ッス。フラクターの勝ちッスね」

「相手は山脈と少しの平地しかない貧乏国スロプ王国のパーティのようです。身内びいきじゃなくてもフラクターの勝ちですよ」

隣の娘達は胡乱な事を言っていた。

　


 「それでは、作戦を説明する。我々は、この試合は全員、負ける事にする」

黒鷹が言った。

 「嫌ですよ」

ジーウーは言った。

 そんなこと嫌に決まっていた。

 武覇山は最強の武術で負けることは許され無いのだ。

 「フラクター選帝国の相手達は高レベルのパーティのようだ。我々は一対一で戦っては勝ち目に乏しい。我々は、素早く負けることによってタイムロスの時間を出来る限り短くする」

 黒鷹は言った。

「確かに、あんな巨大な剣を持っている怪力の竜人族の相手はゴメンだ。俺のハルバード（斧槍）では勝てないな」

戦士のトトン・マーレーが言った。

 「こっちも同じだ。二連クロスボウがメインウェポンの俺では、あの怪物達の相手は無理だ」

 スカウトのクア・フルトが言った。

 「ジーウー、納得してくれ」

黒鷹は言った。

「俺は、戦いますよ」

 ジーウーは言った。

 「ジーウー、常識で考えて下さい。彼等はフラクター選帝国からの選りすぐりの戦闘のプロ達です。まともに一対一で戦って勝てる相手では在りませんよ」

 フラーが言った。

「武覇山の拳術家は負ける事は許されないんです」

 ジーウーは言った。

 これは絶対だった。昨日のスカイとの立ち回りは、じっちゃんが止めに入ったから、止めたのだ。決して引き分けではなかった。

　


 試合は進んでいった。だが、黒鷹側のトトン、フラー、クア・フルトは全て、降参していた。毒で動く事の出来ないキュピンさんも参加しなければならなかったが、相手の竜人族の騎士がキュピンさんを運んで階段の上に置いてくれた。これでキュピンさんは場外負けとなった。

 ジーウーは武闘台の上に昇っていった。

ジーウーは、こんな試合は嫌だった。仮にも神聖な武闘台に上るので在れば、全力で戦わなければならなかった。

 それが武覇山の拳士の証だった。

ジーウーはフラクター選帝国の狼男メレール・パレと対峙した。

 メレール・パレは黙っていた。

 ジーウーは構えた。

「それでは、第五試合です。今度は、どうなるのでしょうか。バトルが在るのでしょうか。既に「モンスターレイジ」の勝ち越しは決まり消化試合となってしまいましたが、余りにも盛り上がりません。バトル・クジ第５回戦のスタートです。掛け率はメレール・パレ６、シュイ・ジーウー３です。それではバトル５！ファイト！」

 シキールの絶叫と共にゴングが鳴らされた。

 「降参する」

メレール・パレは言った。

 「ああっと、今度はフラクター選帝国のメレール・パレが降参しました！シュイ・ジーウーＷＯＮ！」

 シキールが叫んだ。

「何故、戦わないんだ！」

 ジーウーは叫んだ。

「オマエ達の作戦は判っている。俺が戦っても意味は無い、既に四たてで我々「モンスターレイジ」の勝ち越しは決定している」

 メレール・パレは言った。

 「逃げるのか」

ジーウーはメレール・パレに言った。

「そうだ。我々は一位通過によって、フラクター選帝国の威信をコモン全土に知らしめ、ダンジョニアン男爵を殺すことが目的だ」

 メレール・パレは言った。

 「その為には、ここで負けるのは、まずいんじゃないか」

ジーウーは試合は終わっていたが挑発した。

こんな勝ち方はジーウーの望みではなかった。

「言ったはずだ。我々は一位通過が出来れば良い。過程は関係ない」

 メレール・パレは武闘台から降りていった。

　


 スカイ達が奇妙な作りのダンジョンで迷っていると第一パーティと遭遇した。

 「あのう、薬を持っていませんか」

 第一パーティのルル・ガーテンがフラフラと近寄ってきて言った。

 「おい、オレ達、薬なんか持っているか？」

 スカイはマグギャランを見た。

「いや、お前のサプリメントと酒ぐらいだろう。俺は剣一本と水筒しか持っていない」

 マグギャランは言った。

 ドンドンと鈍い音がした。

スカイは振り向くと、コロンが杖を持った右手で胸を叩いている。

「何だコロン？唾を飲み込み損なって気管支にでも入ったか？あれは苦しいからな。それともゴリラの真似か？」

 マグギャランが言った。

 コロンは首を横に振っていた。

 「え、薬を持って居るんですか？」

ルル・ガーテンは青い顔をしながら近寄って来てコロンの両手を握って振って言った。

コロンは、しゃがみ込んで赤い巾着袋を赤いＤパックから取りだした。ジャラ・ジャラと振っている。

 「何だ、それは？二日酔いの酔い止めは薬じゃないだろう？酔っ払いの常備品だ」

 スカイは言った。

 コロンは、二十センチぐらいの小さい黒板をＤパックから取りだして白墨で書いた。

『全部、コロンが作った薬』

 コロンは小さい黒板をスカイ達に見せた。

 「何、低レベル魔法使いのコロンが作った薬か。信用できないな。魔法使いは魔術の薬を作れる奴も居るがコロンは専門じゃないだろう」

マグギャランは腕を組んでいた。

コロンは頷いていた。

 さすがコロン姉ちゃんだ、どっか外れている。専門じゃないのに薬作って渡すなよ。ゼッテー薬事法違反だよ。

スカイは思った。

 「薬を持っているのですか」

 ルル・ガーテンが言った。

 「判らねぇよコロンが店広げて何かやっているが、俺は、さっぱり判らねぇ。コロンは薬や魔術の薬の専門家じゃないんだ。本業は魔法使い見習いなんだ」

スカイは言った。

 「猛毒バタリの解毒剤と腹痛止めが欲しいんですけどありますか」

 ルル・ガーテンが言った。

 コロンは首を傾げていた。

「バタリ？なんで、あんな猛毒の解毒剤が居るんだ」

スカイは言った。

バタリなんか使うのか？

 「第五パーティ「悪人同盟」のゴフ・ハベにウチのパーティのニャコちゃんが猛毒バタリを盛られたのです。気化したバタリを吸い込んでしまって、こんなに風になったんです」

 ルル・ガーテンが後ろを見ながら言った。

そう言えば第五パーティ「悪人同盟」のゴフ・ハベは毒を口に盛りつける毒殺魔だった。

そしてゴフ・ハベがバタリを使う事を思いだした。だが、なんで、奴等が得意の武器を持って居るんだ。押収されているだろう。

 眼鏡を掛けた女が猫耳人を背負っていた。

そしてコロンは猛然と巾着袋を開けて捜し始めた。

 コロン５センチぐらいの大きさの小瓶を幾つも取りだした。そしてスポイトを取りだして。空の瓶に移していた。

 「何でコロンが下痢止めなんか持って居るんだよ」

 スカイはコロンを見ながら言った。

「腹痛止めです」

黒いマントを肩から羽織ったヤマト人の娘が恐い顔でスカイを睨んでいた。赤いスカートが破れて縫った跡がある。

「何だよ、そんな目で睨むことはねぇだろう」

 スカイは目をそらした。

 コロンが二十センチぐらいあるデカイ傷バンを取りだした。

 「くれるの？」

眼鏡の娘にコロンは頷いて渡した。

　


 メルプルは、コロンと呼ばれた魔法使いが

何をやっているのかが判った。メルプルは魔法の薬の調合が得意なのだ。だが、コロンという魔法使いはダンジョンの中で薬の調合を手早く行っているようであった。どうやら薬の原材料となる薬品を何種類も用意して調合しているようだった。ダンジョンの中で薬品の製造をするとは考えつかなかった。普通の薬だけでなく魔術の薬や植物は作るのに時間が掛かるのだ。一生懸命作って貯めていたストックが今日は、どばーっと使って無くなってしまった。

調合する様子を見ていたけれど、コロンという魔法使いは手慣れているようだった。メルプルの三倍以上の速さで手早く調合を行っていた。

 そのときスカイがメルプルに向かっていった。

「何で、メルプルは、こんなダンジョン競技に参加して居るんだよ」

スカイは言った。

メルプルは困った。

何て言えば良いんだろう。

 回りにはルル達もいる。　

困った。

スカイも気を利かせてくれればいいのに。

「あんた達知り合いなの」

 ウロンが言った。

なんで余計な突っ込みを入れるの。

 みんなスカイとメルプルを見た。

「そうだ、子供の頃に一緒に遊んだことがある」

 スカイが言った。

 「それなのに知らないの？メルプルは、ダンジョニアン男爵の娘よ」

ウロンが言った。

 スカイの顔が硬直した。

 当然と言えば当然の反応かな。

 「メルプルはブルーリーフ町の町娘だ。平民の娘だ。貴族のはずなんかない」

スカイは硬直した顔で言った。

なんだ、スカイは今まで何も知らなかったんだ。

 少しは有名なのに。森人（エルフ）族の血が入っている男爵の娘なんて、変わり者の貴族が多いヒマージ王国でも珍しいから。

 そう言えばスカイは隣のミドルン王国出身だし知らなくても、おかしくはないか。

 メルプルは思った。

 「町娘と言えば、このトラップシティの出身なのだから、そうだろうけれど、メルプルは貴族の娘よ。ダンジョニアン男爵の実の娘なの。でも父親のダンジョニアン男爵が、どうしても会ってくれないから。このダンジョン競技に参加して会おうとしているの。表彰式には顔を出すからね」

 ウロンが言った。

そう、どうせ判る事だからね。

 スカイ達と私達が、このダンジョン競技に最後まで生きていられたらだけど。

でも口は勝手に動き出した。

「きっと、側近達が悪いのよ。パパがあんな風になったのは、シキールみたいな奴等がパパの回りでパパを操って、おかしくしているのよ。こんなダンジョンゲームをするパパじゃない！」

 メルプルは叫びながら言った。

 そうだ。

こんな事をする筈はない。

メルプルは涙を流した。

メルプルのパパの迷宮競技は、こんな物ではなかったのだ…

　


 「あ、メルプル泣いちゃった」

ハンカチを取り出してメルプルに眼鏡を掛けた娘が渡して肩を抱いた。そのハンカチを見てスカイはビビッた。フラクター選帝国のマークが付いているハンカチだ。

前にロザ姉ちゃんが冒険屋を雇ってスカイを捜させて捕まって締め上げられた時に同じハンカチを使っていたからだ。

 大体事情は判ったが。

見てらんねぇな。

スカイはマグギャランの方を見た。

だが、マグギャランは髪型を鏡でチェックしていた。そういや、なんか、アイツが好きなブランドの香水「ゴロジ」の匂いが、しやがる。これはアイツが本命狙いの時に使う香水だ。

 「あの、そこの悩ましい仕草の美人。私が何か、お役に立つことが在るでしょうか」

 マグギャランは、ナンパを、この状況下で開始した。

 どう見ても、他の女達を連れている引率者か何かだろうが。

ナンパなんか、できっこないだろう。

バカなのか？

 それとも自爆癖があるのか。

そういや少しマゾっぽいところが在るんだよなコイツ。

 スカイは金髪の女に近づいていくマグギャランを見ながら思った。

 「話しかけないでくれ」

金髪の女は言った。

 「私は無所属騎士のマグギャランという者に、ござります。もしダンジョンで、お困りなら、わたくしめが何なりと働きましょう」

 東方人の娘から剣の鍔が鳴る音がした。

 「話しかけないでくれと言っている。私に構うな！」

金髪の女は頭を押さえたまま叫ぶように言った。

 「いや、これは失礼をレディ。それではわたくしめは自分の居場所へ戻りましょう」

マグギャランは、すごすごと戻ってきた。

 「彼女に何か在ったようだ。今は落とせるチャンスではないな」

マグギャランはスカイの、そばで腕を組んで考え込んでいる顔で言った。

その時、殺気が膨れ上がった。

確かに殺気と呼べるような圧力がコロンを挟んで押し寄せてきたのだ。

 無言の圧力であった。

 マグギャランも気が付いて青くなっている。

 数分間の間、無茶苦茶気まずい無言の時間が過ぎていった。スカイはダンジョンの壁を見ていた。

ああ、しんどいな。

コロンは突然顔を上げてルル・ガーテンに調合した薬を渡した。

「え、これ私の？」

ルル・ガーテンは青ざめた顔のまま言った。

コロンが顔を赤くして無言で頷いていた。

「それじゃ飲んでみる…」

 ルル・ガーテンがコロンの調合した薬を飲んだ。

 暫く、みんな見ていた。

 コロンは、せっせと調合を行っていた。

「あれ？もう直った」

 ルル・ガーテンがケロリとした顔で言った。そして腕をブンブンと振り回して足を伸ばして体操を始めた。

 「たっぷり眠って起きた時みたいに気持ちがいいよ」

ルルは両腕をグルグルと回していた。

「さっきまで調子の悪さがウソみたいピロピロピロピロ」

 ルル・ガーテンはケロリとした顔で言った。爪先立ちで立って、鳥の真似をして両腕を振っていた。

 そしてコロンは、もう一個の薬も調合を終えた。

 コロンは薬の瓶らしい物をルル・ガーテンに渡した。

 「これがバタリの解毒剤なの」

ルル・ガーテンは言った。

コロンは頷いた。

 「なかなかやるじゃない。たった３人で、この第三ゾーンまで来るなんて。私達のようにダンジョニアンは手加減をしていないのでしょ」

眼鏡を掛けた娘が腕を組んで前に出てきて言った。そして続けた。

 「あんた気に入ったわ。頭が切れる様ね」

 何故か余裕こいている顔で言った。

 「御免、俺はロリコンではないのだ。いきなり愛の告白をされても…」

マグギャランが手を出して謝りながら言った。

 「しっ！お前じゃない。お前は頭を使わずに下半身で考えている！さっきサファお姉さんにナンパしようとして怒られただろう」

 眼鏡を掛けた娘がマグギャランを手で追い払った。

「えっ、俺じゃないの？」

マグギャランは、しょぼくれた声で言った。

 「…あちゃしはダメ…」

コロンは顔を赤らめて首を振っていた。

 「そこの魔法使いコロン！お前は何を考えている！私がレズに見えるか！」

コロンに怒って、コロンの肩を持ってぐりぐりと揺する眼鏡娘。コロンより背は高いようだ。

コロン姉ちゃん小さいからな。

クネクネと揺れるコロン。

 「このコンニャク魔法使いめ！」

眼鏡娘はグリグリとコロンの頭の両側を拳骨で押さえて、更に拳骨をねじ込んでいた。

コロンはキョロキョロと第一パーティ「ルルと仲間達」を見ている。そして顔を赤らめて俯いた。

 ヤマト人の娘が、ルルの手を握っていた。

 確かにコロンの懸念も若干当たっているよな。女しか居ないのが怪しいよな。

とスカイは思った。

 「あなたよ、スカイ・ザ・ワイドハート」

眼鏡娘が指をスカイに突きつけた。

 えっ？俺か？

確かに消去法で考えたら俺しかいないよな。

 横を向いていたスカイは指を突きつけられて動揺した。

 「私の名前はウロン・ケサン、フラクター選帝国の一級市民の娘。この迷宮競技が終わったら私と付き合いなさい！」

ウロンは腰に手を当てて指を突きつけてスカイに言った。

は？

「どうやら、いきなりの愛の告白で驚いているようね。でも、私、かなりの美人だから」

 ウロンは、眼鏡を取ってグルグルと巻いている茶色に近い金髪の巻き毛を解いた。

 「どう？」

 ウロンは言った。

うえっ。女は化けるモノだ。

確かに目が少し大きいが美人顔だった。

「やっぱり俺ではないのかね…あと５年後と言うことで先物取引をしよう」

手を挙げて呆然としているマグギャラン。

 ウロンは見向きもせずに、しっしっと手でマグギャランを追いやっていた。

 「ところで、コロンとか言ったわね。あなたスカイの何なの」

ウロンがコロンを指さしながら言った。

 コロンはキョロキョロして赤くなった。

「コロンは俺の姉ちゃんだ。コロンは話すのが苦手なんだ」

スカイは言った。

 「何だ。お姉さんなんだ。確かにそう言われれば斜め後ろから見た顔の輪郭が似ているわね。お姉さんに許可貰った方が良いのかな。さっきの絆創膏は効いたわよ。直ぐに傷口が塞がったわ」

 コロンと握手をするウロン。

コロンは顔を赤くしてキョロキョロしている。

 「すごーい。ウロンちゃんって何時も腕組んでカッコつけている所しか見たこと無いのに今日は変だよ」

ルル・ガーテンが言った。

 「ウロン。何やっているの。恥ずかしい。切るわよ」

 東方人の娘が顔を赤くして、腰の赤い鞘の剣を抜きはなって言った。

 「なんだよ刃物女が友達かよ」

スカイは東方人の娘を見ながら言った。

 「楚宇那、服の切れ目が見えるわよ」

ウロンが眼鏡を上げて位置を直しながら意地の悪そうな顔で言った。

「えっ」

東方人の娘は慌ててマントを合わせた。

 手に持っていた剣が落ちた。

「何処かで見たこと在るんだけど誰だっけ。そこの、お兄さん…確かに見たことがあるんだけどな」

ルル・ガーテンが天井を見ながら顎に人差し指を当てて言った。

 やっぱりマグギャランの存在感とは、その程度の物なのかもしれない。

 マグギャランはスカーフで口元を隠しながら手を振って、見ないでとルル・ガーテンにリアクションをやっていた。

 コロンはリュックサックに荷物をしまった。

そして歩いていった。

 「コロン、医者でも薬剤師でも無いのに非合法の薬を作るなよ。最近は医薬分業だし違法なんだろ」

スカイは言った。

コロンがムッとした顔をして、ボケットから赤い財布を取りだして金属製のカードを二枚、取り出した。

 スカイとマグギャランは見た。

 そこには、ミドルン王国が発行した薬剤師の免許が在った。コロナ・プロミネンスと刻印されている。もう一枚も見てみた。錬金術師組合が発行しているコモン共通の魔術の薬製造免許だ。それも一番位が高い第一種だ。

 「薬剤師免許？なんで薬屋にならないんだよ。魔術の薬を製造する為の錬金術士免許まで持っているじゃないか」

 スカイは怪訝な顔で言った。

「確かに、冒険屋よりは安定しているし儲かるかもしれないな」

 マグギャランは顎に手を当てながら考えていた。

コロンは前を向いて無言のまま歩いていた。

　


 「ムニィ」

ニャコが目を開けた。

 「あっ、ニャコちゃん大丈夫？」

ルルが言った。

 「ムニィ、さっきまでの苦しさがウソみたいムニィ」

 ニャコは目を開けると、そう言った。目の下に出来ていた隈が見る見るうちに消えていった。肌の色も、いつもの様に戻っていった。

「薬が効いたのね」

ウロンが言った。

 メルプルは涙が、溢れてきた。

よかった。

　


 「なんじゃコレは」

 スカイは広間を見ていた。

それは激しい戦闘の後であった。

 鳥人は全身がバラバラの方向へ向いていた。

忍者が全身に穴が開いていた。

狼男は両腕両足が無くなって首が無くなって胴体が半分になっていた。だが狼男の生命力なのか、胴体が、まだピクピクと動いていた。

 竜人は首が無かった。

 「うむ、何らかの激しい戦闘が在ったようではある」

マグギャランも頷いて言った。

　


 「いやあ、危なかったね。第七パーティが来る直前に始末できたよ」

ダンジョニアン男爵はアイスを食べながら言った。

 「これこそがダンジョン・ゲームの真骨頂です。ダンジョンストーカーズ・キリングランキング、５位の邪戦斧隊。４位のラメゲ・ボルコ。２位のムササビ。１位のドーちゃんの４強を投入しての総力戦ですから簡単と言えば簡単に勝負がつきましたね。ただ、精霊使いが三人居たことが、こちらの誤算でしたが。４強の実力の前には些細な齟齬で皆殺しでした」

「邪戦斧隊は脳の拡張ベイに無線ＬＡＮカードを差し込んでいるから集団戦では命を捨てていく攻撃と共に抜群の連携を発揮するね。メルール・パレ君は狼男に変身して邪戦斧隊を二人までは倒せたみたいだけど数の暴力の戦斧の雨嵐で殴り殺したからね」

 ダンジョニアン男爵はソーダーフロートを飲みながら言った。

 「いえいえ。ラメゲ・ボルコの十本剣の腕は冴え渡っていました。「影の獣」と言う聖霊と２メートル在る剛剣を使う竜人ガオーンの首を、両手に持った二刀流で戦って、剣を三本折られましたが、結局、首を刎ねましたからね。精霊は精霊使い以外には見えないのに気配だけで避けてガオーンの首を狙っていったのでしょう見事なモノです」

 ラビリーナは言った。

 「忍者同士の殺し合いはフラクターの羅刹君よりウチがアルバイトで雇っているムササビ君の方が上回ったようだね。彼の怖いボスに直に出向いて賄賂渡してスカウトしたかいがあったよ。手刀で羅刹君の身体を滅多刺しにして殺したからね。ムササビ君は傷一つ負わない結末だったよ。彼の恐いボスは、かの、タビヲン四剣士の一人だからね」

 ダンジョニアン男爵はソーダーフロートのストローの先端を舐めながら言った。

 「そしてドーちゃんは居るだけで強かったですね。ドーちゃんには種族的に精霊を使った攻撃は通用しないんですよ。ただ難点は食費に金が掛かることでしょうか。あとはカメラに写せない事ですかね」

 ラビリーナは言った。

「ドーちゃんは人間には、ちょっとばかり怖いからね」

ダンジョニアン男爵はソーダーをハート型のストローで飲みながら言った。

 「イケメンの翼人と森人（エルフ）の二人は手足を邪戦斧隊に、もぎ取らせて青タンを作って鼻血を出させて殺しましたが。やはり、シキール君の趣味が出ていますね。彼の作った邪戦斧隊の行動プログラムではイケメンと美女は必ずナックルパンチで、鼻血と青タンを作っての、なぶり殺しですから」

 ラビリーナは笑いながら言った。

「あー楽しいね。このダンジョンゲームは最高だよ。モンスターのコレクションを揃えて、実際に使って遊べるんだからね。こんな楽しい遊びはないよ」

 ダンジョニアン男爵はソーダーフロートのアイスをストローで突き刺して丸ごと口に頬張った。

　


 「よし、二位まで浮上したぞ。現在一位は第５パーティの「悪人同盟」だ。第二パーティ「モンスターレイジ」と第四パーティの「ワイズメン」と第六パーティの「借金隊」は現在全滅した」

スカイは第三チェックポイントで確認しながら言った。

 「第四ゾーンは、どうなるんだ？」

マグギャランは腕を組んで考えながら言った。

 「第四ゾーンは、「力と技と知の闘技場」だと書いていやがる。何を考えて居るんだ」

 スカイはルール表を見ていた。

「また、パーティ同士の戦いが在るのか」

マグギャランは聞いた。

「いや、三つの扉を選んで、中のダンジョンストーカーズとの戦いを、くぐり抜ける事がこの第四ゾーンのルールだ。別に倒さなくても部屋を通過さえ、できれば問題は無いらしい」

 スカイは扉に書いてあるルール表を見ながら言った。

「戦闘は一回のみなのか？」

 マグギャランは言った。

「いや、違う。二回扉を選択しなければならないと書いてある」

スカイは言った。

 「第７パーティ「ザ・ワイドハート」は十五分間のインターバル時間を終わりました。第四ゾーンに進んで下さい」

 ラッパ型のスピーカーから声が聞こえてきた。

 「よし、第四ゾーンに足を踏み入れるぞ。行くぞ、マグギャラン、コロン」

スカイはマグギャランとコロンに言った。

 「まあ、頑張るぞ。頑張らなければ命が無くなるような危険な迷宮競技ではあるのだが」

マグギャランは首筋を掻きながら言った。

コロンは頷いていた。

扉を開けると目の前には十個の分岐路が広がっていた。

　


 「おーっとサシシ・ラーキ選手が、大鎌の一撃で邪戦斧隊のオゴの首を跳ね飛ばしました！クリティカル・ヒットです！」

 シキールが「悪人同盟」と邪戦斧隊の戦いを解説していた。

 黒髪の絶世の美女と呼べるサシシ・ラーキの動きはシュイ老師の武術家としての経験から言っても一級の水準だった。舞うように大鎌を振るったのだ。

 ああいう、動きは生まれつきの天才のみが可能とする動きだ。

あの男のように。

ジーウーには、あの男ほどの才能は無い。それは、あの男にも拳術を手ほどきをしたシュイ老師が一番判っていた。だが、ジーウーには可能性があった。何処まで伸びるかは、まだ判らなかった。その可能性のみが現在の望みであった。

 「ああっと、キキロ・ハーゾー選手は邪戦斧隊ロゴンの八本腕のベアハッグで口から泡を吹いてます。カエルみたいです。はいゲロゲロ」

シキールが腰を振って股間のカエルの顔から舌を伸ばした。

観客席から笑いが吹き出た。

 スタジアムの大画面テレビには白目を剥いて口から泡を吹いているキキロ・ハーゾーの顔が大写しで映し出された。

 「ああっと！ゴフ・ハベ選手は得意のウォリァ殺投術の外股を返されて十本腕で全身をロックした裏投げを邪戦斧隊のドリゴから食らいました。ドリゴ選手はマウントポジションを取って十本腕で。ゴフ・ハベ選手を殴っています」

 ゴフ・ハベは腕で顔を塞いでいたが、情け容赦なくドリゴの十本腕が襲いかかってきた。

 「ボウヤだから助けて！」

ゴフ・ハベは顔が変形しながら叫んだ。

だが叫びながら前歯が吹き飛んで顎の形が変形して顔がボコボコに、へこんでいった。

観客はどっと笑った。

 「さあ、暴走山賊団「闇の腕」のリーダー、バーリー・ゾーダーは金属バットで邪戦斧隊のポゴンと戦っています。だが二メートルもある巨大な金属バットはポゴンの両手に握られた二丁戦斧で切られてドンドンと短くなって居るぞ。どうした？得意の怪物が出てこないじゃないか！そしてポゴンの二丁戦斧の同時攻撃だ。バーリー・ゾーダーは死んだ！

１！

２！

３！

死んだぁ！」

 シキールは腕を振り上げた！

「死んだぁ！」

スタジアムで一斉に大声が上がった。

口笛やホーンが鳴り響いている。

画面では革の服を着たバーリー・ゾーダーが力任せの一撃で顔を左右から戦斧で挟まれて死亡した。

呆れた腕力で挟まれた為、薄く平になったバーリー・ゾーダーの顔が大写しで映し出された。

 だが、隣の隣の娘達はケラケラと笑って見ていた。

 「うおっ！ツバメ凄いッス！ペチャンコッスよ！」

 「ぷぷっ、ツバメは、あんな死に方は嫌ですね」

 腹を抱えて足をバタバタさせて笑っていた。

世も末であった。

 「いやあ、爺さん、何渋い顔して居るんだよ。アイツ等は悪人だよ。ああやって極悪人の死刑囚を、さらし者にして殺すことによって。社会に対して見せしめを行って居るんだ。ダンジョン競技の全てが悪いわけでは、ないんだよ。こうやって社会に貢献しているのさ。ダンジョニアン男爵は慈善団体「世界人権保護および貧民救済および環境保護会議」というボランティア団体をヒマージ王国貴族の連名で設立していてダンジョン競技の収益の一部を寄付しているし、賛同者には青と緑と赤の指輪を売って居るんだ。ホラ僕も付けているよ。付けているだけで何もしなくても、人権問題と貧困問題と環境保護に参加しているというアピールが出来て気分が良くなるわけさ。ただの道徳で威嚇するファッションでも在るんだけどね。君も買ったらどうかな？見た人間に罪悪感を負わせることが出来るよ」

ギャンブラーＹがヘラヘラと笑いながら青と緑と赤の指輪を見せながら言った。

シュイ老師は、そっぽを向いた。

　


 「赤と、青と、緑色の扉がある。どれが良いんだ。なんか、この色に深い訳が在るように思うんだが」

スカイは三つの扉を前にして考え込んでいた。

 「第三チェックポイントから、迷路を歩き回って漸く辿り着いたのだからな。慎重に選んだ方が良いな」

マグギャランは言った。

 「あー判んねぇ。コロンはどれが良いんだよ」

スカイは言った。

コロンは赤い色の扉を杖で差した。

 「赤が良いのかコロン」

スカイは言った。

 コロンは頷いた。

「まあ、どの扉も怪しいし、適当で良いんじゃないのか」

マグギャランは言った。

 「おっしゃ、コロンの選んだ扉を開けるぞ」

 スカイは赤い扉を蹴飛ばして開けた。

　


 赤い扉を開けた。そして右に傾いた通路を歩いていった。そうすると、赤い扉が目の前に再び在った。

「おし、罠はねぇ。開けるぞ」

スカイは言った。

そして扉を蹴飛ばして開けた。

中から声が聞こえてきた。

 それも酷く、やる気の無さそうな声だった。

 「俺の名前はダンジョンストーカーズ、キリング・ランキング４位のラメゲ・ボルコだ。暗黒王国タビヲンのボルコ男爵家の長男だ」

 広い空間にクリーム色のソファが一個置いてあり。そこには派手なスーツ姿の剣士が一人居た。ノコギリ襟の白いスーツにはピンストライプの線が縦に入っている。シャツは赤色でネクタイは白かった。そして白いエナメル靴を素足に履いていた。頭はラッキョウみたいな髪型をしている。きっと超強力なワックスかジェルを使って金髪を固めているに違いない。耳には黒い宝石のデカイ、ピアスがついている。

ソファーに腕を伸ばして寄りかかってコキコキと首を鳴らしている。そしてソファには沢山の剣が立てかけてある。スカイは数えてみた。様々な形の十本もの剣がある。

「ほう。暗黒王国と言えば剣の達人を輩出することで有名だ。手合わせ願おうか」

 マグギャランが真面目な顔で言いながら前に出て剣を抜いた。

 「おい大丈夫かよ。暗黒王国と言えば悪名高い場所だぞ」

スカイは言った。暗黒王国では人間とは呼べないような、酷いバケモノ達が貴族を、やっているらしい。スカイも無情騎士団のミスター無情とかの酷い奴等の噂を聞いていた。ミスター無情が来ると言うだけでコモンの子供はビビるのだ。出来の悪い子供はミスター無情は自分の子供でも平気で殺してしまうのだ。そして強い子供を拉致してまで集めて残虐非道の無情騎士団の一員にするのだ。

 その他、身長が２メートル五十センチ以上在る人間（？）だけで構成されている、馬鹿でかい混沌悍馬に引かせた戦車軍団とか、人間を捨てている怪物の寄せ集めなのだ。タビヲンの周りの四カ国は何時もタビヲン王国が不作になるとタビヲン王国の軍勢に略奪され蹂躙されることで有名で「負け癖四王国」と呼ばれていた。

 その他、タビヲンの王様は魔族と契約しているという噂が、まことしやかに伝えられていた。いや、他にも在った。様々な悪い噂が常に付きまとう国なのだ。

 「俺は、これでも正式な剣術を正式な師について学んだのだ。お前のような度胸任せのケンカ剣術と一緒にするなよスカイ」

 マグギャランはスカイに言った。

「コモンの常識は、オレ達暗黒王国の剣士には通用しない。本当の剣術をオレ達は使う。難しい事は無い。戦わせて最後に生き残った奴の剣術が最強だ。うざい試合とかは、やらない。命の取り合いだけだ」

 ラメゲはポンポンと十本ある剣の柄を叩いた。

 「剣には精神が宿る。騎士道とは剣と表裏一体。剣には魂と愛が籠もっているのだ。お互いにルールを決めて試合うことによって、良き友と共に剣を磨き上げ高みへと昇っていくのだ。軍鶏の闘鶏の如き戦いなど笑止千万」

 マグギャランは近寄りながら言った。

 「ごたくはいい。俺はもう少しソファで、のんびりしていたい。お前等を倒せば、のんびり出来るだろう」

ラメゲはサイド・テーブルの横にあるガラス細工の水差しを取ってガラスのコップに水を差した。水差しはアヒルの顔が付いており、口から水が出る仕組みのようだ。

 ラメゲはポケットから何かを取り出して、コップに入れた。

 コップの水の色が急激に泡立ちながら緑色になった。

そして飲み干した。

「何だよアイツ、ジャンキーかよ。あれはゼッテー、クスリだよ麻薬でドラッグで脱法だよ」

 スカイは言った。コロンは首を傾げている。

 「ふむ、見損なったぞ、ラメゲ。イケナイクスリでパワーアップして俺を倒そうとしても無駄だ。こっちは健康優良男児で、コモン共通国家資格の騎士試験に合格している騎士なのだハハハハハハハ」

マグギャランはラメゲに剣を突きつけて言った。

 「これは睡眠薬だ。オマエ等は弱いからこのぐらいで丁度良い。俺は起きて立っていることが嫌いなんだ。どうせ起きるならハンデを与えた方が良い。あー何か気分がアンダーになってきた。かったるいな。でも、アンダーな気分が良いんだよな」

 ラメゲが言った。そして起きあがった。

 「それはゼッテー、不味いクスリだよ。おまえ、それは睡眠薬じゃねぇよ。ちゃんとした医者に相談しろよ」

スカイはフラついているラメゲに言った。

 ラメゲは口に手を当てて吐きそうな顔をしながらソファに手をやって剣を探った。

 ラメゲは剣を束ねているベルトを引っ張った。

十本ある剣は全て一つのベルトで結びつけられていた。

そして背中に背負った。そしてベルトのバックルで留めた。そして背筋を伸ばした。

「俺は、今はオヤジに舎弟として仕えているが。いずれボルコ男爵家の家督を譲られる男だ。逃げるなら今の内だぞ。うー気分悪いー。あー効いてきた」

だが直ぐに背中を曲げて、ラメゲは口を押さえてフラついた。

 「不味いよアイツ。何か別の意味で不味そうだよ」

スカイはマグギャランに言った。

 「スカイ。ここは俺に任せろ。俺の剣術の真の力を見せてやる」

マグギャランは剣を振りかぶって構えた。

 「俺の剣術はボルコ流十本剣だ。名前の通り十本の剣と十流派の剣術を使う。十本の剣の一本、一本が一つの流派の皆伝技に対応している。数が増えるに従って強さが上がっていく。だが、お前の腕では、最後の十本剣まで見ることは出来ないだろう。大体、二の剣どまりの腕と見た」

 ラメゲは肩を揺すりながら言った。

「所詮は冥府魔境に墜ちた邪剣ではないか。完成された気品と威圧する風格を有する。我が剣術ユニコーン流の敵ではない」

マグギャランは剣を振りかぶったまま言った。

 「一の剣を抜こう。トンカチ頭蓋殴殺四肢切断流剣術と、この流派で使われるハンマーソードだ」

ラメゲは背中から剣を一本抜いた。見た目は普通のロングソードだ。だが剣の先端には確かにハンマーソードと言うだけあって小振りの金槌が申し訳程度に付いている。

 「馬鹿な。剣という武器は完成された武器だ。おかしな細工をして金槌を剣の先端に付けたからと言って強くなるわけではない」

マグギャランはハンマーソードを見ながら言った。

 「かったるいが説明しよう。トンカチ頭蓋殴殺四肢切断流は、夫を娶っては家庭内暴力でトンカチを使って殴り殺し包丁でバラバラに切断して料理にして客に振る舞って食わせていた、ママ・ザ・トンカチが伝説では三十人目の夫を殴り殺しながら開眼した流派だ。トンカチと包丁を一つの武器として合わせることにより、トンカチの殴打力と包丁の切断力の二つを兼ね備えた剣術へと昇華された。このハンマーソードを発明したママ・ザ・トンカチは、開眼して以降ますます夫を娶ってはハンマーソードで殴って殺して料理にしていたらしい。現在ママ・ザ・トンカチが伝書と共に残した人肉料理のレシピは失伝している。この流派は肩の使い方に極意があり。「抜け落ちの肩」を使うことを持って相手を無力化する体術をも兼ね備える」

 ラメゲが、かったるそうに腰を曲げたまま剣を上段に振りかぶった。

 「ふん、笑止千万。上段とは勝負を捨てたなラメゲ・ボルコ」

マグギャランは構えたままジリジリと間合いを詰めていった。

「何だよ。虚仮威しのハッタリ勝負かよ。オマエ等喋ってないで、さっさと戦えよ」

スカイは腕を組んで見ながら言った。

「名乗り合いは暗黒王国タビヲンの一騎打ちの習いだ、かったるいが仕方無いだろう」

ラメゲがスカイの方を見て言った。

「これは剣に己の人生をかける男達の気高くも熱い真剣勝負の世界なのだスカイ。お前は介添人として、しっかり成り行きを見ていろ」

 マグギャランは移動しながら斜めに構えた剣から、斬撃をラメゲの胴体目がけて打ち下ろした。

だが、ラメゲは腰を落として身体を開いて上段から剣の先端のトンカチでマグギャランの剣を撃ち落とした。

動揺した顔で飛び退くマグギャラン。

「余りにも無造作に胴を狙いすぎたか。だが我がユニコーン流の分は突きにあり。スピンドル・スラスト（紡錘回転突き）の極意こそが我がユニコーン流の真骨頂」

マグギャランは、また虚仮威しを言った、とスカイは見ていた。

大丈夫かよオイ。

マグギャランは、意を決し突き主体に攻撃を切り替えてラメゲに連続して突きを打ち込んでいく。だが、ラメゲはハンマーソードの先端の金槌で巧みにマグギャランの突きの軌道を殺していく。

マグギャランのロングソードの突きの軌道がハンマーソードの先端に付いたトンカチの丸まった形状に滑って逸らされていくのだ。

 十数合も撃ち合ったか。だが未だ、双方決定打となる攻撃は出ていなかった。

 「まあ、コモンの剣士にしてはやる方かな。お前弱くは無いよ。それでは皆伝技を出してやるか」

ラメゲは欠伸をしながら言った。

 どうやらクスリが効いているようだ。

睡眠薬を飲んでから決闘をする奴をスカイは初めて見た。

 「欠伸などする余裕があるか！」

マグギャランは突きの角度を変化させて連続して撃ち込みながら叫んだ。

 だがラメゲは、欠伸をしながら無造作にハンマーソードの金槌の先端で突きを跳ね上げた。そして前へ出ながら金槌の首でマグギャランの剣を引っかけながらハンマーソードを振り上げた。マグギャランの腕が上がった。

 「何？」

 右手の剣を手放して、左手で逆手に剣の柄を持って引き抜いて飛び離れるマグギャラン。

 ハンマーソードを回転させてマグギャランの居た場所に振り下ろしているラメゲ。

 「一の剣ハンマーソードの「抜け落ちの肩」を使った皆伝技「つるんと回転スイカ割り」をかわしたか。まあ誉めてやるよ。だが、今のは、お前の剣術の技じゃ無いだろう。咄嗟の判断だ。訂正する、お前は一の剣止まりの腕だ。俺は型どおりの動きしかしていない」

 ラメゲが背中の鞘にハンマーソードをしまいながら言った。

 「剣を跳ね飛ばされる所だったな」

マグギャランは剣を左手から右手に持ち直した。そして左手で胸を撫で下ろした。

 「二の剣はバタン暗殺流剣術と、そこで使われる四枚刃剣だ」

 ラメゲは四枚刃剣を抜いた。それは変な剣であった。柄は普通だが、刀身の半分ぐらいまでが機械の様な四つの筒で盛り上がっていた。名前通り刀身には四つの刃がプラスドライバーの先端のように外を向いて付いている。どちらかと言えば金棒に似ていた。そしてラメゲは、四枚刃剣の柄に付いているリングとピンを抜いた。だがリングとピンは細いチェーンで刀身に繋がっていた。

スカイはバタンの名前を聞いたときビビッた。悪名高いコモンの暗殺者ギルドに登録している有名な暗殺者集団であった。そして、その凶器は……

「オイ！マグギャラン！その剣には絶対細工がして在るぞ！バタンは全身に武器を仕込む暗殺者達だ！そして奴等はカラクリ武器や毒殺を、こよなく好む！」

 スカイはマグギャランに叫んだ。

 バタンと言えば変則的な卑怯な戦い方で人殺しを請け負うことで有名な連中だ。バタンの剣術が、まともなはずはなかった。

 「あまりバラすなよ」

ラメゲが四枚刃剣を振りかざしてマグギャランに突進しながら言った。

 マグギャランは横に跳んで横殴りの一撃をかわした。

スカイは嫌な予感がしていた。

 そしてバタンの凶器を思い出した。

 たしか、その中に凶悪な奴があった。

 アレは……

「それはバネナイフだ！バネナイフのバカデカイ奴だ！」

 スカイはマグギャランに叫んだ。

「何？バネナイフだと？何だそれは！」

マグギャランはラメゲの振りかぶった横殴りの斬撃をかわしながら叫び返した。

 横にかわして体勢を崩していたマグギャラン。

「こういう武器だ」

 体勢を立て直そうとするマグギャランに向かってラメゲの四枚刃剣が向けられた。

案の上、指が引き金に掛かろうとしている。

さっきまでは引き金を、伸ばした二本指で隠していたのだ。スカイはラメゲに向かってナイフを抜いて飛びかかった。

 ラメゲは引き金を引いた。

 四枚刃剣から一枚の刃がマグギャランに向かって撃ち出された。

マグギャランが立ち上がった所に、飛んできた刃が腹に突き刺さった。

そしてマグギャランは刃が腹に突き刺さったまま倒れた。

 「おい、これは決闘だろ」

四枚刃剣を横からナイフで押したスカイを見ながらラメゲは言った。

 間に合ったか？

スカイはラメゲが引き金を引ききる瞬間に４枚刃剣をナイフで押したのだ。

 「決闘で殺し屋の武器を使うんじゃねぇよ」

 スカイはラメゲに言った。

 「まあ、それもそうだな。だがオヤジは勝ちゃ何でも良いって言ってんだがな。それにオヤジが言うには、この程度の不意打ちには掛かる方が悪いという話だ」

四枚刃剣の内一枚を使ったラメゲは言った。

 「良くねぇよ。決闘だって、お前が言っているだろう」

スカイは言った。

 「それじゃ、四枚刃剣はしまって、三の剣を出すか。生きているようだしな」

ラメゲは四枚刃剣を鞘に収めた。

スカイは離れてマグギャランを見た。

マグギャランの腹から何かが漏れている。

血か？　

 「おい、マグギャランどうした腹に刺さったのか？」

 スカイは言った。

 不味い、あの出血の仕方は尋常じゃない。

だが何か色が変だ。血でも水でもない。

「いや、魔法瓶に四枚刃剣の刃が突き刺さった。そういや、魔法瓶を、ぶら下げたまま戦っていたようだ」

 マグギャランはスカイに向かって言った。

何だ紅茶が魔法瓶から漏れたのかよ。

 マグギャランは魔法瓶のストラップを剣で切った。そして四枚刃剣の刃を抜き取った。穴の空いた魔法瓶とコートを脱いで床に置いた。

 ラメゲは背中から。サーベルを抜いた。だが、普通のサーベルと違って反り返った背の方を下にして奇妙な形で握っている。

「三の剣は、大カミソリ剣を使うバラン流小間切れ刀法だ。コモンから暗黒王国へ逃げ込んだ大カミソリ使いの女殺人鬼バラン・バランが伝えた剣術だ」

 ラメゲは大カミソリを構えた。

 「どうやら、漸く、真っ当な剣術の様だな」

 マグギャランはラメゲの大カミソリを見ながら言った。

「いや、違う、ここからが本当の暗黒王国の剣術の世界だ。行くぞ」

ラメゲが大カミソリを横殴りに無造作に振るった。

マグギャランは剣で受けた。だがマグギャランの白いシャツの腕から血が染み出していた。

 「なぜだ！何故受けたのに切られている！」

 マグギャランは腕を押さえながら後ろに跳んで離れた。

「やはり、お前はコモンの剣士だな。これは「闇剣」と呼ばれる大カミソリ剣の初歩的な技法だ。受けられても切る。かわされても切る。攻撃されても切る。何もしなくても常に切りまくるという訳だ。バラン流では「無限切り」とも呼ばれている」

ラメゲは大カミソリを構えて言った。

 「くっ！邪剣を使いおって！」

 マグギャランは更にラメゲと十数合、剣で撃ち合った。

 だがマグギャランが打ち込んでも、ラメゲは大カミソリでカウンターを入れて。マグギャランは全身が傷だらけになった。

スカイにはラメゲがどうやってカウンターを入れているかは何となく判った。マグギャランの剣を受け流す際に沿うような形で大カミソリを逆に打ち込んでいるのだ。だがマグギャランにはそれが判らないようであった。

「何故だ、何故致命傷を与えない。お前の腕なら出来るはずだ」

マグギャランが膝を付きながら言った。

 「これは、そういう流派なんだ。なぶり殺す技だけで構成されている。まだやるか？」

 ラメゲは大カミソリの血を内ポケットから取りだした白いハンカチで拭いながら言った。ハンカチが見る見る内にマグギャランの血で赤く染まっていった。

「くそっ！生き恥を晒すぐらいなら、ここで殺せ！」

マグギャランは叫んだ。

「そうか。それならバラン流小間切れ刀法の唯一の致命傷を与える技である、皆伝の決め技で殺してやる。「猫の八方睨み」だ、この技は……」

ラメゲは大カミソリを構えながら言った。

 スカイは駆けていって。マグギャランの首根っこを捕まえた。

 「おい、逃げんぞ！」

スカイはマグギャランを引っ張りながら言った。

「バカ言うな。俺は騎士として戦った。だから決闘に敗れれば死なねばならん」

 マグギャランは、へたばったまま言った。

「バカは、お前だろう。お前は、今は冒険屋だ。冒険屋には騎士のルールなんか関係ないんだよ」

 スカイが言うとマグギャランはハッとした。

 「そんじゃ、逃げるぞスカイ！」

 マグギャランは猛然と立ち上がった。

 そして落ちているコートを拾った。

 「コロン！何ボケッとしてんだよ！逃げんだよ！」

 ボケーっとして見ているコロンにスカイは叫んだ。コロンはビクッとして慌てて前を向いたまま後ろ向きに走りだした。

 「何、逃げるのか？まあ、別に構わないさ。俺は、ここでソファーに座っていて通さない事が仕事なんだ」

ラメゲは大カミソリを背中にしまってベルトを外しながら言った。

 「失礼しやした！」

スカイ達は頭を下げて逃げていった。

 ラメゲは欠伸をしながら寝そべったソファの上で手を振っていた。

　


 スカイ達は赤、青、緑色の三色の扉の前に戻ってきていた。駆けてきたのでマグギャランもコロンも荒い息をしている。

 「あのラメゲが守っている赤い扉のルートは通れないな。ゼッテー、アイツには勝てねぇよ。不意打ちやって三人掛かりでも無理だろう。どうやってカウンター入れているか、よく見えなかったぞ」

 スカイは言った。

 「それは俺も見えなかった。だから切られたんだ」

マグギャランは言った。

「だが遠くから見た感じだと、お前の剣の刃を伝っているように見えた」

スカイは言った。

「向かい合うと全然判らないぞ。アイツはかなりの使い手のようだ」

マグギャランは言った。

「えらく情けねぇ話だが別のルートから第四ゾーンを突破するぞ。ようは、このバトルのボコリ合いの第四ゾーンを突破する事が肝心だろう。一位通過で」

スカイは分岐の道を見ていた。

 「ああっ、だが血が止まらない。ラメゲは器用に静脈や動脈は外しているようだが。結構傷は深いではないか。筋肉が見えている。俺はこのままでは出血死してしまう。嫌だよ」

マグギャランは全身を見ながら動揺した声で言った。

 コロンは赤いＤパック降ろして床に両膝を付いて中をゴソゴソと探っていた。そして特大の傷バンの束を一ダースぐらい取り出した。長さが二十センチぐらい在る馬鹿でかい傷バンだ。

 「あの第一パーティのルル・ガーテンにやった下痢止めみたいに効くモノなのか」

 スカイはコロンを見ながら言った。

 コロンは何も言わずに首を縦に振って傷バンを突きだしている。

 「まあ傷には絆創膏を貼るものだからな」

 マグギャランはコロンの絆創膏を受け取った。

 「ところで今度は、どうする。もう青か、緑色しか選択肢はねぇぞ」

スカイは扉を見ながら言った。

 その時視界の端に影を見た。天井に、逆さまに貼り付いている全身ゴム服の怪人がいた。

スカイは絆創膏を貼っているマグギャランの肩を叩いた。

「よお」

スカイは言った。

だが、全身ゴム服の怪人は無言のまま、天井から壁を伝って壁に貼り付いたまま首の間に真鍮製の空気銃を挟んでドアノブを回して緑色の扉に入っていった。

その時、背後からドタドタと近づいてくる足音を聞いた。

スカイは振り返った。フルフェイスの兜を被った騎士の黒鷹が先頭にいた。

 「ポイズン・ガンを見なかったか」

黒鷹が言った。

 「緑色の扉に入った」

マグギャランは言った。

 「バカ、ジーウーのバカ野郎をラメゲにシメさせる事ができないだろう。奴等を赤い扉に放り込めば良いんだよ」

スカイはマグギャランに言った。

 あのラメゲならジーウーをシメさせることが出来るだろう。スカイは悪巧みを考えていた。

「それは、余りにもセコすぎるぞスカイ。オマエの個人的な問題だろ。フェア・プレイ精神で行こうではないか」

マグギャランは言った。

「おいスカイ。オレは誰にも負けたことはないんだよ。そしてコレから先も負けることはない」

ジーウーがバカにしたような顔をした。

 「助かる。君の名前は何だ」

黒鷹がマグギャランに聞いた。

「マグギャランです。一介の冒険屋です」

マグギャランは言った。

「そうか。私が、どうしても思い出せない人物とは違うようだな」

黒鷹が言った。

 やっぱりマグギャランのヤツは存在感がそんなモノなのか。スカイは思った。

「おい、黒鷹。緑色の扉を開けるぞ」

ヒゲの戦士が言った。

 「判った」

黒鷹が言った。

そして第８パーティ「黒鷹」は緑色の扉に入っていった。緑色の扉は自動的に閉まった。

 「奴等は、順位を上げている。不味いなオレ達の暫定二位が消し飛んでしまう。マグレでも起きなければ、このままでは一位にはなれんぞ」

マグギャランは言った。

「だが、あのポイズン・ガンが消えていった緑色の扉は、明らかに罠の一つだろう。ミス・リードじゃないのか。オレ達は避けた方が良いだろう。強いダンジョン・ストーカーが待ち構えている可能性が高い」

スカイは言った。

「それでは、オレ達には青い扉しか残されていないな」

マグギャランは言った。

コロンも頷いた。

「それじゃ、青い扉に賭けるぞ」

スカイは言った。

そして青い扉を開けた。

　


 「何だコイツラは」

ジーウーは部屋の中を見た。

クア・フルトが緑色の扉を開けた。

広い空間には所狭しとバーベルやマシン・トレーニングのマシンが置いてあった。

 真鍮色の機械達の間では筋肉質の男達がトレーニングに励んでいた。だが、皆、異形の身体の持ち主であった。身体のバランスが滅茶苦茶なのだ。縫い目のような入れ墨で繋がれた部分から先が肥大化していたり、剛毛が生えていたりと身体が継ぎ接ぎのように滅茶苦茶に、くっついているのだ。

 その時、バラバラになっている肉片を見つけた。革のコートを着ている男だ。いや、他にもいる。筋肉質の大男が丸めるように背中がくの字になって首と頭が引きちぎれて倒れている。何故かパンが転がっている。

ヒゲの生えた筋骨粒々の男は頭から股まで一直線に切り下ろされ真っ二つになって転がっていた。顔は何故か平に潰れていた。巨大な金棒も中程で真っ二つになって転がっている。いや、金棒の先端は幾つも小間切れになって転がっていた。

そして、滅茶苦茶に身体が繋ぎ合わされた

怪物の首が刎ねられて倒れていた。

 「我等は、ダンジョン競技のボディ・ビルダー邪戦斧隊だ。皆、ジャークで二・五トンを上げることが出来る。それでは、この部屋を通るために我等と戦え。一対一の五回勝負が良いか？それとも我々は十三人居るが総攻撃で全面戦争でバトリ合うかね。だが我々は強いぞ。かつて戦斧隊としてダンジョン競技に参加した前世の我等の肉体はダンジョニアン様の再生手術によって繋ぎ合わされ最強の戦士集団邪戦斧隊へと生まれ変わったのだ。我等の黒い腰布はよく見れば赤黒い事が判る。これは殺したダンジョン競技のプレイヤー達の血で染め上げられた血染めの腰布なのだ。お前達も首を切って鉤に引っ掛けて逆さ吊りにして血を搾り出し腰布の染料としてくれよう」

 ３メートル近くある巨人が戦斧を持ったまま言った。だが腕にある縫い目の様な入れ墨に沿って腕の毛が別の腕に変わっていた。そして背中にも腕が生えていた。

「どうする黒鷹」

戦士のトトン・マーレが言った。

「そうだな、ここで時間を費やすわけにはいかない。別のルートも考慮しよう」

黒鷹が言った。

「俺に任せて下さい」

ジーウは言った。

願ってもないチャンスだ。こういうシチュエーションは俺の為に用意されているようなものだ。しかもスタジアムの観衆が見ているに違いない。さっきの武闘台での戦いは狼男が自ら降伏したせいで不完全燃焼だった。

「どうするつもりだジーウー」

黒鷹が聞いた。

「代表を一人づつ出して一回の戦いで勝敗を付けましょう。オレ達が負ければ、このルートは通らないという事にします。そして俺が代表で出ます」

 ジーウーは言った。

「確かに格闘家の、お前なら一対一の戦いに向いているだろう。正直なところ、十三人全員と戦う訳にはいかない。このトレーニング器具の山を障害物にしても戦う事は難しいだろう。勝っても回復のために時間が掛かってしまう。やってくれるか？」

黒鷹は言った。

 「任せて下さい」

ジーウーは言った。

 相手はデカイ巨人族や牛頭人族や鬼人族達を改造したバケモノ達だ。だが誰が出てこようと勝ってやる。

 何故なら武覇山流は最強だからだ。

 「お前達の代表を一人出せ。代表者を双方が一人出し、一回のバトルで通過できるか通過できないかを決める。この条件を飲めるか」

黒鷹が邪戦斧隊に言った。

 「良いだろう」

 邪戦斧隊の鬼人と岩巨人と小人族の顔が三つも付いている奴が言った。同時に喋っている。

邪戦斧隊は酷いバケモノの集まりだった。

「勝てなければ降参しろジーウー」

黒鷹は言った。

 「俺には負けはありませんよ」

ジーウーは言った。

そして前に出ていって走ってトレーニング・マシンを飛び越えた。

「出てこい！俺は武覇山のシュイ・ジーウーだ！」

ジーウーは名乗りを上げた。

「それではポゴン行け。邪戦斧隊の恐ろしさを、人間の小僧に教えてやれ。戦斧で殺してから手足を引きちぎってバラバラにしてやれ」

三つの頭が付いた巨漢の男が言った。

 「ガゥゥゥゥウウウウウ」

 顔の下半分が岩巨人で、顔の上半分が人間の怪物が奥の方から現れた。腕には戦斧が握られている。

黒い腰布を履いている。そして腕は全て色が違った。右腕は鱗が生えている腕。左腕は剛毛の腕。

 「わざわざ、二本腕の奴を用意してやった。だが、身長差は埋めがたいな」

 三つの頭が付いた巨漢が言った。

 「構わない。俺は３メートルあろうと負けることはない」

 ジーウーは邪戦斧隊のポゴンを見ながら言った。足で八陣を踏んで回転して低く構えた。

さあどの門派で戦うか？武覇山には様々な流派の拳術が集まってきている。そしてジーウーは四つの門派を完全にマスターしていた。

 だが、三メートル在るような巨漢の筋肉の塊の怪物には強烈な打撃力を誇る八剛門の轟雷掌を使わねばならないだろう。

 相打ち覚悟の一撃で決める。

 ポゴンは戦斧を振り上げた。

「グルゥゥゥウウウウ」

 星深門の虚燕歩で戦斧を避けた。

 マシントレーニングの機械のフレームが戦斧で切り裂かれた。

確かに威力は物凄いようであった。

 スピードもそうだ。

次々と巨大な戦斧の重さが無いかのような攻撃を繰り返してくる。

 虚燕歩で足を繋いで避けていく。

 だが、無尽の歩方を誇る虚燕歩で繋ぎ続ける事で避けることは十分可能だった。

 更に動きを早く複雑にする八陣門の歩法を使うまでもなかった。

そしてポゴンが戦斧を真っ正面から振り下ろしてきたとき。

一歩前に出た。

そして轟雷掌を三メートルある、ポゴンの腹に打ち込んだ。

ポゴンの動きは止まり前に倒れた。

 そして音を立てて倒れた。

ポゴンは目玉が血と共に飛び出て耳から血が噴き出して舌が大きく伸びて口から血を吐いている。

 「どうしたポゴン立て！邪戦斧隊は皆、心臓が五つ在る！ただのボディーブロー一発で倒れるな！邪戦斧隊の名誉に掛けて立ち上がれ！」

 三つ顔の怪物が叫んだ。

 「俺が倒した。これが武覇山の拳術だ」

 ジーウーは言った。

 「何だと貴様如き小兵の手の平にどれだけの力が在るというのだ。我等は最強の戦士集団邪戦斧隊だ！」

三つ顔の怪物が叫んだ。

 「見苦しいぞ。邪戦斧隊！お前達は一対一の一回勝負のルールを呑んだ筈だ！この部屋は我々が通過する」

黒鷹が言った。

「ジーウーよくやった。大金星だ」

 黒鷹が言った。

　


 スカイ達は迷路を歩いた後、目の前に現れた青い扉を開けた。

中はラメゲが居た空間と同じぐらいに広い空間が広がっていた。

 そして冷気が押し寄せてきた。

 黒い袖無しのＴシャツ一枚のスカイは寒くなった。

そして、何も無い空間の床をスケート靴を履いて滑っている男女のペアが居た。

 「何だよ、何、アイツ等は滑って居るんだ」

 スカイは床に脚を踏み入れた。途端にツルンと滑って前後に開脚して転けた。

 「な、何だコレは、床が滑るぞ。いや、床が氷で覆われている。そしてツルツルだ」

 スカイは立ち上がりながら言った。

床を触ったら氷だ。手がくっつきそうになった。

 「来たな」

 「来たわよ」

 氷の床の上で二人の男女はスピンしながら。言った。

「また、変な奴等が居るな」

スカイは言った。

「オレの名前はダンジョン・ストーカーズ一のハンサムガイ、カダミー！」

金髪の男が黒いピッチリして金と銀の糸で刺繍をされた服を着てスピンしながら名乗った。

「わたしの名前は、ダンジョン競技の一輪の薔薇マアン」

 茶色いショートヘアーの化粧の濃い赤いミニスカートのドレスの女がスピンしながら言った。

 スピンして二人の怪人達は近づいていった。

そしてカダミーがマアンをリフトして持ち上げてポーズを決めた。

「二人合わせて！ダンジョン・ストーカーズ、キリング・ランキング九位！氷上の踊り手アイシー・ダンサーズ！お前達をこのリンクの上でボコボコにして、ぶち殺す！」

 カダミーとマアンは手を開いてポーズを決めたまま滑りながら言った。

 「まいったな、ハンデ・マッチだ。アイツ等は、この氷で覆われたリンクを自分の家のように熟知している。練達のスケーター達だ。

片やオレ達は、このツルツルの氷の上では立つことすら叶わない」

マグギャランは氷の上で立ちながら言った。そして直ぐに、すっ転んだ。

「痛っ！傷口が開きそうだ！」

マグギャランが立ち上がりながら言った。

コロンも転がって背中で滑っている。

 「いくよマアン」

 カダミーがマアンの肩に手を掛けて言った。

 二人で手を繋いで氷のリンクの上を滑り始めた。

「任せてカダミー」

マアンが言った。

 「確かに分が悪いが。ラメゲの居る部屋を通り抜けようとする方がアブねぇぞラメゲはダンジョンストーカーズ、キリング・ランキング４位だが、コイツラはキリング・ランキング９位だ。ランキングからすればコイツラより楽なルートは無いだろうな」

スカイはバランスを取りながら言った。

 「そうだな。コイツラを倒すか」

マグギャランは腰の剣に手を掛けた。

 「いや、ルール上は、この部屋を通過すれば良いんだ。無理して倒す必要はない。何とかして、あの二人の攻撃をかわして通過するぞ」

スカイは向かってくるカダミーとマアンを見ながら言った。

 スカイは氷の上を滑って部屋の端の方へと向かおうとした。だが、スカイのブーツでは氷の上でバランスを取ることが難しい。

 「君が輝く瞬間さ！」

カダミーはマアンの手を持って、マアンをグルグルと回し始めた。マアンが空中に浮いた。

「そうよ、わたしが輝く瞬間！」

そしてカダミーが手を離した。

マアンが凄いスピードでスカイの方へ飛んでくる。

げ、何というスピードだ。

スカイは直滑降の様な姿勢で両腕でバランスを取っていた。だが回避しようにもマアンは凄い勢いで突っ込んでくる。

 避けらんねぇ！

 「エルボー！五連スピン薔薇吹雪！」

 マアンがスカイの前で着地して回転を始めた。スカイのコメカミにマアンのエルボーが襲ってきた。だがスカイは両腕を交差させて受けた。

 どかっとスカイの腕に衝撃が走った。

「うげっ！」

スカイは氷の上を滑って吹っ飛んでいった。

 反射的に反対方向へ飛んで正解だった。

華奢に見えてマアンのエルボーは凄い威力だ。

 スカイの鉄の手甲で覆われた左腕は痛んだ。

 「イテェじゃねぇかよ！」

スカイは姿勢を入れ替えながら言った。

 「どうやらクリーン・ヒットを逃れたようね。本来なら今の一撃であなたの頭蓋骨は陥没して脳に頭蓋骨の破片がグチャグチャに突き刺さって即死していたはずよ」

 マアンが回転して離れていきながら言った。

 その先ではマグギャランがカダミーに捕まっていた。

 「ぎゃっ！スカイ捕まった！助けてくれ！

コイツ香水の匂いがキツ過ぎる！うわっ凄いキツイ匂いだ！」

 マグギャランがカダミーに後ろから羽交い締めにされて氷の上を滑っていた。

 「大丈夫か！マグギャラン！」

スカイは氷の上を滑っていった。だがスカイの滑る速度ではマアンを止めて分断させる事は難しかった。

 「行くよマアン！」

 カダミーがグルグルと回転しながらマグギャランをリンクの真ん中に引っ張っていった。

 「任せてカダミー！」

 マアンが低い姿勢で回転を開始して、リンクの真ん中で背中を曲げて脚を持ってスピンを開始した。

 カダミーがマグギャランを連れて回転するマアンへと近づいていった。

 「やめろ！離せ！」

マグギャランは叫んだ。

 そして……

 「百三十回転スピンキック！」

マアンはグルグルと回転して氷上を跳ねながらマグギャランの顔を連続して蹴りつけた…？？？

マグギャランはカダミーの足を自分の両足でロックして、ぶら下がっていた。

「離せバカ！」

マグギャランの重みで前屈みになったカダミーが叫んだ。

そしてカダミーの顔にマアンの回転蹴りがヒットした。

「ぶっ！オレの美しい顔が！」

 カダミーが顔を押さえてマグギャランを離した。マグギャランは、腹這いになったまま氷の上を滑っていってマアンの横を通過した。そして匍匐前進で逃げていた。

「ああっ！どうしたのカダミー！」

マアンが蹴りを止めて顔を押さえて氷の上で蹲っているカダミーに近づいた。

「おおっ、君の筋肉質の足の蹴りをオレの美しい鼻っ面が食らってしまったのさ」

カダミーが顔を押さえた手の間から鼻血を垂らして言った。

 「ああっ！何て事なのカダミー！私の筋肉質の足の蹴りがあなたの美しい鼻っ面に当たってしまったのね！」

 マアンがカダミーの横で言った。

マグギャランは氷の上を匍匐前進で這って逃げていた。

 「先にあの魔法使いを始末しないカダミー」

 マアンが入り口付近で転がっているコロンを見ながら言った。

「それは、名案だよマアン。君のスピン・キック一発で死にそうな、ひ弱な小娘だ」

 カダミーが言った。

 「いくよマアン」

「任せてカダミー」

 鼻血を垂らしたカダミーとマアンは再び手を繋いで氷の上を滑り始めた。

コロンは、まだ氷の上を背中で滑っていた。

 不味い、コロンでは奴等の蹴りを一発でも食らったら即死は間違いはない。

 だが、コロンにも話は聞こえていたようだ。亀のように氷上でバタバタと手足を動かし始めた。

そして、腹這いになったコロンは杖の先端に幾つもの小さいライターの魔術で作った火を集めて火の玉の小さい奴を作った。それを氷の表面に近づけて氷を溶かし始めた。火の玉が杖から離れて飛んでいった。いや、飛んでいったのではない。氷を溶かしながらコロンの回りに円を描いた。

 「ああっ、何、この火の玉は？」

 マアンが火の玉の前で止まりながら言った。

 「何か変だよマアン。魔法使いの火の玉にしては動きが変だ。こんな動きをするはずはない」

コロンは背中で氷の床を滑ったまま自分の回りに火の玉を持ってきた。

 そして魔術の杖で氷の床をひっぱたいた。

すると、火の玉が二つに分かれた。

 そしてカダミーとマアンを追いかけ始めた。

 「ちょっと、この火の玉は何なの？私を追ってくるわよ」

マアンが逃げながら言った。

「いや、ボクの方も追ってきている」

カダミーが火の玉から逃げながら言った。

 「あれをやるわよカダミー」

 マアンが言った。

「そうさ、あれをやるよマアン」

カダミーが言った。

 カダミーとマアンは近づいていって手を握りあった。

 「ワン・ツー」

 カダミーとマアンはステップを踏んでコロンの火の玉から逃れていった。だが、コロンの火の玉はカダミーとマアンの回りをグルグルと回っていた。

 スカイはマグギャランに合図をした。

マグギャランは何となく判ったようだ。カダミーとマアンの前の方から近づいていった。

スカイはタイミングを見計らっていた。

カダミーとマアンの後ろから左の膝を付いてゆっくりと滑って行っていた。

 カダミーとマアンは手を繋いでステップを踏んでコロンの火の玉を避けていた。

 スカイはカダミーとマアンの背後から忍び寄っていった。

よし、まだ気付かれていねぇ。

マグギャランは剣を抜いてカダミーとマアンの正面から近づいていった。

 「なんだい、彼は、この、氷の上で剣を振るえるとでも思っているのかいマアン」

カダミーは足を振り上げながら言った。

「甘いわよ、私達のステップ蹴りで蹴り殺して上げましょう。剣など、この氷上の上では何の役にも立たないことを教えて差し上げてよ」

 マアンが、コロンの火の玉をステップで避けながら言った。

 マグギャランは剣を斜めに構えた。

そして…スカイは。

「おりゃ！この野郎！」

スカイはカダミーとマアンの足首を掴んで引っ張った。

 コロンも判っていたようだ。火の玉がスカイを避けて動いた。

空中に飛び跳ねながらステップを踏んでいたカダミーとマアンが氷の上に、すっころんだ。

 「痛っ！」

 カダミーとマアンが同時に声を上げた。

コロンの火の玉はカダミーとマアンから離れた。

「何？いつの間に背後から忍び寄った」

 カダミーが俯せに倒れたままスカイを見ながら言った。

 「こちとら七歳の頃から冒険屋を、やっているんだ。簡単に気配を読まれるかよ」

 スカイは言った。

 「やったぞスカイ。一気に形勢逆転だなアイシー・ダンサーズ。動くと切る」

 マグギャランが剣を突きつけながら言った。

 「ふっふっふっ。それで勝ったつもりかい」

 カダミーが言った。

 「そうよ、私達はダンジョン・ストーカーズというプロスポーツの殺人アスリートよ」

 マアンが言った。

「ふむ、剣を突きつけられたんだ、素直に降伏して、オレ達を通すんだな」

マグギャランが言った。

 「甘いわよ！エビ蹴り！」

マアンが叫びながらエビ反りになってスケート靴の刃でマグギャランの剣を跳ね飛ばした。スカイの掴んでいる足とは反対の左足で蹴飛ばしたのだ。すごい柔軟性だった。

「そうさ、甘いのだよ！トオ！」

カダミーが足を回転させてスカイを弾き飛ばした。

カダミーは床運動の様に手を氷の上に付いて回転を開始した。

 マアンもスカイの左手首をスケート靴で叩いて振り解き、低い姿勢から床運動の回転を開始した。

そして２人とも立ち上がった。

 「それじゃ、行くよマアン」

「任せてカダミー」

 カダミーがマアンを空中に放り上げようとした。

「おい、ちょっと待て、何で女が攻撃するんだ」

 スカイがカダミーとマアンに言った。

二人の動きが止まった。

 「それは決まっているじゃないかマアン」

カダミーが言った。

 「この氷上舞闘流スベラバではリンクの花である女性が常に敵を攻撃をするのよ」

 マアンが言った。

「それって何か間違ってねぇか」

スカイは腕を組んで言った。

「どこが間違っているというの」

マアンが氷の上に膝を付いているスカイに向かって両手を腰に当てて、腰を折りながら言った。

「そうだよ、スベラバにオレたちは青春を賭けて打ち込んでいるんだ侮辱することは許さないよ」

 カダミーが胸を張っていった。

 「よく考えて見ろよ。普通は男が危険な事をやるんじゃねぇの。敵を攻撃したりするのは男の仕事じゃねぇのか？」

 スカイは言った。

「確かに、そうだ。普通は男が危険な仕事をして、女は家で家事と育児に励む物だよ。マアン、何で君は、そうしないのかね」

カダミーが言った。

「なんて、古くさい男尊女卑主義者なのカダミー！最低よ！」

 マアンが金切り声のような叫び声を上げた。

 そしてマアンがカダミーの右頬を張った。

 カダミーが驚愕した顔をした。

 「オレを、ぶったね！」

カダミーが頬を押さえながら右手でマアンを突き飛ばした。

 「何さ！ずっとペアを組んできたけれど、あなたが男尊女卑主義者だったなんて騙して居たのね！」

 「騙して、なんかいないさ！君は最初から、スベラバのパートナーでしかないのさ。筋肉ムキムキの殺人アスリートの君が女という性別に見えるとでも思うのかね」

 カダミーが頬を押さえながら言った。

 「キィィィィィィ！カダミー！わたしは美の化身なのよ！芸術的に氷の上を舞って敵を殺すスベラバの花！女性美の極致！私こそ、ザ・女よ！」

マアンが両腕を振って言った。

 「ふん、化粧落とした顔は大分違うじゃないか、美の化身が、やれやれだよ」

 カダミーが肩を、すくめて言った。

 「カダミー！」

 マアンがカダミーの顔を張った。

「二度もオレをぶったね！女の癖に！」

カダミーが言った。

 マアンが無言でローリング・ソバットをカダミーの顔にヒットさせた。カダミーの顔が仰のいた。また鼻血が出ている。

「三度もぶったね！しかも顔を足蹴にした！バカにするなよマアン！オレだって、やるときはやるさ！」

 カダミーが中段回し蹴りをマアンに放った。

 マアンは回し蹴りを脇腹に食らった。

 そしてカダミーとマアンは無言のまま蹴り合いを始めた。

 スカイはコロンを手で呼んだ。コロンは頷いて火の玉で溝を作りながら、その溶けた溝を伝って歩いてきた。スカイ達の近くまで来たが、どうも氷の層は薄いようだ。コロンの火の玉で十分に溶かせるようだった。

 「ふむ、隙を見てアイツ等を剣で殺した方が良かったのではないか」

マグギャランが腕を組んで言った。

 「別にいいじゃねぇかよ。通過は出来たんだから」

 氷の上では凄まじい蹴り合いが行われていた。

 そして蹴り合いからスピンしながらカダミーとマアンは、ぶつかりあっていた。

このペアは解散だな……スカイは、そう思いながら首を縮めて、こっそりと扉を、くぐった。

 ちょっとバツが悪かったかな。

　


 サファお姉さんが赤い扉を開けた。

 「あ、あの人らっきょう頭だ」

ルルが言った。

 「しっ！」

メルプルは慌ててルルの口を背後から塞ぎながら言った。

 ただっ広い空間にはソファが一個とサイド・テーブルがあった。

 そしてソファには、だらしない格好で片足をソファから垂らして寝転がっているスーツ姿の男が居た。

剣のような物がソファに立てかけてある。

目が少し悪いメルプルの視力では、ぼやけて沢山ある剣の数を数えることが出来なかった。メルプルは勉強するときには眼鏡を、かけているのだ。

 そして何故か穴の開いた魔法瓶が落ちていた。そして小さい水たまりが出来ていた。

ゴミの不法投棄だろうか。こんな場所なのに？

 この男が第四ゾーン「力と技と知の闘技場」でバトルを行うダンジョン・ストーカーズの一員に違いない。たった一人で居るところが怪しかった。

 何か秘密があるに違いない。

しかし、いきなりルルは挑発するような事を言ったのだ。

確かに、らっきょう頭だがストレートに言いすぎだと思えた。

 きっと自信と自己主張で固めた髪型に違いない、らっきょうと言っては怒り出すかもしれない。

いや、だが、らっきょう頭はソファの上で横になったまま動こうとしない。

 「ルル抜き足差し足で、音を立てずに気付かれずに向こうの扉を目指して行こう」

メルプルはルルの耳元で言った。

ルルは判ったのか頷いていた。ルルの頭の後ろに付けているリボンがメルブルの顔に当たった。ルルよりメルプルの方が少し身長が高いのだ。いや、実はサファお姉さんを除いて一番背が高いのがメルプルだった。

 ルルは、そのままメルプルに口を押さえられたまま横歩きを始めた。

 メルプルはルルに引きずられていった。

他のメンバーもソロリとソロリと歩いていく。

 「あー、女は通って良いよ。俺は雇用時の契約で女は切らなくて良いことになっているんだ」

 らっきょう頭の男がソファで寝返りを、うちながら手を振って言った。

 「気に入らない。ただのセクハラ男じゃない」

ウロンが眼鏡を直しながら言った。

 「でも、通してくれるなら通して貰った方が楽だよウロンちゃん。バトル・クジの時のように誰かが怪我をするかもしれないし」

ルルは言った。

 「私が負けたことを根に持っているの」

ウロンがルルに言った。

 「え？違うよ」

 ルルはビックリして首を振って言った。

 「そこの姉さん。あんたは第十四師だろ。俺がガキの頃見たことがある。オヤジが第三師に殺されそうになったとき命を助けてくれた。オヤジは片腕を失うぐらいなら殺されれば良かったと文句言っているが俺は感謝しているよ。ありがとう」

ラッキョウ男は手を振っていた。

 第十四師とは一体何なのだろうか。メルプルは不思議に思った。どうもラッキョウ男はサファお姉さんの過去を知っているらしかった。

　


 ジーウーは黒鷹と共にポイズン・ガンを追っていた。マゼンタ色のドアの向こうには、奇怪なロボットが居た。

 「わたしはダンジョンストーカーズ、キリング・ランキング八位の「メマシー博士」だ。魔法都市エターナルから除籍された天才ロボット・マスターの力を見よ」

 ジーウーは目の前に現れた三メートル二十五センチ近くある高さのロボットを見た。金属の卵の様な胴体に手足が付いている。だが、卵形の胴体は開いており、中には白衣を着ている髯と眼鏡を掛けた中年の男性が座っていた。

 「キュピンさんが死にかかって居るんだ、お前なんか、お呼びじゃない！どけ！」

ジーウーは叫んだ。当然だった。全身にバカと書いてあるような奴だった。

 「それでは、お前達を殺すぞ！最強ロボット、ボトルシェイカー起動！サイキョー！死ね！サイキョー！死ね！サイキョー！死ね！」

胴体の上の方が閉まった。

卵形の胴体に鋼鉄の仮面が付いていた。

右腕の鋼鉄の鉤爪が振り回されて襲ってきた。ジーウー達、黒鷹のメンバーは避けた。

 騎士の黒鷹と戦士のトトン・マーレが、前に出て剣とハルバードを振るった。だが、ボトル・シェイカーの装甲に弾き返された。

 「効かぬよ！効かぬ！非力よ！非力！これぞ機械の力！フハハハハハハハハ！突進！そこのけ！そこのけ！私が通る！」

ロボットのボトルシェイカーが部屋の中を走り回った。車輪が踵と足の真ん中に付いていた。　

黒鷹達のパーティは陣形を崩して突進を避けた。

「ぬ、そこに横たわっているのは女だな。ボトルシェイカーの真の実力を見せてやる。クローシュート！」

ボトルシェイカーの右腕の鉤爪が打ち出された。

キュピンさんが鉤爪に挟まって捕まった。

 「ボトルシェイカー巻き上げ機作動！」

ボトルシェイカーの右腕と鉤爪を繋ぐチェーンが急速に巻き上げられていった。

 「フハハハハハハ。戦闘中に寝ているバカをまず最初に始末してやる。ボトルシェイカードリル作動」

ボトルシェイカーの左の手の平からドリルが出てきた。

「プチッと刺さって、ドリルでミンチにウィーンとなって吹き飛ぶのだフハハハハハ！これが天才の実力！」

 キュピンさんを捕まえたボトルシェイカーは高らかと、くぐもった声で宣言した。

「攻撃魔術が、あの装甲に簡単に効くとも思えません、切れ味増加の魔術を使いましょうか」

森人（エルフ）の魔法使いフラーが黒鷹に言った。

 「そんなモノ使う必要は無いですよ。おれが弱点を見つけました」

ジーウーは言った。

ボトルシェイカーの顔を見た。

そこには紛れもなく二つの目が見えた。

「本当か？ジーウー」

黒鷹が言った。

 「こんな馬鹿な機械の弱点はですね…」

ジーウーはボトルシェイカーの鉤爪攻撃を避けながら、鉤爪の付いた腕を蹴って三角跳びでジャンプした。

 「ここが弱点だ！」

 そして二起脚でボトルシェイカーの顔を蹴っ飛ばした。ジーウーの足に手応えが在った。

 「ぎゃっ！」

叫びと共にボトルシェイカーの鋼鉄の顔が床に落ちた。そしてメマシー博士の顔が出てきた。

鼻血を垂らしている。

見る見るうちに左目の上に大きなコブが出来た。

 「ううっ、何故だ、何故ここが弱点だと判った。最強の戦闘ロボット、ボトルシェイカーは製作予算の都合上、視界を確保するためには前のめりになって、顔を外に出して操縦しなくてはならん。その弱点を補うためにはパイロットは鉄の仮面を付けねばならない。この弱点が、どうして判ったのだ」

メマシー博士が言った。

「決まっているだろう。機械なのに人間のような目が金属製の仮面から見えた、ならば、そこが弱点だと思うの当然だろ」

 ジーウーが言った。

「バカめ、ロボットは人間のような目が付いている場合もあるのだ。無知に、やられたか…だが、ボトルシェイカーには必殺兵器のライトニング・ボルト・フィールド発生装置が付いている。貴様等を黒こげにしてやる！これが天才だ！これが天才の実力！死ね！死ね！死ね！」

 メマシー博士が叫んだ。

ボトルシェイカー背中から先端に球が付いた棒が二本出てきた。棒の先端には電光が走っている。電光が広がった。

 電光が黒鷹達第八パーティを襲おうと近づいてきた。

「あれ？」

メマシー博士の額に弓矢が刺さった。

ジーウーは振り返った。スカウトのクア・フルトが背中から外した、二連クロスボウを構えている。どうやら一発を撃ち込んだ、らしい。極めてドライな対処だった。

 ロボットのハッチが開いてメマシー博士の身体がツルンと力が抜けて軟体生物のように落ちてきた。　

メマシー博士は額にクロスボウの矢が刺さったまま白目を剥いて。ピクピクとしている。

「馬鹿な奴だが一応人間だ。だが、こんなロボットを作って人を殺し回っていたんだ。素直に成仏して、今度生まれ変わったら真っ当に生きろよ」

 黒鷹が言った。

　


 スカイ達は、マゼンタ色の扉を潜った。

そこには、鉄の巨大な塊が転がっていた。

そして、その横では頭に矢が刺さった白衣に眼鏡に髭を生やした中年の男を抱えた若い白衣の男が号泣していた。

「何をやっているのだ」

マグギャランが言った。

「さあな。とりあえず、あの鉄の塊は動かないみたいだし、俺達は、早いところ、通り抜けるぞ」

スカイは言った。

　


 黄色い扉の向こうは、らっきょう頭が居たのと同じ広い空間だった。だが、明かりは、ぼんやりとしていて部屋全体は暗かった。

 「あっ、クマの人形だ。テディ・ベアだよ」

 ルルは言った。

 だが、ただのテディ・ベアではなかった。

二足歩行で部屋の奧の方から歩いて出てきた。

「バカ、ムニィ。十五にもなってクマの人形如きに騙されるなんてダメだルルは」

ニャコが言った。

「この恥知らずな君達」

テディ・ベアは言った。

怨念と憎しみが籠もっているような若い女の声だ。

 クマのヌイグルミが近づいてきて立ち止まった。

「君達は女の子のくせに、拾い食いして下痢をするし、幼なじみに嘘ついているし、投げキャラにアッサリやられるし、人殺しだし、直ぐに男に声を掛けるし、全然駄目だ！」

 テディ・ベアが若い女の声で言った。

 「うんと、きっと下痢が私で…」

ルルは顎の下に人差し指を当てて考えながら言った。

「ルル腹痛よ」

楚宇那が怖い顔で言った。

「馬鹿者！下痢と口にするか、お前！」

 テディ・ベアが両腕を振り回しながら言った。

 「えへ」

ルルは舌出して自分の頭の後ろのリボンを叩いた。

 「嘘つきは私」

メルプルは言った。

そう、嘘つきなんだ私は。

 そして森人（エルフ）の自分より境遇が惨めで不幸な楚宇那と友達になったんだ。

ふふふふ……。

 でも、テディ・ベアに見抜かれるとは思わなかった……。

ああっ悲しいな。

 「投げキャラに負けたのはニャコ、ムニィ。でもヤツは毒を使う、格闘家に、あるまじき外道ムニィ」

ニャコが言った。

「人殺しは私。そう私は、この手で…」

 楚宇那が自分の手を見ながら言った。

「男に声を掛けるのは私、一生に一度のチャンスのいい男だったからよ。フッ」

 ウロンは腕を組んだまま眼鏡を直しながら笑みを浮かべて言った。

スカイは単純な男なのに。

どこが良いのかな。

 顔は目つきが悪いし、背はあんまり高くないし。私より低いのよね。昔は冒険者と呼ばれた冒険屋というゴロツキに近い仕事をやっているし。たしか７、８歳頃からやっているのよね……。

 「ド阿呆者共の君達！結局、君達は駄目な女の子達だから不合格だね！」

テディ・ベアが叫んだ。

 「なぜ、私が入っていない、そこのクマ人形」

サファお姉さんが言った。

「君は、人殺しだろう、しっしっ。何人、タビヲン王国で殺してきたんだい」

 テディ・ベアが腕を振りながら言った。

「このクマ人形は切られたいみたいね」

 サファお姉さんが言った。

「ふん、戦争犯罪人はシカトするんだ。なぜここに来たか教えるよ。これから君達をボコって顔の形を変えててやるのだ。君達を、ずっと観察していたが駄目で不合格であるが故にボコってやる。青タンを作って前歯を全部へし折って髪の毛を引っこ抜いてダンジョンの床に転がしてやるんだ」

 テディ・ベアが腕を振りながら言った。

 「ふん、クマ人形如きに負けないムニィ。毒さえ無ければニャコは強いムニィ」

 ニャコが構えながら言った。

 「あっ！思いだした！このテディ・ベアはきっとステディ・ベアだ！女の子を幸せにしたり不幸にするんだよ！」

ルルは指を差して大声を出した。

 メルプルも思いだした。それは恐い話に出てくる妖怪だ。コモンでは有名な都市伝説なのだ。ステディ・ベアとは最初は拾った女の子の所に幸運を呼ぶ幸せのテディ・ベアなのだが、機嫌を損ねると不幸を呼ぶテディ・ベアとなるのだ。

 コモンの女の子の間では有名な話らしいが、メルプルはコモンのハーベス王国出身のルルに聞くまで知らなかった。

クォーターの森人（エルフ）はコモンでは仲間はずれなのだ。だから勇気を出してモンスターや亜人類、少数民族達が集まるフラクターの学校に入ったのだ。目論み以上に良い友達が沢山出来たのは嬉しかったがパパがダンジョニアン男爵化するなら行かなければ良かった。私がブルーリーフ町にいれば、こんな殺人ゲームを始める事はなかったに違いない。でもルル達に会うことも出来なかったはずだ。どっちも選べなかった。

「愚か者ぉ！心の綺麗な女の子のみを幸せにして，心の汚い女の子を不幸にするのだよ。世間のデマになんぞ騙されては駄目だよ！もの事の本質を見透かすんだ！」

 ステディ・ベアが腕を振ってジャンプして言った。そしてメルプルの方を向いて続けた。

 「良いことを教えるよ。メルプル・ブルーリーフ、良く聞くんだ。君の父親のダンジョニアン男爵には魔物が取り憑いているんだ」

ステディ・ベアは言った。

 え？

 メルプルは顔が強ばった。

何を言い出すのかと思ったら魔物？

一体何なの？

 でも、このステディ・ベアも魔物であることは間違いない。

でも魔物が人間に乗り移れるなんて信じられなかった。

「ふふふふふふふ、それではまた会おう。その時に、君達をボコってダンジョンの床に転がしてあげるね」

ステディ・ベアは空気を入れて膨らませた風船が手を離して勢い良く飛んでいくようにピョンピョンと天井や床に跳ね返りながら奥の方へ飛んでいった。そして、その奥の方には耳の尖った七歳ぐらいの女の子がいた。

 「あ、女の子が居るよ」

ルルが言った。

「あれもダンジョン・ストーカーなのじゃない？」

ウロンがレーザー・ブラスターを触りながら言った。

プラチナ色の巻き毛が背中まで伸びている様だった。その女の子の腕にステディ・ベアーが抱かれると。床が、せり上がって来て女の子とステディ・ベアはその中に入った。

あの女の子は？

何となくメルプルのパパとママに似ていた。

まさか！

メルプルは、自分の妹のマルプルが成長した姿に間違いないと思った。

 だが、声を上げるよりも先に、せり上がった床は閉じていってしまった。

 「どうしたのメルプル」

ルルが言った。

 「あれが妖怪ステディ・ベアなのルル」

 メルプルは話を、そらした。

「わたしだって初めて見たから、よく判らないよ。でもステディ・ベアって不幸にしない場合も在るんだよ」

ルルが人差し指を顎に当てて考えながら言った。

 「ただの怪物じゃない。あの喋り方」

ウロンが眼鏡を直しながら言った。

 「違うの。ステディ・ベアは気に入った女の子は幸せな結婚まで手伝ってくれたり、貧乏だったら、お金持ちにしてくれたりと幸福にしてくれたりするんだけど、気に入らない女の子には、とてつもない考えようもない様な不幸に陥れるのよ。それが酷すぎてどんなに恐ろしいかは誰も知らないんだって」

 ルルは思い出すように上を見ながらで人差し指を顎の下に当てて考えていた。

 「私達、嫌われているみたいね。さっき青タンを作るとか言っていたし」

メルプルは言った。

 クマ人形にまで嫌われるようなら、お終いだ。

でも、あの女の子がメルプルの妹のマルプルなら、あんなに大きくなったんだ。最後に見たときは、はいはいしていたときだったのに。

　


 「いかんね。ステディ・ベア君が暴走しているよ。ダンジョン・ストーカー、キリングランキング３位としての自覚が彼には足りないね」

 ダンジョニアン男爵は言った。

 「やはり彼女達が美少女としては欠陥品故に、やるせないのでしょうか」

「君は物事の本質を見ることが出来ないねラビリーナ君。これはステディ・ベア君のストライク・ゾーンに入ったんだよ。彼は普通よりストライク・ゾーンの位置が少しばかり変わっているんだ」

ダンジョニアン男爵は言った。

 「はて、ストライク・ゾーンですか。奇怪な言葉ですね」

「君も勉強が足りないよ。君は形而上学に凝りすぎているから形而下の事を見下す傾向がある。形而上の事と形而下の事は不可分なんだよ。二つに分けることは良くない」

 「でも私はやっぱり、哲学者ですから。公共の通念的道徳を破壊することにより人間社会の再生の糸口を見いだしているのです。まずはサル山の道徳から、やり直して始めましょうと言うことです。所詮人間は少し賢いサルでしかないのですよ。今の人間は生物として間違った所に居ますからね。ただのサルがブランド品を身につけて札束をくわえて、携帯電話を持っている、サルの三人家族の家族団欒の姿を想像すれば、そのバカらしさ、勘違いの程という物がよく判るという物です。我々のように理性に従っている一段と高い、猿の壁を越えた存在とは違うのですよ」

ラビリーナが笑いながら言った。

　


 ダンジョンの通路に白いドレープの掛かった服を着た腰まである長い黒髪の女が居た。

 サシシ・ラーキだ。

「あっ、そこの美女。ダンジョンの片隅でお困りのようですね。ここは紳士な、わたくしめがエスコートをせねば」

 マグギャランは一人たたずんでいるサシシ・ラーキにヘロヘロと、よたついた足取りで近寄っていった。

革のコートのポケットから勝負用の香水「ゴロジ」の小瓶を出して首の回りに掛け、口にもローズミント系のブレスケアをシュッシュッとやっている。そして手鏡を取りだして髪型をチェックした。

 ヤツは本気も本気の大マジのようであった。

 「だらしがないですね。山賊の頭や、毒殺魔、ギャング団の若頭ですら、邪戦斧隊に敵わないのですから。私一人が勝つとは嘆かわしい話です。最近の男性は駄目ですね」

 サシシ・ラーキは振り向いた。

こぼれるような優しい笑いを浮かべている。

確かに近くでみると飛んでもない美人だ。

誰だって認めるだろう。

 瞼が少し厚ぼったいが、それが魅力の源泉かもしれない。

だが、この女は殺人宗教「殺しの秘文字」教の邪神官だ。騙されてはいけない。

スカイは一人頷いていた。

 「マグギャラン！食われて殺されるぞ！近づくな！」

スカイはマグギャランに叫んだ。

「バカを言うなスカイ！殺されても良い女性が居るとすればズバリ彼女だ！俺は冒険に行く！愛と勇気が騎士道さ！モロ、フェロモン！ビンビン！あのドレープの付いた服の上から見える胸は、ただごとではないぞ。人類の未踏峰を確かめねば！オレは冒険家だい！」

 マグギャランはサシシ・ラーキに近づいていった。確かに何故かサシシ・ラーキの胸は、そこに視線を集めるような怪しい力があった。特に目立って胸が大きいわけではない。大体ドレープの付いた白い服では胸の大きさなんか判るはずは無かった。

 なんなのだ、この怪しい力は。

 スカイは頭を振った。

 「駄目だ！マグギャラン！近づくな！逆に精気を吸われてミイラにでもされるぞ！あれは人間じゃねぇ！行くな！」

 スカイは叫んだ。

確かに、そんな危険な匂いがプンプンする女だった。

だが、マグギャランは雄々しく前に進んでいった。

 ああっバカ！

だから、あんなに沢山のエロ本を読むなって言ったのに！

 コロンはスカイの横で腕を組んで首を傾げていた。

 いきなり、マグギャランは膝を付いてサシシ・ラーキの手を取って白い手袋の手の甲にキスした。

「レディ。こんなダンジョンの中で、連れもなく、お一人とは、さぞ、お困りでしょう。この無所属騎士の小生めが、後ろに控えている従者二人と共に、レディの、お悩みを解決いたしましょう。何て素敵な手なのでしょう。握るだけで幸せになれます。ああ幸せだ」

 マグギャランは幸せそうな顔で言った。

その顔はサシシ・ラーキの周りにいた極悪人達と同じような顔だった。

「誰がテメェの従者達だよ！俺は誰の従者にもなったことはねぇよ！」

 スカイは叫んだ。

 隣のコロンもムッとした顔で頷いていた。

 「騎士の方ですね。あなたは深い悲しみの中に居ますね。心を突き動かすのは復讐心。ですが今のあなたには力がない。で、取りあえず女にかまけてポルノ雑誌を集めていると。特に好きなポルノ雑誌は「夜遊びナイト倶楽部」」

サシシ・ラーキは言った。

「どうして「夜遊びナイト倶楽部」だと判るのですかレディ……」

マグギャランは動揺した顔で言った。

確かに、アイツが、よく読んでいるエロ雑誌だった。

 「痛いですね。強く手を握っています」

「これは失礼を、レディ」

「あなたは下半身は不実ですが、上半身は、かろうじて誠実な方のようです。頼みがあります。騎士の方」

「頼み？頼みとは何でしょうかレディ」

 マグギャランは言った。

 「実はですね。時間が来ているのですよ。

騎士の方」

 サシシ・ラーキは細い秀麗な眉を曇らせた。

「時間、シンデレラの魔法の様な時間なのですかレディ。魔術が解けても、あなたの美しさは変わりませんよ」

マグギャランは適当な事を言った。

それにしても歯が浮くような恥ずかしい台詞だ。どこから出てくるんだよ。

やっぱりエロ本なのか？

「私は、これより、口にするのも、はばかれるような、恥ずかしい、どカマトトになってしまうのです。殺しの秘文字教の神官サシシ・ラーキから、戦の秘文字教の神官ルシルスになるのです。そのあと、わたしが無事に外へ出られるように便宜を図って貰いたいのです」

 サシシ・ラーキは言った。

おい、何人も殺しておいて自分の命は大事なのかよ。

 スカイはムカついた。

「ああっ・来た！」

 サシシ・ラーキは頭を抱えて蹲った。

 「あああああああああああっ！」

 身もだえしていた。

ムチャ色っぽかった。

だが、殺人宗教の神官なんだよな、この女は。

 騙されてはいけない。

 スカイは腕を組んで頷きながら見ていた。

 神秘的な目が、厚ぼったいアンニュイ感じの瞼になった。いや、同じ顔なのだが何となくトローンとしているのだ。全体的に、ほのぼのとした感じの雰囲気に変わった。

 そう、極悪人の筈のサシシ・ラーキが、ほのぼのとしたのだ。

何が起きたんだ。

そしてダンジョンの床にペタンと腰を下ろした。両手でグーを作って口の前に置いて上目遣いでキョロキョロと回りを見ていた。

 「ここは何処です。嫌！こんなダンジョンに誰が連れ込んだのです？」

 サシシ・ラーキが言った。

スカイは頭が痛くなった。余りにも甘ったるいキンキン声で喋っていた。これが地声なのか？本当かよ？こんな女が居るのか？

「あなたですか？いやん！手を握らないで！エッチ！」

まだ、サシシ・ラーキの手首を持っていたマグギャランはサシシ・ラーキに両手で突き飛ばされた。

 「うおっ！」

マグギャランの悲鳴が上がった。

身体が文字通り爆発的に吹っ飛んだ。

 ５メートルぐらい吹き飛ばされて壁に、ぶつかった。

 「なんじゃい。これは」

スカイは驚いた。サシシ・ラーキは細身の身体だ、手なんか指が長くて細い。今白い服の袖口から見えた腕も真っ白で細い。何処に、こんな力が在るのか謎だった。

 「ご、御免なさい、軽く押したら吹き飛んでしまって、でも、わたしは貞節の誓いを立てた「戦の秘文字」教の神官なのです。見ず知らずの殿方と手を繋ぐなど出来ませんったら、出来ません」

 サシシ・ラーキはマグギャランに首を横に振って言った。

 「ああん！大変です！わたしが眠っている間にママや、お姉さま達に内緒で、悪い子の、わたしが、こんな得体の知れない場所に連れてきたんです！きっとそうです！ああっ大変です！わたしは、か弱い女の子なのに！大変ですったら大変です！」

 サシシ・ラーキは胸に両手を当ててキョロキョロしていた。

 マグギャランは壁に背中を貼り付けたまま見ていた。

 「なんだ、全然違うではないか。あの濃厚な心中を遂げたくなるような危険な匂いが無くなって、ただのガキんちょではないか…いかん、いかん、だが、顔と胸を見てはいかん。胸に磁力のような強い力を感じる」

 マグギャランは言った。

確かに全然、話し方が違った。

 雰囲気はトローンとしてはいるが、とてつもない美人であることには間違いはなかった。

近づけば近づくほど美人に見えるようだ。

 それと同時に骨抜きになるような感じの怪しいオーラ感じた。オーラが吹き出しているのだ。ルル・ガーテンも強いオーラを持っているが、どうも種類は別物のようだ。

何かの新手の妖術かもしれなかった。

 「あのう、ここは何処ですか。何処の国なのでしょうか…コモン語にも訛が感じられます」

 「ここは、ヒマージ王国のダンジョンニアン男爵のトラップシティだ。知って居るんだろうサシシ・ラーキ」

スカイはサシシ・ラーキに言った。

 「え？わたしったら、何て遠い所まで来ているのでしょう。お家に帰るのも大変です。お金は…ああっ！お財布が無い！在りません！セルラ、お姉さまが作ってくれたベロンバの、お財布が無い！いつも外出するときは持っているはずなのに！」

 サシシ・ラーキは白い服の懐を探っていた。

くーん

 くーん

と、子犬のような鳴き声出して涙を流していた。

 「それじゃ、オレ達は一位にならねばならないんだ、先に行くからな。来いよマグギャラン、コロン」

 スカイは右手でマグギャランに合図をした。

 「確かに、こんな風にガキンチョに変わってしまうとなると、急に元気が無くなるな。俺は基本的に大人の女性が好きなのだ」

 腕を組んでいたマグギャランはスカイの方へ歩いていった。

 「一人にしないで！わたし、恐がりなんです！ダンジョンで迷子のわたしを、お家に帰らせて！」

 サシシ・ラーキが慌てた声で言った。

 「だって、お前は殺人宗教の「殺しの秘文字」教の神官サシシ・ラーキだろ。何人、今まで人間を殺してきて居るんだよ。俺は人生でゼロだぞ。これが普通なんだよ。常識だよ、常識。じゃあな」

スカイは言った。

 「見殺しでも殺人ですよ！」

サシシ・ラーキは床に片腕を付いて、もう片方の右手を伸ばしてスカイ達に助けを求めている。

 何か、さり気なくスカイの痛いところを突いてきた。

 「俺は若干、殺した事はある。昔の仕事は騎士だったし」

マグギャランは口元にスカーフを上げて隠して手を挙げた。

 コロンは大きく首を横に振るっている。

 「わたしはサシシ・ラーキでは在りません！あれは悪い子の、わたしなのです！いまのわたしは清く、楚にして、ひ弱く、直ぐにイジメられるグズでドジでドベな人生を送る、か弱い女の子なのです。だから助けてください！わたしの名前はルシルスです！サシシ・ラーキとは別人です！」

 と、サシシ・ラーキことルシルスは言った。

 本当かよ。

 「でも、今さっきまでサシシ・ラーキだったじゃん。ウソだよ、お前」

スカイは言った。

「あの人格移転には周期があるのですよ。判ってませんね」

 いつの間にか正座したルシルスが右手で人差し指を立てて、ちっちっと横に揺すりながらジト目で言った。

 「周期？」

マグギャランが腕を組んで目を細めてルシルスを怖い顔で見ながら言った。

 ルシルスは急に怯えたような仕草をして白い神官着で顔を覆った。

何なんだよ、この女は。

「周期は大体二ヶ月から三ヶ月近くの間の七十五日なのです。七十五日ごとに、わたしは人格が変わってしまうのです。秘文字教の「戦の女神」が格好良かったので、グズでドジでドベな弱い自分を変えようかと一念発起を起こして「戦の秘文字」教に入信したのですが、実は裏では怖い「殺しの秘文字」教も平行して教えていたのですよ。そこで二つの宗派を平行して一緒に伝える神官にさせようという師匠のギリリ・ラーキによって人格改造を、されてしまって二重人格になってしまったのです。本来の私は今のルシルスの方なんです。わかりましたか？」

ルシルスが言った。

 「フカシじゃねぇの。おかしな宗教に入っているから、そういう目に遭うんだよ。もう少しマシな宗教に入れよ」

スカイは言った。

 コロンも頷いていた。

 「事情は話しました、ここは理解して助けて下さい。わたしは可哀想な、ひ弱な女の子なのです」

 ルシルスは胸の前で両手を組んで涙を流して懇願を始めた。

 「事情ぐらいは説明してやるよ。今、オレ達はダンジョン競技というゲームに参加している。オマエも参加して居るんだよ。ルール上、余所のパーティの手助けは出来ねぇのさ。オレ達は第七パーティ「ザ・ワイドハート」で、お前は第五パーティ「悪人同盟」なんだよ」

 「わたしのパーティの仲間は何処に居るのでしょう。でも、仲間が悪人というのは、ちょっと…」

 ルシルスは口もとを右手のグーで隠して回りを見回していた。

 「知らぬ。前見たときは四人居たが。今は居ないな。死んだのかもしれん。これは人の命を賭ける殺人ゲームなのだ」

 マグギャランが言った。

 「うぇん…殺人ゲームですか。わたしまだ十四歳なんですよ。眠って起きて気が付いたら、いきなり殺人ゲームの中だなんて酷すぎます」

 ルシルスは泣いてハンカチで涙を拭いながら言った。

 はあ？

スカイは絶句した。

コロンも固まった。

 「う、うそだ。おれはロリコンじゃないぞ！みんな、そんな目で、おれを見ないでくれ！何処が十四の小娘だ！」

 マグギャランは、思いっきり、うろたえて動揺していた。そして顔を手で隠して片手で見ないでとリアクションを、やっていた。スカイとコロンはマグギャランを見ていた。

 「そうだよ。サシシ・ラーキは二十八歳だって新聞に載っていたぞ。どう見たって十四には見えないよ、お前」

スカイはルシルスを見ながら言った。

 何故か胸に視線が行った。

なぜ胸に目が行くのだ。

 ええい。

スカイは頭を振った。

顔見ても、やっぱり十四歳には見えない。

 「うちの家系は老け顔なんですよ、お姉さま達は一人を除いて、みんな百八十センチ近くあるんです。わたしは背が低いんですよ百六十七センチしか在りません」

ルシルスが言った。

オレより背が高えよ。

スカイは思った。

 「何、君には、お姉さんが居るのか。そう言えば、さっきセルラお姉さまとか言っていたな。当然二十歳を超えているんだね」

マグギャランの顔が変わった。

 「姉は十二人居ますから。でも結婚している人が殆どですよ」

 ルシルスはジト目でマグギャランを見ながら言った。

 「お姉さん達は、みんな君と同じ様に美人なのか。これは重要な質問だからウソを言わずに正直に答えるように」

マグギャランが詰問するように言った。

 「当然です。わたしは出来が悪くて不細工ですが、お姉さま達は全員美人です。二つから四つ上の、お姉さま達は女神三姉妹と呼ばれているぐらいに美人で、厳しくも優しい性格美人なのです」

 ルシルスは言った。

 「スカイ」

マグギャランは、さり気なく目を伏せながら呼んだ。

「なんだよ」

判っていたがスカイは答えた。

 しょうがねぇ奴だな。

でもダメだぞ。

 「サシシ・ラーキは年齢を詐称して人殺しを奨励する悪人だが、ルシルス君は良い子のようだ、お家に送り届けて上げないかね」

 マグギャランが猫なで声で言った。

 何かを捨てたヤツの目つきをしていた。

 そう、コイツは今、人間として必要な、大事な何かを、捨てたに違いない。

 「やめとけよ、何時サシシ・ラーキになるか判らない危険な女だぞ。どっかで殺されるよオマエ。この女はダンジョンの中で死んだ方が世の中の為になるよ」

 スカイは腕を組んで言った。

 「本当ですか！助かります！お家に送り届けてくれるんですね！あ、そう言えば、まだ、お名前を伺っていませんでしたね」

 ルシルスはスカイの話を無視してニコニコしながら言った。

 その笑顔に心臓がドキッとした。無茶苦茶可愛く見えた。美人顔だが可愛く見えるのだ。

スカイは何となく騙されているように感じていた。

角を曲がると扉が在った。

第四チェックポイントだった。

スカイは扉を開けた。

 「あれ、コレなんでしょうか」

ルシルスは白い神官着の袖から節の沢山付いた棒の束を取りだした。引っ張っていくと先端に鞘の付いた曲刀のような物が付いていた。

 「何だよ。変な凶器を隠し持っているんじゃねぇよ」

スカイは言った。

「うむ、何やら、見た感じでは、竿状武器を分解したような形の武器では在るな」

マグギャランが言った。

「はあ、実家には武器庫が在って沢山武器が在るんですよ。その中から持ち出したの、かもしれませんね」

ルシルスは首を捻って変な武器を、いじっていた。

 何で実家に武器庫が在るんだよ。

どういう家なのだろうか。

スカイは深く考えずにタッチパネルに向かっていった。

「第四チェックポイントの通過順位は二位だ。一位は「黒鷹」。二位は俺達。三位は「悪人同盟」だ」

スカイはタッチパネルを見ながら言った。

 「まあ、順調では在るな。だが、俺達が黒鷹達を次の第五迷宮ゾーンで追い抜けるかで、俺達の借金返済が出来るかが掛かってくる」

マグギャランはルール・ブックを取って見ながら言った。

「次は、どんなルールだ」

スカイは聞いた。

「うむ、次は根性と体力の迷宮だ。ルールは、いたって簡単「根性でトラップを潜り抜けて走り抜け」と書かれている」

マグギャランは言った。

「成る程、余り難しくは無いな」

スカイは言った。

「既に危険なアンラッキー・セブンを通過してきた俺達だ。これは逆に好機ではないのかねスカイ」

マグギャランが言った。

「確かに、そうだな、ここで「黒鷹」を抜いて一位を取るぞ」

スカイは言った。

 「当然だぞスカイ」

マグギャランは大きく頷いた。　

　


 部屋の先の坂の向こうにゴールが見えた。ジーウー達、第８パーティが一番のようだ。赤い水着のバニーガールが左右でテープを持っている、ゴールのテープは、まだ切られていないようだった。

 「待ちたまえ黒鷹君。君達は一位になることは出来ない」

ダンジョニアン男爵の声が鳴り響いた。

「そうだろうな。我々は二番人気だ、このまま一位になっては、胴元の、お前は損をするのだろう」

黒鷹が言った。

 「その通りだ。そこで取引をしないかね」

ダンジョニアン男爵は言った。

 「条件は何だ」

黒鷹は言った。

「君達が欲しいのはポイズン・ガンの毒の解毒剤だろう。私は毒の解毒剤ごと彼の身柄を引き渡すという提案を持ちかける。この条件を飲めるかね？彼の身柄を引き渡す、ところに我々の誠意を認めて欲しい。下手人の彼に怒りを思う存分ぶつければいい。煮るなり焼くなり自由にするといいというわけだ」

 ダンジョニアン男爵は言った。

 「その為に一位を取った。もちろん、その条件を飲むさ」

 黒鷹は言った。

 天井が開いてロープに縛り付けられたポイズン・ガンが降りてきた。

 「助けて！恨んでますって！殺されますって！助けて！」

縛り付けられているポイズン・ガンは叫びながら言った。

 「ジーウー来い。ポイズン・ガンを押さえつけるのを手伝え。手間掛けさせやがって」

戦士のトトンが指をポキポキと鳴らしながら近づいた。

 「判りました」

ジーウーは言った。

床に足が付くとポイズン・ガンは縛られたまま逃げだそうとした。

 だが、ロープが張って逃げようが無かった。

 「ひぃ！来ないで！殺さないで！」

 ポイズン・ガンは叫び声を上げた。

戦士のトトンが首根っこを掴んで足を払って転がした。ジーウーも押さえた。

 ジーウーは天井を見た。邪戦斧隊のバケモノがロープの端を持って筋力で降ろしていた。

 「わ、私を殺したら暗殺者ギルドのバタン一族に殺されますよ！私もバタンの一族なのです！」

 ポイズン・ガンは脅しを開始した。

「黙れ、この暗殺者め。その毒針を発射する空気銃で何人の人間を殺してきたんだ。この野郎」

 トトンが拳で殴りつけた。

 「百五人です。ちゃんと日記にも付けて供養もしています！ぶたないで！私は全身が知覚過敏なのです！」

ポイズン・ガンは叫んだ。

「キュピンを早く楽にするために薬を出させろ」

黒鷹が剣を抜いたまま言った。

 「おい、オマエ、この野郎。解毒剤は何処だ」

戦士のトトンは殴りつけながら言った。

 「痛い！殴らないで！私のベルトに付いているカプセルがそれです！」

 ポイズン・ガンは言った。

 「オレが取ります」

ジーウーはポイズン・ガンのベルトに付いているカプセルを取り外した。

 「開け方が判らないな。どうやって開けるんだ」

ジーウーはカプセルを見ながら言った。

「俺に貸して見ろ」

スカウトのクア・フルトが言った。

ジーウーはカプセルを渡した。

 スカウトのクア・フルトがカプセルを、いじっていると二つに割れて開いた。

 中からガラス製の瓶が出てきた。

 「それを飲ませれば毒は解毒出来ます。だから私は見逃して下さい！」

ポイズン・ガンは言った。

 「お前みたいな暗殺者の言うことを信じられるか。キュピンが治るまで、お前を離す事などできん」

戦士のトトンがポイズン・ガンを殴りながら言った。

 「フラー、キュピンを起こして解毒剤を飲みやすくしてやれ」

黒鷹は言った。

「判りました」

森人（エルフ）の魔法使いフラーはキュピンさんを起こした。

クア・フルトが解毒剤を飲ませた。

 暫く見ていた。

「ふー。直ったようね」

キュピンさんがアッサリと起きあがった。みるみると灰色になっていた肌の色が元の肌色になった。

 キュピンさんは腰からモーニング・スターを取り出した。じゃらりと鎖が鳴った。

モーニング・スターにはトゲの付いた直径十五センチほどの鉄球が鎖で棒の先に付いている。

 戦士のトトンがポイズン・ガンの首根っこを押さえている。

 「た、助けて下さい！」

 ポイズン・ガンが命乞いを始めた。

 「どうするんだキュピン。コイツはただの小物だ。大物のダンジョニアン程重要じゃないぞ…まあ言うだけ無駄か」

トトンが言った。

 「ふふふふふふ」

 キュピンさんがモーニングスターを振るっていた。じゃらりと鎖が鳴った。

 「あの毒は、とても苦しいのよ。息が出来なくなるし、熱と悪寒が走るし、胃が痛くなって吐き気がして。全身の関節が痛んで…」

 モーニングスターの鉄球をグルグルと回し始めた。

 「ふん！」

キュピンさんがモーニングスターを振るうとポイズン・ガンの右腕の３連空気銃がひしゃげた。手首の返しで帰ってきた鉄球を手で捕まえて身体の回りでヌンチャクのようにモーニング・スターを振り回し始めた。

「私には慰謝料を払う別れた妻と養育費を払う親権を失った子供が五人もいるのです！だから助けて下さい！」

 ポイズン・ガンは両手のニードル・シューターを振り回しながら命乞いを開始した。

 「この馬鹿者が！どれだけ苦しい思いをしたと思っているのだ！」

 キュピンさんがモーニングスターをグルグルと振り回した。

 「これは仕事なんです！ダンジョンの中でダンジョンストーカーというスポーツ種目の殺人アスリートとして肉体労働に従事していますが、私も仕事が終わればゴム服と仮面を脱いでタダの一般人の市民に戻るのです！税金も、ちゃんと納めています。スポーツの試合中に起こったアクシデントですよ。プロフェッョナルなスポーツに、ありがちな頭脳的なラフ・プレーでしかないのです！」

 ポイズン・ガンは命乞いを、しながら後ずさった。

 「問答無用！この卑劣な暗殺者め！」

キュピンさんのモーニング・スターがポイズン・ガンの脇腹に命中した。

 「ああっ！いま肋骨がメリッといった！マジ、メリッという音が聞こえたって！」

ポイズン・ガンが脇腹を押さえた。

 「甘いわ、このド外道め！我が怒りを知れい！」

 キュピンさんのモーニング・スターがポイズン・ガンの肩に命中した。

「ああっ！鎖骨が折れた！」 

 ジーウーは思った。まあ当然の報いだな。

 「この悪党め！こうしてやる！この馬鹿者が！」

キュピンさんはモーニング・スターで殴るのを止めて蹴飛ばし始めた。

「キュピン、殺さなくて良いのか」

トトン・マーレーが言った。

 「ほら、もう良いわよ」

キュピンさんは邪戦斧隊に合図した。

 ポイズン・ガンの、ぐったりとした身体は天井の穴に引っ張り上げられていった。

　


 ゴールの前で黒鷹達がいた。

 「おい、オレ達が一番のりじゃなかったのか」

スカイは落胆しながら言った。

 「まあ、気にするなスカイ。余所の国に夜逃げをすれば全ての事は済むさ。そして一から出直せばいい。命が一個在れば良いこともあるさ」

マグギャランはスカイの肩を叩きながら言った。

「いや、一番乗りは我々であるが、我々の目的は一位になることではない。まだゴールのテープを切ってはいない。君達に借りがある。一位は譲ろう」

鎧を着た黒髪の灰色の瞳の中年の男が左腕に盾と兜を持ったまま言った。

黒鷹の素顔のようだ。

他の第八パーティ「黒鷹」のメンバーも皆、スカイ達を黙って見ている。

何か気まずいな。

「一位を譲ってやるんだ判っているかスカイ。このバカ者め。む、何だ、その美しい女性は」

ジーウーがルシルスを見て言った。

 「これはルシルスだ。人間じゃないかもしれないがな」

 スカイは言った。

 「ジーウー。この女は第五パーティ「悪人同盟」のサシシ・ラーキのはずだ。新聞を読まないオマエは知らないかもしれないが、この女は殺人宗教の邪神官で犯罪者だ。関わらない方が良い」

 黒鷹が腕を組んだまま言った。

 「それにしても黒鷹。近くで見ると、物凄い美人だな。新聞の似顔絵と全然顔が違うじゃないか。フラー。森人（エルフ）族の、お前から見ても美人か」

戦士が、にこやかな笑顔で言った。

 「美しく見えますね」

 森人（エルフ）族の男が頷いた。

 ゴーンと音がした。

戦士の鎧の腹にキュピンのモーニングスターが命中した。

 「何、アンタ達！この女に騙されているのよ！秘文字教はコモンじゃマイナーでマニアックなインチキ宗教よ！しかも「殺しの秘文字教」はコモンの国じゃ何処ででも禁止されている危険なカルト宗教なのよ！」

 キュピンが叫んだ。

 「ところで、スカイ・ザ・ワイドハート。

そこにいる、サシシ・ラーキは第五パーティ「悪人同盟」のメンバーだ。お前達第七パーティに順位を譲る約束はしているが、第五パーティに順位を譲る約束はしていない」

黒鷹が言った。

 そういや、メルプルは父親のダンジョニアン男爵に会うって言っていたな。

ルシルスは、たった一人とはいえ、第五パーティ「悪人同盟」の一員だ。このままではルシルスが「悪人同盟」として入賞してしまう。そうするとメルプルが父親のダンジョニアン男爵に会えなくなってしまう。

 どうするか…よし！

 「おい、ルシルス。これから女だけのパーティが来るから、それが通過するまで、ここで待っていろ」

スカイは言った。

 「え、何でですか？」

 ルシルスが首を傾げていった。

 「なに命令して居るんだよスカイ。この人はオマエより年上だろう。年長者には礼儀正しくするんだよ」

ジーウーが言った。

「そうだ、小僧」

 第八パーティの中年の戦士も頷いていた。

「いや十四らしい。俺と同い年だよ」

スカイは言った。

「は？俺より一つ下なだけか？それにしても凄い美人だな」

 ジーウーは言った。

ジーウーのボディにキュピン・パーキスの拳が突き刺さった。

 「ジーウー君、大概にしなさい」

キュピンが言った。

 「まあ、キュピン、そう怒るな。こんな美人は滅多に見られるモノじゃないぞ。ジーウーの社会見学と言うことだ。大人になるためには色々と経験を積まなくては、ならないからな」

戦士が笑顔で言った。

 「ふん、何の経験だか」

キュピンが腹を立てた声で言った。

 「私は、無事に、お家に帰れれば良いですから。構いません」

 そう言うとルシルスはゴール前の床の端に白い神官着の裾を纏めて横座りをして座った。

 「まあ、それじゃ俺達が一位のテープを切ってやる。感謝するよ黒鷹。オレ達には多額の借金が在るんだ。お前達の、お陰で全額返せる。だがジーウー、お前には口が裂けても感謝はしねぇ。マグギャラン、コロン付いて来いよ」

スカイは、のしのしと歩いていってゴールのテープを切った。

 「うっしゃ！ぶっちぎりじゃ無いが一位とったぞ！」

 スカイは右腕を挙げた。マグギャランとコロンも腕を挙げた。

 少々引っかかりがあるが一位は一位だ。

 借金は全額返せて多少の金も手元に残る。

文句無しの結果だ。　

ゴールのテープを持っている赤い水着のバニーガールとは別のバニーガールが、くす玉を割って紙吹雪が舞った。

ゴールのゲートは開けた城の中庭に通じていた。横にいる吹奏楽団が交響曲「ビクトリー・ウイナー」を演奏し始めた。

この賭けレースで一位になることが出来た。

優勝賞金と自分達に賭けた賭け券を合わせれば借金は十分にまかなえる。

 だが、メルプルがダンジョニアン男爵の娘だったとは意外だったな。

 メルプルは俺の事を騙していたのか？

 少し引っかかりがあるが、

まあ、いいや大金が手に入ったし。

 スカイは夕方の夕焼けを見ながら思った。

　


 「ゴール前での接戦の末。第７パーティ、「ザ・ワイドハート」が一位でゴールしました！続いて、第八パーティ「黒鷹」が姿を見せました！７、８で来ました！大穴です！穴が来ました！大穴です！」

 シキールの絶叫が鳴り響いた。

スタジアムでは怒号と悲鳴と絶叫と共に紙吹雪が宙を舞った。

シュイ老師は何かと思って紙吹雪を取ってみてみたら。外れて破かれた賭け券であった。

となりでギャンブラーＹも券を破って空へと投げていた。

 「ああん！もう！くそぅ！いやっ！」

ギャンブラーＹは、暴れて、地団駄を踏んでいた。

「ツバメ、当たったッスか」

「ツバメは外れました」

 「スズメも外れたッス」

 「ふ、三枚、当たった。適当に買ったら大穴単願狙いが来た」

 「ああっ！シグレ様ずるいッス！一人で大穴は無いッス！ここは三枚在るならスズメとツバメにも一枚ずつ、くださいッス！陣との結婚の時の持参金にしますから！ああっ！くださいったら！ください！」

スズメという娘はシグレと呼んだ娘の腕を持って揺すっていた。

「ふ、嫌だね。全部わたしのモノだ」

シュイ老師の隣のフラクター人シグレが笑っていた。

世も末だ。

 シュイ老師は頭を抱えていた。

 だが、この三人の娘達が、ただの一般人でないことも判っていた。

 足音を立てずに動くのだ。

そして気配を消す癖が身に付いている。

　


 「どうやら、第二人気の「黒鷹」は一位から転落しました。彼等は約束を守ったようです。これで人気最下位の「ザ・ワイドハート」が一位で、二番人気の黒鷹が二位です。この７、８の組み合わせは賭け率が低い為大穴の中の大穴となりました。安全圏狙いは「黒鷹」に賭けても「ザ・ワイドハート」には賭けませんし、穴狙いは「ザ・ワイドハート」に賭けても「黒鷹」には賭けません。これで我々は、また一財産を儲けたことになります。胴元様々の結末とでもいいましょか。あの御方も預金の残高が増えれば喜んで下さるでしょう」

ラビリーナが笑いながら言った。

「あの御方の事は口に出さないでくれ。いま名前を聞いてブルって足が震えて居るんだよ。あの御方は恐ろしいよ。実に恐ろしい怪物だ…このコモンの真の支配者だと言えるだろう。いや、コモンの闇を仕切る魔物だ」

 ダンジョニアン男爵は身を震わせながら言った。

 「それは失礼しました。私も自分で言っておいて、何ですが震えているのです。我々ハイローゲーム学派のスラッシャー達はヒマージ王国攻略をギャンブルを通じて行っているのですからね、この学問の在り方が、あの御方の気に、そぐわなければ、我々は全員、粛清されてしまいます。我等の学派の長であるハイローゲーム様が、あの御方の所へレビューしに行かれていますが。どうなる事やら。何をされて帰ってくるか判った物じゃありません。あの御方は何を、しでかすか判らないのです。陽気で残酷なハイローゲーム様も胃薬持参のレビューという哀れな体たらくです」

ラビリーナは震えていた。

 「ポジティブ・シンキングで行こうか、あの御方の事は忘れてしまおう。我々ハイローゲーム学派のハイローゲーム様が他のビューティフル・ライフ学派のビューティフル・ライフやＧＥＤＯＵ学派のデンジャー校長、チャリティー学派のウェルスマン、緋色の蜘蛛の巣学派の鬼面丞達より劣るという事はない。我々はカネを握っている。これは重要な事だよ。カネは重要なんだよ。とても重要だ。我々はダンジョン・ゲームというプロスポーツのカルチャーを作って大金を稼いでいるんだよラビリーナ君。あの御方もカネを一番稼いでいる事は認めてくれるさ」

ダンジョニアン男爵が強ばった笑いを浮かべて言った。

 「ですが幾ら大金を積んでも、あの御方が、たかがカネごときに心を動かすと、お思いですか。ああっ恐ろしい！恐ろしすぎる！あの御方は正真正銘のバケモノですよ！世間で有り体に在るようなカネへの執着など持っている筈が在るわけは在りません！あの御方にとってはカネなど、ちょっと、やる気になれば何時でも根こそぎ奪えるモノでしか在りません！カネは、とてつもなく重要なモノなのに！」

 ラビリーナは全身を振るわせて床に、へたり込んだ。

 「ラビリーナ君。あの御方の事は忘れて、我々は遊びを続けようじゃないか。ダンジョンゲームのバカなプレイヤー達とカモの客達に我々の恐怖を、ぶつけて笑い飛ばそうではないか。我々はスラッシャーなのだからね」

 ダンジョニアン男爵は笑いながら立体ダンジョンマップを見た。

 「そうだねレクリエーター君」　

ラビリーナはニヤっと笑いながら粘っこい声で言った。

「駄目だよ、じぇりーマン君。今の私はダンジョニアン男爵で君は美人の副官のラビリーナだよ。私はブルーリーフ男爵の身体を乗っ取っているのだからね。ごっこ遊びは、ちゃんと続けないと」

 ダンジョニアン男爵は笑いながら言った。

 「それにしてもブルーリーフ男爵は駄目な男ですね。彼が行っていたダンジョンゲームがこんなにもカネになるとは気が付かなかったのですから。我々が財政難に喘いでいるブルーリーフ町を蘇らせたのですよ」

ラビリーナは言った。

 「所詮は中大国のヒマージ王国でも冴えない町と領地を治める男爵だよ。大したことがないのは当然さ。君が寄生している容姿が優れた半分森人（エルフ）の血を引く女に目がくらんで結婚して、ヒマージ王国貴族の女達に総スカンを食らって貴族社会から仲間はずれにされていたバカな男さ。こんなバカな男の人生にも見せ場を用意して居るんだから。我々は慈善家かもしれないね」

 「それではチャリティー学派ですよ。いやチャリティー学派は慈善を与える事によって人を堕落させて喜ぶ悪意ある慈善家ですから。我々は、ただの篤志家ですかね。我々はハイローゲーム学派。つまり高いところに在るモノは低くして、低いところに在るモノは高くする事が学問の追究の仕方です。貴族の女達がイジメで増やした賦役と増税による財政難に喘ぐ、ダメ男爵の所領をカジノを中心とする大歓楽街にしてヒマージ王国一の稼ぎ頭に変えて、子供の遊びだったダンジョンゲームを大人の堕落した遊びに変えてしまう。まさにハイロー！ハイローゲーム学派の精神そのものです！それでは今日は、お開きにしますか？」

「いや、まだ終わらないよ。私は濃厚でディープなドラマを用意しているんだ。これから私は死ぬんだよ。そして娘のメルプル・ダンジョニアンは涙を流すことになる。楽しいメロドラマの開始だよ」

ダンジョニアン男爵は笑いながら言った。

 「それは、また、お楽しみですね。シキール君にも連絡をしなくては」

ラビリーナは笑いながら言った。

そしてダイヤモンド携帯を差し出した。

そしてダンジョニアン男爵はダイヤモンド携帯を掛けた。

 「あーシキール君かね、これから楽しい…」

　


 「あ、ゴールが見えた。私達は何位なの？」

ルルが言った。

 「あ、ゴール前にサシシ・ラーキが居る」

 メルプルは叫んだ。

サシシ・ラーキはニコニコ笑って手を振っている。

 何であの人が手を振るうの？

キャラが違うじゃない。

「ヤッホー！」

 ルルが手を振り返していた。

 「ルル！」

楚宇那が走りながらルルの腕を掴んで、つねった。

 「痛たたたたたた」

ルルが暴れた。楚宇那は腕は細いが力は結構強いのだ。

 「ムニィ、サファお姉さんをイジメた悪人ムニィ。ニャコが殴ってくるムニィ」

 ニャコが駆けていった。

 「ニャコ危ないわよ」

メルプルは言った。

 サシシ・ラーキの前でニャコは止まった。

ニャコはチョップを構えたまま固まった。

 サシシ・ラーキはメルプルがハッとするような可愛い笑顔を浮かべている。

まさか、ニャコまで精神攻撃を食らってしまったの。

ニャコが帰って来た。

「ムニィ、何故か殴れないムニィ。こんなの初めてムニィ」

ニャコは首を傾げていた。

その時メルプルの髪に何か変な物が、あたった。

「メルプル、変な物が天井から降ってきているわよ」

楚宇那が言った。

メルプルは、自分の髪の毛を触った。何か変なゼリー状の手触りの物が髪に付いていた。

「何コレ？」

メルプルは言った。

「取ってあげる」

ウロンがメルプルの髪に付いた物体をハンカチで取った。　

 「ゼリーの塊？匂いはしないけれど変な物が天井から降ってきたのね」

ウロンがゼリーの塊の様な物を床に捨てた。

「手に、べと付かないし、やっぱりゼリーの様な物ね」

ウロンが言った。

 メルプル達はゴールのテープを切った。

３番のカードを持ったバニーガールがやって来た。

「おい、そこの猫耳娘」 

 背の高い怖い顔の、ひげ面の戦士が居た。

ハルバードを持っている。

 「そうだ、お前だ」

背の高いトンガリ頭の少年が怖い顔をしていた。

 「何、いきなり話しかけるムニィ。馴れ馴れしいオヤジに小僧ムニィ」

 ニャコは顔をしかめて言った。

 「サシシ・ラーキさんは、か弱く清楚で清純な乙女だ。モンスター風情の貴様如きがチョップして良い筈は無いだろう」

ひげ面の戦士が腕を組んで言った。

 「トトンさんの言うとおりだ。サシシ・ラーキさんは、いい人だ。猫妖怪め」

 トンガリ頭の少年が腕を組んで頷いて言った。

 「ふん、エロオヤジにエロガキ、ムニィ。サシシ・ラーキに騙されている痴れ者達ムニィ。あの女が、いかに危険だか判ってない愚か者ムニィ」

 ニャコが腕を振って言った。

 「ニャコ行くわよ。エロオヤジとエロガキはシカトする」

ウロンが眼鏡を直しながらニャコの腕を持って引っ張って行った。

 「何だと眼鏡女。サシシ・ラーキさんの美しさは人類的な宝だ。貴様等ごときに伺い知ることの出来ない深遠な美しさを持っている」

トンガリ頭の長身の少年が腰に手を当てて見下ろしながら言った。

 「よくぞ、言ってくれたジーウ。俺は舌っ足らずだからな」

ひげ面の戦士が頷いて笑いながらトンガリ頭の少年の肩をポンポンと叩いて言った。

「当然ですよ、こういう女達にはビシッと判らせてやらなければ駄目です」

トンガリ頭の少年が笑いながら、ひげ面の戦士に言った。

 ウロンは肩をすくめてニャコと歩いてきた。

「切って置けば良かった」

楚宇那が腰の刀に左手をかけて言った。目が据わっていた。楚宇那は不機嫌になると、むすっとした顔になるのだ。

メルプルがゴールの方を見ると、ヒゲの戦士とトンガリ頭の少年はゴール近くからサシシ・ラーキを見ていた。

 何か幸せそうだった。

 でも端から見ると、ただのバカにしか見えなかった。

 だけれど、あんなバカ達より、これからが重要だった。

パパに直に会って話をして、なんで、こんなダンジョンゲームを始めたか聞かなくてはならなかった。

パパが、こんな事を、するはずは無かった。

 きっと何か事情が在るはずであった。　　　ステディ・ベアが言っていた事は本当なのだろうか。怪物が取り憑いているなんて、そんなおとぎ話みたいな事が在るのだろうか。今の時代、魔術の仕組みが大分解明されて、不老不死や、隕石落としなどの多くの魔術に関する噂は嘘であることがエターナルの魔法使い達に否定的に証明されて一般に知れ渡っていたからだ。

　


 ミドルン王国の国歌「ウダルの民」が吹奏楽団の演奏で流れていた。

 「最高よスカイ。このダンジョン競技で一位になるなんて。凄いわよ。あなたは頭が良くて行動力と達成力のある男よ。惚れ直しちゃった」

ウロンは顔を赤くして表彰台の上で隣のスカイに言った。両手を前で組んで肩を振っている。

「コレは、オレ達の金貨だ。後で三人で山分けするんだ、しな作ってもやらねぇよ」

 ふん、信用できるか女なんて。

スカイは醒めていた。

メルプルは一般人の娘じゃなくて貴族の娘だった。ずーっと騙されていた。

 何で、俺みたいな一般人を男爵の娘が騙すのだ。

 どうも女は信用できないな。

 カネの方が信用できるかもしれん。

畜生、今頃になって腹が立ってきた。

ダンジョン競技の間は、やっぱり集中していたせいだろうな。

 スカイは、ずっしりとした金貨がつまった宝箱を持ちながら思った。

 良い重さだ。

 「私を副賞で貰ってくれない。こう見えても料理は得意だし。パンもクッキーもケーキも焼けるし、料理は二百十一種類もレパートリーは在るのよ。フラクター選帝国に来てスカイ」

 ウロンが言った。

 確かに手を打ちたくなるような条件だった。

 「一級市民っていうのはフラクターの貴族なんだろう？料理なんか自分でするのかよ」

 スカイは言った。

 ウソかもしれないからな。

フラクター選帝国は平等な民主主義とか言っているがスカイの知る限り一級市民に二級市民に奴隷と言う風に三つの階層があるのだ。いや、よく判らないが、幾つもの領土にも分かれて選帝侯がいるらしい。

「違うわよ。私は二級市民の両親から生まれたけれど、フラクター選帝国魔法使い領、公設の学校に入って、一級市民になったの。それに一級市民は二世代までしか有効じゃないのよ貴族じゃないのよ」

 ウロンが言った。

やっぱり、よく判らない説明だな。

そういや、ロザ姉ちゃんもフラクター選帝国の一級市民になれる学校に入って、色々な資格を取りまくって役人になったらしいな。

 「お前、強引すぎて嘘臭いよ。何か裏が在るんだろう」

 スカイは言った。

 「やっぱり強引すぎるわよね。でも私の気持ちは本物だから。じゃあ、住所と電話番号を書いて置くから」

 ウロンはメモ帳と万年筆を取りだして書いていた。スカイは万年筆とメモ帳にフラクターのエンブレムが付いているのを見つけた。

 「まあ、山在り谷在り、苦難ばかり在りだったが、今、一位になってみると感慨深いモノが在るなスカイ。俺に、このトロフィーくれよ。部屋に記念品として飾っておく」

マグギャランは両手で持った。馬鹿でかい優勝トロフィーを見ながらスカイに言った。

 「別に構わねぇよ。コロンはトロフィーいるか？」

 スカイは優勝賞金の金貨が入った宝箱を持っている。

 だがコロンはボーっとして首に、かけられた金メダルを見ていた。

 吹奏楽団がスロプ王国の国歌を演奏し始めた。トランプ模様の服を着た衛兵がスロプ王国の旗を揚げていた。

 「第二位は第八パーティー「黒鷹」」

 ダンジョニアン男爵が二位のカップを持ちながら言った。バニーガールが銀メダルと宝箱を銀色の台車に乗せている。

 頭まで、鎧で覆われた黒鷹がダンジョニアン男爵に近づいていった。

 そして腰の剣を抜いた。　

「ダンジョニアン男爵覚悟！」

そしてダンジョニアン男爵の胸を長剣で刺し貫いた。

 いきなりの事で誰も動けなかった。いや、黒鷹が余りにも流れるように動いたのだ。

 「パパ！」

メルプルの悲鳴が上がった。

ダンジョニアン男爵は黒鷹の鎧の肩を掴んだが力無く手が放れ前のめりに倒れていった。

黒鷹は剣を引き抜いて黒いマントで剣の血を拭って鞘に収めた。

 メルプルはダンジョニアン男爵の、もとへと駆けていった。

 「どうして！どうしてパパを殺したのよ！」

 メルプルは涙を流しながら黒鷹に向かって叫んだ。ルル・ガーテンと東方人の娘と猫耳娘と金髪の女性がメルプルの周りに集まった。

 ウロンは腕を組んで見ていた。そして片手を腰の銃に当てた。

 「その男は、ダンジョン競技で多くの人間を殺してきている。そして、ケーブルテレビを使って大金の動く闇賭博を行ってコモンの各王国で莫大な収益を上げている。誰かが、この悪魔を殺さなければ、死ぬ人間や泣く人間が、これからも出たに違いない。私の国とて被害が出ているのだ」

黒鷹は言った。

 「私の、たった一人のパパなのよ！」

 メルプルが叫んだ。

「ダンジョニアン男爵に殺された者や泣かされる人間も誰かの父親であったり、誰かの母親であったりするはずだ。正義は常に無ければならない」

 黒鷹は言った。

　


 衛兵が集まってきた。皆トランプの模様の付いたマントを羽織って斧槍を持っている。

兵士の数は数えていたが、五十三人居る。

 ジーウーは飛び出そうとした。

だが黒鷹が肩を押さえた。

「この場は魔術で逃げる。フラー！」

黒鷹が言った。

 「判りました黒鷹。インビジブル・コート（透明化膜）の呪文を掛けます。みなさん私の周りに集まって下さい」

森人（エルフ）の魔法使いフラーが言った。

 第八パーティー黒鷹のメンバーが集まっている。そして透明になっていった。

 「わたしの声が指示する方向に進んで下さい。うっかりするとインビジブル・コートの範囲から出ます。気を付けて」

 森人（エルフ）の魔法使いのフラーが言った。

 トランプ模様のマントの衛兵達は右往左往している。

 「それでは前に進みます、そして正面の門を抜けます」

 フラーは言った。

　


 「盛り上がるねェ。ドラマだねェ。こうじゃなければドラマじゃないよ。私は本質的にはセンシティブなクリエーターだからね。琴線に触れる展開でないとね。ダンジョニアン男爵と呼ばれたブルーリーフ男爵は、今死んだのだよ。これは意外な展開だよ、スタジアムの観衆とコモン中の場外券売場のケーブルテレビを見ている観衆も呆気に、とられている筈だ。これこそ哲学に於ける精神的に優位に立つ自殺と言うものだよ。でも私は生きているけどね。でもオーディエンス達には偽装死も自殺も一緒だ。だが、ダンジョニアン男爵は次の世代、ネクスト・ジェネレーションへと受け継がれていく。これこそ一族物の大河ドラマの醍醐味だよ。ラビリーナ君、メルプル・シルフィードことメルプル・ダンジョニアンを壇上に上げてくれないかね。森人（エルフ）族の血を引いた美少女、女男爵の誕生だ。いいねぇ。いいよう。こうだよ、こうでなくてはいけないねぇ。そして彼女は父親を殺された恨みから今まで以上に、残忍なダンジョンゲームを行うようになってしまうんだよ。酷薄な美少女男爵の誕生だ。スリーサイズを調べてボンテージのコスチュームでも作らないとね。トラップ・シティの新たな支配者の誕生を祝おうではないか」

 ダンジョニアン男爵は鼻息荒く興奮しながらダイヤモンド携帯を掛けていた。

 「それでは、私が、メルプル・ダンジョニアンに寄生するとしましょうか。親子仲良く私の操り人形になって貰いましょう。このラビリーナの身体はゴミ箱にでも捨てて。今度は私がダンジョニアン男爵になる番です」

 ラビリーナが自分の身体を叩きながら笑って言った。

　


 シキールは壇上でハンカチで涙を拭う仕草をしながら笑みを浮かべてボソリと喋りだした。

「なんて事でしょう。皆さんの愛するダンジョンゲームの発明者であるダンジョニアン男爵は、第８パーティの黒鷹の手によって暗殺されてしまいました。これはテロです許せません。テロリストは決して許してはいけないのです。

しかしです、ダンジョン競技の気高い意志と崇高なる思いの火は途絶えては居ません。世知辛い世の中を渡っていくダンジョンゲーム愛好者の皆様方に、夢と希望と大金をせしめるチャンスを与えるダンジョン競技は永遠に不滅なのです。

実は今日は皆さんに隠していた事があります。第一パーティ「ルルと仲間達」の錬金術士メルプル・シルフィードは、本名はメルプル・ダンジョニアン。つまりダンジョニアン男爵の実の娘だったのです。

受け継がれる意志と人の思いとが交錯し、新たなるトラップ・シティの支配者を生み出します。バロネス・メルプルの登場です。皆さん拍手で迎えて下さい」

 シキールは手で巨大なモニターを指し示した。

そこでは、死んだダンジョニアン男爵の胸に覆い被さって泣いている耳の尖っている娘が映し出されていた。

　


 メルプルは涙が止まらなかった。殺人ゲームを、やっているという悪い噂は留学先のフラクターの学校にまで届いていた。モンスターや人間を人身売買で売り買いしているとも聞いた。だから、こんな事になることも、おかしくはなかった。

だけど。

殺すことは無いでしょ。

 その時、メルプルの身体が勝手に動き出した。

身体が言うことを聞かない？

足は勝手に壇上のマイクへと向かっていった。

 どうして身体が勝手に動くの？

どうして。

メルプルは涙を流しながらマイクの前まで歩いていった。

　


「君の特殊能力、遠隔操作の力は、なかなかの物だね」

ダンジョニアン男爵は笑いながら言った

 「たかが蚊に刺されたぐらいの小さい傷です。寄生肉芽を使って極細い三十六万本の双方向神経繊維を通して脳幹部と大脳を乗っ取っているだけです。難点は一度に一人しか操れない事ですか。その代わりに本人以上に微細な制御が可能となりますが。では涙腺を止めて置きましょうか。私のイメージする新ダンジョニアン女男爵のキャラクターは、力強く残忍でないといけませんからね。少しコミカルさが在るぐらいに無意味に残忍でないと今の時代のオーディエンスには受けませんから。ですから涙は不要です。さあ、それでは開始しましょう。私は、ダンジョニアン男爵の娘…」

ラビリーナは指先をクネクネさせて踊りながら言った。

　


 「私は、ダンジョニアン男爵の娘、メルプル・ダンジョニアンだ！私は、父親の作ったダンジョン競技の安全性を示す為に、自らダンジョン競技に参加した。だが、我が敬愛する父上であるダンジョニアン男爵は第八パーティ「黒鷹」のテロによって死亡してしまった。私は亡き父の意志を受け継いでダンジョン競技を続ける事を約束する！今まで以上に楽しいダンジョンゲームを提供することを観衆の皆に約束しよう！」

 メルプルが壇上で腕を振って喋り始めた。

 どういうことだスカイは唖然とした。

これは一体。

 とんでもないことをメルプルは喋っていた。

「どういうことだよ。ウロン。メルプルはダンジョニアン男爵の迷宮競技を止めようとしていたんじゃないのか」

スカイは隣のウロンに聞いた。

「わからない。でも何か変じゃない。あんな風にメルプルは喋らないわよ。もっと無理して自信家のフリをして喋るはずよ」

 ウロンは腕を組んで眼鏡を上げながら言った。

　


 ジーウー達は大通りに来ていた。

 「黒鷹、シュイ老師と合流してトラップ・シティを脱出してヒマージを抜けるぞ」

 戦士のトトン・マーレが言った。

　


 メルプルは突然身体の自由が戻った。

 楚宇那がメルプルの両肩を押さえて頬を張った。

「何て事を言っているのメルプル！」

楚宇那が詰問した。

「私じゃない…私じゃないの、口と身体が勝手に動き出した」

メルプルは、やっとの事で言った。

　


 「さあ、観客の君達。良いことを教えて上げるね。今日のダンジョンゲームは、まだまだ続くんだよ」

若い女性の声が、し始めた。

「何、まだ続くのか？こんな事は初めてだ」

隣のギャンブラーＹが言った。

シュイ老師は席を立った。

黒鷹達と宿屋「ルーレット」の横の路地で合流する事が目的だった。そしてヒマージ王国を脱出する。

だが、ダンジョニアン男爵は娘に引き継がれてしまうようだ。これでは黒鷹達の目的は達成する事が出来ない。

突然若い女の声がスピーカーから流れた。

 「これからダンジョニアン城を舞台に凶陣拷羅五条殺が開始されるんだよ。ダンジョニアン城の五つの闘技場を守る守護者達との戦いだよ。実はダンジョニアン男爵は怪物に乗っ取られて居るんだ。さあ、皆さん、お立ち会い、お立ち会い。ホラ、ダンジョニアン男爵が映るよ。まだ生きて居るんだ。ラビリーナも一緒だ」

 若い女性の声が言った。

 巨大スクリーンのモニターにはダンジョニアン男爵が巨大なアイスを食べていた。そして隣には、プラチナ色の髪をした、黒と紫のドレスを着た美しい女が居た。

 何？まだ生きているのか。

 「そして、シキールも実は怪物なんだ」

 若い女性の声が言うとシキールはダンジョン競技のスタジアムの壇上で身をくねらせ始めた。

 「うううっ」

シキールがマイクに向かって、うめき声を上げた。

スポットライトがシキールに当った。

 そしてシキールが巨大なスクリーンに大写しとなった。

「み、見ないで、そんなに見つめられると、僕、僕、駄目になっちゃう。ああん」

そしてシキールの首はゆっくりと伸び始めた。だがそれは首では無かったムカデの胴体が伸びていったのだ。

 その光景は巨大スクリーンのモニターに映し出されていた。

 スタジアムから悲鳴が、上がり始めた。

 「バケモノだ！」

 叫び声が上がった。突然、スタジアムの上空に火の玉が幾つも上がり観客席に降ってきた。そして爆発が起きた。

叫び声と悲鳴が上がった。観客達は皆、逃げ出した。スタジアムの出口を目指して駆けだしたのだ。

 巨大なテレビにシキールが映し出された。

シキールはスイッチを握っている。

そしてスイッチを押した。

そして急にスタジアムの観客席が斜めになって前倒しになった。

怒号と悲鳴と共に観客達が将棋倒しとなって雪崩をうって倒れてきた。

シュイ老師は軽身功で雪崩をうって前に倒れてくる観客達の肩に飛び乗った。

 「助けてエエエエエエ」

ギャンブラーＹは悲鳴を上げながら前に転がって行った。

「僕の、こんな恥ずかしい姿を見ないで！見たからこうなっちゃうんだ！えへへへへへへへ！」

シキールは笑いながらダンジョンの入り口の扉へと駆けていった。そして中に入った。

 「ふ、何やら始まった様子。このままではまずい……スズメ、ツバメ。換金しに行くよ」

 「了解ッス」

「ラジャーです」

隣のフラクターの娘達がシュイ老師と同じように観客達の肩を伝ってスタジアムの出口目指して駆けだした。

 そしてシュイ老師もスタジアムの入り口へ向かって、転がっていく観客達を伝って走っていった。

　


 「アイツは……まさか。こんな所で出会えるとは」

マグギャランは城の中庭の表彰台の横に据え付けられた十メートル四方のテレビを見ていた。壇上で身をくねらせて首が伸びているシキールが映し出されていた。

 「どうしたんだよ」

スカイはマグギャランに言った。

「オレは、この日を待っていた」

マグギャランは呆然とした顔で何時までも首が伸びたままのシキールを見ていた。

　


「これは、どういうことだい、ステディ・ベア君。私のシナリオが上手く進まないじゃないか」

ダンジョニアン男爵はダイヤモンド・ケータイでステディ・ベアに言った。

「ゲームを楽しくしようと思って居るんだよ。これから凶陣拷羅五条殺を開始するからダンジョン・ストーカー達を殺に入れる命令を出してくれないかな」

ステディ・ベアは言った。

 「君の酔狂なゲームは私の迷宮芸術の美学には反するのだよ。仕方がない。最終的にメルプル・ブルーリーフがダンジョニアン男爵になれば問題は無いだろう」

ダンジョニアン男爵はダイヤモンド携帯を、折りたたみながら言った。

 「凶陣拷羅五条殺を開始するのですか？」

 ラビリーナが言った。

「実に下らないシチュエーションの再現をステディ・ベア君は、やりたいだけなんだよ」

 ダンジョニアン男爵は言った。

「それでは、ステディ・ベア君が作った凶陣拷羅五条殺計画のシナリオ通りに、私は階段で通せんぼをしなくてはなりませんね」

ラビリーナは言った。

 「私は、あの部屋へ行くとするか」

ダンジョニアン男爵は言った。

　


 そして画面が切り替わった。

 メルプルの妹のマルプルに抱かれたステディ・ベアが映し出された。

そしてステディ・ベアは若い女の声で喋っていた。

「メルプル。君のお父さんは実は生きて居るんだ。そこで死んで居るのはニセモノだよ」

 死んでいたダンジョニアン男爵は顔が別人に変わっていった。

「まさか。そんな」

メルプルは顔が別人に変わったダンジョニアン男爵を見ていた。

ダンジョニアン城の中庭の表彰台の横に据え付けられた十メートル四方のテレビにはステディ・ベアが映っていた。

メルプルは楚宇那に支えられたまま、見た。

「君が、お父さんを助けたければ、凶陣拷羅五条殺を突破して、ダンジョニアン城に昇らなくてはならない。だが、その為には凶陣拷羅五条殺に用意された五人のダンジョンストーカー達の守る五つの殺と呼ばれる闘技場に誰かを一人ずつ残して突破しなくてはならないんだよ。だから君一人にできるかな」

ステディ・ベアはマルプルの腕から飛び降りで短い腕を後ろに回して背中を向けながら、もったい付けた口調で言った。

 「大丈夫！私が付いている！」

ルルが胸をドンドンと叩いて言った。

 「そうよ、私もメルプルを手伝う」

楚宇那が言った。

 「ムニィ。ニャコに任せるムニィ」

 ニャコは言った。

 「私も手伝って、あげてもいいわよ」

ウロンが眼鏡を上げて言った。

「私は、この子達の引率者だ、当然手伝う」

サファお姉さんが言った。

みんなありがとう。

メルプルは涙を流した。

 「ほほう、良い友達だねメルプル。君の為に命を懸けてくれるなんて。なかなか、そういう友達はいないよ。でもダンジョニアン城に簡単には入れないんだ。凶陣拷羅五条殺の獄門惨厳塔がコレから姿を現すからね」

ステディ・ベアが言った。

突如轟音が轟き始めた。

ダンジョニアン城の中庭から見える本丸が上に昇り始めた。

 目の前でダンジョニアン城がドンドンと上に昇り始めたのだ。

そして巨大な塔が、そびえ立った。

これが獄門惨厳塔なの。

あ、巨大な鉄の扉の上に「獄門惨厳塔」って書いてある。

「すごーい。格好いい家に住んでいるねメルプル。ウチの家も、こうだったらいいのに」

ルルが獄門惨厳塔を指を、さしながら言った。

 「こんな、お城なんか私の元の家じゃ無いわよ。ただの古いだけの館だったんだから。知らない内に、お城に建て替えられていたのよ」

 メルプルは涙を拭いながら言った。

 「鉄の門は自動的に開いた。私達を誘い入れているようね」

ウロンが眼鏡を直しながら言った。

　


「しょうがねぇな、泣くなよメルプル。俺がダンジョニアン達を、やつけてやるよ」

 スカイは言った。そして続けた。

 「それじゃメルプル、カネを出せ」

 スカイは宝箱を置いて言った。

 そして手を出した。

 「え、お金？」

メルプルは驚いた顔をした。

「そうだ。俺とマグギャラン、コロンの三人は冒険屋だ。仕事にはカネがかかるんだ」

 スカイはマグギャランとコロンを見ながら言った。マグギャランは首筋を掻いて余所を向いていた、コロンは頷いていた。

 「今、持ち合わせは、これだけしかないのよ」

 メルプルは緑の財布を取りだした。

 「少ねぇな。まあ良いか。これで手を打ってやるよ」

スカイは中身を見てから全部取りだして自分のポケットに入れた。そしてメルプルに空っぽの財布を返した。

 「じゃ、マグギャラン、コロン行くぞ。冒険屋の仕事が入ったぞ」

 スカイは宝箱を持ち上げて言った。

 「カッコ付けすぎだぞスカイ」

 マグギャランが金をポケットにしまうスカイの肩を叩いて言った。

「いいんだよ」

 スカイは言った。

「まあ、アイツ等は俺の仇だ。お前のカッコつけにも、付き合う理由は十分に在るな」

マグギャランは剣を抜いた。

 「だが金の詰まった宝箱を持っているところは全然格好良くないぞスカイ」

マグギャランは笑いながら言った。

 スカイは優勝賞金の金貨が詰まった宝箱を持っていた。

「うるせぇな。これは、お前のカネでもあるんだよ」

 「お前は相変わらずヒーローに、なりきれない奴だ。本当の理由は何だ」

マグギャランは笑いながら言った。

 「わからねぇ。カッコつけたくなったからで良いだろう」

 スカイは言った。

「それはカッコつけすぎだ。理由にはならんな」

マグギャランが笑いながら言った。

理由は特にないな。

 命張るには理由は無いが。

まあ、良いか。

 これで良いんだろうな。

ん？

 「おい、お前達、城門の前を見ろ！」

スカイはメルプル達に向かって叫んだ。

 トランプ模様のマントを着た兵士達が怪物へと変わっていった。

　


 「どういうことだシュイ老師」

 黒鷹が言った。

「ダンジョニアン男爵は生きている。お前達が殺したのはニセモノだ」

 じっちゃんが言った。

「何？あれだけの苦労をして、オレ達はニセモノを殺したのか」

トトンがヒゲを撫でながら言った。

 「我が主君の目を覚ますためには、もう一度、ダンジョニアン城に潜入しなければならないな。この任務はスロプ王国の重鎮達連名による血判状を元に行われた計画だ。国庫金を着服してダンジョン競技に注ぎ込んでいるスラーレ王の目を覚まさせるためにダンジョニアン男爵を迷宮競技の表彰式で殺す事が目的だったが失敗してしまった。今度はセカンド・プランとしてダンジョニアン城の中に居るダンジョニアン男爵を殺さなくてはならない。とにかく我々はダンジョン・ゲームを中止に追い込まねばならないのだ」

黒鷹が言った。

「だが、どうやって中に入るんだ。城門に鍵が、かかっているはずだ」

 トトンが言った。

 「奇門遁甲は武覇山流に伝わっています。俺が星深門の軽身功で城壁を昇って城の門を開けて皆を引き入れます」

ジーウーは言った。

「ですがジーウー。元気な君と違って。私はキュピンが毒で倒れていた間、一人で魔術を担当した結果、相当な負担を受けていまして魔術は打ち止めなんです。最後のインビジブル・コートで限界を越えました。今すぐ横になって睡眠を取りたい状況です」

森人（エルフ）の魔法使いフラー・ソイラスが言った。銀色の長髪を揺すって頭を押さえていた。

 フラーは、もう少し顔が美形で無ければ魔術が色々使えて頼りになる、いい男なのだが。

ジーウーは思った。

 「私に任せて。フラーの穴は私が埋めるわ。毒の影響も無いし医療魔術は任せて」

 キュピンさんがガッツポーズで言った。

 「それでは、我々も、ダンジョニアン城へ向かうぞ。そして本物のダンジョニアン男爵を殺す」

 黒鷹が言った。

黒鷹のメンバー達は皆頷いた。

 そして黒鷹達はダンジョニアン城を目指して駆け始めた。

　


 「さあルールを説明するよ君達。ダンジョニアン城に入れるのは６人までだ。三人は中庭に残らなくてはならない」

ステディ・ベアは言った。

 「おい、お前等は早く先に行けよ、ここは、オレ達が食い止める。獄門惨厳塔に入って扉を閉めろ」

スカイとマグギャランはトランプのマントを羽織った顔が昆虫や魚に変化して突進してくる怪物達を並んで止めた。スカイは宝箱で、クワガタの頭が付いた怪物の攻撃を受けた。マグギャランは剣でピラニアの顔が付いた怪物の噛みつき攻撃を受けていた。

コロンは杖の先端に炎の塊を作ってミミズクの頭が付いて空を飛ぶ怪物の空からの攻撃を防いでいた。

 横から首が長く伸びる蛇の顔を持った怪物の噛みつき攻撃をスカイは足を右にやって宝箱で受けた。

 「スカイ」

メルプルが青ざめた顔で言った。

「さあ、先に行け。早く扉を閉めろ！」

スカイは宝箱を振り回して、ザリガニの頭が付いた怪物のハサミ攻撃を受けながら叫んだ。

 「美人の、お姉さん！後でデートをしましょう！」

マグギャランが、蟻の頭が付いた怪物の噛みつき攻撃と、団子虫の回転攻撃を同時に足と剣で受けながら叫んだ。

 「死なないでスカイ！」

メルプルは叫んだ。

「俺達は冒険屋だ！そう簡単に、くたばるかよ！マグギャラン！扉を閉めるぞ！」

スカイとマグギャランはメルプル達が入り口の向こう側に入ったのを見計らって怪物達の攻撃を受け止めていた。扉は、ゆっくりと自動で閉まっていった。

　


メルプルの目の前で機械仕掛けの閂が降りた。

 「スカイ」

メルプルは言った。

 たった三人で、あんなに沢山の数の怪物達と戦えるはずがなかった。

「先に進むわよメルプル」

楚宇那が言った。

 「楚宇那の言うとおりよ、メルプル、あなたは先に進まなくては駄目よ」

サファお姉さんが言った。

 「メルプル、頑張ろう。あの人達の犠牲を無駄にしないためにも」

ルルが言った。

「止めてルル！まだ、スカイ達は死んだって決まった訳じゃない！」

 メルプルは叫んだ。

「凶陣拷羅五条殺には五つの闘技場が、あるのよ、これから先、私達は、あの人達の様に、覚悟を決めて誰かを犠牲にして一人を残して先に進まなければならない」

 楚宇那は言った。

 「嫌。みんなの誰かを犠牲にしながら先に進むなんて、嫌」

メルプルは首を横に振って言った。

 「ムニィ。メルプル心配するなムニィ。ニャコは丈夫だから死なないムニィ」

ニャコが言った。

「別に、わたしはメルプルの為に凶陣拷羅五条殺に参加する訳じゃないのよ。スカイに良いところを見せたかったから、参加するだけ。だから最初から死ぬ気は無いわ」

ウロンは腕を組んだまま手を振って言った。

「メルプル、気にしなくていいよ」

 ルルは言った。

 「さあ先に進みましょう階段が向こうの方にある」

楚宇那は言った。

　


 「さあ、どうする、スカイ。怪物達は一体一体は大して強くはない。だが、問題は数だ」

 マグギャランは言った。

 どうやら兵士達はトランプの枚数分だけ居るようだった。つまり合計で五十三居ると言うことだ。

 スカイ達は数の多さで鋼鉄の扉の前まで追いやられた。そして、囲まれて完全に絶体絶命の状況だった。

 「…集まって」

コロンが言った。

「どうするのだコロン」

マグギャランは言った。

「…インビジブル・コートを、かけるから」

コロンは言った。

 「は？何時そんな呪文を覚えたんだよ」

スカイは言った。

「スカイ！早く集まれ！」

マグギャランが言った。

コロンが杖の先端に作った火球がシャワーの様に上から広がった。そして消えていった。

 スカイの横に居たマグギャランが消えていった。

 「消えたぞ。マグギャラン居るか？」

スカイは見えなくなったマグギャランに言った。

 「うむ、スカイ。消えたが近くに居るようだな」

 マグギャランが答えた。

怪物達が、キョロキョロと辺りを見回し始めた。

 「どうやら効果は抜群だ」

マグギャランが言った。

「取りあえず、怪物達の間を通って、あっちの城門の方に歩いて行くぞ」

スカイは言った。

「スカイ。城門の方ではだめだ。この獄門惨厳塔の丸い塔の回りを回って後に逃げ込むのだ」

マグギャランは言った。

そのとき、スカイは、マグギャランの剣の先が中程から出ていることに気が付いた。

「おい、マグギャラン、剣がインビジブルコートの範囲から出て居るぞ」

スカイは言った。

「何、どうやら、この呪文は有効範囲が、かなり狭いみたいだな」

マグギャランは言った。

剣の先端が消えた。

「それじゃ、コロンが俺達の背中を押して、獄門惨厳塔の裏手の方へ回り込んで逃げるのでどうだ」

 スカイは言った。

「たしかに、現状では、他に方法が在るまい。良いか、コロン？」

マグギャランは言った。

 「…判った」

コロンはボソリと言った。

そしてスカイ達は右往左往している怪物達と、ぶつからないように気を付けて獄門惨厳塔の裏側の方へ歩いていった。

 裏側には馬小屋が在った、そして、幾つもの馬車が並んでいた。

 スカイ達は、馬小屋や、馬車が並んでいる場所に入って隠れた。

コロンは、しゃがみ込んで呪文書を開いて万年筆で何かを書いていた。

「酷いことしやがる。元は人間なんだろう」

スカイは言った。

 「そうだが。今は、ただの化け物だ。だが、どうも変な化け物だな。必ずしも、見た目通りの力を持っている訳ではないようだ。触角が付いていても、俺達を探し当てることが出来なかった」

マグギャランは言った。

 「そうだな。変な感じだな。だが、どうするんだよ。俺達はダンジョニアン城の敷地の中の壁に囲まれていて出ることも出来ないし、獄門惨厳塔の中に入ることも出来ない」

スカイは言った。

「獄門惨厳塔に入ってどうするのだスカイ」　マグギャランは言った。

「決まっているだろ。ダンジョニアンを、やつける」

スカイは言った。

「俺達は、十分働いたではないか。怪物五十三匹を、たった三人で相手にしたのだ。仕事はコンプリートだ。後は、あの金髪美女とデートをするだけだ」

 マグギャランは言った。

「だが、俺はメルプルに約束しちまったんだよ、ダンジョニアンをやつけるって」

スカイは言った。

 「お前も変な、ところに律儀な奴だな」

マグギャランは言った。

　


 「ふむ、第十四師とはいえ。女を切ることは嫌なんだな。恩義も在るし。でも仕事でも在るんだよな。悪いな、ここは通せないよ。あんた等通らないでくれ。お引き取りを願う」

 ラッキョウ頭の剣士が腕を組んで真面目な顔で言った。

 「ここを通さないなら戦うしかない。あなた達は先に行って。この男は、あなた達の手には余る相手よ」

 サファお姉さんが。剣を抜いて。金属製のトランプを数枚取りだした。

「でも、サファお姉さん一人で大丈夫なの？」

ルルが言った。

 「私は先に行きなさいと言ったのよ。もう戦いはタビヲン王国の一騎打ちの習いによって開始されたのよ。早く先に行きなさい。ラメゲ・ボルコ。一騎打ちを申し出るわ」

 サファお姉さんは言った。

 「まあ、女とはいえ、一騎打ちを所望されては一人以外とは戦えないよな。俺はタビヲンの男だ。他の嬢さん達は通りたければ通ってくれ。そうか、その手があったか。ずるい手だな。オヤジが、女は口が上手いから気を付けろと言っていたが本当だな」

 ラッキョウ頭の剣士は腕を組んだまま頭を上げて溜息を付いて言った。

「それじゃ十本剣の一の剣から始めるか」

ラッキョウ頭の剣士が背中から先端にトンカチの付いた奇妙な形の剣を抜いた。

 「父親と同じ武器を使うんだな」

 「ウチは剣しか出来ないからね。だから万年男爵の家系なのさ。生まれつき超人のタギャクイ伯爵とか、魔術と剣の天才の血を持つクトイハ伯爵とは違う。でも今は六と、七と、八の剣は折れて居るんだよな。飛ばして先へ進むのも嫌なんだが。あんたなら九か十の剣ぐらいまで行くかな。だが、それは不味いんだよな」

 サファお姉さんはラッキョウ頭の剣士と間合いを詰めていた。

 メルプルはルル達と共に走って闘技場の反対側にある階段に辿り着いた。

 「一の剣を抜こう。トンカチ頭蓋殴殺四肢切断流剣術と、この流派で使われるハンマーソードだ…」

 ラッキョウ頭の剣士の声が聞こえてきた。

サファお姉さん死なないで。

祈るようにメルプルは思った。

　


 「何だ、この怪物達は」

 黒鷹は言った。

五十人ぐらい居るトランプ模様のマントを被った怪物達がダンジョニアン城の中庭には居た。

 「これは、見たことのないモンスターです」

森人（エルフ）の魔法使いフラーが言った。

「君達も来てくれたのかい。盛り上げに来てくれたんだね。さあ、か弱い女の子達が君達の助けを待っている。男なら燃えるシチュエーションだよ！さあ頑張れ！まずは、この五十三匹の怪物達を倒して進むんだ」

 中庭の巨大なテレビでは子供に抱かれたクマ人形が踊りながら言った。

　


メルプルはルル達と先を急いで走っていった。

 階段を昇った先にはロボットが居た。３・二五メートルぐらい在りそうだった。

「私はメマシー博士の弟子のイッチー・ワーデルだ。最強メカ・ボトルシェイカーの二代目パイロットとして魔法都市エターナルの魔術科学力を見せてやる！」

 ロボットが喋った。

 「ふん、フラクターの科学力をバカにしては駄目よ。こんなロボットは私がフラクターの威信で壊す」

 ウロンが眼鏡を直しながら前に出てきてレーザー・ブラスター取りだした。

 そして腰のガンベルトに吊されているフラクター製の高性能爆弾を取りだした。

「食らいなさい！」

ウロンは左手でロボット目がけて爆弾を投げつけた。

大爆発が起きた。

メルプルの髪が根っこから引っ張られるように物凄い爆風と轟音が辺りに走った。

 「うぎゃあああ！」

 ロボットの左腕が吹き飛んだ。

 「さあ、先に行きなさい。私が、ここを食い止めるから。直ぐに追いつくから気にしないで。弱点は、もう分かったわ。あの馬鹿でかいエネルギーコードが弱点よ」

ウロンが言いながらレーザー・ブラスターの出力を調節した。

そしてレーザー・ブラスターでエネルギーコードを焼き切った。

 「ふふふ、エネルギーコードが切れたぐらいで動かなくなると思うのか？甘いぞ！甘い！魔法都市エターナルの元助手の実力！学力！魔術力！科学力を見せてやる！超難関クローシュート！」

 ロボットから巨大なハサミがウロン目がけて飛んできた。

ウロンは避けた。床の石畳を巨大なハサミが砕いた。

高速で巻き上げられていった。

 「避けたぐらいで、いい気になるなよ！轢き殺してやる！」

ロボットが足の後ろと真ん中に在る車輪で突進してきた。

 ウロンは横に跳んで避けた。

「早く行きなさい！」

 ウロンはレーザー・ブラスターを構えながら言った。

だが、階段近くまで来たメルプル達にロボットが迫ってきていた。

「ライトニング・ボルト・フィールド展開！」

 ロボットの背中から先端に球の付いた棒が何本も出てきた。そして雷光が棒の先端から発生していた。

だが、ウロンのレーザー・ブラスターがロボットの背中に生えた棒を焼き切った。ロボットの背中で爆発が起きた。

 「早く先に行って！」

ウロンが言った。

 

 階段を昇ると三の殺と書かれた扉が開いた。

 「何で床一面が氷で覆われているの」

 メルプルは口走った。

 床は一面が氷で覆われていた。

そして、ただっぴろい部屋は真っ暗だった。

 入り口付近の「非常口」と書かれた緑色の蛍光灯が灯っているだけであった。

 突然、スポットライトが点灯し部屋の奥にいる赤いミニスカートの女性を照らした。

 「それは私が居るからよ。氷上舞闘流スベラバの使い手、ダンジョン競技の一輪の薔薇。私の名前はマアン！」

 赤いミニスカートの衣装を着た女性が氷の上でスピンしながら言った。

 電気が一面に付いて部屋の中が明らかになった。

 高い天井付近には通路があって、そこではスポットライトを灯している黒い覆面を被った赤い水着のバニーガールが居た。

 ニャコが前に出た。

 「ムニィ。格闘家ムニィ。ニャコに戦えと格闘家の本能が命令しているムニィ」

 ニャコが前方へ宙返りしながら言った。

 氷の上でバランスを取っていたが。

 しっかりと立って構えた。

「猫耳人は平衡感覚が人間より優れているムニィ。ここはニャコに任せるムニィ。みんなは先に行くムニィ」

 「でも、ニャコちゃん。ゴフ・ハベの毒の影響は大丈夫なの」

ルルが氷の上で、すっ転んで倒れたまま言った。

 「眼鏡の、お姉ちゃんが、くれた薬でピンピンしているムニィ。心配無いムニィ」

 「それじゃ、ニャコ、任せたわよ」

楚宇那が言った。

「トリプル・スピン・キック！」

 前に出てきたニャコに、マアンと名乗ったスベラバの使い手の蹴りが飛んできた。

 低い姿勢から上に上がるように回転蹴りを三回打った。

 「ムニィ！」

 ニャコは三発の蹴りを全部十字受けで受け止めた。

 マアンと名乗った女性はステップして後退して、両腕を鳥のように広げて羽ばたくようにしなやかに動かした。

 「その受け技は、あなたも格闘家のようね。流派は何？」

 マアンは言った。

「ムニィ、ニャコの流派は猫耳人の民族格闘技、猫拳ムニィ」

 「猫拳なんて名前も知られていないようなマイナー流派はスベラバの敵ではないわ」

 マアンが言った。

「みんな三途の川を渡る前に、そう言うムニィ」

 ニャコは言った。

 「私が三途の川を渡るか試してみる？」

マアンは言った。

「望むところムニィ。即死コンボを決めてあの世に送ってやるムニィ」

 ニャコは言った。

「ミューヅック、スタート！」

マアンの声と共に、交響曲「ツルッペリン行進曲」が流れ始めた。

 メルプル達は反対側の階段を昇った。

　


 「拙者の名はムササビ。我が主、屍さまの命によってダンジョン・ストーカーズの派遣アルバイトをしている。ここを通すわけにはいかぬ。即刻立ち去れい。立ち去るなら女で子供、故に命までは奪わん」

天井に逆さまに、ぶら下がっている全身に鎧を着た男が言った。

「ねえ、どうやって、ぶら下がっているの」

ルルが大声出して聞いた。

だが、楚宇那が前に出た。

 「忍者風情が無礼であろう。我が名は楚宇那。控えよ」

 楚宇那がいった。

 凛とした声だ。

メルプルは思わず背筋を伸ばして控えてしまった。

「すごーい。楚宇那ちゃん。何時もと全然違うよ」

 ルルがキョロキョロと楚宇那と忍者を見ながら言った。

 「我は屍様と共にフラクターを捨てた身。その名には、もはや我を縛る力など無い。ヌシ等、早く立ち去らねば骸となるぞ」

 忍者が言った。

「屍だと、御前試合で兄上を殺した男か」

 楚宇那が怖い声で言った。

 たまに楚宇那は怖いけれど。今は格段に怖かった。

 「抜き足！」

ルルが横に一歩足を出した。

 カキン！

と音がしてルルの膝まである細身の白いロング・ブーツの横に刃物が突き刺さっていた。石の床に刃物が突き刺さっている。何という威力なのだろうか。どう考えても、この床は固い石の筈だ。本当に手で投げたのだろうか？

 「うわ…」

ルルが刃物を見て言った。

 「これは警告だ。次は心臓に突き刺さると知れい。む、何だ、その不埒な服は白金髪の娘！」

 忍者がメルプルに言った。

 メルプル以外に白金髪は居ないし自分のことだとメルプルは思った。

メルプルは自分の服を見た。確かにジャケットのボタンが飛んで、おヘソが出ているが。不埒って言われる程ひどくはないはずだ。内側には夏で暑いから丈の短い黒いタートルネックの袖無しの木綿製のニットを着ているけれど…。あとはママから貰った森人（エルフ）族のアクセサリーのネックレスも付けているけれど…。

「何という破廉恥極まる格好だ！拙者は硬派故に、そのような格好は断固認められん！」

忍者が、うろたえて手で目を隠しながら言った。

「屍はフラクター選帝国ヤマト領が生んだ最低の男よ。御前試合で病弱な兄上に勝ちを譲るはずだったのに木刀で撲殺して、その場で自分の師匠を殺して、追いかけてくる百人以上の侍を皆殺しにして逃げ出してフラクターを出奔したのみならず、フラクター選帝国とタビヲン王国との「混沌の大地戦争」の際にはタビヲン王国側に傭兵団を率いて付いて平然とヤマト領の軍勢を切り伏せて回った。その部下なら、私が成敗する」

 楚宇那は言った。

「笑止！貴様等は、ここで骸となる！」

忍者が言った。

 楚宇那はウロンのマントを肩から外した。

 「む、娘！その、そこら中が切れている服は何だ！不埒な！」

忍者が、うろたえた声で言った。

 「この忍者は私が相手をするわ。ルルと一緒に次の殺へ向かって」

楚宇那は言った。

　


 「ド、ドラゴン」

ルルは言った。

最後の殺。そこには巨大なドラゴンが居た。

 山のように巨大なドラゴンだ。

 死ぬ！

殺されて死ぬ！

 口を開けた！

 足がすくんだ。動けなくなったのだ。

火を吐くに違いない！

「格好いい！ヘロー！」

ルルは手を挙げてドラゴンに話し掛け始めた。

 え？何やっているのよ！

ドラゴンは開けていた口を閉じた。

 「何やっているのよルル。火を吐いて焼き殺されるわよ。あの尻尾が当たっても死ぬし、踏み潰されても死ぬし、噛みつかれても死ぬし、何をやっても死ぬんだよ」

メルプルは慌てて言った。

「ウチのハーベス王国は「飛竜騎士団」が飛竜を飼っているの。ドラゴンって頭が良いから人間の言葉が判るんだよ。餌付けやったこと在るもん」

 ニコニコ笑いながらルルはドラゴンに近づいていった。

いや、餌付けではなく餌にされて食べられてしまうに違いない。

 「ヘロー！」

 いや、それ以前に、ドラゴンは人間を殺すことを何とも思っていないのだ。

 昔から恐れられている怪物の中の怪物だった。

 ドラゴンから発する恐怖の圧力の前にメルプルは動けなかった。重いプレッシャーの様なモノをヒシヒシと感じていた。

だが、ルルは平然とドラゴンに近づいていった。

 「ヘロー！」

ルルはドラゴンに話しかけていた。

 

 スカイ達にコロンは呪文書を見せた。

 「何考えて居るんだよ、コロン」

 スカイは言った。

「俺達に、魔術の数式を見せても判らないぞ」

マグギャランは首を傾げて言った。

「…お城まで跳ぶ」

 コロンは顔を赤くしてボソリと言った。

「どうしたのだ、ダンジョニアン城までは大体、百メートル以上も在るんだぞ。どうやって飛ぶのだ」

 マグギャランは言った。

 「…これ」

コロンは呪文書の数式を指してボソリと言った。

「魔術か？」

スカイは言った。

コロンは頷いた。そして、外を指さした。

「何、外に出るのか」

マグギャランは言った。

コロンは頷いた。

スカイとマグギャランはコロンに背中を押されて外に出た。

ダンジョニアン城の中庭の中でトランプ模様のマントを付けた怪物達は、そこら中で死んでいた。

「ひでえな。誰が、やったんだよ」

スカイは言った。

「さあな。取りあえず。危険が減ったことは減ったのだ」

マグギャランが言った。

コロンがマグギャランの背中を杖で、ひっぱたいた。

 「うおっ？何するのだ！足から炎が吹き出して居るぞ！うぉおおおおおおお！」

マグギャランの足の裏から炎が吹き出した。そして、ダンジョニアン城目がけて飛び始めた。

 「何だよ！あんな魔術見たことねぇ！」

スカイは炎を足から吹き出して空を飛んでいくマグギャランを見ながら叫んだ。

 そして、スカイの背中に何かがぶつかった。

後を見るとコロンが杖でスカイの背中をひっぱたいたようだった。

と言うことは？

「俺もかよ！」

スカイは、ブーツを履いた自分の足の裏から炎が吹き出していくのを見た。そして身体が浮かび始めた。最初は、ゆっくりだったがドンドンと加速していった。

 獄門惨厳塔の横を凄い勢いで通過していった。

 だが…ダンジョニアン城に、ぶつかりそうになりながらギリギリの所を通って、ダンジョニアン城の屋上に到達した。

途端に、足から吹き出している炎が弱くなった。そして屋上の上で先に到達しているマグギャランの横に降りた。

 マグギャランは頭を押さえていた。

「どうした」

スカイは言った。

「何か、目眩がした。いきなり空を飛んだんだぞ。心の準備が出来ていなかった」

マグギャランは言った。

コロンも最後に足から炎を出して飛んできた。　

「獄門惨厳塔を越えて、ダンジョニアン城に来てしまったな」

マグギャランは言った。

「ああ、そうだよ」

スカイは言った。

「それでは、どうするのだスカイ。やはりダンジョニアンを、やつけるのか？」

「まあ、当然だよな」

スカイは頷きながら言った。

コロンも頷いていた。

「ダンジョニアン城の中に入るか？」

マグギャランは屋上に出るための階段を指さした。

　


メルプルは、一人で、ダンジョニアン城へと続くであろう階段を駆けて昇っていた。

みんなが居なくなったとき、たった一人であることに気が付いた。

 サファお姉さん、ウロン、ニャコ、楚宇那、ルル…死なないで。

　


 「何だよ、この部屋は」

スカイ達が扉を開けた広い部屋の中は、青と黄色とピンクで悪趣味な滅茶苦茶な模様で塗り分けられていた。

その中に白いテーブルクロスに包まれた巨大な細長いテーブルが在った。

そして、そのテーブルの向こう側に、ダイヤモンドや宝石で飾られた背もたれの高い椅子が在った。

「何だよ、ダンジョニアンの奴等、こんなにカネが在るのかよ」

スカイはパフェなのか、よく判らない溶け掛かったアイスが盛りつけられた器を見ながら言った。

 「この部屋は、どういう部屋なのだ。さっきのホルマリン漬けの怪物や檻に入った怪物達が居た部屋とは、明らかに違う」

マグギャランは言った。

「確か、部屋の前に「ダンジョン競技の神の部屋」とか書いてあったな。前の部屋は「改造実験室」とか書いてあった」

スカイはテーブルの上に乗っかっている、

ダイヤル式のルーレットを見た。

これは……

「何だ、スカイ。これは第二迷宮ゾーンのルーレットと同じ物が書かれているじゃないか」

マグギャランが横からスカイが持っているルーレットを見ながら言った。

スカイはダイヤルを操作してみた。カチカチと音を立ててダイヤルが動いた。

「スカイ、コロン見て見ろ、こっちは、第三迷宮ゾーンの闘技場へ続く道が自在に変化するダンジョンの模型だ」

マグギャランが言った。

「ダンジョニアンの奴は、ここで、ダンジョンゲームを操作していたのか」

スカイは言った。

 「あっちの方には、ダンジョン全体の模型がある」

マグギャランが言った。

 「こっちの方には、何か、変な物があるな？、金属製の檻だ。エレベーターなのか？」

スカイは、部屋の奥にあるカーテンの影に隠れた鉄の檻の様な扉を見つけた。エレベーターらしく扉の上には階数表示が付いていた。そして、その上には「スタジアム直行」と書かれていた。

 「ふむ、スカイ。俺は、この部屋に残るぞ。お前と、コロンでダンジョニアンを、やつけて来るのだ」

マグギャランは言った。

 「何だよ、ここまで来たんだ、付き合えよ」

スカイは言った。

「俺は、さっきも言ったが、獄門惨厳塔の前で五十三匹の怪物達と戦って、十分に働いたのだ。後は、あの金髪美女とデートをするだけで良いのだ」

 マグギャランは言った。

 「仕方ねぇな。それじゃコロン行くぞ」

スカイは宝箱を持ち直して言った。

「おい、スカイ。宝箱を貸せ、預かっておく」

マグギャランは言った。

「確かに、ダンジョニアン達を、やつけるには、宝箱は邪魔か。持ち逃げするんじゃねぇぞ」

スカイは、マグギャランに宝箱を渡した。

 「まあ、頑張ってくるのだスカイ」

マグギャランは宝箱の上に座って言った。

「おうよ」

スカイはコロンと一緒に、「ダンジョン競技の神の部屋」を出ていった。

　


 マグギャランは宝箱の上に腰を下ろしていた。

 エレベーターが動き出した、そして回数を示す矢印は上へと上がってきた。

 「ズンチャ♪ブンチャ♪ズズゥーン♪ズチャズチャ♪」

おかしなリズムの鼻歌が聞こえてきた。

エレベーターの鉄格子の向こうにピンク色のモーニングにハート模様のタイツを履いた男が現れた。

シキールだ。

マグギャランは立ち上がった。

「待っていた」

マグギャランは鉄格子の扉が開いたエレベーターを見ながら言った。

 「いやあ、僕の名前を知っているかい？」

 シキールが葉巻を銜えた。

そして三十センチ近くの火柱が出るオイルライターで火を付けた。

そうすると首が伸びた。

 顔が、みるみるうちに変化した。

眉が極太になり、ピンク色の髪が全部引っ込んで禿頭となった。そして、のっぺりとした顔にニヤリと笑みを浮かべた。

「やはりお前か！ムカデ紳士！忘れるものか！」

マグギャランは言った。

 「ボクは記憶力が良くて子供の頃からテストでは何時も百点満点だったから、君のようなウザったい、ザコの事も、ちゃんと覚えているんだよ。でも、君の方は僕がスタート前に、君の、そばでインタビューをしていたのに気が付いてくれなかったじゃないか。なかなか間抜けだね。ボクは可笑しくてハラワタがよじ切れそうなぐらいバカウケだったんだよ。笑いを堪えるのに一苦労さ。そう言えば感想を聞いてなかったね。それじゃ今からインタビューでも開始しよう。どうだった、あの時は？君は悪魔のジェスター・オブ・ヘルに騙されたんだよね、そして、その時、自分の手で…」

 シキールはニヤニヤと笑いながら言った。

 そして口から葉巻の煙を吐くとドクロの形になった。

 「何が可笑しい！」

マグギャランは言った。

「あの時の君のリアクションが、おいしかったからさ。ボクはねスラッシャーとしての学問の探究に際して視覚効果とリアクションに拘るんだよ。だから、見ると嫌悪感を抱かせるようなバカな格好をして居るんだ。こーんな風に首が長くてムカデの胴体なんてなかなか気味が悪いだろう？いきなりやると女なんて悲鳴キャーキャーのリアクションをしてくれるのさ。そのリアクションが快感でね。癖になるんだよ。血しぶきと肉片を撒き散らして、みんなでキャーキャー、ワーワーと騒いでボク一人盛り上がるのさ。血しぶきの、お祭りみたいなモノが大好きなんだな。でも君の今のリアクションはイマイチだね。怒りを貯めているより、もっと発散して驚く顔を期待していたんだよ。君のようなザコには間抜け面が一番似合うからね。君が自分の手で許嫁を殺した、あの時のようにね」

 ムカデの首を曲げて口に銜えた葉巻を外して煙をマグギャランの顔に向かって吐きかけた。煙は十メートルぐらいの離れた距離を通ってマグギャランの顔にかかった。

 「言うな！俺は、この日のために生きてきた！お前は俺の仇だ！悪魔め！殺す！」

 マグギャランは剣を抜いた。

 「ノン・ノン・ノンだよ。悪魔じゃなくてス・ラ・ッ・シ・ャ・ァ。世界の秘密を知る本物の魔法使いソーサラーの最近の呼び名さ。人間の汚さ、ばっちさ、うざったさ。いっそのこと絶滅させたくなるような人間の本当の醜い姿を知っている賢者の中の賢者なのさ。だから……」

シキールは、だから、と言うと間を置いた。

「だから、なんだ」

マグギャランは聞いた。

「うーん、聞いてくれるのかな。ア・リ・ガ・ト・ウ。まあ、そうカリカリ怒らないでよ。理由を説明してあげるから。それはね、だからボクは人間というオモチャで遊ぶ事にしたんだよ。貴族、平民、奴隷、何でも使って遊ぶのさ。社会の、ばっちい仕組みも汚いイカサマも、遊びに使うことにすると、途端に、なかなか面白いプリミティブなマテリアルとなるんだね。そのリレーションは幾つも取れるからね。実に楽しい物だね。人間というオモチャで遊ぶのは。僕は学者であると同時にセンシティブなスプラッター芸術の芸術家でもあるんだ。本質的な所では学者と言うよりアーティストなんだよねボク」

シキールはニヤニヤしながら口からドクロの形をした煙を出しながら喋っていた。

 「お前とは、話すことなど無い。ただ、この剣で、お前を殺せればいい」

 マグギャランは言った。

 「フフフフフ、腕力に訴えるんだね？でも簡単に復讐ができると思うのかい。ボクは実は東西南北全部無敵流の格闘技の使い手なんだ。ドラゴンだろうと神だろうと凌駕する脅威の力を３・１４秒間の猛特訓で、今さっき歩きながら、ここに来る途中で会得したんだ。一度身に付いた神秘の力は食っちゃ寝ばかりして怠けていても増えることは在っても、一生衰えないんだ。何故なら僕は主役だからさ。主役。さあ掛かってきなさい。ザコのオマエは敵じゃない。お前より三百一兆倍強いぞ！バア！」

シキールは手をクネクネ動かして、おかしな構えをして三十センチぐらい在る長い舌と股間のカエルの顔から舌を出した。

 マグギャランは無言のまま近づいていって剣をシキールの胸に突き刺した。

 「ウギャァアアアアアアアア！しゅ、主役なのに、あ、有り得無ぁぁぁぁぁぁい！」

シキールは全身を強ばらせて動かしながら言った。

 そしてシキールは顔に笑いを浮かべたまま倒れた。

 マグギャランはシキールを倒した。

 「こんな物か。こんなにもアッサリとカタがつくのか。そして、この空しさはなんだ。こんな最低の奴等を殺す為に生きると言うことは何て空しいんだ。父さん、姉さん、俺を騎士として導いてくれ」

 マグギャランは剣を収めた。

そして、マグギャランは優勝賞金の入った宝箱を蹴飛ばした。そして暫く宝箱を見ていたが、溜息を付いて宝箱を持ち上げて去っていった。

 するとシキールの白目を剥いた目に焦点が戻った。

「うーん。死んだフリは楽しいモノだね、何時気が付かれるかとドキドキだったね。最高だね。このスリル感がヤバイんだよね。復讐に燃えている人間の隣で仇のボクが死んだフリだなんて最高にドキドキするシチュエーションだね。あー何てヤバイんだこれは。癖になるね。気持ちいいね。でも、やっぱり人間の身体は弱いね。心臓一突きで動かなくなるんだからね。やっぱり心臓が止まってしまうという不安が大きいから五つぐらい並列で繋げて、おかないと安心は出来ないよね。今度はどんな身体を着てみようかな？身体を選ぶというのは服を選ぶようにワクワクするね。いや、普通の人間には味わえない、もっと贅沢な楽しみかな。首を、もいで身体を盗むんで使うんだからね。ちょっと真似は出来ないかな。僕だけの贅沢な、お楽しみだフフフフフ」

シキールの首が更に伸びてムカデの身体が出てきた。

そして人間の顔がムカデの身体に付いた怪物はダンジョニアン城の闇の中に消えていった。

　


スカイとコロンはダンジョニアン城の中を歩き回っていた。次の階へ進むための階段のような物が見つからなかった。そして、ダンジョニアン城の部屋の中には、得体の知れない怪物を作っている様な場所が、あちらこちらにあった。

「放送室？何だ？」

スカイは、適当に当たりを付けて蹴飛ばして扉を開けてみた。

フラクター製の機械に囲まれた部屋の中にはクマ人形を抱えた、耳が尖った褐色の肌にプラチナ色の髪の女の子が居た。

 「どういう事だい。君達。どうやって、ここまで来たんだい」

クマ人形は若い女の声で言った。

 「ダンジョニアンを、やつける為にやって来た」

スカイは言った。

「せっかく、凶陣拷羅五条殺を、やっているのにズルをしては意味が無いじゃないか。この後のシナリオが上手く進まなくなるんだよ。困った人達だな」

クマ人形は言った。

 「お前達のシナリオなんか、ぶっ潰してやる」

スカイは言った。

 クマ人形を持ったまま、女の子が空中に浮かび上がった。

その時、携帯電話の呼び出し音が鳴った。

 スカイの携帯電話ではなかった。

 「はい、クマちゃん」

女の子がスカートのポケットから水色の携帯電話を取りだした。ストラップにはクマ人形の顔が付いている。

 「ちょっと君達待ってて」

 クマ人形が携帯電話を取って耳に当てた。クマ人形を持った女の子が空中から降りた。

「これは、ハイローゲーム様ですか。え、レビューが終わったのですか？で、ダンジョニアン計画は第二段階に入る？判りました」

 クマ人形は携帯電話で話しをしていた。そして、携帯電話を閉じた。そして携帯電話を持ったまま、女の子の手から飛び降りた。

「どうしたのクマちゃん」

女の子は言った。

「マルプル、君は、これから、ぼくの手助け無しで一人で生きて、いかなければならない」

クマ人形は女の子に背中を向けて言った。

「え、クマちゃん、どっか行かないで」

女の子は言った。

 「ごめんよ」

 クマ人形は携帯電話を持ったまま走り出した。そして機械の後ろに在る三、四十㎝ぐらいの高さの小さい扉を開けて中に入っていった。

 「クマちゃん戻って！」

女の子は叫んだ。

「うぇん…クマちゃんが、いなくなった…。うええん…」

女の子はしゃがんで泣き始めた。

 「おい、お前、何で子供なのに、こんな所にいるんだよ。ここら辺は、バケモノ共がウロウロしているんだぞ」

スカイは女の子に言った。

「わたしの名前はマルプル・ダンジョニアンよ。「お前」なんて名前じゃないわ。あなた達も、わたしのパパとママを殺しに来たんでしょ」

女の子は言った。

 「は？お前は、もしかしてメルプルの妹か？」

 スカイは言った。

よく見ると、耳は尖っているし、何となく顔立ちが似ている様に思った。

 「メルプルは、わたしの、お姉さんの名前よ。フラクター選帝国で立派なダンジョン・マスターになるための勉強をしているの」

マルプルは言った。

 「俺達はメルプルに頼まれてダンジョニアンを、やっつけに来たんだよ」

「うぇん。サンダツだ…メルプル、お姉ちゃんが、うぇん…パパからサンダツしようとしてる…うえええん」

マルプルが泣きながら言った。

「俺も知らないような難しい言葉遣うんじゃねぇよ」

 スカイは言った。

「うえん？サンダツも知らないの？」

 マルプルは言った。

 そして怪訝そうな顔でスカイとコロンを見た。

 「知らねぇよ」

スカイは言った。

 「クマちゃんが教えてくれたのよ。謀反も知らないの」

マルプルは言った。

「それは知っているよ。下克上の事だろう」

 スカイは言った。

「うん、そうだよ」

マルプルは言った。

「何だよ、なんで、あんなクマ人形のバケモノと一緒に居たんだよ」

「クマちゃんの悪口を言わないで。クマちゃんはマルプルのパパとママの命を狙う悪い奴等を、やっつけてくれるのよ」

マルプルは言った。

「ところで、ダンジョニアンは何処に居るんだ」

スカイは言った。

 「知ってどうするの」

マルプルは言った。　

「ダンジョニアンを、ぶっ潰す」

スカイは言った。

「うえん……嫌だ、パパが殺される……」

 マルプルが言った。

「俺は人殺しはしねぇんだ。ぶん殴って改心させるだけさ」

スカイは言った。

 「信用できない」

マルプルが言った。

「何だよ、何、疑って居るんだよ」

スカイは言った。

「だって、パパは身体が丈夫じゃ無いから殴られたら、殴り殺されてしまうもん」

 マルプルが言った。

 「まあ、お前も、自分の家かもしれないが、この部屋に居ろ。鍵でもかけていたら安全だろ」

 スカイは言った。そしてコロンを手で呼んだ。コロンは、やって来た。

「信用できない」

マルプルは言った。そしてスカイ達の後を付いてきた。

　


 「君達のせいだ。君達のせいで、わたしは首を吊らなければならない。森人（エルフ）と人間の間に生まれ落ちたが故に日陰者として生きてきて最後は自殺」

ラビリーナがスカイとコロンの前で腕を振り回しながら言った。

 「だまれ！ふざけんなよ！バケモノの仲間め！」

スカイは言った。

 「わたしがバケモノの仲間ですって、ああっ、そんなことを言われるまでに、私は悲しい人生を送ってきた。しくしくしくしく」

 ラビリーナは階段の手すりに寄りかかって芝居がかった口調と動きで泣き崩れながら言った。

 「テメェ、何、嘘臭い芝居やっているんだよ」

 スカイは言った。

 「本当は、そんな日陰者とか本人は思っていないんですが。この身体を乗っ取るという能力は記憶も奪えるから本心が判って、逆に、つまらないという事も、よくある話なのです」

 ラビリーナは笑いを浮かべて起きあがりながら男のような口調で言い始めた。

 「どういうことだ」

「まだ、判らないのですか。君は頭が鈍いですね。この身体は、今、この、わたしが奪って操っているんです。このラビリーナの力を使って、ちょっと遊んでみましょう。ラビリーナは森人（エルフ）魔術を使う事が出来るのですからね」

 ラビリーナの身体の回りに植物のツタが回り始めて、階段に向かって伸びていった。そして、巨大な莢に入った豆のような物が生え始めた。　

 「これは、バカ豆と言う巨大な豆です。奇形で大きくなっているので、一世代しか残りません。森人（エルフ）達は戦争を行う時に、投石機の様に使います。こんな風に」

ラビリーナが言うと、豆が弾けてスカイ目がけて飛んできた。

「アブネェ！」

スカイ横に跳んで巨大な豆を避けた。

 スカイが居た場所に巨大な豆が落ちた。

 コロンも横にジャンプして豆を避けた。

「うーん、残念。外れましたか。このラビリーナの身体の性能の中には視力が少し弱いという弱点が在るのですからね」

ラビリーナが言った。

そして、ラビリーナはドレスのポケットから眼鏡を取りだして掛けた。

「なぜ、マルプルが居るのにクマちゃんが居ないのですか」

 ラビリーナは言った。

 「ママ、クマちゃんはねハイローゲーム様から電話を受けたの、そうしたら突然、マルプルを置いて居なくなっちゃった」

マルプルは言った。

ラビリーナは紫色に銀細工が施された携帯電話を取りだした。そしてボタンを操作していた。

 「ステディ・ベア君ですか？ラビリーナです。どうしたんですか？え？ダンジョニアン計画は第二段階に入ると。そして、処分命令が出たのですか？判りました」

ラビリーナは携帯電話を手の平に載せた。そうすると携帯電話が燃え上がって、見る見るうちに溶けて燃え尽きて消えていった。

 「良いことを、教えましょう。ダンジョニアン男爵の弱点は、この階段を昇った左側の遊具室に在る二十面体のサイコロです。この赤いガラス製の二十面体のサイコロを破壊すると面白い事が起きます。ですが、君達にダンジョニアン男爵を倒せますか？」

ラビリーナは言った。

 「何だと！何で、そんなこと教えるんだよ！テメェ！罠にハメようとしているだろ！」

 スカイはラビリーナに叫んだ。

 「ふふふ。スラッシャーは直接は戦わないのです。では、この身体を捨てましょう」

 ラビリーナは笑った。

 突然、ラビリーナの顔から笑いが途切れ虚ろな目つきになった。そして倒れた。

階段を力無く転がった。ラビリーナはスカイ達の前まで転がってきた。

 そして動かなくなった。

「ママ！」

マルプルが走ってきてラビリーナに駆け寄った。

 「なんだ、どうなったんだ？」

スカイはラビリーナに近づいた。

「どうしてくれるのよ！ママが階段から落ちたじゃない！階段から落ちたら複雑骨折しても、おかしく無いんだから！」

 マルプルがスカイに向かって叫んだ。　

「別に、俺が突き飛ばした訳じゃねぇよ」

 スカイは言った。

「ぜったい！ぜったい！あなた達のせいよ！」

マルプルはスカイとコロンを見ながら言った。

 コロンが前に出てきた。

そして、しゃがんでラビリーナの結い上げて、うなじが見える首筋を触った。

 首の後には親指の頭ぐらいの小さいコブのような物が生えている。

 「…これは寄生肉芽」

 コロンは言った。

「キセイニクガ？何だそりゃ？」

スカイは言った。

「何よ！ママに触らないで！頸椎が骨折しているかもしれないでしょ！」

 マルプルがコロンの手を掴んで離した。

「いやあ、首の骨が折れていたら死んでいるだろう普通」

スカイは言った。

 「……寄生肉芽は脳を遠隔操作する」

 コロンは言った。

 「まさか、ママは操られているの」

マルプルは言った。

「……うん」

コロンは言った。

「ママはいつものママだったのに何で操られているの？さては、わたしを騙そうとしているでしょ」

マルプルはコロンに言った。

 「……そんなことはしない…寄生肉芽は、それ自体が生き物だから外すことは出来る…例えば火を当てれば……」

コロンは杖の先に炎を出そうとした。

炎がチラッと出たが直ぐに消えた。

 「どうしたコロン」

スカイは言った。

「…魔術の使い過ぎみたい…休まないと」

 コロンは杖に、へばって寄りかかって言った。

「しょうがねぇな。じゃ、俺は先にダンジョニアンの弱点の赤いガラスのサイコロを捜して来る」

スカイは言った。

 「パパを、ぶっとばしたら許さないからね！」

 ラビリーナの横に居る、マルプルはスカイに向かって言った。

　


 メルプルはダンジョニアン城に入って迷っていた。元々、メルプルが住んでいた古びた屋敷「青い、木漏れ日の館」の面影は、何処にもなかった。ダンジョニアン城の中は原色のピンクや黄色や黄緑などの悪趣味で派手な色調に彩られていて酔いそうな感じだった。

 「やあ、メルプル」

クマの人形が角から歩いて現れた。そしてメルプルに若い女の声で話しかけてきた。

 ステディ・ベアだ。

何故か水色の携帯電話を持っている。

 「事情が変わったんだ。ぼくがダンジョニアン男爵の部屋まで案内してあげるよ」

 ステディ・ベアは言った。

 「どういう事なの？」

「ぼくは、心の綺麗な女の子の手助けはするんだ」

 「でも、さっき青タン作るとか言ってなかったけ。わたしは嘘つきだから」

「うん。でも事情が変わったんだ。だからダンジョニアン男爵の部屋まで、君を案内する」

ステディ・ベアは言った。

メルプルは本当か嘘か、ステディ・ベアを見ていたがステディ・ベアは何処からどう見ても、やはり、ただのヌイグルミだった。表情は判らなかった。

 「本当に信じて良いの？」

メルプルは用心深く聞いた。

「君も疑り深い性格だな。でも、君は一人で、この複雑で滅茶苦茶な作りのダンジョニアン城の最も奧に在るダンジョニアン男爵の部屋に辿り着けるかな？ぼくの言うことを聞いて後を付いてきた方が利口だと思うよ。よく考えてみたまえ。凶陣拷羅五条殺の闘技場のダンジョン・ストーカーズ達を止めたければ、ダンジョニアン男爵の命令が必要なんだよ。早く止めないと……」

ステディ・ベアは短い手を後に組んで言った。

「！ルル達はどうなるの！」

メルプルは突然思いだして叫んだ。

「人が話しているのに中断させないでくれよ。君は礼儀知らずだな。ダンジョン・ストーカーズにはダンジョニアン男爵から戦闘命令が出て居るんだよ。その命令を止めるにはダンジョニアン男爵直々の命令が必要なんだ」

 ステディ・ベアは言った。

 「でも！だって！ずっと中庭で話していたのは、あなたじゃないステディ・ベア！あなたが止める事はできないの！」

 メルプルは叫んだ。

「うん、そうだよ。ぼくとマルプルはダンジョン・ストーカーだからね。だから、第四迷宮ゾーンに居たんだ」

「…マルプルは、私の妹のマルプルなの？」

 「君も、つくづく疑り深い性格だな。どういう人生を送ってきたんだい？マルプルは君の妹のマルプルだよ」

「いま、マルプルは何処に居るの？」

「ダンジョニアン城の中に居ることは間違いないよ。マルプルは、このダンジョニアン城の中で育ったから、一人でも問題は無いよ」

 「無事なのね。それならば、ダンジョニアン男爵の部屋へ、わたしを案内して。ルル達を助けて貰うためにパパと直接話をしてみる」

 メルプルは意を決して言った。

 「うん、いいよ。こっちだよ。付いて来るんだ」

ステディ・ベアは短い腕で右側を指しながら言った。

　


 「ちくしょう見つからねぇな」

 スカイは、遊具室の中で、赤いガラス製の二十面体のサイコロを捜していた。この部屋の中には、様々な、玩具が沢山在った。この中から、二十面体のサイコロを捜す事は、かなり難しい話だった。サイコロを捜している途中でスカイは剣を見つけた。なかなか、切れ味の良さそうな剣だった。

　


メルプルとステディ・ベアを載せたエレベーターは止まった。エレベーターから出てみると、床石を四角く、くり抜いた形で出てくる仕組みだった。ステディ・ベアは腕を振るって、両開きの扉を指し示した。

「メルプル。ここがダンジョニアン男爵の「主の間」だよ」

ステディ・ベアは言った。

「ここなのね。ここにパパが居るのね」

メルプルは言った。

「うん、そうだよ。それじゃ、ぼくは、ここまで案内したから失敬するね」

ステディ・ベアは言うと。エレベーターのボタンを押した。エレベーターは下に向かって降りていった。そしてエレベーターの上に付いている、床石が閉じ、ただの床になった。

メルプルは両開きの扉を見ていた。扉にはトランプやチェスの駒やサイコロなどが彫り込まれている。

メルプルは扉を押した。

そして中に入った。

中は廊下と同じように落ち着いた雰囲気の作りだった。幅は二十メートルぐらいあって、奥行きは、五十メートルぐらい在る部屋だった。

その部屋の奥の背もたれの高い椅子の上にはメルプルの父親のブルーリーフ男爵が座って居るはずであった。メルプルは視力が少し弱いから遠くの人間の顔までは判らなかったのだ。

メルプルは走った。そして近くまで行って頑丈そうな作りの金色の宝石で飾られた椅子に座っている人物の顔を見た。それは、間違いなく、メルプルの父親のブルーリーフ男爵だった。

 「パパ！」

 メルプルは叫んだ。

 「よく来たねメルプル会いたかったよ」

 ダンジョニアン男爵は言った。

「ウソよパパは私の事をメルプルなんて呼ばない！あなたはニセモノね！」

 メルプルは叫んだ。

 「おや、そうだったかね。フフフフフフフ。それじゃ、君の、お父さんの声でも聞いてみるかね」

ダンジョニアン男爵は言った。

 「何を言っているの！パパを返して！そのダンジョニアン男爵もニセモノでしょ！」

 メルプルは叫んだ。

「違うよ。違うよ。これは君の父親ブルーリーフ男爵の身体なんだよ。少しばかり特殊な魔術で身体を奪って居るんだ」

ダンジョニアン男爵は言った。

 「ウソよ！また騙そうとしたって、もう騙されない！」

「うーん、それじゃ、ブルーリーフ男爵の声を聞いてみるかね」

 ダンジョニアン男爵は笑いながら言った。

途端にダンジョニアン男爵は椅子の肘掛けに、もたれかかるように倒れた。

 そして目が開いた。

狼狽した顔をしている。

「メル。メルか。ここから逃げなさい！ダンジョニアン男爵達は本物の悪魔だ！人間じゃない！殺人ゲームをしながら笑ってアイスを食べている！お前だけでも逃げなさい！」

メルプルは青ざめた。その喋り方は間違いなくメルプルの父親のブルーリーフ男爵の喋り方だった。

「パパ！」

「逃げなさいメル！早く！お前まで怪物にさせられてしまう！そうしたら多くの善良な人達を苦しめる悪魔になってしまう！奴等は、そういった相談をしていた！」

 「でも、パパを置いて行けないよ」

 「早く、逃げなさい！私が私で居られる間に！うわああああ！」

「パパ！」

メルプルは叫んだ。

 ブルーリーフ男爵の首がガクンと前に落ちた。

「フフフフフフ。うーんどうだったメルプル君。しばしの親子の対面は？これでも私をニセモノだと言えるかな」

 ダンジョニアン男爵は垂れていた頭を持ち上げた。そして笑いながら立ち上がった。

 「酷い！悪魔！」

メルプルは叫んだ。

「残念、少し違うよ。仲間内ではスラッシャーと言うんだ。一番クールでスマートかつセクシーな格好いい魔法使いの姿なんだよ。君は心の弱い人間だね？こんな事すると、どうだい」

いきなりダンジョニアン男爵は左腕を椅子の手すりに打ち付けた。

 「痛たたたたた」

ダンジョニアン男爵はニヤリと笑った。

「何て事するの！パパの身体なのよ！やめて！」

 メルプルは叫んだ。

 「何とも言えないね。楽しいね。子供の前で親の肉体を傷つける事は」

 ダンジョニアン男爵は笑った。

 「そんな事をして何が面白いの！」

メルプルは叫んだ。

「楽しいからさ。ただ単純に面白いんだよ。他人の心を傷つけた分だけ自分の心が満たされて幸せになれる。スラッシャーの間では幸福量保存の法則と言うんだ。世の中には一定の有限な幸福の量があって、それを巡って、みんなが幸福を奪い合うという公理が存在するんだ。少し難しい話になったかな？僕たちのような勉強屋の話題だからね」

 ダンジョニアン男爵は言った。

 「人でなし！悪魔！」

メルプルは叫んだ。

 「無力な人間から浴びる罵声は快楽なんだよ。実に気持ちがいい。自分が特別な存在である事を裏付けてくれる。そうやって自信と言う物が出来上がっていくのさ。そして、その自信を元に社会の上に立つことが出来る。これが世の上に立つ勝ち組と呼ばれる者達が有り体に実行している帝王学と言う物さ。安っぽいけれど学問の探究上参与観察をして真似をするとなかなか快感だね。僕も好きだよ勝ち組になるのは。勝ち組最高。だから辞められないんだね支配者は支配者を」

 ダンジョニアン男爵は笑いながら腕を更に椅子の手すりに何度もぶつけた。

 「そんな事しないで！もう耐えられない！」

メルプルは耳を押さえてしゃがみ込んだ。

ダンジョニアン男爵が笑いながら自分の腕を振り上げて何度も椅子の手すりに打ち当てる音がメルプルの押さえた耳に聞こえた。

 お願い止めて！

「おや、ギブ・アップかね？君も支配者なのだろう？生まれつき女男爵になることが定められているのだから。でも君は支配者の世界から負け組となったブルーリーフ男爵の娘だ。君は父親と同じように駄目な支配者のようだね。支配者は親子で互いに殺し合うことも珍しくないんだよ。それは学問的には正しい事なんだ。負け組である一般人が傷を舐め合う方便の家族愛とやらは支配者には要らないんだ。権力を拝受し抜け目無く次の世代へと受け継がせる器で在りさえすれば良いんだ。きっと森人（エルフ）の血を引く君の母親が男爵という肩書きと権力を持った君の父親と結婚して勝ち組になるために愛という幻想で、たぶらかしたんだろうね。嫌な女だね君の母親は。君は、どうやら両親の悪いところだけを受け継いだ支配者の失敗作だったようだ。ルックスは支配者として申し分無いようだけどね。でも君をしっかりした支配者にして上げるよ。ハイローゲーム学派は高いモノを低くして低いモノを高くするんだからね。腕の振るいがいがあるよ。これからラビリーナ君が君の身体を欲しがっているから彼に君の身体も記憶もあげよう。彼は、他人の記憶を奪うことに喜びを覚えるんだ。そして彼が君の脳の中に寄生して女ダンジョニアン男爵となるのさ……おや、この身体は脆いね。もう壊れちゃったよ。前腕の二つの骨が折れたようだね。どうやら皮膚から骨が出ているようだ。ツンツンやると面白いね。君も見てみるかい」

 メルプルは、見ることが出来なかった。ポシェットを開いた。そして森人（エルフ）の錬金術で作った植物が入った試験管を取りだした。だが、それ以上何も出来なかった。

「それは、森人（エルフ）族の魔術だけではないね。

僕たちスラッシャーは、あらゆる学派の魔法使い達の魔術を奪って集めて居るんだよ。森人（エルフ）の錬金術で作った魔術植物だけでは僕たちスラッシャーには勝てないな」

 ダンジョニアン男爵は言った。

 メルプルは、試験管を握ったまま。動けなかった。試験管の中に入っている攻撃型の植物を使うことは出来なかった。

 どうすればいいの？

メルプルは迷っていた。

「おりゃ！」

 メルプルの背後で大きな音がした。

扉を蹴飛ばして人が入ってきた。

「何だ？メルプル？先に居たのか？」

スカイの声がした。

 「スカイ！」

メルプルは叫んだ。

　


 「ほう、誰が来たかと思えば、スカイ君が来たのか。君達、第７パーティは、アンラッキー・セブンで殺す予定だったのに結局優勝させてしまったからね。だから、ここで、君をアンラッキー７らしく、惨たらしく殺さなければ、このダンジョンゲームの神の矜持が満たされないんだよ」

ダンジョニアン男爵は笑いながらスカイの方を見た。

 「うるせぇぞ、この野郎！大丈夫かメルプル！」

スカイは床に、へたり込んでいるメルプルの側まで駆けていった。

 「スカイどうやってダンジョニアン城まで来たの」

メルプルは言った。

「説明は後だ。ダンジョニアンを先に、ぶっ潰す」

スカイはメルプルに言った。

 ダンジョニアン男爵は満面に笑みを浮かべた。そして話し始めた。

「スカイ君、メルプル君聞きたまえ。このダンジョンゲームは莫大な金が動く、一大イベントなのだ。貴重な全人類的な文化遺産を私達ダンジョン競技運営委員会は興しているのだよ。賭博とは人間に備わっている本能の一つだ。殺戮衝動であり自己死でもあるのだよ。カネという物は、人生に、おいて仕事と呼ばれる行動によって獲得される物なのだ。それはつまり、人生の生きていられる時間と交換して得られる物であり、つまり時間によって分割された命そのものなのだよ。同じ時間働いて得られるカネの量が不公平で格差という物が在るにしてもね。そのカネを賭けると言う行為は人生を掛けることでもあるのだ。つまり自分の命を賭ける行為だ。そして他人の命であるカネを奪う行為でもある。賭博とは、まさに食うか食われるかの殺し合いの生存競争の修羅場なのだ。自分の命であるカネを奪われる危険があるにしてもだよ。それこそ全ては悪魔のイタズラが宿るダイスが知っているということさ。つまりカネを媒介にした生存競争の縮図がこのダンジョン競技にはある！これこその人間の本質だ！我々はダンジョン競技で善を為している！」

 ダンジョニアン男爵は笑った。

 「ごたくを並べて居るんじゃねぇ！ダンジョン競技ではカネを儲けたが！オマエは、ぶっ潰す！」

「やれやれ、賭場で儲けて置いて、その後で同じ賭場の胴元を殺そうとは支離滅裂な行動だよスカイ君。君に必要なのは私に対する感謝と尊敬の念だ。つまりリスペクトが必要なわけだ。カネを沢山儲けさせてくれてアリガトウとでも素直に言えないのかね」

 ダンジョニアン男爵は腕を開いた。

「うるせぇぞ！俺は、お前を、ぶっ潰す！」

 スカイは叫んだ。

 「止めてスカイ！あれはパパの身体なのよ！」

メルプルが叫んだ。

 「何？ラビリーナと同じなのか？操られているのか？」

スカイは言った。

 「違うの！ダンジョニアン男爵が、パパの身体を乗っ取って居るのよ！」

メルプルは叫んだ。

ダンジョニアン男爵は笑いを浮かべた。

 「うーん、そう言うことだ。それでは、そうだな、これから面白いゲームを始めよう。君達を戦わせてみようかな。簡単に殺してしまうのは楽しく無いからね。この獄門惨厳塔を君達は一応クリアーしたんだ。ではラビリーナ君」

 ダンジョニアン男爵は指をパチンと鳴らした。

 メルプルが歩いていって。部屋の壁に飾られている短剣を取りだした。そして鞘から抜きはなった。

 「おい、どうしたんだメルプル」

スカイは言った。

だが、メルプルはスカイに向かって突進していった。

「死ね！スカイ・ザ・ワイドハート！」

 そしてメルプルは男性の口調で短剣をスカイに向かって振るった。

 スカイは手に持った剣でメルプルの短剣を受けた。

 「私じゃない！身体が勝手に動くの！」

 メルプルは短剣を連続して振るいながら言った。

 スカイは後ろにジャンプして避けていった。

 「私じゃない！身体が勝手に動くのだよ！」

 繰り返したメルプルの声が途中から変な声に変わった。

 「何だ、どうしたんだメルプル！」

 スカイは叫んだ。

「ふふふ、今は、わたくしラビリーナが、お相手しますよ。私は以前には剣士に寄生したことも在りますので剣術も出来るのですよ。わたくしは寄生した人間達の能力や記憶だけでなく人生を全て奪える能力を持っているのですから。ちょっとインストールに時間が掛かりますけれどね」

 メルプルが短剣を構えながら言った。

 「メルプルがラビリーナ？どういうことだ！わかんねぇ！」

スカイは剣を斜めに構えた。

 「特別に教えてあげようスカイ・ザ・ワイドハート。わたくしは一度に何人もの人間を操ることが出来る。寄生肉芽を使ってね」

メルプルは言った。

 「寄生肉芽？コロン姉ちゃんが言っていたあのタンコブの様な物か！」

 スカイは叫んだ。

 「その通りですが、何故、寄生肉芽を知っているのですか？表の魔法使い達は知らないはずですよ」

 ラビリーナ・メルプル？は剣の突きをスカイの胴目がけて打ち込んできたがスカイは剣と体裁きで受けた。

 「うーん、このメルプル・ブルーリーフの身体は身体が固くて重い。運動神経が、かなり鈍いようですね。私が習得している剣捌きが思うようにいきませんね」

メルプルは短剣を、ぎこちなくスカイに向かって振りながら言った。

スカイはメルプルの短剣の横殴りの攻撃を持っている剣で受けた。

 そして反対の手でメルプルの短剣を持った右腕を掴んで後に回った。

「何をするつもりですか」

ラビリーナ・メルプル？は言った。

「寄生肉芽は痛みを与えると外れるんだ」

 スカイは言った。

「成る程、寄生肉芽の外し方まで知られては、この身体を操るのは止めましょう。寄生肉芽を外します」

ラビリーナ・メルプル？は言った。メルプルが力無く倒れた。スカイの目の前のメルプルの背中まであるプラチナ色の髪が動いて中から、親指の先端ほどの寄生肉芽が落ちてきた。ラビリーナの首筋に在った物と同じだった。スカイは踏んづけて寄生肉芽を潰した。

 「おい、メルプル大丈夫か？」

スカイはメルプルを抱き起こして頬を、かるく叩いて言った。

 「う、うん。大丈夫」

メルプルは目の焦点が合っていない様な表情で言った。

 「ほう、寄生肉芽を外すとは、なかなかやる。ラビリーナ君を退けるとはね」

 ダンジョニアン男爵は言った。

 メルプルはスカイに支えられて立ち上がった。

「ダンジョニアン男爵！パパを返して！そして凶陣拷羅五条殺を止めて！」

 メルプルは叫んだ。

 「フフフフ、そう簡単に行くと思うのかね？だが、ダンジョニアン男爵は寛大でフェアだ君達にチャンスを与えよう。この三つのアイテムの中に、私の弱点がある。トランプ、知恵の輪、六面体のサイコロ。この中から私の弱点となるアイテムを選んで破壊すれば、私は、ブルーリーフ男爵の身体から出て行かざるを得ない。さあ選びたまえ」

 ダンジョニアン男爵の服の左袖からトランプと知恵の輪と六面体のサイコロが出てきて空中に浮いた。

 「お前の弱点はこれだ！」

 スカイはガラスで出来た二十面体のサイコロをポケットから取りだした。

ラビリーナがスカイに教えたダンジョニアン男爵の弱点だ。

 「この手の遊びでは弱点はトランプに決まって居るんだよ。考え直した方が良くないかね。それは、ただの何処にでもある二十面体のサイコロじゃないのかな」

 ダンジョニアン男爵が笑いながら言った。

 「おりゃ！このヤロウ！」

 スカイは赤いガラス製の二十面体のサイコロを床に叩き付けた。サイコロは砕け散った。

「ギャァアアアアアアアアアアア！」

 ダンジョニアン男爵の身体から何かが離れていった。

 「これがパパを操っているバケモノなの」

 メルプルが言った。

ダンジョニアン男爵の身体から奇怪なボールのような頭が付いた赤い二十面体のサイコロの胴体を持った怪物が現れた。

「ボクを見たな！」

 怪物がボールに付いた顔を歪めて蛇腹で出来た腕を振り回して叫んだ。

 「この剣でトドメを刺す！バケモノめ！」

 スカイは剣を振りかざした。

「このレクリエーターに剣などが通用すると思うのかい？ボクに、この姿を取らせるなんて生意気だよ君達。そもそも、このボクの本当の名前を聞いて生きていられる人間なんて居ないのさ。ボクの、この身体は特別製だからね」

 「くたばれ！バケモノ！」

 スカイはダンジョニアン男爵に切りかかった。

だが、スカイの剣はダンジョニアン男爵の身体の回りを回る巨大なトランプに弾き返された。

 「それにしても君もバカだね。その剣はボクが作ったトラップ・ソードさ。ボクの身体の一部で出来ている、手から離れなくなるのさ。こんな風に」

 ダンジョニアン男爵は言った。

「何！」

スカイは持っていた剣を見た。剣は石に変わっていた。そしてスカイの腕に巻き付いていた。これでは切ることは出来ない。

　


 その時、スカイの持った剣に炎が集まって

きた。

 スカイは後ろを見た。

 コロンだ。

 正気に戻ったらしいメルプルの母親とマルプルも一緒にいる。

コロンが杖から炎を集めて送っている。

 コロンは杖をグルグルと振り回した。

 よし、これは火炎剣の魔術だ。

 スカイの持っているダンジョニアンの身体で出来た剣に炎の刀身が出来た。

 そしてコロンは杖に寄りかかって、床にへたり込んだ。

「そこの魔法使い。火炎剣の魔術ぐらいで何のつもりだい？ちゃちな魔術だね？君は気に入らないね。ボクのダンジョンゲームで、ボクの美しい殺人トラップ・コンボを何度も潰してきたからね」

 ダンジョニアン男爵が言った。

 「食らえ！」

スカイはダンジョニアン男爵に向かって剣を振るった。

 スカイの炎の剣がダンジョニアン男爵の前で一瞬消えた。

「何？」

 スカイは慌てた。

 「対物理防御の呪文と対魔術防御の呪文を合体させた闇の高等ズル魔術「絶対安全」をボクは使って居るんだよ。お決まりの、お約束攻撃なんかボクには通用しないのさ。今は、どんな攻撃も無効となる無敵の時間なのだよ…何？流れが変わってきている、何が起きた。こんな事は起きるはずはない！何？アンチ・マジック・フィールドとフィジカル・リフレクトが解除されているのか！誰だ！誰がやった！」

 スカイの剣の炎が再び上がった。

「何だよ！使えるのか？食らえダンジョニアン！」

 スカイは炎の剣をジャンプして振るった。

 炎の剣の炎が青白くなった。スカイは剣を上から下まで真っ直ぐに振り下ろした。

レクリエーターは真っ二つになった。

「ギャアアアアアアアアアア！」

レクリエーターは叫び声と共に倒れた。

 「ええい！スカイ・ザ・ワイドハート！

お前に憑依して身体を奪ってやる！

いや出来ない！

何故だ！

ぎゃあああああああ！」

そしてレクリエーターは石になった。

トランプも石に変わり床に落ちた。

そして二十面体のサイコロと丸い頭が付いた奇怪な分断された石像となった。

 そしてコロンが作った炎の刀身は消えて。剣は石になった。

そしてスカイの手から剣は離れ落ちて転がった。

 「ダンジョニアンは倒したぜメルプル。仕事完了だ」

 メルプルは倒れていた。

 「あ、ありがとうスカイ」

 メルプルは、やっとのことで言った。

　


 「よしゴールだ」

七歳のスカイは言った。

白い帽子の、つばを持って尖った耳を隠しているメルプルは言った。

「ありがとうスカイ。わたし、みたいな気持ち悪い子と一緒に迷路ゲームに参加してくれて」

メルプルは俯きながら言った。

 「だから言って居るだろう。お前は，結構可愛いし、気持ち悪くなんかねぇよ。お前を嫌っているヤツ等の方が悪いんだよ」

スカイは言った。

そしてスカイはメルプルの帽子を取った。

「なにするのスカイ。帽子を返して」

 メルプルは言った。

「こんな帽子なんか要らないぜ」

 スカイはメルプルの白い帽子を人差し指ででクルクル回しながら言った。

「でも，帽子が無いと森人（エルフ）の耳が見えちゃうから」

メルプルは言った。

「俯いていないで前を見ろよ。世界は地面だけじゃ無いだろ。世界は広いんだぜ」

スカイは言った。

ゴールを潜るとスカイ達は、一番の旗の所に連れて行かれた。

「メルプル、見てみろ、オレ達は一位だぜ」

 スカイは言った。

 「私が一位なの？嫌われ者の、わたしが一位になったの。一位になって良いの」

 メルプルは言った。

「一位は一位だぜ。お前は一位になったんだよメルプル」

 スカイは言った。

「何にも自信の無い私が、一位になったの」

メルプルは言った。

二位になった、ニキビだらけの少年が言った。

「オマエ等が一番かよ。ウチは家族が多いから、小麦粉百キロは貴重品なんだよ」

「あげる」

 メルプルは言った。

 ブルーリーフ男爵が，笑顔で、表彰式に立った。

 ブルーリーフ男爵は言った。

「本日の優勝は、スカイ・ザ・ワイドハートとメルプル・シルフィードです」

「おめでとう」

ブルーリーフ男爵は、笑顔を浮かべて、スカイとメルプルの頭に手を置いて軽く叩いた。

　


「じゃあなメルプル。親父さんと、お袋さんとマルブルの四人で達者でな。良い領主になれよ」

 そう言うとスカイはコロンという姉と共に立ち去っていった。

 コロンという魔法使いは何故か頭を下げた。

 ありがとうスカイ。

スカイ達が出て行ってから。

暫くするとルル達がやって来た。

 ルル、

楚宇那、

ニャコ、

ウロン、

サファお姉さん、

みんな無事だった。

 良かった。本当に良かった。

 メルプルは涙が流れた、思いっきり泣きたかった。

 「メル、無事だったんだね」

パパが言った。

「パパ」

メルプルはパパに抱きついた。

「メル…大きくなって」

ママが言った。

「メルプルお姉ちゃん」

マルプルが言った。

 そして家族四人で抱き合った。

スカイありがとう……。

本当に、ありがとう。

　


ムカデの胴体に禿頭のゲジゲジ眉毛の怪物の横には、人の顔が浮かんだ粘液の塊のようなモノが壁に張り付いていた。

「いやあ、やはり、悪の組織は、派手に潰れるときが一番刺激的だね。でもハイローゲーム様が怒るよ。レクリエーター君が死ぬなんて我々ハイローゲーム学派の百年以上の歴史の中でも珍事だ。新しい学友でも物色するかね？だが我々の貯め込んでいる深遠なる知識を受け継ぐ器となるような学友など、なかなか簡単には見つかるとは思えないけれどね」

 ムカデに人の顔の付いた怪物が言った。

「レクリエーター君は些か、このダンジョンゲームに、のめり込みすぎていたからね、冷笑的なクールさがスラッシャーのキメどころなのに。最後の戦い方は無惨だったよ。スラッシャーは直接戦わないのが嗜みなのに。バカな悪の魔法使いの真似なんか、するからこうなるんだよ。実に惨めだったね」

 人の顔が浮かんだ粘液の塊が喋った。

 ステディ・ベアが粘液の塊を見ていた。

「怒らないでくれよステディ・ベア君。レクリエーター君の、ように私も殺すつもりかい。蚊と同じぐらいの小ささの傷を付けただけではないか。脳味噌まで達しているにしろ三十六万本の双方向性神経繊維を打ち込んだだけだよ、あのクォーターの森人（エルフ）の小娘には。下らない小娘だよ。寄生肉芽を通して記憶を探った所、劣等感と敗北感だけしかないような情けない小娘さ。錬金術士とは呼べないようなレシピ頼りの調合しか出来ないんだからね。創造性も才能も無いよ、あの小娘には。レクリエーター君を殺す理由としては些か乏しくないかね。レクリエーター君は才能のあるハイローゲーム学派の学士なんだよ」

 粘液の塊が喋った。

 「才能が無くても良いじゃない。この終わり方はとても良いわよ。久しぶりに感動しちゃった。やだ、涙が出ている。やっぱり正義の味方は何も望まず立ち去るのが正しい姿よね」

 涙が流れているテディベアは若い女の声で言った。

 「そんな、下らない理由でダンジョニアン男爵ごっこを御破算にしたのかい。許せないな。レクリエーター君と私は高尚な哲学を行っていたのだよ。宇宙の彼方へと二人で旅立つような孤独な精神の旅を行っていたんだ。ダンジョニアン男爵ごっこは人間の本質に迫る哲学なんだよ。確かにハイロー・ゲーム様はレクリエーター君を殺すように命令を出したけれど本当に殺す必要が在ったのかい。それに次のダンジョニアン男爵になるのは私の番だったんだよ」

粘液の塊が喋った。

 「まあ、ステディ・ベア君も、じぇりーマン君も睨み合わない睨み合わない。スラッシャーたるもの、友達面しておいてから、さり気なく後で殺しに掛かるモノだよ。我々が、さっきレクリエーター君を見捨てて手助け、しなかったようにね。我々は学問を探究するさいの趣味のベクトルが一致していたから、ダンジョニアン男爵ごっこで、少しばかり仲良く、やりすぎていたんだな。スラッシャーの世界は、知識を奪って、お互いに殺し合うのが本来のルールだからね。我々こそが本当の魔法使いソーサラーなのだよ。魔法都市エターナルなんて、ただの力仕事をやっているだけさ。ウイザードはザコなんだよ。まあ、あのコロナ・プロミネンスはザコとは呼べないけれどね。それじゃあ、稼いだ金を持ち逃げして我々はコモンの闇の中に消えていこうか。この身体では些か不自由だから新しい身体を奪わなくてはならないかな。首を切り落としてムカデの身体を脊髄に埋め込まないとね。その時神経を接続するのが気持ち、いいんだな。まあ力仕事はボクが作った脳味噌の拡張ベイに筋肉トレーニング・アクセレータカードと無線ＬＡＮカードに労働アクセレータ・カードを搭載した邪戦斧隊にでも、やらせて、我々の、もう一つのアジトへと急ごうか。そこでハイローゲーム様と共に新たなヒマージとミドルン王国攻略を考えようじゃないか。我々は何だかんだ言っても同じ学派の仲間なんだよ。悪巧みは仲良く連んでやるものさ」

 ムカデの怪人が笑いながら言った。

 そして奇怪な三匹の怪物達はダンジョニアン城の闇の中へと消えていった。

　


 「私は、このブルーリーフ町のブルーリーフ男爵です。このダンジョニアン男爵の迷宮競技は廃止します」

 パパはカメラの前で言った。

 これから、このトラップシティを普通の町に戻すには時間が掛かるかもしれなかった。

 でも後ろにはルル達が見ていてくれた。

 きっと上手く行くに違いなかった。

　


 スカイ、マグギャラン、コロンの三人は夜明けの太陽が昇ってきたトラップシティの町を三人で横に並んで無言のまま歩いていた。

 石畳の通りには誰もいなかった。

早朝だからかもしれなかった。

だから通りの真ん中を三人で並んで歩いていた。

 スカイは宝箱の中身のヒマージ金貨を宿屋で買った大型のリュックサックに詰めて歩いていた。

 マグギャランはスカイ達が自分達に賭けた賭け券を換金したヒマージ金貨をリュックサックに詰めて背負っていた。

 コロンは優勝トロフィーを宿屋で買ったシーツで包んで持っていた。

 「まあ、結果的には上々だな、悪い奴を、やつけてカネも手に入った。言うこと無しだろ。フラクター選帝国の帝国銀行に入れてミドルンへ送金すれば税金も掛からないしな」

 スカイは言った。

 コロンが頷いていた。

「まあ、悪い話ではなかったな。借金も全額耳を揃えて返せるし、多少の、やりくりも出来る。ブルーリーフ男爵がダンジョン競技の廃止を告げて賭け券の換金が出来なくなると言うデマが在ったが、結局、換金は明け方近くまで換金所に列を作って並んで待って出来たし上々の結果だ」

 マグギャランは言った。

 スカイ達はトラップシティの入り口近くまで来た。

「それじゃ、駅馬車か駅バスにでも乗ってミドルン王国へ帰るぞ。オレ達がダンジョン競技で得た金は、冒険屋のルールに則って三人で山分けだ。文句ねぇだろオマエ等」

 スカイは言った。

マグギャランとコロンは頷いた。

 メルプル良かったな。親父さんが元に戻って。

それにしても、ちょっとばかり、驚きの連続の一日だったぜ。朝日に照らされた獄門惨厳塔とダンジョニアン城を見ながらスカイは思った。

「みなさーん、待って下さい！」

 白い神官着の女が走ってきた。

 ルシルスだ。

 地面に引きずるような白く長い神官着の裾を左手で巻いて右手を振って走ってくる。

 「きゃっ！」

そしてスカイ達の目の前で悲鳴を上げて転けた。

 オイ、狙っているのかよ。

「痛たた……。あのう、私を、お家まで送ってくれる約束は、どうなったのですか。私を置いていかないで下さい。私は、こんなにもドジでノロマでグズなドベなんです」

 ルシルスが転けたまま言った。

「よく考えて、みたんだルシルス。お前の家に電話は在るか？俺かマグギャランの携帯電話、使って家の人に迎えに来て貰った方が良くないか。父親とか兄貴とかが居るだろう」

スカイはルシルスに言った。

 「おい、スカイ。それではルシルスの、お姉さん達に会えないではないか」

 マグギャランはスカイの肩を押さえて真面目な顔で言った。

 「はあ？携帯電話ですか？ウチはママがフラクター選帝国と科学が大嫌いなので携帯電話もテレビも無いんですよ。でも、魔法都市エターナルの教授を、やっているダーナお姉さまが携帯電話の電話番号を教えてくれたのでダーナお姉さまになら通じるんじゃないでしょうか」

ルシルスが首を傾げながら言った。

 「何、君のような美人で、その上インテリなのか」

マグギャランが真面目な顔で言った。

 「はい私なんか出来が悪いですが。ずっと美人ですよ。しかも、とっても頭が良いんです。近所で評判の女神三姉妹の一人なんですよ」

 ルシルスが首を傾けたままジト目で言った。

「未婚なのかね。これは重要な質問だから正直に答えるように。では、もう一度聞こう、未婚なのかね」

 マグギャランは鼻息荒くルシルスに言った。

 「はい」

「うおっしゃ！」

マグギャランは金貨の詰まったリュックサックを地面に置いて両腕で気合いを入れた。

「でも、まだ十代なんですけれど、それに想い人が居るんですよ。その人の病気を治すために勉強して要るんです」

 ルシルスは右手の手の平で口元を隠しながらジト目で言った。

「はあ？じゅ、十代でエターナルの教授…しかも想い人が居る……」

 マグギャランは力が抜けてリュックサックの上に倒れた。

確かに十代で魔法都市エターナルの教授なんてウソだよな。

「まあ、ミドルンまで行く駅馬車にでも乗ろうや。金は多少は余裕があるから。旅費ぐらいは出してやるよ」

スカイは言った。

 「本当ですか？良かった。何故か神官着の袖に入っていたパン一個以外は昨日から何も食べてなくて、お腹が空いて居るんですよ。屋台を見ては悲しい思いをしていました。ミシュカお姉さまの作る美味しい手料理が懐かしいです。あ、あそこにファースト・フード店「コーヒーズ」があります。少し早いですけど、お食事にしませんか」

 「おい、お前、オレ達のカネだよ。もう少し遠慮しろよ」

スカイは言った。

 「知って居るんですよ。一位になってお金が沢山入ったことを。私だって二位か三位に入賞出来て、お金が手に入ったのに女の子達のパーティに入賞を譲ったのですから多少は何かをしてくれるのは当然ではないですか」

 ルシルスがジト目で人差し指を振って言った。

 「何処で知ったんだよ。おまえはダンジョン競技の途中で人格が変わったんだろ」

「袖に入っていたダンジョン競技運営委員会が作った競技者用のルールブックを読んだんですよ」

 ルシルスがルールブックを取りだした。

「あ、アレか」

スカイ達は歩いていった。

 スカイ達は「コーヒーズ」に入った。

そこには早朝の客も、まばらなテーブルの中で、背中に十本の剣を背負ったラッキョウ頭の男が座ってハンバーガーを食べていた。アヒルマークのシールが貼ってあるスーツケースを横に置いている。

「むっ、そこにいるのはラメゲではないか。我が宿縁のライバル」

マグギャランは言った。

 おいハッタリは大概にしておけよマグギャラン。スカイは疲れがドッと出た。

あのダンジョンゲームは疲れまくる殺人ゲームだったな。頭も疲れるし身体も疲れる酷いゲームだった。そういや昨日から一睡も、していないんだよな。

 ラメゲは面倒くさそうな顔をして振り向いた。

 「お前達か。最後となった昨日のレースで一位になったんだってな。俺はダンジョニアン男爵が行った競技の廃止宣言でダンジョンストーカーズを失業したから、実家にこれから帰るんだ。まさか、あの方は……」

ラメゲはルシルスを見ていた。

 「どうしたルシルスを知っているのか。それともサシシ・ラーキの方か」

スカイは言った。

「グラタン・バーガーセットとピザコロッケバーガーセットに十五段ビーフマヨネーズバーガーセットを下さい。え？ドリンクは選べるんですか？ヨーグルト・サイダー・シェークに濃厚ポタージュスープが良いかしら」

ルシルスがカウンターで注文をしていた。

 まあ、ハンバーガーぐらいなら奢っても今の財布には響かないだろう。でも高いの三つも注文するなよ。しかもセットで…他人の財布だと思いやがって。スカイはカウンターの上の値段表を見ながら思った。

 ラメゲがスカイ達を手で招いた。

「ここだけの話だ。耳を貸せ、お前達」

スカイ達三人はラメゲの近くに顔を寄せた。

 「なんで、お前達が、あの方と一緒にいるのだ」

ラメゲが目を細めて小声で言った。

は？あの方？

 ルシルスが、そんなに大したモノなのか？殺人宗教の邪神官なのに。

「ダンジョン競技中に、あの女が、サシシ・ラーキっていう殺しの秘文字教の神官から人格が変わってルシルスになるところを見たんだ。なあ、マグギャラン、コロン」

スカイは他の二人に聞いた。

マグギャランもコロンも頷いていた。

 「人格が変わる？あの噂は本当だったのか？」

 ラメゲは腕を組んで顎に手を当てて言った。

 「知り合いなのか」

 マグギャランは言った。

「ルシルス様を、どうするつもりだ」

ラメゲは答えずに言った。

「迷子で一文無しだから、家まで送っていくという話になって居るんだ。そう言えば家の場所を聞いて、いなかったな」

 スカイは首を傾げながら言った。

 マグギャランとコロンも、どっかを向いて考えていた。

 そうだ、肝心の家の場所を知らなかった。

「ならば、俺は、お前達に付いて行く」

 ラメゲは顎を押さえて考えながら言った。

 「はあ？なんでだよ」

スカイは言った。

まさか賞金を狙っているのか。

 「ルシルス様はボルコ家の恩人の娘なのだ。だから、ちゃんと家に送り届けなければならない」

 ラメゲは額を押さえて言った。

 スカイに嫌な予感が走った。

 ラメゲは暗黒王国タビヲンの貴族だ、その恩人ならば……。

その時、窓際の席から立ち上がった男女がいた。そしてこっちに近づいてきた。

 「あーあー、君達。見ていたよ、見ていた、私は見ていた。君達は昨日のレースで優勝した第七パーティ「ザ・ワイドハート」のメンバーだね」

 眼鏡を掛けた白髪で長髪の中年の男が言った。温泉マークのアロハシャツを着て白いバミューダ・パンツを履いている。仁王立ちして長髪を、かき上げている。

「父さん、どう見ても本人達だよ。早く本題に入ろうよ」

 眼鏡を掛けた茶色い髪を二つに分けたソバカスの少女が言った。十七、八歳ぐらいだ。パイナップル模様のアロハ・シャツを着て白いプリーツの入ったスカートを履いている。

 「君達は、私の鋭い勘によれば冒険屋だね」

 中年の男性が言った。

 「まあ、そうだよ」

 スカイは言った。

 「それでは、ダンジョン・ゲームで優勝した腕を見込んで、仕事を引き受けてくれないかな。私と娘は今、商売敵の刺客に追われているのだ…」

 スカイは、マグギャランとコロンと顔を見合わせた。

 また冒険の始まりのようだった。

　


 ダンジョニアン男爵の話はこれで終わりだ。

まあ、一日の間に走り回って戦って罠に、はまり掛けたりと酷い一日だった。

 メルプルの父親のブルーリーフ男爵と母親も妹は生きていたし。結果的には良かった良かっただったな。

メルプルの事を余り話して居ないって？

まあ、女の子の事を、ぺらぺら話すのも行儀が悪いってものだ。

で、コロン姉ちゃんは結局冒険屋になってしまうんだ。やっぱり最初の冒険で大金を、せしめすぎたからな。あれで癖になったに違いないよな。いつも、あんなに儲かる、はずはないんだよ。コロン姉ちゃんは俺とマグギャランと違って借金が無かったから、三分の一を丸々儲けたんだ。そして銀行に貯金したんだな。でも、あとで、くだらない物を買うんだよ。

それで、しばらくの間オレ達はマグギャランも含めて三人で組むことになる。

 コロン姉ちゃんは俺が内陸海を渡ってコモンから逃げ出して南方大陸に行くまで一緒に冒険屋を、する事になるんだ。

で、ほとぼりが醒めて南方大陸から帰ってきたらコモンは大変な事になって居るんだな。

 まあ、その話は、また今度な。今日は、この辺で終わりにしようや。

                   （聞き手ノベラーＹ）

               　　　　　　　　

後書きらしきもの。

紆余曲折が在り、ダウンロード版で、無料ダウンロード版と有料版を、全く同じ内容で提供することが技術的な問題の解決で可能になりました。

要するに、お金を支払う、支払わないは自由ということです。

今後、無料でのアップデートを続けていきます。一度、有料版を買って、無料ダウンロード版をダウンロードする方法も全然問題ありません。

この「ダンジョニアン男爵の迷宮競技」の針屋書店のホームページから行う、ダウンロード版では、今後、獄門惨厳塔でのルル達のフル・バトル・シーンの内容も追加していく予定です。

今年の2025年は「電脳世紀東京ノーブルパゴーダ」の完成と、ダウンロード版での出版を目指しています。

では、筆を置きましよう。

2025年04月19日針屋忠道。
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